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序　話







　かつ、かつと回廊に足音が響き渡る。

　鞠まりが弾む音と自分の足音、それ以外に聞こえるとしたらお目付け役の女の欠伸あくびくらいなのに。いつもの乳母うばは休みで、新入りの侍じ女じょがついていた。そんな中、足音の主は自分のほうへ近づいてきた。現れたのは、一人の老人だった。

　お目付け役が腰を上げ、自分を庇かばうように前に出る。老人に対して丁寧な口調で話しかけるが、老人はそれを無視してふらふらと歩き、自分へと手を伸ばす。白髪の交じった髪は乱れ、目はくぼんでいた。しかし、手はそれほどしわがれておらず、面おもてに現れた老いよりも本来の年齢が若いことを示していた。

　お目付け役の声に気が付いたのか、部屋から女が現れた。母だった。

　母は小走りで自分の前に立つと、老人を見据えた。

　老人はうめき声を上げる。母を見て怯おびえているようだ。その姿が異様で、思わず持っていた鞠を投げつけ、お目付け役にしがみついた。

　老人はそれでもなにかを伝えたいようで、こちらに近づこうとする。伸ばした手は拳こぶしを作って、なにかしっかり握っている。

　母はそれを牽けん制せいするように大きな団扇うちわを握りしめ、老人を睨にらむ。その目には、いつもの穏やかな様相からは想像できない熱い炎がたぎっていた。老人は、獣のように炎を恐れて動けなくなってしまった。

　幾いく何ばくもせず、回廊の向こうから男たちが近づいてくる。皆、薄い髭ひげを持った男たちで、宦かん官がんというものだと知っていた。

　その後ろから、ひどく落ち着いた老婆が現れる。しゃらんと豪ごう奢しゃな簪かんざしが鈴のように鳴り、それに合わせて周りの侍じ従じゅうたちが足並みを揃えている。

　お目付け役も母も膝ひざをつく。それにならって自分も膝をついた。老婆は老人よりさらに年上に見えたが、その眼光は鋭く、目を合わせるだけで突き刺さりそうだった。身体がびりびりした。

　老婆は何度か見たことがあった気がする。とても偉い人、それだけは記憶にあり、誰も逆らってはいけないと若い侍じ女じょたちが話しているのを聞いた。

「ほうら、お部屋に戻ろうじゃないか」

　老婆が老人に触れる。優しくなだめる声に老人はまた怯おびえた顔をして、壁に張り付いた。がたがたと身体を丸めたまま震え、歯が鳴るのが聞こえる。ぎゅっと握っていた老人の手からなにかがこぼれる。きらりと輝くそれに思わず目を奪われた。朱とも鬱う金こんともいえる色の石だった。

　なにか見たことがある。なんだったろうか。

　とても印象に残る鮮やかな色だったが、思い出せない。

　老婆は、眉み間けんにしわを寄せると、自分たちには目もくれず背を向けた。老婆に代わり、宦官たちが老人を優しくなだめながら宮の外へと連れて行く。

　お目付け役にしがみつきながら、その様子を最後まで見ていた。一体、なんだったのだろうと怯えるしかなかった。

　ただ、自分の隣で膝をついている母は、煮えたぎるような熱い視線を老婆へと向けていた。穏やかな母がどうしてこんな表情をするのか、あの老人と老婆が誰なのか。それがわかるのは、それからしばらくあとのことだった。

　老人は父で、老婆は祖母だと言われた。

　そして、自分がずっと父だと思っていた者が兄だと知った。




　寝苦しい季節にはまだ早い。なのに、壬ジン氏シの寝間着は汗でべったり湿っていた。気持ち悪さで寝台から起き上がると、卓子テーブルの上の水差しをとってそのまま口につける。水に果汁と蜂蜜を少し溶かしたそれは、汗をかいて乾いた身体を気持ちよく潤した。

　窓の隙すき間まから、月明かりが見える。

　嫌な夢を見たあとは、いつも悪いことが起きる。そんな思い込みは迷信だろうか。息をついて、壬氏は水差しを卓子テーブルに置いた。

　まだ、夜明けまで時間がある。眠ったほうがいいだろうし、眠らなければお目付け役の高ガオ順シュンが目を逆三角にして怒るだろう。

　しかし、眠れぬものは眠れないのだ。仕方あるまい。

　眠れない夜は、眠れるまで身体を動かせばよい。

　壬氏は、部屋の棚に立てかけた模擬刀をとる。修練用に刃先を潰つぶしたそれは、特別に短く重く作ってある。それを片手で大きく振る。部屋の外でやりたいところだが、護衛に感づかれると面倒くさい。ここでやっているのもおそらく気付かれているだろうが、外に出なければ大目に見てくれる。

　部屋の中で刀を振り回すのは不向きだ。それを補う工夫として、片足で剣舞をすることにした。習った型を一通り終えると、足を替えて、持ち手も替えて行う。それを数回繰り返したところで、外が明るみ始めた。

　壬氏は火照ほてった身体を冷やすように、床に大の字になった。

　湯ゆ浴あみの準備をしてもらおう。

　そんなことを考えていると、ふと不機嫌な女にょ官かんの顔が頭に浮かんだ。朝っぱらから湯浴みをして、香油をふんだんに使っていることをどう思っているのか、表情を見ればわかる。だからといって、汗くさい身体のまま仕事に移るわけにもいかない。

　形だけでも、完璧な宦かん官がん・壬氏を演じるためにはそれくらいのことが必要なのだ。

　それを口に出せないものだからもどかしい。

　しかし、いつまでも黙っているわけにもいかないと思っている。妙なところで鈍いあの女官でも、そろそろおかしいと思っているはずだ。もしくは、すでに気が付いていて知らぬふりをしていることも考えられる。

　だったら話が早いのだが──。

　壬氏は起き上がり、模擬刀を元の場所に戻すと、寝台の上に倒れ込んだ。着替えはもうどうでもいい。

　侍じ女じょの水スイ蓮レンが起こしに来るまでもう少し時間がある。その間だけでも眠ろう。

　また仕事中に欠伸あくびをしそうになるな、と思いながら床とこについた。










一話　書







「なにをやっている？」

　至極不思議そうな口調でたずねるのは、毎度おなじみ麗うるわしの宦かん官がん、壬氏である。後ろには、従者の高ガオ順シュンが立っていた。

「なにをと言われましても」

　猫マオ猫マオは竈かまどの前で汗を拭ふきながら言った。隣では、暑苦しそうに手で顔を扇あおぎながらやぶ医者がせっせと作業をしていた。足の怪我けがが完治しない猫猫に代わって手伝ってくれているのだが、動きが悪いと思うのは猫猫の贅ぜい沢たくだろうか。

　医局にある竈を利用して、鍋で煮に炊たきをしている。鍋には奇妙な形の蓋ふたがつけられ、そこから細長い管が伸びている。途中、それを冷やす水を置く。管の先からぽたぽたと滴しずくが落ちて、それを小さな器にためていた。

　先日、医局を掃除していたときに出てきた蒸留装置だ。こんな大層なものを倉庫の肥やしにしていたとはもったいない。

　辺りに花の匂いが充満している。鍋の中には大量の花びらがある。

「香油を作っております」

　先日、青あお薔そう薇びを作る際に用意した薔そう薇びで作っている。

「すごい匂いだな」

「野生の薔そう薇びに比べると薄いです。のちほど、油や水で薄めますから」

　何世代もかけて人の思うように作り替えた薔そう薇びは、見た目の豪ごう奢しゃさや美しさの代償として香りが落ちてしまう。どれもこれも欲しいと欲張ってもなかなかうまくいくものではない。

　壬氏は興味深そうに、蒸留装置をじっと見ている。

　薪まきをせっせと運んでいたやぶ医者は、壬氏に気付くとまるで年頃の娘のように服についた埃ほこりをぱたぱたとはたき、どじょう髭ひげをちょんと整えた。

「なにかご用でしょうか？」

　その言葉に壬氏が少し顔を曇らせる。猫猫としては特に他意はなかったのだが、あまり気持ちのよい聞き方ではなかったらしい。

「これだけ香りが強いと誰だって気になるだろう」

　ふてくされたように壬氏が唇を軽く突き出していた。その様子にお付の高順は、眉み間けんにしわを寄せる。

（もっと威厳を持とう）

　高順はそう言いたいのかもしれない。ここにいるやぶ医者の目は節穴なので気にする必要はないと思うのだが、そうはいかないのがお偉いさんというものである。

　猫猫は、椅子から立ち上がると、棚から茶菓子を取り出して卓子テーブルの上に置く。やぶが水屋箪だん笥すの最上段に高価な点心おやつを置いているのは把握済みだ。壬氏が椅子に座ると、猫猫は月げっ餅ぺいをつまみ、念のため毒見して見せたあと、壬氏に渡す。

「ここでやるのは、さすがに翡ひ翠すい宮きゅうではやりにくいからか？」

「ええ、それもありますけど」

　猫猫は豚脂ラードがついた指をぬぐい、竈かまどの前に立つ。管の先にある器を新しいものに取り換える。しばらく置いていると、上澄みに油が浮かんできた。これが香油だ。

「香油の中には、子を流す作用があるものもあります。よほど濃いものを飲まなければ問題ないと思いますが──」

　ちらりとやぶ医者が近くにいないことを確認しながら、猫猫は言った。やぶ医者は人はいいが、いかんせん口が軽い。翡翠宮の主あるじである玉ギョク葉ヨウ妃の妊娠を知るには時期尚しょう早そうだ。

「……では、後こう宮きゅう内で使われている香水などは特に規制する必要はないのだな」

「ええ、問題ないかと」

　いちいちそれで規制をかけてしまえば、いろいろ面倒くさいことになるだろう。大所帯ともなると、そこまで気を配ることは難しい。

　壬氏はもう一つ、竈かまどにかけた鍋を見る。薔薇とは違った、嗅かぐと頭がくらりとする香りに気付いたのだろう。

「あれは？」

「そちらは、酒精アルコールをためたものです」

　嗅ぐだけで酔ってしまいそうな濃さだ。酒を何度も蒸留させることで、濃い酒精アルコールが取れる。これは飲用ではなく、消毒用に作っている。暖かくなる季節、なにかと悪い気がたまり身体を害することは多い。小さな公主ひめがいる翡翠宮では、できるだけ清潔にしておきたいからだ。

　一応、余分に作って医局に置いておけば、いろいろ使い道がある。

「そんなことに使えるのか」

「ええ、西方ではそう使うそうです」

　猫猫の養父は、西方に留学していた経験があり、猫猫も聞きかじりだがその知識がある。自分に他人より優れている部分があるとすれば、そういう養父から受け継いだ知識だと猫猫は思う。

「確かおまえの養父は……」

　壬氏がなにか言おうとしたとき、どすんと大きな音が聞こえた。

　なんだろうと高順が医局の外を見る。宦かん官がんが二人がかりで大きな荷物を医局の前に置いていった。

「なんですか、これは？」

　高順が首を傾かしげながらやぶ医者に聞いた。
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「ああ、これは嬢ちゃんが……」

　猫猫がやぶ医者をぎろっと睨にらんだが遅かった。

　壬氏が興味深そうに荷ほどきを始めていた。いや、勝手に触るんじゃない。

「壬氏さま、お茶が沸きましたので椅子に座っていてください」

「なんだこれは？」

「実家からの荷物です。大したものはありません」

　なぜかわくわくした目でこちらを見てくる壬氏。

（なんて奴だ）

　猫猫とて女である。こういう場合、遠慮して見ないという選択肢はないのだろうか。

「し、下着が入っていますので」

　猫猫がうつむきがちに言うと、壬氏が気まずそうに手を離した。そうだ、そのまま離れるがいいと猫猫は顔を伏せたまま思ったのだが、うまくいかないのが現実である。

「男二人がかりで持ってくるなんて、その下着は何製でしょうか？」

　高順がろくでもないことに気付いてくれた。

　壬氏が「あっ」と口を開けていた。

　迂う闊かつなままでよいものを、荷物の中身は暴かれることになった。




「後こう宮きゅうにおいて問題なのは、その潔癖さだと思われます」

　猫猫は背をぴんと伸ばし、至極真面目に言った。

　後宮に集められる女にょ官かんは、なんだかんだで帝みかどの御手付きになることを考えて生き娘むすめが揃えられる。そうでない者も多少いるが、少数派だ。

　万が一、帝の御眼鏡にかなった場合、その娘が生娘だったとしよう。ただでさえ、帝相手に萎縮する上、未知の体験をするわけだ。

「もし、粗そ相そうがあった場合、とても不ふ憫びんでなりません。事前に学習する必要があると思われます」

「だから、こんなものを用意したというわけか？」

　目の前に壬氏が仁王立ちしている。猫猫は床に正座している。

　なんだろう、前にもこんなふうに怒られた気がする。

　荷はほどかれ、中から大量の書物が見えていた。なんの書物かといえば、あれである、あれ。夜にちょっと寂しげな帝をお慰めするために、たびたび取り寄せていた書物である。皇帝のほか、梨リ花ファ妃も愛読している。今回、少しばかり販売経路を増やそうかと、多めに頼んでみたわけだが、実に間が悪かった。

　せっかく口うるさい紅ホン娘ニャンの目をかいくぐるために、わざわざ医局に持ってきてもらったというのに。

　猫猫とて金にがめついわけじゃない。しかし、こうして稼がなくては花はな街まちに残してきたおやじが食いっぱぐれる可能性もある。人のいいおやじのことだ、やり手婆ばばあに言いくるめられて、只ただ同然の仕事ばかり貰もらっているに違いない。

　壬氏は呆あきれているようだが、あながち猫猫の言も間違いでないと感じているらしい。皇帝にも頼まれたことを話したら、すごく複雑そうな表情をして納得していた。

　高順は、真面目そうな顔でぺらぺらと書を見ている。すこぶる奇妙な光景で、思わず半眼で見てしまった。

「これはずいぶん綺き麗れいに作られていますね」

（なんだ、そういうことか）

　実はむっつりなのかとあらぬ疑いをかけたが、興味を持ったところはそこじゃなかった。

「よい紙を使っています」

　閨ねやのあれこれが書かれた本は高く売れる。娘の嫁入り道具として使われることもあるし、趣味で読む者なら金を惜しまないのだ。内容はほとんど絵なので、字が読めなくても楽しめる。費用コストは高いが、その分利益が大きいので採算がとれる。

「版画か」

　壬氏も本の挿さし絵えをじっと見ている。しかし、描かれている絵柄を見たら滑こっ稽けいとしか言いようがない。やぶ医者は恥ずかしそうにちらちら眺めていた。

「木版画ではなく、金属板を使った印刷だそうです」

「それはすごいな」

　西方の技術らしい。猫猫はどういうふうに作るのかは知らないが、壬氏が褒ほめているのだからそれなりに珍しい技術なのだろう。

「はい、せっかくいい品ですので、より多くのかたに見ていただくのがいいと思います」

　きりっと猫猫が言った。

「それとこれとは話は別だ」

　壬氏はばっさりと切ってくれた。

　しかし、書物が気になるようで、ぺらぺらとめくって中身を確認している。こうも堂々と見られるとちと困ったもので、ついつい、いつもの半眼で見てしまう。

　それに気付いたのか、高順がとんとんと壬氏をつつく。

「お気に召したならば、一冊いかがでしょうか？」

「い、いや、そういうわけでは断じてない！」

　壬氏がばさりと本を置く。猫猫は折り目がつかないように置き直す。

　壬氏は「違うぞ」とつけ加えると、ふむと顎あごを撫なでる。

「今回だけは見逃してやらんでもない」

　上から目線の物言いだが、実際目上の人間なので仕方ない。

「いいのですか？」

　猫猫は、少し目を輝かせる。

「これを販売している店を教えてもらいたい」

　猫猫は、途端に生暖かい目に変わる。

　これまた高順が壬氏をとんとんつつく。

「いや、この印刷技術を知りたいだけだ」

　慌あわててつけ足すように壬氏が言った。なんだろう、このやり取り。

「さようで」

　猫猫は、生暖かい視線のまま、さらさらと帳面に取り扱っている書店の名前を書く。

「本当だからな」

「ええ、わかっております」

　そんな平面の絵でにまにませずとも、壬氏ならいくらでも本物が見られるはずだ。いや、時に実物よりも紙の中のもののほうがいいというが、まさかそれではないだろう。

　などと勝手なことを思いながら、帳面を千切って渡した。さすが、やぶ医者が使っている帳面は書き味がよいなと手触りに感心する。

　さて冗談めかしているところはさておいて、新しい商売でも始める気なのだろうと猫猫は思った。政まつりごとというのは、いかに民に不満を与えずに税をむしり取るかだ。そのために、民の収入を増やす必要があり、その初期投資として税を使う。

（どうするかは知らんがね）

　それよりも、散らかった書物を片付けておかないと、壬氏が来たおかげで観客ギャラリーが集まりつつある。こんな書物を読んでいるとわかれば、麗うるわしの宦かん官がんがどんな目で見られるか見ものだが、それをやるほど猫猫の性格は悪くない。

　猫猫がそそくさと片付けていると、高順がそっと行こう李りを押さえた。

「なんでしょうか？」

　高順は少しためらった顔をした。

「検けん閲えつが必要なものがあるかと……」

　なにが言いたいのかというと、書物の内容についてだ。やや癖の強いものが数冊混じっていた。皇帝の趣味だ。まったくいいご趣味をしていらっしゃる。

「主上は今までのでは、物足りないとおっしゃっていたので」

「だめです」

　却下された。せっかくやり手婆ばばあに厳選してもらったのに。

　しぶしぶ、その手のきわどいものは高順に渡した。




　それから十日ほど経った頃だろうか。いつも通り、猫猫は洗濯場でさぼっていた。

「一体なにが埋まっているのかしら」

　少しあどけない口調で言ったのは小シャオ蘭ランだった。彼女は洗濯籠かごを片手に、ぼんやりと壁に寄りかかっていた。

　今日は、天気がいいので洗濯場は大繁盛だ。宦官たちがせっせと水を汲み上げてじゃぶじゃぶ洗っている。灰汁あくを使って足で洗っているものが下女用、調合された洗剤を使い手洗いしているのが妃きさきたちの衣類だ。

「さあねえ」

　猫猫は、懐から筍たけのこの皮で包んだ焼き菓子を取り出すと小蘭に渡す。小蘭はにっこり笑って受け取った。

　なにが埋まっているのか、それは小説の一文らしい。ここ最近の後こう宮きゅうの流行は、小説本だという。

「綺き麗れいな花が咲くその下に、私はなにを求めるのか」

　目をわくわくとさせながら、小蘭が言う。小蘭は農村育ちで字が読めない。だとすれば、誰かが読み聞かせしてくれたということだろう。

「なんだろふ、ね？」

　口の端に焼き菓子の欠片かけらをくっつけながら小蘭が言った。まるで栗鼠りすのようだ。

「馬ば糞ふん？」

　猫猫の答えに、小蘭がぶふっと噴き出した。目を潤ませてむせながら、猫猫を睨にらむ。猫猫は水場から水を汲んでくると、背中をさすりながら飲ませた。

「がっつくから」

「猫猫のせいでしょ！」

　憤慨する小蘭だが、猫猫は間違ったことは言っていない。野菜を育てるのに必要なのは水だけじゃない。痩やせた土地には痩せた野菜しか育たない、そのため肥料が必要になる。綺麗な花が咲くとすれば、それ相応の肥料を与えているのだろう。

　しかし、物語に思いをはせている若い娘にとってそれは無粋な答えだったかもしれない。今度から気を付けようと猫猫は思う。

　そうこうしているうちに、洗濯の順番がやってきたのだった。




　小蘭が言っていた小説とやらは、後宮中に出回っており、それは翡ひ翠すい宮きゅうも例外ではなかった。帰るなり、三人娘がわくわくそわそわと冊子を開いて見ていた。

「猫猫、おかえりなさい」

　おっとりして気のいい女にょ官かん、貴グイ園エンが猫猫に言った。残りの二人、桜イン花ファと愛アイ藍ランは冊子の中身に息をのんでいる。頁ページをつまむ貴園の袖そでを引っ張り、早く次の頁へと催促する。身体を傾け表紙の絵を見ると、満開の花を咲かせた木と人影が描かれてあった。小蘭が言っていたのとおそらく同じものだろう。

「猫猫も、あとで読む？」

　貴園は読むのが早いらしく、ほかの二人に比べて余裕がある。

「いえ。どうしたのですか、その書物は？」

　猫猫が首を傾かしげながら聞いた。

「主上さまからよ。意外だけど、けっこう面白いわ」

　主上というと、すなわち帝みかどである。意外というのは、上流階級の社会では小説はあまり上品なものとして扱われないからだ。創作の物語は史実に劣るという認識による。

「妃きさきには全員に配られたそうよ。読み終わったら、ほかの者にも見せてあげるといいですって」

　玉ギョク葉ヨウ妃だけ特別ではないことに、少し不満なのか貴園の口元が少し膨ふくらんでいる。

「それはそれは」

　猫猫はふむ、と思いながら表紙を眺める。ふと、そこに見覚えのある印があることに気が付いた。猫猫が先日、壬氏に教えた書店で押している印だ。

（なーるほど）

　あれほど、春しゅん……いや、参考書に興味津々だった理由がわかった。冊子の紙質を見ると、帝からの賜たまわり物にふさわしい品質をしている。妃全員に配られたとすれば、百は刷られているだろう。版ができれば、もっと印刷できる。市し井せい向けにもう少し紙質を下げたものを作れば、さらに利益は上がる。書店に仲介料もらっておけばよかったと、猫猫は舌打ちをした。

　おそらく、壬氏が帝に頼んだのだろう。

（やっぱ、なにか企たくらんでたか）

　とっつきやすいが、品がないとされる小説をわざわざ育ちのいい妃たちに配る。普通、帝からの賜り物であれば、大切にとっておくところだが、妃全員に配っているというところで多少価値が下がる。その上、賜ったものは大衆小説だ。手をつけようと思わない不届きな妃も幾人かいることだろう。

　そこでほかの者にも見せてやるといい、となれば、自分では読まず侍じ女じょたちに読ませて内容を把握しようとする妃も出てくるはずだ。

（ふーん）

　なるほどねえ、と猫猫は壬氏の意図が読めた。内容を知った侍女たちは、それをほかの女官たちに教えたりするだろう。それなら小蘭が内容を知っていたことにもなんの違和感もない。

「あー、もう終わり？」

　桜花がとてもうずうずした顔をしている。お預けを食らった犬のようだ。冊子は閉じられていて、貴園も愛藍も似たような顔をしている。

「続き読みたい、読みたーい」

　子どものように駄々をこねる桜花。娯楽の少ない後こう宮きゅうでは、小説一つでもずいぶん刺激になるみたいだ。

「高順さまの話だと、また新しい本を刷っているそうよ。出来たら、またいただけるって」

「わかっているけど、それまでが待てないのよー」

　貴園が眉まゆを下げて、桜花を見る。桜花の頰は河豚ふぐのように膨ふくらんでいた。

　そんな中、愛藍は冊子を持ってじっと見ている。

「どうしたのですか？」

「うーんとね、これだけどさあ」

　三人娘が休憩中は、侍女頭の紅ホン娘ニャンが鈴リン麗リー公主ひめの面倒を見ている。三人の休憩が終わると、交代して紅娘が休憩する。

「うちって、侍じ女じょは私たちだけじゃない。せっかく玉葉さまが読んでもいいって言ってくれたのに、私たちだけで読み終わるのってもったいないと思わない？」

　愛藍の言いたいことは大体猫猫にはわかった。面白いものを見つけたとき、誰かと共有したがるのが人の性質さがというものだ。猫猫も、珍しい見たことのない蛇へびを見つけたとき、周りに見せて回ったのでわかる。その後、皆に怒られたが。

　もっと多くの人に本を読んでもらいたい、そういうことだろう。

　翡ひ翠すい宮きゅうの侍女たちとて、宮以外の交流は多少なりともある。しかし──。

「あー、でも宮の外の女にょ官かんに見せるのはだめよー。大切に扱わないといけないから」

「そうそう、なくされちゃうかもしれないし」

　桜花と貴園が言う。

「だよねー」

　愛藍が残念そうに言った。

（ふーむ）

　猫猫はそっと冊子に手を伸ばす。

（本来ならあんまりよくないことだろうけど）

　これを手配した壬氏たちの考えに沿うとすればこうだろうと、猫猫は口を挟むことにした。

「この冊子本体を渡さずとも、書き写せばよろしいのではないですか」

　下っ端の女官ならともかく、愛藍は上級妃付の侍女だ。書き写す紙や筆記用具も手に入る。手間や紙代を惜しむなら、しなければいいだけだ。

「えっ？」

　思わぬ猫猫の発言に愛藍が首を傾かしげた。

「挿さし絵えなどは難しいかと思いますが、愛藍さまは字がお綺き麗れいですので、写すのに難はないと思いますよ」

　本当なら、同じものを買ってくれというのが作った側の主張だろう。しかし、それが難しい立場にあれば、こういうことしかできない。挿絵まで綺麗に写すことはできないが、物語を読むという部分では十分だ。

「そ、そっかー」

　愛藍の目が妙に輝いているように見えた。

「うわー、そんな面倒なことやるのー？」

「桜花、そんなこと言わない」

　桜花をたしなめるのは貴園だ。

　猫猫はそっと冊子を愛藍の前に置くと、仕事に戻ることにした。そろそろ休憩時間も終わるので、さっさと仕事に戻らねば、紅娘の雷が落ちるだろう。

　それにしても、回りくどいことをするものだと猫猫は思った。

　どんな形であれ、後こう宮きゅう内に書物が出回れば、多少なりとも文字を読もうとする者たちが増える。

　猫猫は壬氏のお付をしていたときに、彼の仕事の資料に目を通す機会が何度かあった。あくまで参考として意見を言ってほしいという。

　それは、後宮女にょ官かんたちの識字率の向上についての話だった。




　壬氏たちの試みは今のところうまくいっているようだと、猫猫は小枝を片手に持って思う。地面には、『小蘭』と書いている。それをまじまじと見て、真似して書くのは小蘭本人だ。

　最初、この点心おかしと噂話にしか興味がないような娘が「字を教えてほしい」と言ったときはびっくりした。なぜかと聞けば、今までお話を読み聞かせてくれていた女官が、小蘭に話をするのをやめたという。

　その女官は、字が読めない女官たちに頼まれて何度も冊子を読んでいたらしいが、とうとう声が枯れてしまった。気のいい女官は、本の写しを作ってくれていて、頑張って字を覚えて自分で読むようにと言ったとのこと。

　どうやら、愛藍と同じような考えの者がほかにもいたようだ。紙代も莫ば迦かにならないのに、お優しいことだ。

　ならば、猫猫が読むという手もあるが、小蘭はその提案に首を振った。

「せっかく時間をかけて書いてくれたのに、私がそんなずるしちゃいけないよ」

　猫猫は思わず小蘭の頭をがしがしと撫なでた。撫でたつもりだったが、髪を乱しただけで不機嫌な顔をされた。

　というわけで、いつもの駄だ弁べり時間を字の練習にあてている。

　小蘭は眉み間けんにむむっとしわを寄せて、枝を握る。『小』はまだ三匹の蚯蚓みみずが息絶えたようなものだが読めなくもない。しかし、『蘭』はかなり手こずっている。

　猫猫は地面にもう一度蘭を大きく書く。今度は部首ごとに三つに分けて書いた。草冠と門構えと東という字、それぞれを別々に練習させるところから始めなくてはいけない。

「私の名前ってけっこう難しかったんだね」

　草冠はぎりぎり及第点、門構えと東にやり直しを食らいながら小蘭が言った。正直、小蘭の字が『小蘭』なのかはわからない。おそらく彼女の両親も字の教育を受けていないだろう。しかし、一般的に『小蘭』という字が使われるのでそれを教える。

　猫猫は字を教えてもらうとき、最初に自分の名前から教わった。まず、自分の成り立ちを知るという意味で大切だというが、おかげで、野良猫のように可愛げがないとよく言われる。

「書いたほうが読めるようになるけど、読みだけで練習する？」

　猫猫が聞くと、小蘭は首を振る。

「せっかくだから書けるようになりたい。そしたら、便利なんでしょ？」

　それはそうだ。字が書けるのと書けないのとでは、仕事の幅すら変わってくる。後こう宮きゅうでも、字が書ける者はその手の仕事に回され、使い走りの洗濯係よりいい手当がつく。話によると、よくできた女官は後宮外の事務処理に回されることもあるらしい。

「後宮を出たあと、自分で仕事探さなきゃならないし、今のうちに覚えておくよ」

　小蘭も小蘭なりに将来のことを考えているようだ。小蘭が後宮に来たのは猫猫とほぼ同時期だ。奉公期間は二年だから、もうあと一年を切っている。親に売り飛ばされてきた小蘭は、今さら家に戻ることはできないだろう。

「そう、じゃあ少し詰め込み気味でいこうか」

　猫猫は、そう言うとつらつらと字を書き連ねていった。

「あ、ありがとう。え、ええっと、じゃあこれはなんて読むの？」

「冬とう虫ちゅう夏か草そう」

「えっと、じゃあこれは？」

「曼まん荼だ羅ら華け」

「……これは？」

「葛かっ根こん」

　小蘭が猫猫に物言いたげな目を向けていた。

「ねえ、それって普段使うような言葉なの？」

「……」

　猫猫はしぶしぶ地面に書いた文字を消して、普段、使う挨あい拶さつを書き並べていった。










二話　猫







　生まれて一年と半分を過ぎた鈴リン麗リー公主ひめは大変なお転てん婆ば、いや健やかに育っていた。

　猫マオ猫マオは子どもがあまり好きではないが、公主ひめは可愛いものだと思う。娼しょう館かんに売られてきた女おんな童わらわの面倒を見ろと言われるより、こちらのほうがまだ楽だ。十ほどの歳の女子ほど生意気な生き物はない。

　公主ひめはつかまり立ちから手放しで歩き、最近では小走りもできるようになった。

　そんな元気な公主ひめを見て、玉ギョク葉ヨウ妃ひは首を傾かしげていた。

「そろそろ、宮内だけじゃ狭くなってきたかしら？」

　翡ひ翠すい宮きゅうは、それなりに広さはあるが、室内だけで遊ばせるのは不健康だ。中庭もあるが、そこだけでは公主ひめもそのうち飽きてしまうだろう。

「お散歩に連れて行ってもいいかしら」

　玉葉妃は、頭が柔らかい。普通、いいところのお嬢様といえば、大事に真綿で包んで外に出さないように育てるものと考えるのだが、そうでもないらしい。

「猫猫はどう思う？」

　いきなり妃きさきに振られて、猫猫は上を向いて唸うなった。

「……健康を考えると、外に出る機会を増やしたほうがいいと思います」

　猫猫は玉葉妃の足を見る。纏てん足そくはされておらず、しっかりした大きな足をしている。西の乾燥地帯出身の妃は、少しほかの妃たちよりも緩やかな教育環境で育ってきたようだ。

　基本、母親の教育方針に従ったほうがいいと思うが、公主ひめはこの国で一番お偉いかたの可愛い可愛い宝玉である。はい、そうですと簡単に肯定できない。

　それは、玉葉妃も承知だ。

「じゃあ、ちょっと相談してみましょう」

　玉葉妃は長椅子カウチで眠りかけた公主ひめの髪を撫なでながら言った。




　数日後、宦かん官がん二人を護衛につけて公主ひめの外出は許された。侍じ女じょ頭がしらの紅ホン娘ニャンと、猫猫も一緒に行くことになった。たかだか散歩なのに、皇帝もなかなか親莫ば迦かだ。まあ、今まで皇帝の子は皆、幼くして亡くなっているので、それも仕方ないかもしれない。

「猫猫は花や生き物に詳しいから、教えてあげてくれる？」

　玉葉妃が公主ひめの髪を撫でながら言った。腹が重い妃は、念のため留守番だ。

「玉葉さま、それはだめです。ろくなものを教えません」

　きっぱり言うのは紅娘だが、それに玉葉妃は首を傾げる。

「あら、役に立つと思うんだけど」

　口の端を上げ、たおやかな笑みを浮かべて、

「将来、どこへ嫁ぐかわからないでしょ？」

　と、玉葉妃は言った。

（うん、食えない）

　まだ幼い公主ひめだが、立場を考えると、あと十年もすればどこかへ嫁ぐ可能性が出てくる。臣下に降嫁するのであればいいが、他国へと渡ることも視野に入る。

　そんな場所では必ずしも歓迎されるとは言い切れない。薬や毒の知識はあって困るものではない、そう言いたいのだろう。

　紅娘は少し腑ふに落ちない顔をしながらも、わかりましたとため息をついた。なんだかんだで、この侍女頭もわかっている。

　手を振って見送る玉葉妃に、公主ひめは同じく手を振りながら外に出た。

　公主ひめは、初めて見る翡ひ翠すい宮きゅうの外に甲高い声を上げた。中庭から見える外の景色は限られる。まだ、いくつかの単語しか言えないので、その言葉はほとんどなにを言っているのかわからない。宮にいる人数よりもずっと多い女にょ官かんたちを見て興奮している。

　もしかして、怖がって泣くかもしれないと思ったが、いらぬ心配だったようだ。肝きもの太さはさすが玉葉妃似だ。

　公主ひめはてくてく歩いては、奇声を上げている。ときどき猫猫や紅娘のほうを向いて、あれはなんだと指差すので名前を教える。理解しているかどうかわからないが、「あうあう」と犬みたいに言っているのでわかっているつもりだろう。護衛の宦官たちはつかず離れずのところを歩いているが、後こう宮きゅうでは小さな子どもは珍しい。というよりも、十を越えない子どもは鈴リン麗リー公主ひめしかおらず、自然と働く女官たちの視線も集まる。

　久しぶりに見る子どもに思わず顔がにやける者、公主ひめだと気付き恐れ多いと一歩下がる者、そしてなんとも言えない表情をしながらただ見つめる者、それぞれ公主ひめに対する考え方が違う。

　まだ幼い公主ひめは気付いていないが、成長するにつれてその視線の意味がわかってくるのだろう。

　鈴麗公主ひめは、周りのありとあらゆるものに興味津々でぱたぱた動き回るものだから、手をつないでいる紅娘も大変だ。予定では、翡翠宮から西にある桜桃園まで行って、さくらんぼをとらせて帰るつもりだったが寄り道ばかりしている。なんとか西側へとつながる門が見え、目的地に着いて紅娘がほっとしたそのときだった。

　なう、と高い声が聞こえた。赤あか子ごのような声なので公主ひめかと思いきや、公主ひめはきょろきょろしている。

　はて、と首を傾かしげると公主ひめがいきなりぱたぱた走り出した。紅娘は慌あわてて公主ひめについていく。公主ひめは物置として使われている建物の隙すき間まに顔を突っ込んだ。

「公主ひめ、いけません！」

　慌てた紅娘の声と重なるように「みゃーん」という高い声が聞こえた。公主ひめが中に入ろうとするので、代わりに猫猫が建物の隙間に向かって身体を横にする。

「見てまいります」

「猫猫！」

「みゃうみゃう！」

　紅娘と公主ひめの声が重なった。仕方なく紅娘が下がると、猫猫はそのまま隙間の一番奥へと入った。

　薄暗い中で金色に光る双そう眸ぼうが見えた。猫猫が手を出した瞬間、それは猫猫の足元をすり抜けて行った。

「みゃう！」

「公主ひめさま！」

　紅娘が公主ひめを押さえる。出てきたのは薄汚い毛玉だった。毛玉は、いきなり現れた人間たちに警戒を示して逃げ出そうとする。毛が逆立ち、尻尾がびりびり震えていた。

「みゃう！」

　公主ひめが毛玉を指差して、捕まえてと言っている。猫猫は壁の隙間から這はい出るがうまく動けない。

（逃げられるな）

　そう思ったときだった。

　毛玉の前に誰かが立ちふさがった。猫猫たちに注意を向けていた毛玉は、その手に簡単に捕まった。

　捕まえた人物は見知らぬ女にょ官かんだった。

「これ、いるの？」

　妙にあどけない口調だった。背丈は高いのに、顔立ちは幼い。齢は猫猫と変わらないか、それより若いかもしれない。小シャオ蘭ランと同じ尚しょう服ふくの衣を着ている、どこかちぐはぐな雰囲気の女官だ。

「ありがとうございます」

　差し出された女官の手の中では薄汚れた毛玉が震えていた。猫猫は懐から手ぬぐいを取り出し、その毛玉を包み込むようにして持ち上げた。手ぬぐい越しでも震えが伝わってきて、助けを求めるように「みゃー」と鳴いた。

　よほど怖くて逃げ出したようだが、それで体力が尽きたらしい。ぐったりとしている。

「お腹空いているのかな。あとは任せるね、じゃあね」

　ちぐはぐな雰囲気の女官は、手を振りながら去っていった。

　とりあえず、目的の毛玉が手に入ったのでよしとした猫猫は、それを持って公主ひめのもとに行く。

「……猫猫、それ？」

　紅娘が毛玉をのぞき込んだ。片かた眉まゆを上げて解げせぬ表情をしている。公主ひめは、「みゃう、みゃう」と言っている。見せろとせがんでいるのだろう。

「ええ。猫です」

　手ぬぐいの中ではまだ両手におさまる小さな子猫が震えていた。




　鈴麗公主ひめは、小さな未知の生き物にたいそう興味を示していた。「みゃうみゃー」と鳴き声を真似て、猫猫に見せて見せてとせがんでいたが、小汚い毛玉を触ることを紅娘が許すわけがなかった。だからといって猫を放置することもできず、散歩は切り上げて宮に戻ることにした。

　公主ひめは子猫に御執心だが、不衛生なものを宮に入れることはできない。しかたなく、ぐずる公主ひめをなんとか好物の点心おやつでなだめて、猫猫は子猫を医局へ連れ込むことにした。このままだと、子猫が死んでしまうからだ。

　しかし、おかしなことだと、首を傾かしげるしかない。

　確かに暖かいこの季節は、獣たちの繁殖期だが、それは後宮の外の世界の話だ。後宮には、愛あい玩がん動物と言われるものはほとんどいない。ごく一部に、異国の鳥を籠かごで飼っている妃きさきはいるが、犬・猫の類たぐいはいないという。愛玩動物を飼うには、許可をとらねばならない。また、雌めすと雄おすを一緒に飼ってはならず、連れてくる場合、雄ならたとえ動物でも去勢をする。厳しいようだが、もし逃がしてしまった場合が厄やっ介かいだからだ。広大な敷地で、勝手に繁殖されては困る。

　とりあえず保護するが、上には連絡をしておくと紅娘に言われた。それが妥当な判断だろう。

「おや、珍しい」

　やぶ医者は相変わらずのんきで、なんで猫がここにいるのか深く考えていない。震えているのを見て、かわいそうだと眉を下げるとお湯を沸かしてくれた。温めた湯をとっくりに入れ、それを手ぬぐいで巻いて子猫が入った籠に置く。

「お詳しいようで」

「昔、拾ったことがあってねえ。可愛い三毛だったよ」

　偶然にも、この子猫も三毛だった。薄汚れているが濡らした手ぬぐいで毛並みを撫なでると、赤茶と黒の斑点が見える。乳歯は生えているが、体に触れるとあばらが浮いて、かなり痩やせている。

「なにか乳はありませんか？」

　親猫の乳が望ましいが、今から探しに行くわけにはいかない。あの場所にはほかに猫がいた様子もなかった。

「うーん、ちょいと貰もらってくるか」

　やぶ医者は、ほいほいと外に出て行った。役職柄、食堂に顔がきく。

　猫猫は指をくわえて乳を欲しがる子猫を手ぬぐいで撫でながら、ついている蚤のみを油につけて殺す。湯につけてじっくり殺したかったが、子猫の体力を考えるとまだ身体を拭ふき取るので精いっぱいだろう。

　しばらくしてぱたぱたと鍋を持ってやぶ医者が帰ってきた。

「山羊やぎの乳ならあったよ」

　そう言って、鍋を見せる。指を突っ込むと、ちょうどいい温度に温められていた。指を入れ、それを子猫の口に持っていくと、はむはむと噛み始めた。それを何度も続ける。やぶ医者は、目尻を下げて子猫を見ている。

「可愛いねえ、可愛いねえ」

　和んでいるところを悪いが、やぶ医者にはもう一つ使い走りを頼むことにした。

「家畜の腸は手に入りませんか？」

　後こう宮きゅうの人員の数を考えると、毎日家畜を何頭も潰つぶしているはずだ。何度か、腸詰ソーセージが食事に出たこともあったので、内臓はそのまま捨てたりしないだろう。

「ちょ、腸かい？　なんだね、それ、なにに使うんだい？」

　この子猫の弱り方だと、乳を皿から舐なめて飲むようになるにはちと時間がかかりそうだ。だからといって、指で少しずつやるのも手間がかかる。

　家畜の腸なら親猫の乳首代わりにできるのではないかと猫猫は考えた。

　やぶ医者に説明すると、もう一回食堂に走って行った。本当に人がいい宦かん官がんである。

　猫猫はひたすら山羊の乳を指につけて子猫に与え続けた。




　数日すると、子猫の汚れはほぼ取れて毛け艶づやもよくなった。山羊の乳で腹を壊さないか不安があったが、その点も問題はなかったようだ。

　本来、さっさと後宮の外に放り出すべきだろうが、幸か不幸か子猫を拾った夜、皇帝が翡ひ翠すい宮きゅうにやってこられたそうだ。「みゃう、みゃう」と公主ひめに子猫をせがまれて皇帝が断れるわけもない。そして子猫の世話係に命じられたのは、言うまでもなく猫猫だった。

「名前通りぴったりだろう」

　皇帝の冗談に笑えばいいのかわからなかったが、玉ギョク葉ヨウ妃が笑ったので愛想笑いを浮かべた。そのうち、やぶ医者にでも押し付けてやる、というかすでに半分押し付けている。

　しかし、公主ひめに見せるとしても、蚤がついたままではいけないし、なにより小さくても獣だ。もう少し元気になってからという約束だけはしてもらった。

　子猫に体力がついてきたところで、盥たらいに湯を張って身体を洗った。一見、綺き麗れいになったように見えたが、石鹸豆を潰つぶした洗剤で洗うと、湯が灰色に濁った。表面はともかく毛皮の奥はまだ汚れていたらしい。

　白い毛は柔らかいので、いい筆の材料になりそうだと言ったら、やぶ医者が子猫を抱いて目を潤ませて首を振っていた。冗談に聞こえなかったらしいが、あとで真新しい筆を二本もらったのでよしとしよう。

　しばらく乳を与えていたが、元気になるとともに鶏肉をほぐしたものも食べられるようになった。排せつも、木箱に砂を入れたものの上に置くと、すぐに自分でするようになった。ただ、大きいほうはまだ肛門を刺激しないと難しいようだ。かいがいしくやぶ医者が濡らした布で叩いて世話をしている。

　歯はまだ小さいからいいとして、爪つめは切って丁寧にやすりをかけた。子猫には迷惑だが、なにかのはずみで引っ掻かいたりされたら敵かなわない。

（簡単に言ってくれる）

　ふうっと息をつきながら、猫猫が世話をしていると、医局に誰かやってきた。

「子育ては順調か？」

　のんきなことを言ってくれたのは壬ジン氏シだった。もれなく高ガオ順シュンもついてきて、その脇になにか袋を携えていた。

「そろそろ公主ひめに見せても問題ないかと思います。ただ、引っ掻かれたり逃げられたりしたときの対応はできません」

「いちいち細かいことを言うな」

　そう言われても、なにかあったとき処分されるのはその場にいた者たちである。

　ふと、子猫のほうを見ると、高順が持っていた袋から干した小魚を取り出して子猫の前で振っていた。いつも眉み間けんにあるしわがなくなって、目尻が下がっている。

「高順さま。少し子猫には堅いので、ゆでましょうか」

　この従者、見た目によらずお茶目である。

　待っていましたとばかりに、やぶ医者がゆでる鍋を用意している。仕事はだめでも、こういうことだけは張り切るやぶだ。

　壬氏は子猫の両脇を持った。子猫はびろんと身体を伸ばし、膨ふくれた腹が見える。

「雌めすか？」

「はい、去勢する必要がなくてよかったです」

　ふと軽々しく口にしてしまった。猫猫は壬氏を見た。

「申し訳ありません」

「いや、気を使う必要はない」

　なんともいえない顔をして壬氏が言った。申し訳ないので、なにか茶菓子代わりに出すものはないかと家探しすると、出てきたのは貰もらってきた腸の残りで作った香腸ソーセージだった。余ってはもったいないと、肉と香草を詰めてゆでておいた。

「……」

「どうした？」

「なんでもありません」

　猫猫はそっと香腸ソーセージを棚の奥に置いて、代わりに煎せん餅べいを持ってきた。ちなみにやぶ医者は、遠い目をしながら食べていた。

　壬氏は子猫で面白そうに遊んでいる。腰に下げた房飾りを子猫の前でぶらぶらさせている。向こうで、高順がうずうずしながら、ちらちら見ているのには気付かないふりをしておこう。

　猫猫の視線に気付いたのか、壬氏が房飾りを持って猫猫に向ける。おまえも遊ぶか、とでも言いたいようだ。

「あまり猫は好きではありません」

「その名前でか？」

　聞きなれた質問をする壬氏。

「壬氏さまこそ猫が好きそうですね」

「そうでもない」

　と、高順を見る。やぶ医者と一緒に湯を沸かし、干し魚をゆでている。おっさん二人が子猫のためによくやるな、と猫猫は冷めた目線を向けた。

「具体的にどこがいいのかわからないな」

　あんなふうにはなれない、と目が語っていた。おっさん二人は言葉のはしばしが訛なまって『な』が『にゃ』になっている。正直、気持ち悪い。

「私もそうですね」

　猫猫はそう言いながら、子猫を見る。

「でも、猫好きによると、なにを考えているのかわからないところがいいようで」

「ほう」

「見ていると飽きず、目が離せなくなり」

「うむ」

「そのうち触りたくなるとか」

「なるほど」

「普段はそっけないくせに、餌えさを与えるときだけ愛想がよくなるのが腹立たしいですが」

「あ、ああ」

「そこまでくると、もう諦めて許してしまうらしいですね」

「……」

　そのうち、嫌がるのに無理やり接せっ吻ぷんしようとしたり、ぷにぷにした肉球をやたら触りたくなったり、引っ掻かかれるのがわかっていながら無理やり腹の柔らかい毛に顔を突っ込むようになるという。

　どこでなにをしているかわからない生き物にそんな真似をするのは不衛生だと思うが、やめられないという。やれやれと壬氏のほうを見ると、顔の上に子猫をのせていた。

「……どうしたんですか、壬氏さま」

　柔らかい腹毛を堪能するのはいいが、誰かに見られてないかと猫猫は窓の外を見る。

「いや、わからなくもない気がしてきた」

　なにかを悟ったように、壬氏が言った。なにを悟ったかはどうでもいい。

「そうですか。魚が煮えたようですけど」

「あ、ああ」

　こちらに目を向ける高順とやぶ医者に気付いて、壬氏は素早く子猫を下ろした。

「なにをやっていたのですか？」

　高順が実にうらやましそうな顔で睨にらんでいた。




　結局、子猫がどこから来たのかという件については壬氏にもはっきりわからなかった。ただ、食料補給のために後こう宮きゅうの中に入る荷車はたくさんいる。餌えさの匂いにつられて子猫が入り込み、そのまま見つからなかったのだろうと、推測をつけられた。

　子猫は後日、皇帝の命めいにて官職が与えられることになった。『盗とう賊ぞく改あらため』なる大層な役割を与えられたのだが、要は医局の備蓄の鼠ねずみ取りだった。

　皇帝も娘には甘いことである。

　どうでもいいが、名前が『毛マオ毛マオ』になったことだけは解げせぬ。実に解せぬ猫マオ猫マオだった。










三話　隊商キャラバン







　季節は生ぬるく不愉快な湿気の頃になっていた。時間が過ぎるのは早いものだと猫猫は思いながら、防虫に使う香草を用意していた。

「そろそろ模様替えをしようと思います」

　侍じ女じょ頭がしらの紅ホン娘ニャンにそう言われたら、そうするしかない。というわけで、せっせと衣裳部屋の整理をしている。

「時代遅れの意匠デザインもけっこうあるのよね」

　桜イン花ファが箪たん笥すの前で仁王立ちすると鼻息を荒くした。貴グイ園エンは公主ひめのお世話をしているので、桜花と猫猫、そして愛アイ藍ランの三人だ。

「愛藍、その棚の一番上のもの、取ってー」

　桜花が見上げながら言った。愛藍は気にしているようだが、背丈があるので高いところの荷物が取りやすいから便利だ。小柄な猫猫と桜花は、愛藍から行こう李りを受け取り、中身を確認する。仕分けられたものを竿さおにかけて、陰干しする。

「これは、まだいけるかな」

　桜花が一つ一つ見ながら使えるもの、使えないものに分けていく。猫猫にとってはどれも上等な代物に見えるが、目の肥えた桜花には違いがわかるらしい。

「これは、一時期すごく流行はやったんだけどね。流行りものって時期が過ぎると途端に使えなくなるからだめなのよ」

　猫猫は選り分けた使えないものを行李に押し込め、廊下へと運んでいく。

　古い服でも、上級妃が使ったものだ。素材は立派なので、作り直して下か賜しするのだという。それは翡ひ翠すい宮きゅうの侍女たちが貰もらうのではなく、彼女たちの実家へと送られる。

　簪かんざしなどの装飾品なら侍女たちが貰うこともあるのだが、服の場合、堂々と後こう宮きゅう内で着られるものではない。職人の手に回され、形を変えて玉葉妃の故郷で配られるらしい。

「そういえば、もう少ししたら、新しい侍女が来るわよ」

　思い出したかのように愛藍が行李を下ろしながら言った。

「玉ギョク葉ヨウさまの懐妊で、人手がもっと必要になるわ。でも、ここだけじゃ怪しまれるからって、妃きさき全員に侍女を増やす機会を与えようかなんてこの間言っていたもの」

　それを聞いて桜花はぽかんと口を開ける。

「それは嬉しいけど、いきなりねえ」

「理由はあるみたいだけど。だって、一人の妃が五十を超える使用人を引きつれて入じゅ内だいしたら、ほかの妃だってねえ」

「あー、それか」

　途端に桜花の顔が曇る。

　猫猫にもそれが誰のことを示しているのかわかった。鳴物入りで入内した楼ロウ蘭ラン妃のことだ。対して、帝みかどの寵ちょう妃ひが五人の侍女しかいないのは、世間体が悪い。

「減らそうとする努力はないの、あれ？」

「桜花、そんなこと言ったらまた、紅娘さまに鉄てっ槌ついを食らうわよ」

　愛藍が言うと、桜花はしまったと口を押さえる。

　猫猫はひたすら不用品を行こう李りに入れては外に運ぶ。そんな駄だ弁べりながらの作業をしているうちに、夏物衣装は半分ほどになった。

「こんなに減りましたが、どうしますか？」

　さすがに猫猫も首を傾かしげながら聞くと、愛藍が「大丈夫よ」と笑う。

「衣装については、すでに何着か職人に頼んでいるし」

「もうすぐ隊商キャラバンがやってくるから。そのときに買い足すわ」

　と、桜花が続けた。台詞せりふを取られたと愛藍は少しふてくされた顔をする。

「隊商キャラバンですか」

「ええ、そうよ」

　桜花が絹の手触りを確かめるように衣に触れながら言った。

「今回はちょっと規模が大きいのよ」

　うきうきしているのが声からわかる。興奮したせいか、手が止まっていた。

　隊商キャラバンとは、本来、砂漠を渡る商人の集団のことを言うが、ここでは交易品を取り扱った移動商店のことを言っているようだ。扱うものに異国の珍しいものが入っているので、間違いではないと思うが、なんか変な感じだ。

　前に隊商キャラバンが来たとき、猫猫は後宮から追い出されていたし、その前は下働きでそんなお祭りごとに関わることはできなかった。猫猫は花はな街まちで、そんな商人たちの接待をしていたこともあるので、それほど珍しいと感じないが、娯楽の少ない後宮ではなによりの楽しみだろう。

「猫猫も、空き時間を作るから見に行きなよ。玉葉さまは、こういうときいつもお小遣いをくれるの」

　にいっと桜花が笑った瞬間だった。猫猫と愛藍の動きが止まった。どうしたの、と桜花が首を傾げるので、猫猫は桜花の後ろを指差した。

　桜花がそっと振り向くと、暗雲を背負った紅娘が、顔を引きつらせながら笑っていた。

「!?」

　桜花がのけぞって、苦笑いを浮かべる。

「お喋しゃべりばかりで手がお留守なようね」

「えっ、えっ!?」

　桜花が慌あわてる中、猫猫と愛藍はてきぱきと衣を畳んでいる。裏切ったな、と桜花の口が大きく開く。

（お小遣いは欲しいもので）

　そういうわけで、桜花のお小遣いは少し控えめになったという。




　後こう宮きゅうは広い。そんじょそこらの街よりもずっと広い。

　そこにいる女にょ官かんたちは、ただ妃きさきに仕えるため、後宮の建物の維持のため、そして、皆無に等しい可能性だが皇帝の御手付きとなるために存在する。

　特殊な環境ゆえ、その生活様式も普通に街中で暮らすのとは違う。女官たちの役割が掃除、洗濯、料理を分担して行うことから、街というより巨大な一つの家に住んでいると考えたほうが正しいのかもしれない。

　それなのに、本来これだけ大きな場所にあるべきものが、まったくない。

　なにがないかといえば、それは商店である。

「楽しそう」

「そう？」

　まだ幼さが残る女官、小シャオ蘭ランが言ったのを、猫猫が疑問形で返した。

　広場では、女官たちが嬉しそうに天幕の前を歩いている。大きな天幕がいくつも並んでいるが、後宮の女官は二千人もいるので、下級女官たちが入り込める余地はなく、品物を見ることすらできないまま、楽しそうな上級女官たちを眺めるだけだ。

　猫猫と小蘭も、下級女官たちが住む部屋の欄らん干かんから眺めている。今日は、上に立つ妃や侍じ女じょたちがはしゃいでいるため、下っ端は開店休業中である。

「いいなあ、新しい服とか欲しい」

　欄干に顎あごをのせ、唇を尖とがらせながら小蘭が言った。

「着ていく場所ないけど」

「わかってるけど欲しいの！」

　下級女官たちの服は基本、夏に三着、冬に二着与えられる仕事着だけだ。よほど着古した場合のみ、替えの服を与えられる。ほかにも髪かみ紐ひもや下着、日用品の類たぐいもすべて支給品だ。食事は毎日、食堂にて供給される。

　少し生まれのいい女官になれば、文ふみとともに実家から荷物が届く。妃の侍女なら、妃から服や装飾品が下か賜しされるほか、点心おやつも貰もらえよう。愛藍も本の写しを作るのに、玉葉妃から紙をいただいていた。

　店がなければ、それらは簡単に手に入るものではない。

　なんの後ろ盾だてもない小蘭にとって、私物を増やす機会は滅多になく、あるとしても、今の有り様だ。ほかの女にょ官かんたちが買い散らかしたあとで、懐のわずかな小銭でなんとか手に入るものを探すしかない。

　後こう宮きゅうには普段、店がない。それが今現在立ち並んでいるのに、不思議な感じがした。

　つくづく特殊な空間と実感する。

（医者もやぶ医者しかいないし）

　こんな大所帯で病気にでもかかったら、すぐ広がってしまいそうだがそうでもない。

　衛生管理はしっかりしている。女官の仕事に占める掃除の割合は大きく、その上、汚物の処理がうまくできている。汚物はある程度たまったら、地下水路に流すようになっている。そうすると、堀がくさくなりそうなものだが、堀を通さず大河へとつながっているそうだ。

　西方に伝わる水道技術を利用した建築だそうで、もともとあった地下水路を利用して先帝の頃に造られた。話によると、後宮があった場所はそのまま一つの街だったらしく、それを作り替えたのだという。外壁も堀もそれを元にしたものなので、広大さの割に建設費は節約されているらしい。さすが、傲ごう慢まんだがやり手と聞く女帝である。

　衛生面がちゃんとしていれば、それだけで病の発生は防げる。それでも重い病にかかった場合は、実家に帰されるようになっている。

　やぶ医者がやぶでも、ある程度後宮が回っているわけだ。

「猫猫、最後の日なら少し時間を貰もらえそうなんだけど」

　きらきらした目で小蘭が言った。どうやら一緒に回ろうと誘っているらしい。猫猫も、こんなふうに言われると悪い気はしない。ぽんぽんと小蘭の頭を叩いて返事をした。




　翡ひ翠すい宮きゅうに戻ると、ほっこりした顔の侍じ女じょたちと目が合った。

　猫猫がさぼり、もとい開店休業中に、宮みやに商人たちが来たらしい。わざわざ天幕まで足を運ばなくとも、上級妃のもとにはじきじきに商人たちがやってくるのだ。

　後宮に足を踏み入れるということもあって、商人たちは全員女性だ。それでも、万が一を考え、護衛の宦かん官がんがいつもより多く配置されており、茶を一服していた。護衛たちは見慣れた連中で、家庭的アットホームな翡翠宮の雰囲気には慣れている。

「主上さまが好きなものを選べって言ってくれたのよ」

　桜イン花ファがまるで自分のことのように嬉しそうに言った。お小遣いが半分になって落ち込んでいたが、立ち直ったらしい。

　玉ギョク葉ヨウ妃の目の色のような美しい翡ひ翠すいの首飾りが卓子テーブルの上に飾られていた。玻は璃りの杯グラスや、螺ら鈿でんの飾り箱も置いてある。

　鈴リン麗リー公主ひめは、美しい絹の鞠まりを手に入れてご満悦のようだ。妃きさきの服のほかに、公主ひめ用の小さな着物も壁にずらりとかけられている。

「ちょっと、奮発しすぎたかしら？」

　玉葉妃が小首を傾かしげて言った。

「いいえ、もっと買ってもよかったのですよ」

　侍じ女じょ頭がしらの紅ホン娘ニャンが少し鼻息を荒くした。

「ほかのところは、もっと買っているでしょうから」

　紅娘は一応抑えた言い方をしたが、猫猫にはやすやすと想像できた。

　水晶宮では梨リ花ファ妃の口だけ達者な侍女たちが派手に買い物をするだろう。梨花妃はなんだかんだ言っても懐が大きいので、いろいろ買うに決まっている。

　金剛宮では里樹リーシュ妃をおだてて侍女たちが自分の好きなものでも買わせたりするのだろうな、と。横領などしていなければよいが。

　柘榴ざくろ宮だと、あれだけ派手好きな楼ロウ蘭ラン妃だ、言わずもがな。

　そう考えると、一部屋で入りきる買い物で終わる玉葉妃は、寵ちょう妃ひでありながら経済的だと猫猫は思う。

　妃たちはそれぞれお給金をもらって妃という『職』についているわけだが、後宮内で着る衣服や調度は必要経費として落とされるわけだ。妃は、上級、中級、下級含めて百人余り。国庫は大丈夫なのか、といらぬ心配をしてしまう猫猫だった。

「とりあえず、明日も新しいところが来るから、今日の分は片付けますよ」

　紅娘が壁にかけられた衣装をどんどん取っていくので、猫猫はそれを受け取っていく。どれも手触りがよく、染色も美しい。

（はて？）

　ふと、猫猫は気が付いた。いつも玉葉妃が好んで着る服とは少し系統が違う気がする。妃は、吊帯ノースリーブの長裙ロングスカートに大袖の上着を合わせるのを好むが、今回はしっかり袖そでのついた着物と胸のすぐ下で帯を締める裙スカートが多い。

　理由はわからなくもない。玉葉妃にとって、下腹を帯で締める服装はそろそろきつくなる時期だ。

「……この型タイプ以外の服はなかったのですか？」

「えっ？　流行はやりだからって言ってたけど」

　こればかりだったわよねえ、と顔を見合わせ、いぶかしむ侍女たち。

　翡ひ翠すい宮きゅうの侍女たちは、玉葉妃のことを考えた上で服を購入した。でも、普段ならもっと違う意匠デザインを選ぶのではなかろうか。

　それを踏まえた上で、商人たちが服を持ってきたのだとすれば──。

　猫猫は考えすぎだろうか。

（考えすぎと思いたい）

　わざとこの手の服ばかり選んで玉葉妃のもとに持ってきたのでは、などと考えるとなれば、なにか探っているような気がしないでもない。

「明日は、帯をしっかり締める意匠デザインのものがあるか聞いたほうがいいと思います」

　出すぎたことだと思ったが、その言葉の意味に玉葉妃と紅娘は気付いたようだ。三人の侍じ女じょたちは顔を見合わせ、はてと首を傾かしげている。

「そうね、もっと違うものを買っておかないと」

　そう言って、玉葉妃はすとんとした衣を箱の上に置いた。その目が、一瞬鋭く見えたのは気のせいではないはずだ。




　隊商キャラバンが滞在するのは五日間。その間、後こう宮きゅう女にょ官かんたちは普段できない買物ショッピングを楽しむ。

　上級妃はわざわざ表に出る必要がないので、最初に中級妃、下級妃とその侍女たち、それから役職を持った女官たちが天幕を回り、おのおの好きなものを購入する。位の低い女官は最終日に売れ残りを眺める程度だが、それでも楽しそうに見えるのだから、この場所の娯楽がどれだけ少ないかわかる。

　今回やってきた隊商キャラバンは、砂漠の道を渡ってきた者たちで、異国の珍しい品をたくさん持ってきていた。玉葉妃の故郷も通過していたようで、翡ひ翠すい宮きゅうの侍女たちは、懐かしそうに工芸品を見ていたらしい。

　猫猫はそんなものより、薬の類たぐいを見たかったが、さすがにそれらが直接後宮内に入り込むのはだめなようで、せいぜい茶葉や香辛料がおまけ程度に売られているだけだった。

　玉葉妃から小遣いをもらったので、最終日に猫猫は約束通り小シャオ蘭ランとともに回った。

「すごい、すごーい」

　小蘭は手持ちがなく見ているだけだったが、それでも目を輝かせながら、西方の硝子ガラス細工を眺めていた。小蘭の屈託のない姿を猫猫は嫌いではない。

「これください」

　猫猫は綺き麗れいな色の髪かみ紐ひもを一本買うと、こそっと小蘭の頭に結んでやった。元気な小蘭には濃いめの桃色がよく似合った。すぐに、ふと違和感に気が付いた小蘭にいきなり抱き着かれて倒れそうになる。

　妹とやらがいたら、大体こんな生き物なのだろうかと猫猫は思った。

「猫猫は、服買わないの？」

「いらないから」

　小蘭の前で見せびらかすように買うことはできないし、なにより興味がない。それよりも、茶葉や香辛料のほうが気になった。髪紐を貰もらってご機嫌な小蘭は、猫猫の買い物に付き合ってくれた。荷馬車を改造した簡易店舗は見ているだけで楽しいのか、終始にこにこしている。

　猫猫は茶葉と香辛料を買うことにした。翡翠宮の女官たちは、三日目に交代で店を見て回っていたが、猫猫は最終日でいいと遠慮していた。

　その理由がこれである。

（最終日なら値引いて売られるだろ）

　猫猫が欲しいものは、流行の服でも宝石でもない。服のおまけ程度の茶葉や香辛料なので、皆がこぞって買うようなものでもないから売れ残るに決まっている。それにもともと後宮という特殊な場所だ、適正価格で品物を売るとは思えない。

（簡単にぼったくれると思うなよ）

　これが猫猫という生き物である。やり手婆ばばあの背中を何年見てきたと思っている。

　茶を売る店で、猫猫は立ち止まる。鞠まりの形をした美しい蕾つぼみが玻は璃り製金魚鉢の中にあった。茉莉花ジャスミン茶だ。これを湯に入れると、蕾が開く。香りがよく、目でも楽しめる茶だ。あいにく、もう残り少なく、蕾は三つしかなかった。

「これください」

「これくださーい」

　猫猫と声が重なった。横を見ると、猫猫と同じく金魚鉢を差す者がいる。猫猫よりも頭半分大きな女にょ官かんで、背の高さの割に幼い顔立ちと声をしていた。
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　どこかちぐはぐな印象に猫猫ははてと首を傾かしげる。どこかで見覚えがあるような気がしてならない。同じく女官も猫猫を真似したように首を傾げたと思ったら、「あーっ！」と声を上げた。

「猫ちゃん元気？」

　その一言で、猫猫は思い出した。先日、『盗とう賊ぞく改あらため』なるものに就任した子猫を見つけたとき手伝ってくれた、名も知らぬ女官だった。

「元気にしている。今、医局にいる」

　そう伝えると、女官はぱあっと顔をほころばせた。わかりやすいくらい表情豊かな娘だった。

「あっ、子シ翠スイじゃない、お休み貰もらったの？」

　猫猫と女官が話していると、ぴょこんと小蘭が顔を出してきた。どうやら二人は知り合いらしい。そういえば、この子翠という女官も小蘭と同じ尚しょう服ふくの衣を着ている。猫猫がたまたま会わなかっただけで、いつもの洗濯場を使っている女官なのだろう。

「うん、これくらいしてもらわないと割に合わないよ」

「うんうん、そうだよねえ」

　あどけない雰囲気の二人は仲がいいようだ。

　猫猫は、茶屋の売り子の女の視線に気が付く。とりあえず、残り全部の茉莉花ジャスミン茶を購入して、三つに分けて包んでもらうことにした。最初、嫌な顔をした売り子だったが、もう一つ売れ残っていた茶葉を猫猫が包んでくれ、と頼むと了承してくれた。

　猫猫は別々に包んだ茶を小蘭と子翠に一つずつ渡す。

「邪魔になるから、立ち話はここではやめとこうか」

　そう言って、猫猫は医局のほうを指差した。




　医局では、相変わらず暇そうなやぶ医者がうらやましそうに臨時の市を見ていた。一応、仕事柄誰も来なくても留守にするわけにはいかないので大変だ。子猫の毛づくろいを手伝って暇を潰つぶしていた。

　そんな中、来客があれば一生懸命接待してくれる、とても人がいいやぶである。

「嬢ちゃんに友だちがいるなんて知らなかったよ」

　やぶ医者が大変失礼なことを言ってくれるが、本当のことなので仕方ないだろう。

　小蘭は少しそわそわしながら医局に入る。「にゃーん」と子猫が鳴き、それを見て小蘭は目を輝かせる。子翠も同じく目をきらきらさせていた。

「かわいー、この子、なんて名前？」

「……盗賊改」

「えっ？　なんか変な名前だね」

「子猫でいいよ」

『毛マオ毛マオ』なる名前のほうがよっぽど変だ。子猫で十分である。

　普段なら二人とも仕事があるし、そうそう立ち寄れない場所だろう。今日は、皆、お祭り騒ぎで浮かれているので特別だ。念のため、大切な薬が置いてある倉庫には鍵をかけておく。いや、部外者の猫猫が倉庫の鍵の場所を知っていることも問題なのだが、隠されると困るのでなにも言わない。

　やぶが茶菓子を用意している間に、猫猫は茶を沸かした。

　急須の代わりに、猫猫は玻は璃りの器を用意する。本当は食器として使うのではなく薬を使う際に使用する道具なのだが、茉莉花ジャスミンのような工芸茶を飲む場合は、陶器ではもったいない。ひんやりとした器をぬるま湯で温めておく。中の湯を捨てて丸い鞠まりのような蕾つぼみを入れると、沸騰する前の湯をゆっくり注ぐ。

「ふおお！」

　間抜けな声を上げたのは、小蘭だった。蕾がほどけるとともに強い香りが漂う。

「猫猫、これさっきの!?」

　小蘭の問いに猫猫は頷うなずく。対して子翠は意外と静かだった。見たことがあるのだろう。

「お湯はぬるめのものを使う。なかなか、入れる機会はないだろうけど」

　茶葉なのでしばらく保存できるはずだ。ほいほいと、やぶが煎せん餅べいと月げっ餅ぺいを持ってくる。月餅は大きなもので、鉄板に穴をあけただけの包丁で八等分に切る。小蘭は目を輝かせ、一番大きいものはどれか目測していた。

　最初、小蘭は医局に入ってもいいのかという不思議な顔をしていたが、幼いゆえか順応性が高く、やぶ医者と普通に話していた。子翠も普通に接している。

　やぶ医者はその反応に、素直に嬉しそうだった。宦かん官がんというだけで、冷たい目で見る女にょ官かんが多い中、小蘭のような存在はそれだけで癒いやしになるだろう。

「嬢ちゃんたち、ここは遊び場じゃないんだけどねえ。今回だけだよ」

　と、やぶは何度も連呼している。遠回しにもう一回来ていいよ、と言っているようだが、正直それはだめだろう。

「それにしても、毎回こうなの？　すごいお祭り騒ぎ」

　月餅を口に運びながら子翠が言った。その言葉で、一番最近入ってきた女官だと気付く。楼ロウ蘭ラン妃の入じゅ内だいとともに、女官が追加されている。まだ、来て半年ほどなのだろう。

「うーん、今回はいつもより長いなあ」

　小蘭が子猫を膝ひざにのせたまま、月餅を頬張っている。その落ちるくずを子猫が食べようとするので、猫猫は子猫を奪って小魚をあげた。

「それはね、近々異国から特使が来るかららしいよ」

　えっへんと、やぶ医者がどじょう髭ひげに菓子のくずをつけて言った。

（それ言っていいんですかねえ）

　猫猫は茶を湯飲みに移しながら思った。湯が欲しかったとはいえ、二人を医局に連れてきたのは失敗だったかな、と反省する。

「偉い人が来るんだねえ」

　小蘭は少し目を輝かせたが、猫猫が月餅をもう一片皿にのせるとそっちに目を移した。なにか違う話題はないかと考える。すると、猫猫の代わりに子翠が話題を振ってくれた。

「そういえばさあ、最近、北側で変な臭においがするんだけど、知らない？」

「変な臭いねえ、あっちは荒れているからねえ。水路でも詰まっているんだろうかねえ」

　やぶ医者が言った。汚物を流す地下水路が詰まれば地上に臭いが出てくるだろう。

「北側には行かないからわかんないなあ、そっち行く仕事あるわけ？」

　二つ目の月餅を食べながら小蘭が聞いた。

「へへ、あっちは草むらが多いのだよね」

　子翠がにやにやしながら、懐から紙の束を取り出した。点心おやつの包み紙だろうか、それに墨でたくさん絵が描かれていた。

　猫猫はそれを興味深そうにのぞき込み、小蘭とやぶ医者は引いていた。そこには、精密な虫の絵がみっちりと描かれていた。面相筆で細部まで描かれており、右上に虫の名が書かれてあった。

「上手だね」

　猫猫は本心から思った。描き方に無駄な線がなく、いわば図説に載っているような絵だった。ご丁寧に裏側の脚がむき出しになっているところまで描かれている。

「うん、ここはたくさん虫がいるから、いっぱい描けていいよね」

　子翠は理解を示した猫猫に嬉しそうに言った。対して、やぶと小蘭は写実的リアルな虫の絵にげんなりして視線をそらしている。

　虫もまた薬の材料になる。花はな街まちでは妓ぎ女じょたちに嫌がられるのであまり表に出さないようにしているが、よく効くものも多い。蟷かま螂きりの卵らん鞘しょうは精力剤になり、蚯蚓みみずは解熱効果がある。

「南の果樹園とかは、しっかり手入れされているからあまりいないけど、北側の廃墟とかいい感じ。でっかい蜘蛛くもがたくさんいるよ」

「蜘蛛!?」

　蜘蛛の糸には止血効果があると聞くが、集めるのが大変でまだ試したことがない。それを聞いて猫猫の目が爛らん々らんと輝く。

「行く？　行ってみる？」

「行く！　行ってみる！」

　妙に話が合った二人を冷めた目で小蘭とやぶ医者が見ていた。

　子猫だけはお腹いっぱいになったのか、後ろ脚で耳の裏を掻かいていた。










四話　香油







　隊商キャラバンが去ってからの後こう宮きゅう内では香油が大流行した。

　さまざまな匂いが、女にょ官かんが通りかかるたびに漂ってくる。単品ではとてもいい香りでも、不特定多数がさまざまな種類の香りをつけているとなれば、鼻のいい猫マオ猫マオは少しげんなりした。

　しかも香を焚たきしめたようなかすかな香りではなく、西方の輸入品は実に香りが強いのが特徴だからなおさらだ。

　それは猫猫だけではないようで、洗濯場に行くと、香油まみれの衣が重なっており、洗濯係の宦かん官がんが顔をしかめて盥たらいに水を張っていた。

　流行とはいつもどどっと押し寄せるものだ。そして、どっと消えゆくものだろう。

　爪紅マニキュアの流行はだいぶ下火になったため、新しいものに皆、飛びついたのだ。いまだに小説の話題が持ち上がっているのは、書と香でまったく違うものだからだろう。

　小シャオ蘭ランは猫猫と同じく香油に迷惑をこうむっている立場なのでげんなりしているが、新しく写してもらった小説を読むために、勉強は欠かさず続けていた。

　正直、三日坊主と思っていた猫猫は素直に感心した。

「本当にくさい」

　猫猫はげんなりしながら、思わず独り言を漏らして洗濯籠かごを下ろす。この場にいるだけで匂いに酔ってしまいそうだ。

　けだるげに突っ立っていると、邪魔だったらしく、籠いっぱいの洗濯物を持った下女がぶつかってきた。猫猫は洗濯物をかぶる羽目になった。

「ごめんなさい！」

　まだ甲高い声の下女が服をどける。

　この服の持ち主はこれまた流行に敏感なかたのようで、たっぷりと薔そう薇びの匂いが染みついていた。

（薔そう薇びかあ）

　先日作った薔そう薇び水を今、売りさばけば儲もうかるかもしれないなどと考えた猫猫はだめだろうか。作るだけ作った薔そう薇び水だが、使わず保存していたりする。薔そう薇びの精油は、妊婦に悪い影響を与えるからだ。

　玉ギョク葉ヨウ妃が大量につけなければ問題ないと思うが、それでもなにが起こるかわからないので、注意する必要がある。

　そういうわけで、物が悪くならないうちに、花はな街まちで売りさばく機会を狙ねらっていたのだけれど。

　むむっ、と猫猫は洗濯物をつまみながら目をぱちぱちさせた。くんくんと鼻を利かせて、洗濯物を嗅かぐ。

　それを見た下女があわあわと慌あわてている。

　猫猫はそんな下女を無視して、こぼれた洗濯物を籠かごに投げ入れると、別の洗濯籠に顔を突っ込んだ。

　今度は近くにいた宦かん官がんや、ほかの下女たちも目を丸くしているが知ったことではない。

　猫猫は次々と洗濯籠に顔を突っ込んでは、次の籠へと向かう行為を繰り返した。

　そしてあらかた嗅ぎ終わると、洗濯籠を持って帰るのを忘れて、とある場所へと向かった。

　流行、それに最も流されやすい場所はどこか、猫猫はよくわかっている。




　その日、水晶宮の侍じ女じょたちの悲鳴が後宮中に響き渡った。




　おそらく来るだろうと思っていたが、案の定、その日の夜、麗うるわしき宦官は翡ひ翠すい宮きゅうにやってきた。その手に投書らしき抗議文を持って。

「おまえはもう少し節度がある人間だと思っていた」

　壬ジン氏シの呆あきれた顔にはやや怒りも交じっている。

　その後ろには、呆れ顔に苦労をにじませた高ガオ順シュンに、困りながらもわくわくが止まらない玉葉妃、修羅の表情をなんとか面つらの皮一枚でごまかしている紅ホン娘ニャンがいる。鈴リン麗リー公主ひめはおねむのため、ほかの侍女たちが添い寝している。

（うむ、その通りだ）

　猫猫は思った。でも遅かった。

　推定を確信に変えるためには、たくさんの実証が必要である。そのために、ちょうどよかったのが水晶宮であり、猫猫はつい好奇心に負けてしまったといえる。

「すみません。つい興奮して相手の了承も得ずにやってしまいました」

「なんだ、その変態おやじのような言い訳は」

　真正の変態に言われたくないな、と猫猫は思いながら、とりあえず顔を伏せて反省したふりをする。

「今度はちゃんと了解をとって嗅ぎます」

「なぜ嗅ぐ！」

　口調が荒い。「あらら」と玉葉妃が目をぱちぱちさせている。いかん、と壬氏は思ったらしく、少しつり上がった目をいつもの柔らかい表情に戻した。

　とりあえず猫猫は反省している。反省しているのは、相手に了承せずに無理やり匂いを嗅かいだ点についてだ。ちょっと興奮して、半分剥はぎ取りかかった点も反省しなくてはならない。その相手に、水晶宮の侍じ女じょたちを選んだところもだ。

　おかげで今までの鬼か妖怪扱いから、さらに格上げランクアップされた気がする。

　それでも確かめなくてはならないと猫猫は思ってやった。

（反省はこのくらいか）

　猫猫は顔を上げ、じっと壬氏を見る。抗議のおかげで壬氏が早速やってきたことを朗報と思わねばならない。猫猫は、迅速な判断が必要だと思った。

「これでも理由があるんです」

　壬氏をじっと見つめたまま、数秒が経った。

　壬氏は、無表情のまま、口を動かす。

「それ相応の理由なのか」

「言うまでもなく」

　猫猫ははっきりと言い切った。そして、紙がないかとたずねると、玉葉妃が紅娘に目線をやった。すぐさま準備してもらう。

　猫猫は紙の上につらつらと文字を書き始める。玉葉妃にもらった紙なので、正直上等すぎるものだ。

（別に反ほ古ごにした紙の裏でもいいんだけど）

　そんなことを考える貧乏性は、ここには猫猫しかいない。皆、机に座る猫猫を取り囲み、書き連ねる言葉を見る。

「薔そう薇び、安あん息そく香こう、青あお桐ぎり、乳にゅう香こうに桂けい皮ひ？　ええっと、どれも香かなにかかしら」

　玉葉妃の答えに、猫猫は頷うなずく。

「今日、私が嗅いだ女にょ官かんたちがつけていた香料や精油の名前です」

「それがどうしたんだ？」

　壬氏が袖そでに手を入れたまま首を傾かしげる。猫猫は手を止めると、筆を硯すずりに置いた。

「はい、どれも微量ですが、妊婦に害のあるものばかりです」

　猫猫の言葉に、皆が黙る。

　それに、と猫猫は続ける。

「隊商キャラバンには香油のほかに、香辛料や茶葉も売られていました」

　猫猫は、自分が買った茶と香辛料を取り出す。茶は茉莉花ジャスミン、香辛料は辛党の猫猫らしく辛から子しやちょっと高価な胡こ椒しょう、岩塩、それと香料にも使われる桂皮シナモンだった。小遣いがあったので、思ったより買ってしまった。その時点で気付けばよかったが、猫猫自身も祭りの雰囲気に流されていたのだろう。

「茉莉花ジャスミンには、子宮を収縮させる作用があります。少量ならば問題ないかと思いますが、それでも流産の可能性を避けるためには飲まないほうがいいものです」

　先日、小蘭たちと医局で飲んだ茶だ。

「そして、香辛料。辛子は、女郎の堕だ胎たい剤ざいによく使われる材料です」

　猫猫はちらりと玉葉妃を見る。玉葉妃は話の内容からふざける場合ではないと思ったらしく、真剣な顔で「続けて」と頷うなずいた。隣では、玉葉妃にあまり不穏な話を聞かせたくない紅娘がいたが、玉葉妃の意見を尊重したらしく黙っている。

「つまり、それを使うことで流産の可能性が高まるということか？」

　壬氏の質問に曖あい昧まいな顔をする猫猫。それは、当たりであり、外れでもある。

「どれも可能性を高める代物というだけであり、確実に効くものではありません。間違って、香油を飲んだり、大量に摂取したりしない限りは」

　どれも普段使う分にはほとんど問題ない代物で、だからこそ後こう宮きゅう内に持ち込める。そして物とはいくらでも使い方を変えられる。

　それがその場にあれば、なにか間違いが起きて、誰かが飲んでしまうこともあるかもしれない。そして、それがたまたま妊娠中の妃きさきであったとすれば。

　もっと早く気付いておけばよかったと猫猫は思う。

「出入りの業者は洗えますか？」

「調べることはできるが、商品を事細かに記してはいないはずだ」

　香料は香料、香辛料は香辛料、茶葉は茶葉と分けられるまでだそうだ。その一つ一つの種類までは記録していないだろう。それでも、品物は全部検品されたとのことで、管理する立場としては十分役割を果たしていると思われ、なんとも言えない気分である。

　それにもう一つ、猫猫には引っかかっていることがあった。

「これって、あれに似ていませんか」

「あれって、なんだ？」

　猫猫の曖昧な言葉に壬氏が反応する。

　商品としては後宮に出しても恥じないもの、しかし、そこには知られない副作用がある。

「毒おしろい」

　猫猫が言うと、皆の顔がはっとなった。

　昨年の夏だった。鈴リン麗リー公主ひめが原因不明の病に倒れたのは。同時に、当時東とう宮ぐうであった梨リ花ファ妃の御子もまた倒れ、そして身み罷まかられた。

　現在、おしろいは鉛を使用しないものを使っており、それが後宮内に入り込むことはない。逆にいえば、ほかのものなら大丈夫だと思ったのかもしれない。

「つまり、それはわざわざ後宮内に毒を入れようとした人間がいるという見識でよいのだな」

　確かめるように壬氏が言った。猫猫は首を縦にも横にも振らない。

　今、あるのは推定であり確証ではない。それにかなり近いものの、そうでない可能性も捨てきれないからだ。

　以前あった、ある事件に似ている。まだ、蘇よみがえった官女、翠スイ苓レイは見つかっておらず、その背後関係も謎のままだ。もしかしたら、壬氏がなにか掴つかんでいるかもしれないが、猫猫に話すようなことでもないのだろう。

「私は、ここに入ってきたものの中に、毒になりうるものがそれだけ多くあるとわかっただけです。それ単品では、毒として扱われる商品ではありません」

　汚い言い方だ。自分の言葉によって出入りの業者が罰せられることが嫌なのだ。だから、あくまで意見として述べ、そして、判断は上にゆだねる。

「ただ、ほかの妃きさきたちにも注意したほうがいいと思います」

　それだけしか言えなかった。




　話を終えたあと、猫猫はどっと疲れてしまった。

　おやじの言葉を思い出す。憶測で物事を言ってはいけないよ、と老婆のような老人の声が再生される。

　猫猫の言った言葉はどこまでが憶測で、どこまでが確信だったろうか。そう思うと、少し気分が悪い。

　猫猫は厨ちゅう房ぼうに入ると、湯を沸かす。沸いたところで少し冷まし、茉莉花ジャスミンを入れた硝子ガラスの器に湯を注ぐ。高価な硝子の器だが、ちゃんとあとで洗うから少しだけ使わせてもらおう。

　猫猫の茉莉花ジャスミンはもう使ってしまったが、子翠が返してくれた。もう飲んだので十分だと言った。素直に貰もらってくれたほうがありがたかったが、本人が言うのであれば仕方ないと受け取った。猫猫はこの茶が好きだったからでもある。小姐ねえちゃんたちが、客のいない間にこそっとこの茶を飲ませてくれた。それが少し懐かしい。

　花が湯にほどけて、蕾つぼみが開いていく。それを横からぼんやりと椅子に座って眺める。芳香が周りにたちのぼる。

「それは毒ではなかったのか？」

　麗うるわしい声が頭上から聞こえた。顔を上げると、これまた麗しい顔があった。外はもうだいぶ暗く、厨房を照らすのは行あん燈どん一つだけだ。

　ちらちらと赤く照らされる顔は、本当に憎たらしいくらい綺き麗れいだった。

「毒もまた少量では薬です。なにより、お茶一杯でどうにかなるようなものではないでしょう。ここは厨房です。壬氏さまの立ち入る場所ではありません」

「細かいことを言うな」

「高順さまはどうしました？」

「伝令に行っている」

　尊大な宦かん官がんどのに猫猫は口を軽く尖とがらせる。

　猫猫は完全に蕾つぼみが開いた茶を行あん燈どんに掲げて眺める。湯の中で揺れる花を楽しみながら、猫猫は一口茶をすすった。壬氏に茶も出さず失礼かと思ったが、もう時間外だ。壬氏も早く帰るといい。

「それに私は妊婦ではありませんから」

「それもそうだな」

　壬氏はなぜかそっぽを向いて言った。いつのまにか、猫猫の斜め前に座っている。

「俺にも茶をくれないか？」

　壬氏が硝子ガラスの器の花を見て言った。

「何茶がよろしいですか？」

　猫猫は、面倒くさいなこの野郎、と思いながら椅子から立つ。棚には、来客用の茶葉が並んでいる。無難に白茶がいいだろうか。

　壬氏は硝子の器をじっと見ている。

「これと同じものがいい」

「そのお茶はそれで最後ですよ」

　茶碗に注いだのでおしまい、もう一度湯を入れても出がらしになる。

「それでいい。この茶には、ほかにどんな作用がある」

　壬氏は椅子に座ると、茶葉を眺める。

「心を安らげます。不眠にも効きますし、目覚めの効果もあります。ほかに、妊娠中はよくありませんが、出産する場合、分ぶん娩べんを促すと聞いたことがあります」

「いい効用のほうが多いな」

「ええ、だからこそ、副作用が目に入らないのです」

　今回だけ、こんなにたくさん入ってきたのだろうか、それとも、前から同じような商品が入っていたのだろうか。猫猫にはよくわからない。偶然かもしれないし必然かもしれない、それすらわからない。

　もしかしたら、服の件も合わせて、探るためかもしれない。この後こう宮きゅうで誰か妊娠している者がいないかを。

　猫猫は前の隊商キャラバンが来たときは、壬氏の部屋で働いていたり、水晶宮で梨花妃を看病していたし、玉葉妃の部屋付になる前は、お金もなかったのでまったく興味がわかず買物をしたことがなかった。

　今回、香油が流行にならなければ、猫猫も気付かなかった可能性が高い。どれも一面を見ると実にいい品ばかりだ。

「白茶でいいですね」

「……」

　壬氏が不満そうに見るが、ないものは仕方ない。

　猫猫は薬や缶かんをもう一度火にかけ、急須に茶葉を入れた。ぬるま湯でいいだろう、と沸騰する前に薬缶をとり、急須に入れて茶葉をゆっくり蒸らした。茶碗に注ぎ、壬氏の前に置く。

　壬氏は不満そうに茶碗を持った。

　猫猫は自慢するように、硝子ガラスの器を揺らして花茶を見せつける。

「ほかにも違う効用があるんです」

「どんな？」

「不妊に。主に男性側が原因の」

「……」

　じっとりした視線が猫猫に突き刺さった。

（これはいかん）

　皮肉にしてはあまりに利きすぎたものだった、と猫猫は思った。ちょっとだけ背筋に冷や汗をかきながら、ご機嫌をとるために戸棚からわさわさと菓子を探す。

　茶をすする音がしたと思うと、

「あまり好みじゃないな。帰る」

　と、壬氏はさっさと出て行ってしまった。

　猫猫は唇を変な形に歪ゆがめながら、

（やっちまったー）

　と反省した。

　仕方なく茶碗を片付けようとすると、壬氏に注いだ白茶はそのまま手つかずで残されてあった。

　代わりに。

　まだ一口しか飲んでいない猫猫の茉莉花ジャスミン茶が、半分になっていた。

　猫猫は呆あきれた顔で手つかずの白茶を飲み干した。










五話　冬とう人じん夏か草そう　前編







　洗濯場で猫マオ猫マオが小シャオ蘭ランに字を教えるのは日課になっていた。ほかにも字を読み書きしたいと思う下女はいたらしく、地面に書く文字をのぞき込んで真似する者も増えていた。それでも、小蘭を合わせて五人ほどで、残りはいつも通り噂話に花を咲かせていた。

　最近は、小蘭がすっかり真面目な生徒になってしまったので、猫猫の耳にはあまり噂話が入ってこなくなった。ゆえに、とある噂を耳にしたのは、やぶ医者からだった。

「女にょ官かんが行方不明ですか？」

「そうなんだよね。困ったものだよね」

　やぶ医者がひょろひょろの貧相な髭ひげを撫なでながら言った。猫猫は、雑茶を飲みながら聞いている。

「せっかく年季も明けるし、結納金が貯まったから退職するって話だったのに、どうしたことかね」

　話によると、いなくなった女官は一昨年の園遊会でとある官に見初められたらしく、その後、文ふみのやり取りをしていたという。あの、簪かんざしを相手に贈るという方法だ。仕事ができる女官は、上級妃の侍じ女じょでなくとも手伝いのため後こう宮きゅうの外に出ることがある。そんな優秀な女官が消えたとなれば、おかしな話だ。

「まあ、まったくない話でもないんだけど」

　やぶ医者が濁すように言った。その物言いに、猫猫はふと後宮という場所の闇を感じてしまう。二千の女たちが蠢うごめく花園だ、それ相応に暗い闇もある。猫猫の周りではないが、女官同士の人間関係に悩み、自殺する者もちらほらいれば、なんの前触れもなく家庭の都合で辞めていく者もいる。

　挨あい拶さつもなしにいなくなった人間については深く追及するなというのが暗黙の了解だ。しかし、今回、結婚を理由に辞める女官がいなくなったということで、妙な憶測を呼んでいるらしい。

「もともと、宮官長も買っていた娘で、引き止めもあったらしいけどね」

　ふうっと息をついて、やぶ医者は煎せん餅べいをかじる。

「それはそれは」

　猫猫としては関係ないことであり、いつも通り仕事をしていくだけだ。

　そのはずだった。




　猫猫が翡ひ翠すい宮きゅうに帰ると、中庭に優雅な貴人たちがいた。家具を外に置いて、いかにも上流階級ハイソな雰囲気を醸し出しつつお茶会をしていた。卓子テーブルを挟んだ向こうには玉ギョク葉ヨウ妃が座っている。だいぶ腹が目立ってきたが、周りの植木で目隠しになり、体型を隠すような衣を着ているので、傍はた目めから妊婦とはわからないだろう。隣には紅ホン娘ニャンが、きりっとした顔で控えていた。

　常に部屋にこもっていると逆に怪しまれるとのことで、こうしてたまに表に出ているわけだ。

　それでも、気付く者はとうに気付いているのだろうと猫猫は思う。問題は、その相手が有害か無害かということだ。

　玉葉妃は猫猫が帰ってくるのに気が付くと、場所を移しましょうと言って椅子から立ち上がった。その際、玉葉妃の身体を隠すように紅娘が横を歩いている。ちゃんと、どの方向から玉葉妃が見えるかわかっているのだろう。

　壬ジン氏シがちらりとこちらに目配せをしてきた。

（なんかあるのか）

　猫猫は、壬氏たちのあとに続き、宮内の応接間に入る。

「失礼いたします」

　いつも通りそわそわ、わくわくした顔で猫猫を見ているのは玉葉妃で、その横で疲れた顔をしているのが紅娘だ。

　そして、猫猫を呼んだ当人は、椅子に座って優雅に茶をすすっていた。お付の高ガオ順シュンが憮ぶ然ぜんとした顔で横に立っている。

「お呼びでしょうか」

　猫猫は玉葉妃と壬氏の間を見るようにたずねた。

「ええ、こちらがね」

　玉葉妃は手のひらを壬氏のほうへ向ける。大体、いつもの定型パターンだ。

「はい、それでは場所を移動させていただきます」

　壬氏は丁寧に玉葉妃に言うと、赤毛の妃きさきはむむっと口を尖とがらせた。

「特に問題ないですよ。ここでお話をなさっては」

「いえ、そうもいきません。長々とここにいるわけにもいきませんし、なにより公主ひめがぐずりかけているようですから」

　部屋の外から子どもの泣き声が聞こえてきた。鈴リン麗リー公主ひめはもうすぐ昼寝の時間だが、その前にはいつも玉葉妃から母乳を貰もらっている。そろそろ乳離れを考える年齢だが、まだ少し時間がかかりそうだ。

　玉葉妃が、少し幼い表情をする。二人目の子を妊娠している妃だが、まだ数え二十歳の娘でもある。異国の血が混じった大人びた容姿とどこか食えない性格から、いつも年上に見られるが、まだまだ好奇心旺盛だ。

「玉葉さま、諦めてください」

　仕事最優先の紅娘はこれ幸いとばかりに、部屋の扉を開ける。外には困った顔をした貴グイ園エンが公主ひめを抱っこしていた。紅娘は貴園から公主ひめを受け取ると、玉葉妃の前に差し出した。公主ひめは妃きさきの襟えりに手を伸ばしている。

　むうっと顔を曇らせたままの妃だが、可愛い吾あ子こを餓えさせるわけにもいかず、ようやく引いてくれた。




　翡ひ翠すい宮きゅうをあとにしてやってきたのは、いつも通り宮官長の部屋だ。

（いっそ部屋作れよ）

　そうだ、医局にある物置部屋を改装すればいい。そうしたら、自然とやぶ医者が気を利かせて茶でも持ってくるだろう。猫猫は落ち着くし、宮官長にも迷惑をかけない。一石三鳥くらいあるじゃないか。

　簡素な宮官長の部屋は広いが特に面白みもなく、人払いをさせているので茶を運ぶ者もいない。

　猫猫は高順に促されて簡素な椅子に座る。

「どんなご用件でしょうか」

「最近、主上が妃たちに娯楽小説を配っているのは知っているな」

　壬氏は猫猫が知っていることを前提で聞いてくる。もちろん知っているので頷うなずく。

「ええ、妃たちが読んだあと、侍じ女じょたちが読み、さらに下の女にょ官かんたちが話を聞かせてもらっているようです。写本も出回っていますし、中には字を覚えようとしている者もいます」

　猫猫の返答に壬氏は少し頬を緩ませる。案の定、壬氏の思惑通りだったようだ。

　高順が壬氏にそっと巻き物を渡す。壬氏がそれを卓子テーブルの上に広げてみせた。

「これは？」

「あくまで初期段階だが、こういうものを作ってみてはと思っている」

　それは、後こう宮きゅうの見取り図だった。しかし、本来広場である空間になにやら建物が描かれている。

「市し井せいでは手習所というのだろうか」

　すなわち、学校だ。

　猫猫はほほうっと目を丸くした。その手のことはすでに考えていると思っていたが、意外と行動が早い。普段なら、虫や汚物を見るような目を向けることが多いのだが、今回は馬を見る目になった。

　つまり、感心しているのだが──。

　なぜか壬氏と高順がともにのけぞっていた。

「その反応はなんでしょうか？」

「いや、なんか落ち着かなくなって」

「ええ、いつもの目線はどうしたのですか？　調子が悪いのですか？」

　高順までこの物言いである。

　猫猫が上まぶたをけだるそうに下げると、壬氏はほっと息をつき、元の姿勢に戻る。なぜか満足そうな顔だ。この宦かん官がん、やはり真正の被虐性欲者マゾなのだろうか。

「どう思う？」

　気を取り直した壬氏が、猫猫に意見を求めてくる。

　猫猫はふむ、と顎あごを撫なでる。発想としては悪くない。むしろ感心しているくらいだ。最初は帝みかどを通じて後宮に小説を広めて反応を見ている。ちゃんと若い娘たちの興味を引くように話を選んでいるし、思いつきだけで行動しているのではないとわかる。

「よいと思います。実際、学びたいと思う者はいますし、なにより、後宮の年季を終えたあとにもつながります」

「そうか」

　少し顔をほころばせる壬氏。人払いをしていなかったら上のぼせてしまう者が出ていただろう。

　ただ、猫猫には気になることがあった。じっと、巻き物の見取り図を見る。

「どうした？」

　壬氏がどこか不具合があるのかとのぞき込んでくる。

　猫猫は見取り図を差した。一応、予定地としてあげられているのは後宮の南側、すなわち正門の近くの広場だ。

　広さは十分で、資材の搬入など利便性もいい。工事中、帝の目に触れることもあるが、もともと帝も関わった件だと考えていいだろうから、その点は問題ないととらえる。

　しかし、世の中誰もが新しいことに賛成するほど、平和ではない。

　猫猫がじっと壬氏を見る。壬氏が提言を許すように頷うなずくので、口を開くことにした。

「南側は上級妃、中級妃が集まっています。皆さま、一概には言えませんが気位の高いかたが多いです」

　そんな妃きさきたちの目の前、皇帝の目に映る一等地に、文字の読み書きができない端はした女めたちが集まって教育を受けている。それを快く受け取る者は、全体の何割いるだろうか。

「……」

　壬氏が黙る。一応、宦官とはいえ壬氏もこの後宮についてわかっているはずだ。猫猫の言っている意味を理解していると思う。

　表向きはいい顔をする妃たちの中にも、裏で嫌がらせをする者がいるかもしれない。本人は手を下さずとも、侍じ女じょや下女を使ってなにかしらやらかす可能性は否定できない。それは、手習い所の建物ではなく、通い始めた女にょ官かんたちを狙ねらうだろう。

「……北側にしたほうがいいようだな」

　北側は一番、放置されている区画だ。好んでやってくる妃はあまりいない。

「ええ。それと、別に特別な場所は作らなくてもいいと思います。ここにはたくさん建物がありますので、それを改装するので十分です」

　むしろ新しく建設するのはもったいないと猫猫は思う。壬氏にも多少の面子メンツはあるかもしれないが、経費削減のためにその形のいい鼻でも潰つぶしてもらうほうがいい。

「それと」

　猫猫はさらにもう一つ付け加える。

「表向きはやはり学校という形ではなく、新しい部署につくための職業訓練としてやってみてはいかがかと。学校というと勉強という印象が強いので、飯の種になるという餌えさで釣ったほうが、より人員が集まるのではないでしょうか」

「そういうものか？」

「ええ、農民出身なら特にその危機感は強いです。あと、休憩時間にでもたまに点心おやつを与えてみてはどうかと」

「点心おやつか、毎日つければいいな」

　なるほど、と壬氏が首を縦に振る。

「いえ、たまにでいいです。毎日だと、いけません」

「どうしてだ？」

　点心おやつが毎日あるとなれば、食べたいときだけやってくるちゃっかり者が出てくるだろう。ときどきにしてしまえば、いつも食べられる保証がないので、毎日来るようになる。

「そういうものか？」

「毎度、当たる博打ばくちにのめり込む者はいません」

「……」

　壬氏の考えはおおむね悪くないが、やはり育ちがいいのか少し詰めの甘さを感じる。それを本人もわかっているから、こうして猫猫に意見を求めてきたのだろう。

「これらは私の主観ですので、ほかの人にも意見を聞いたほうがいいと思います」

　もっと言おうと思えば言えることはあったが、とりあえずこの程度にとどめておくことにした。下手に猫猫が喋しゃべったことを鵜う呑のみにされても困るからだ。

　こんなことなら場所を変える必要はなかったのでは、と猫猫は思った。退室してもいいだろうかと壬氏の様子を窺うかがっていると、次に高順が違う資料を取り出した。

「もう一つ用がある。おまえは茸きのこに詳しいか？」

　なんのことやらと、猫猫は眉まゆを歪ゆがめた。

「食用にも調薬にも使うことがありますので、年に数回、山に入っていますが」

　茸きのこには毒があるものも多いが、貴重な薬になるものも少なくない。

「それがなんでしょうか？」

　猫猫は少し顔がにやついてしまうのをこらえながら聞いた。

「毎年、この時期になると食中毒を起こす女にょ官かんがいる。注意しているものの、無視する輩やからがいる」

「食い意地が張った者はどこにでもいますから」

　猫猫は頷うなずきながら言った。餓えることはない後こう宮きゅうの生活だが、やはり人によっては食堂で配膳される分だけでは物足りない。点心おやつを食べられる女官は、妃きさきたちのお付や特別におすそ分けを貰もらった者だけだ。

「昨年、医局で医官と一緒に食べていた奴もいた」

「……」

「それに、果樹園の果実もよくなくなるそうだ」

「……」

　猫猫はなにも言えなくなる。あれは毒茸じゃない、大変美味な茸だ。果樹園については、ちと間引きしてあげただけだと、心の中で言い訳をする。

「というわけで、女官たちが間違えて食べてしまいそうなものをあらかじめ調べて、できれば処分しておいてほしい。その際、どんな毒があるかも教えてもらいたい。翡ひ翠すい宮きゅうでの仕事は、毒見等を除いて休んでもらうことになる」

（ふーん）

　猫猫は頷きながら、ちと変だなあと思った。これなら別に玉葉妃がいても問題ない話じゃないだろうか。むしろ、そちらの調査で時間を取られるなら目の前で説明したほうがいい気がする。

（なにかあるのかな）

　それを口に出すほど、猫猫は空気を読めないわけじゃないし、なにより壬氏の申し出は猫猫には嬉しい話だ。面白いと言わずして、なんと言う。

「わかりました」

　口を軽く歪ゆがめて、猫猫はそれだけ言った。




　さて、後宮内といっても茸の生えそうな場所はたくさんある。女の園と言われるが、ちゃんと花や樹木を愛めでる場所はあり、果樹園や松林もある。生暖かい季節になり、湿気も多いことから、これからどんどん茸は生えてくるだろう。

　茸の困ったところは、食べられる茸と毒茸がよく似ているものが多いことだ。よく間違えられるのが平ひら茸たけと月つき夜よ茸たけで、花はな街まちでも客人から貰もらった茸で食中毒を起こした件が何度かあった。

　茸きのこにも育つ場所と育たない場所がある。平茸は比較的どこでも生えるが、月夜茸はどちらかといえば山のほうに多い。たぶん、月夜茸は後宮内にはないだろう。

　茸をこっそり採るとすれば、庭師が頻繁に入る場所にはまず来ないはずだ。

　皇帝がやってきて、たまに花見をする場所は弾いておく。大体、そういう場所は南側に集まっている。南側には上級妃や中級妃たちの宮、棟むねも集まっているので、気位の高い女にょ官かんも多い。まず弾いていい場所だろう。

　ほかの場所には、果樹園や林などが点々とある。茸を探せばいくらでもありそうだ。

（さて、どこから行こうかな）

　猫猫は壬氏から貰った見取り図を見ながら、うきうきとしていた。




「おっ、おかえり」

　少し引き気味に出迎えてくれたのは、桜イン花ファだった。

「ただいま戻りました」

「ああ！　もうそのまま入らないで」

　桜花は猫猫の頭や服をぱたぱたとはたく。髪には葉っぱが、服には小枝が突き刺さっていた。ちょっと木登りしたせいだろう。

「命令かなんか知らないけど、ばっちぃままはやめてよね」

（……ばっちい）

　物事をずばずば言う桜花である。小さい子どもと妊婦のいる宮の衛生を保とうとするのはいいことだと頷うなずくと、早く着替えてと身体をぽんぽんはたいて埃ほこりを落とす。

　今日一日、大変充実したものだった。茸は籠かご一杯収穫でき、中には薬として使えるものもたくさん含まれていた。さすがに持って帰るわけにはいかないので、やぶ医者のところに置いてきた。やぶ医者には毒茸と言ってあるので、いくらやぶでも食べないだろう。ちと指をくわえて見ていたけれど、そこのところは信じてやろう。

　その点、子猫の毛マオ毛マオのほうが賢そうで見向きもしていなかった。

　珍しい茸の群生を見つけたので、猫猫としてはかなり満足である。

「猫猫、あなたなんだかくさくない？」

「そうですか？」

　そういえば、茸を採取しているとき鼻がつんとすることがあった。そこらへんを走り回ったからかもしれない。前に子シ翠スイが言っていた場所だろうか。ちょうど茸の群生があったところだ。漏れた汚水が栄養になっているのかもしれない。

「着替え終わったら、玉葉さまの夕ゆう餉げだけど大丈夫？」

　そうか、まだ今日は終わってなかったのだと思った。いつもより時間が早い気がするが、遅れてはいけない。

「すぐ参ります」

　猫猫は速足で自室に戻った。




　玉葉妃の部屋に入ると、妃きさきは黒い紐ひもを手首に結んでいた。後こう宮きゅう内では、誰か高貴な人が身み罷まかられたときやるものだが、以前、東とう宮ぐうが身罷られたときよりも簡素なものだった。

　玉葉妃の装いはいつもと変わらないものだったが、代わりに紅娘が普段よりも地味な様相をしていた。

「ごめんなさい。いつもより早かったようね」

「いえ、大丈夫です」

　なにかあったのか、という猫猫の表情を読んだのか、紅娘が口を開く。

「今日は夕餉のあとに、出かけなければいけません。申し訳ないけど、あなたも一緒に来てちょうだい」

「はい」

　紅娘が地味な服を着ている理由がわかった。猫猫にも黒い紐が渡される。

　おそらく今から葬儀が始まるのだろう。本来、そういうものは天子が生まれる後宮に似つかわしくないものだが、名前を変えて似たようなことが行われる。

　玉葉妃の代わりに紅娘が出席することから、下級妃か中級妃あたりが亡くなられたのだろうか。

「服はそのままでいいけど、髪の飾り紐は外しておいてね」

　わかりました、と猫猫は毒見用の皿を受け取った。




　紅娘に連れてこられた場所は、北側にある祭事場だ。祭りごとが好きなお国柄ゆえ、後宮にも小規模ながらそういう施設はある。普段、あまり整備されていない祭事場は、急きょ宦かん官がんたちが頑張って整えたあとが窺うかがえた。

　玉葉妃も年に一度ほど、祭司として働くこともあるのだが、猫猫がいる間にはまだその役割が回ってきたことはない。本来、殿方がすることだが、後宮という特殊な場であるから、女でも取り仕切るわけだ。これは上級妃が順番で行っている。

　参列者は、祭壇の前に二列に並んで献花している。花は、妃の侍じ女じょらしき女にょ官かんたちが籠かごを持って配っていた。猫猫は紅娘の後ろに並び、女官から花を受け取る。花は本来の匂いとは別に香りがつけられていた。これも後宮独特のものだろうか。

（おや？）

　猫猫は花を差し出した女官の手が赤くなっていることに気が付いた。

（なにかにかぶれたのだろうか？）

　それにしては、ぷっくりと赤く腫はれている。猫猫は自分の左腕を見た。そこにある傷きず痕あととよく似ている。

　そんなことを考えながら、祭壇に献花する。大きな棺ひつぎが置いてあり、白い布が上からかぶせられていた。あとで移し替えるのか、棺の底に浅く布越しに人の形を浮かび上がらせているのが見えた。

　紅娘から聞いたところによると、亡くなった妃きさきは高官の娘で、中級妃の中でも上位にいたのだという。ただ、紅娘の物言いからあまり性格のいい人物ではなかったと推測できた。

　妃は一年ほど前から体調を崩していたという。部屋にこもりきりだったそうだが、実家に帰ることはなかったらしい。皇帝のお通りもなく、帰ろうと思ったら帰れただろうにと、少し毒づいて紅娘が言った。

　身体が弱っているところに、暖かくなってきて食あたりを起こしたという。

　普段ならもう少し落ち着いている紅娘が、死者に対してこれだけ言うのは奇妙な気がした。ふと、猫猫は列から外れたところで軽く耳打ちをした。

「なにかやらかした妃だったのでしょうか？」

　あくまで軽く、教えてくれなかったらそれでいいと思った。侍女としては行きすぎた詮索だが、意外にも紅娘は、猫猫にそっと教えてくれた。

「以前、玉葉さまが毒を盛られたことがあったでしょう。あの犯人は見つかっていないのだけど」

　そこで、紅娘がちらりと棺桶を見る。

　なるほど、と猫猫は察した。忠誠心が人一倍強い紅娘が玉葉妃に害をなした可能性がある妃を快く思うわけがない。むしろ、今の状況で亡くなられたことをほっとしているのかもしれない。

（ん？）

　猫猫はなにか引っかかることに気が付いた。

　食あたりで死んだ中級妃は、玉葉妃の命を狙ねらっていた。今、玉葉妃は妊娠中であり、その点では普段よりほかの妃や女にょ官かんたちを警戒している。

　そして、昨日壬氏が持ってきたのが、毒どく茸きのこを探せというものだった。玉葉妃たちには、その内容を詳しく教えないようにして。

　玉葉妃たちに対する感情を排除して考えると、玉葉妃が、死んだ中級妃に毒を入れられる前に毒を盛った可能性もないとは言い切れない。食あたりというが、あたったのが茸だとすれば辻つじ褄つまが合う。

　そんなことを壬氏が考えているなんて翡ひ翠すい宮きゅうの者たちにばれたらどうなるのか、簡単に想像できる。いくら相手が麗うるわしの宦かん官がんであろうと今後、対応が変わってくるだろう。

　猫猫としては、壬氏は玉葉妃に肩入れしすぎているのではないかという気持ちもあった。しかし、ちゃんと平等に対応しているようだ。

（玉葉妃ではなかろう）

　妃きさきとしては腹立たしい相手かもしれないが、鼻っ柱をへし折り再起不能にする方法はいくらでもある。毒をもう一回盛られたとしても、その前に毒殺するなんてむしろ手間がかかるし、ばれる可能性もある。紅娘も三人娘もその手の暗躍に向かないだろう。

　となれば一番、翡翠宮で毒殺に向いているのは猫猫である。

（ほうほう）

　もしかして、毒茸の件も猫猫の反応を見るためだとしたら、壬氏に失望どころか感心さえしてしまう。

　言うまでもなく、猫猫は手を汚していないけれど。

（一体、どんな中毒症状を起こしたのだろう）

　それを教えてもらえたら嬉しいのだが、それは難しいだろうなと、ふうっと息をつく。そして紅娘の後ろについて帰ろうとしたときだった。

　がしゃんと派手な音が聞こえた。振り返ってみると、顔にさらしを巻いた女が祭壇をひっくり返していた。お供えの米や酒が地面に散らばる。

　女は包帯の隙すき間まから赤く腫はれた皮膚を見せていた。服は下女たちが着るものではなく、地味だが品がいいものだ。

　ただの女にょ官かんではない。たぶん、侍じ女じょでもないだろう。

　女は女官にすがりつかれていた。「おやめください」と制止する女官を振りほどき、棺桶の前に立つと、その上にかかった白い布をばさりとはぎ取った。

　列に並んでいた女官たちが大声を上げて蜘蛛くもの子のように散らばっていく。気丈な紅娘ですら、「ひっ」と声を上げてしまったくらいだ。

　そこには白い衣を着た女が横たわっていた。その顔は皮膚が赤くただれ、髪は半分抜け落ちていた。まるで油でもかぶり火をつけられたような、後宮の花というには、あまりに無残すぎる姿だった。

　さらしの隙間から、にやりと大きく口が歪ゆがむ。

「あははははは、自業自得だなあ」

　高らかに笑う女は、やってきた宦かん官がんたちに取り押さえられた。

「私よりずっと、ずっと醜いわあ」

　女の笑い声は夕闇の中、高らかに響いていた。

　猫猫はそれをじっと眺め、死体と、さらしからはみ出た女の顔を交互に観察していた。その火傷やけどのような痕あとに、覚えがあった。










六話　冬とう人じん夏か草そう　後編







　昨日、騒動を起こした女は下級妃だと、猫マオ猫マオはあとから教えられた。

　裕福な商家の娘で気立てがよく、皇帝のお通りも何度かあったという。しかし、一昨年の今頃、顔が赤くただれ、髪が抜け落ちる謎の病にかかったという。妃きさきから降りるという話もあったが、その醜い姿では後こう宮きゅうを出て実家に帰ったところで嫁に行くこともできない。

　下級妃のまま、禄きゅうりょうを与え続けたのは、皇帝なりの気遣いだ。

　さて問題は、なぜその下級妃が死んだ中級妃に呪じゅ詛そを吐くような真似をしたのかということだ。

　答えは簡単、顔がただれる病というのが中級妃によって引き起こされたものだと考えればいい。

　下級妃が病にかかったのは一昨年の今頃、そして中級妃が死んだのも今の季節である。

　猫猫はその症状に覚えがあった。そして、思い当たる場所へ行くと、案の定、予想したものがあったので、予想は確信に変わった。探していたのは、いかにも毒々しい赤い色をした毒どく茸きのこだった。それを布で何重にも包むようにして採取した。

　壬ジン氏シが探していた茸、それはこれだろうと確信が得られそうだった。




　宦かん官がんに頼んで高ガオ順シュンに文ふみを送ると、翌日、壬氏もやってきた。持ち込んだ物が物だけに、今回は医局に居座ることにした。やぶ医者が、うきうきそわそわしながら茶の準備をする。毛マオ毛マオは毛づくろいをして、寝床におさまっていた。

　調合はへたくそだが、やぶの入れる茶は美味うまい。しかし、毒茸を並べる横で、にこにこと茶菓子を並べられては困るので、お断りした。しゅんと髭ひげを下げて、やぶ医者が出て行く。悪いが当たり前だ。ちらちら寂しそうにのぞき見ているので、扉をしっかり閉める。あっ、と悲しそうな顔をされたが、知ったことではない。

「壬氏さま、こちらを手に巻いてください。あと、口にはこれを」

　猫猫は壬氏と高順に三角巾と巾着を渡す。猫猫は三角巾で口を覆い、巾着に手を入れる。本当は手覆てぶくろを用意したかったが、厚手のものが簡単に見つからなかった。いぶかしみながらも壬氏たちが猫猫と同じ様相になったところで、猫猫は木箱を取り出した。

「それは」

　三角巾越しに壬氏の声がくぐもって聞こえた。

「はい、猛毒の茸きのこです」

　猫猫は蓋ふたを開ける。何重にも包まれている布を剥はぐと、中から赤い毒々しい茸が見えた。赤く腫はれた指先のようなそれは、間違っても口にしてはいけない、そんな色と形をしていた。

　ほんのひと欠片かけら、口にしただけで致死量に達する。枯れた広葉樹に生える茸で、厄やっ介かいなことに触れるだけでその毒性を発揮する。

「北の雑木林で見つけました」

　後宮の南側と違い、北側は滅多に帝みかどのお通りはない。ゆえに、景観にそれほど気を使われず、荒れ果てた建物がちらほらある。

　元は景観が保たれていた林も、今は放置され、見るも無残な状態だった。それがよかったのか、この赤い茸はにょきにょきと顔を出していた。

　運が悪かったとしか言いようがない。猫猫とて後宮内をいろいろ探索しているが、全部を網羅しているわけじゃない。気付いていたら、壬氏に提言くらいしただろう。それくらい危ないものだった。

　もともと発生するのが珍しいものなので、猫猫は今回の件があるまでこれが生えているとは思っていなかった。今回、見つけられたのも運がよかったからだろう。

「これは触れるだけで、手がただれてしまいます。顔を近づけないようにしてください」

　こうなりますよ、と猫猫は自分の左手の袖そでをめくって見せた。さらしを少しほどき、手首をむき出しにする。赤く腫れ、二度と元に戻らない痕あとがそこにあった。そうだ、あの下級妃の顔のような、そして──。

　花を配っていた侍じ女じょの腕の傷痕のような。
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「興味本位で少し触れただけで、これですから」

　いつものように毒を試してみた。年に数度、おやじと山に入り薬草を採取している際に見つけたのがこの茸だ。

　それがまずかった。軽く触れただけなのに、赤く皮膚がただれた。それを見つけたおやじが、慌あわてて猫猫の手を流水で洗い流したが、赤い腫れ痕は消えることがなかった。

「いつも、さらしを巻いていると思っていたが。……その下にも痕が残っているのか？」

　壬氏がじっと猫猫を見つめる。妙に強こわ張ばった顔だ。そういえば、この宦かん官がんに傷痕を見せるのは初めてだったと気が付く。

「いえ、これは普通に自分でやった実験の痕です」

　猫猫はさらしを巻き直すと、鶏冠とさかのような茸を丁寧に包み直して箱にしまう。あとで、ちゃんと処分せねばならない。

「いや、実験ってなんだ？」

「趣味です」

「なんだ、趣味とは！」

　壬氏が青ざめて問い詰めるように言うが、猫猫としては話を早く済ませたかった。聞こえなかったことにして、話を進める。

「棺ひつぎの遺体は顔がただれ、髪が抜けていました。おそらく、この茸の毒によるものでしょう。壬氏さまはこの毒について知りたかったのではありませんか？」

「……相変わらず察しがいい」

　壬氏に代わり高順が少し苦い顔をして言った。中級妃の死の原因が茸中毒だと知られたくなかったのかもしれない。

　しかし、猫猫にはそれがとても不自然に思えた。

「詳しく話を聞かせていただけませんか？」

　聞かないほうがいいかもしれない。でもそれ以上に腑ふに落ちないので仕方ない。

　壬氏は柳りゅう眉びを歪ゆがめ、ちらりと高順を見る。高順は無表情のままだった。壬氏は、大きく息をつく。

「一年ほど前から、静ジン妃は病に伏せっていた。顔がただれる病にかかり、声すらまともに出せない状態だった」

　壬氏は中級妃のもとを、月に一度訪問している。病の彼女、静という名前の妃きさきのもとにも通っていた。会いに行くと、いつも寝床には痛々しい姿の静妃がいたという。

　同じ症状を示す下級妃もおり、帝みかどの計らいから、その妃と同様に後こう宮きゅうに留まることになっていた。いろんな噂がある妃だが、顔が醜くなってお里下がりというのは、親である高官がなにを言い出すかわからない。

　病で気落ちしたのか、それから静妃はずいぶんおとなしくなったという。それまでは、親の権力を笠に着る、なかなか香ばしい性格だったらしい。

（ふーん）

　壬氏としては、かなり注意していた人物だったのだろう。玉葉妃や葬儀の際の下級妃のことといい、目を離せない。

　下級妃に使った毒をまた誰かに使おうとして、手違いで触れてしまった。結果、醜く顔を変え、皇帝のお通りを望めない姿になった。

　今後、問題を起こさないのであれば、飼い殺しにするのが後宮としては一番簡単だったろう。ひどい話だが、それくらいやっていかないといけない場合もあるのが政まつりごとだ。

　しかし、静妃は気位の高い妃だった。

「自分の存在が許せず、とうとう毒を含んで自殺したというのが、侍じ女じょたちの証言だ」

　静妃の侍女は全部で五人おり、皆、同じ証言だったという。

　一見、辻つじ褄つまが合う話だ。

　しかし、壬氏とて立場上いろんな方向から物事を考える必要がある。玉葉妃に話さなかった点もそこのところだ。

「それで、毒の入手先が知りたかったというわけですか？」

　猫猫の質問に壬氏は肯定する。

　静妃の親が娘の死にどんな反応を示すかわからないが、そういう後ろ暗い事情があれば言いたいことがあっても口を閉じるだろう。

　ふむ、と猫猫は顔に巻いた三角巾を外し、顎あごを撫なでた。

「一つ質問なのですが、妃は毒どく茸きのこを口にして死んだということですね」

「そうだ」

　ならばおかしい。妃の顔は赤くただれていた。以前からただれていたのならわかるが、まだ新しい腫はれだった。

「この茸は触れると確かに炎症を起こします。しかし、食べた場合、口の中ならともかく顔に炎症が広がるとは知りませんでした」

「それは本当か？」

「ええ。腹痛や嘔おう吐と、しびれなどを引き起こします。けれど、あれだけ顔がただれたのであれば毒茸を顔に擦こすり付けたとしか思えません」

　そして、猫猫は気付いていた。棺ひつぎに横たわった妃の手はただれていなかった。自棄やけになって顔に毒を擦り付けたのなら、わざわざ今の猫猫のように手覆てぶくろをしたりはしないはずだ。

　猫猫はまた顎に手を当てて、唸うなった。なんというのだろう、もうほとんど答えが出ているのに、はっきりとした証拠がない。それがなければ、猫猫としてはこれ以上壬氏に進言することはできない。

「引っかかる言い方だな」

　悩む猫猫を壬氏がじっと見る。顔が近い。額と額の間が一寸ほどの距離まで近づいていた。

「言いたいことがあるのなら言ってみろ」

　壬氏はそう言うが、猫猫は簡単に口にできない。視線をそっと下に向ける。

「数日、時間をいただけませんか？　そして、できれば、力がある宦かん官がんを数名貸していただきたいのですが。口が堅い、肝きもがすわった人たちを」

「わかった、それで明らかになるのなら用意しよう」

　壬氏は妙な注文に首を傾かしげながらも了解してくれた。

「確信はありません」

「それでもやれ」

　はっきりと命令口調で言われた。

（そうだ、そのほうがいい）

　猫猫は下っ端女にょ官かんだ。そのように接してくれれば、猫猫としても楽である。

「わかりました」

　猫猫はゆっくり頭を下げた。




　それから三日、猫猫は後宮の見取り図を元に探索を続けた。静ジン妃の住んでいた棟むねの位置を確認し、それから候補にあげた場所を中心にしらみ潰つぶしにあるものを探した。

　おかげで全身どろどろになり、翡ひ翠すい宮きゅうに戻るたびにほかの侍じ女じょたちが悲鳴を上げるものだから、医局に服を置いて着替えるようになった。

　そして、やぶ医者や、いつもの駄だ弁べり場こと洗濯場にいる女官たちから、ある話を聞いた。先日、噂になっていた、とある話に関係することだった。

　確信はそれでもない。でも、静妃の侍女たちの証言よりずっと道理に合った推論ができた。




　準備ができた翌日、三人の宦かん官がんが猫猫を迎えに来た。

　その中に、高ガオ順シュンがいた。力がある宦官をと言ったが、確かに条件に当てはまると猫猫は納得する。今回は、壬氏は別の用があるようで来ていない。あの宦官は暇そうに見えて本当は忙しいと、猫猫は知っている。下手に優雅そうに見えるのも損だとつくづく思う。

「ではお願いします」

　猫猫は頭を下げ、それぞれに円匙シャベルを渡す。いぶかしむ宦かん官がんたちだが、高順がなにも言わない以上、特に質問はなかった。ちゃんと空気が読める人物を選んでいることに、猫猫は感心する。

　そして、猫猫は北側の林に向かう。例の毒どく茸きのこを見つけた場所とは別の林で、これまた落ち葉が堆積したまま放置されている場所だった。つんとする臭においが風に混ざっている。

　その一か所を猫猫は指差した。落ち葉の隙すき間まから茸が這はい出ている。

「ここを掘っていただけますか？」

　猫猫が後宮の見取り図に描き加えた丸印は三か所、その中で最初にここに来たのは一番可能性が高いと考えたためである。

　落ち葉を円匙シャベルで払い、ざくりざくりと宦官たちが穴を掘っていく。湿った柔らかい土は簡単に掘られていく。猫猫も手伝うべきかと思ったが、高順が足の傷の具合を気にして断ったので甘えておこう。ちなみに、今度はちゃんと完治している。

　そして、宦官の一人がいきなり顔をしかめ、鼻を押さえた。その官だけでなくそこにいた全員が鼻を押さえた。

　つんと、なんともいえない刺激臭が、掘った穴の奥から漂っていた。先ほどから風に混じっていたものとは比べものにならない濃さだった。

　高順が目を凝らす。土の中に布の切れ端のようなものが見える。

「……肝きもがすわったとはそういうことですか」

　高順はいつも以上に深いしわを眉み間けんに刻んで、円匙シャベルを地面に突き立てる。ぐいっと履くつで地面に深く埋め込むと、土をひっくり返した。

（なかなかいい人選で）

　宦官の一人は無表情のまま、もう一人は苦笑いを浮かべて、ひっくり返した土と一緒に出てきたものを見た。

　周りに誰もいなくてよかった。でなければ、甲高い声で叫ばれるか、それとも腰を抜かして動けなくなるか、どちらにしても面倒なことになる。

　それは、人間の手の骨だった。そこに本来あった肉がところどころこびりついている。ずいぶん長い時間、地面の下に埋まっていたそれは──、人間の死体だった。

「これが、証拠というわけですか」

　高順の問いに猫猫はうつむいて返す。

「本当に一発で当たるとは思いませんでしたけどね」

　ほかにも数か所、目星をつけていた。

　猫猫は、なんともいえない気持ち悪さを感じつつ、埋められた遺体が掘り返されるのを見ていた。




　出てきた遺体が誰か、猫猫が言う必要もなかった。遺体が身に着けていた装飾品はどれも華美で、その中に妃きさき一人一人に与えられた紋がついたものがあった。

　それは静ジン妃の紋だった。

　一年前、すでに静妃は死んでいた。

　遺体を棺桶代わりの木箱に入れた高順は、疲れた顔で猫猫の話を聞いていた。宦かん官がん二人は用が終わったこともあり、帰っていった。さっさと湯ゆ浴あみでもしたいだろう。誰かに喋しゃべることはないと高順が言うのだから信じよう。

「一年前、静妃は死にました。それが殺害か、事故かはわかりません。ただ、そのことを静妃の侍じ女じょたちは知っていたはずです」

　医局の部屋を借りて話すことにした。高順は湯飲みを持ったまま、口にしようとしない。難しい顔で、猫猫に問う。

「では、先日の葬儀の遺体は誰だったというのですか？」

「侍女たちのほかにもう一人、それを知っていた人物がいます」

　猫猫は懐から紙を取り出す。そこには、若い女の似姿が描かれていた。洗濯場に集まっていた女にょ官かんたちに話を聞き、噂になっている消えた女官の特徴をまとめたものだった。

「これは静妃の特徴とよく似ているのではありませんか？」

　絵姿を睨にらみ、高順がこくりと首を縦に振った。

「行方がわからなくなっている女官がいることは知っていますか？」

「はい」

　失踪した女官は大抵、数日後に自殺して発見されることが多い。深い堀と壁に囲まれた花園から逃げ出すことはできない。そして、逃亡は死を意味する。

「顔を潰つぶしてしまえば、それが誰かを判別できる人間はお付の侍女たちくらいしかいないですよね」

　そして、顔にさらしを巻き付けた姿で喋ることもなければ、月に一度の訪問者などごまかすことができよう。相手が妃きさきの寝床に長居できないことも逆手に取っている。

「つまり、失踪した女官も共謀していたというわけですか？」

「詳しい事情はわかりません。ただ、そう考えるのが妥当かと思います」

　もっと勝手な憶測でものを言えば、それらしい理由はつくのだが、猫猫は口にしようと思わなかった。

　嫉しっ妬と深い静妃は、自分に帝みかどのお通りがないのに、似た背格好の女官が官から求愛を受けていたことが気に食わなかった。普段からなにかしらちょっかいをかけて、それが諍いさかいとなり、事件か事故か、妃は死んだ。

　もともと妃のことが気に食わなかった侍女たちは、己の保身と女官への同情から、妃が病にかかったことにしてごまかそうと考えた。女にょ官かんは罪悪感からそれに共謀せざるをえない。

　しかし、女官の結婚話が進むにつれて、それは不可能となる。年季が明けてしまえば、毎月、壬氏の前に現れて身代わりを演じる者がいなくなる。

　焦った侍じ女じょたちは──。

（うん、やめよう）

　動機など、あとでお偉いさんたちが勝手につけてしまえばいい。

　猫猫はそう思いながら、茶を一口すすった。

　高順も猫猫のそういう意図がわかっているのか、深く追及しない。ただ、一つだけ質問させてくれと猫猫を見た。

「どうして、あの場所に妃が埋まっているとわかったのですか？」

　地面には、猫猫が掘り返したあとはなかった。下手をすれば、猫猫が死体を埋めた犯人だと疑われるだろう。

「掘り返さなくても、わかる証拠が残っていました」

　埋められた場所には、茸きのこの群生ができていた。茸は種類によって生える場所が違う。

「養父に教えられました。あの茸は、動物の死体や糞尿の近くを好んで生えるものだと」

　逆に、それ以外の場所ではあまり見つかるものではないと。

　猫猫が、珍しい茸の群生を見つけたとはしゃいでいたのは、そのためだった。てっきり、漏れた汚水が栄養になっていると思っていた。それはそれで問題だが、実際は死体の上で茸観察を楽しんでいたことになる。

「道理で、独特の腐ふ臭しゅうがすると思っていたんですけど。申し訳ありません、死体には触れないようにしているものでわかりませんでした」

　水路が壊れているのではなく、暖かくなり地面から腐敗が進む臭においがこぼれてきたのだった。桜イン花ファが臭いを嗅かいで嫌な顔をするわけだ。

「……」

　高順の顔が歪ゆがむ。眉み間けんに深い深い渓谷ができる。なにやら、ものすごく睨にらまれている気がする。

「もう一つ聞いていいでしょうか？」

　なんだか嫌な予感がする物言いで高順が続ける。

「ここ数日で、大量に採った茸を一体どうするつもりですか？」

「……」

　今度は猫猫が無言になる。ちらりと見た視線の先には、あとで仕分けしようと思っていた茸の入った籠かごがたんまりとあった。

「大変、面白い茸がたくさんあるんです」

「死体に生える茸きのこがですか？」

「いえ、そんな冬とう虫ちゅう夏か草そうみたいなものは見つかっていません」

　そういうものがあるのだろうか、あるのなら一度くらい目にしてみたい。一体、どんな効用があるのだろうか。

　猫猫にあるのは純粋な好奇心だ。

　しかし、それを大抵の人はわかってくれない。そして、このいつもはまめで気が利く高順も同じだった。

　茸は無情にも、すべて処分された。










七話　鏡







　異国の珍しい品が翡ひ翠すい宮きゅうに届いたので見に来いと言われたのは、暑い昼下がりのことだった。

　広間に大きな姿見があった。玉ギョク葉ヨウ妃がその前に立ち、先日購入した衣を当てて楽しんでいた。紅ホン娘ニャンは姿見が包んであった布を丁寧に片付けている。たかだか姿見、鏡というが、そうでもない。全身を映し出せる大きさはもとより、その表面を見て猫マオ猫マオは驚いた。

（なるほど珍しいわなー）

　普通、鏡といえば銅鏡をいう。猫猫が使うのは銅版の表面を丁寧に磨いたものだ。しかし、ここにある鏡の表面は金属ではない。磨いた銅鏡のそれよりもずっとはっきりと玉葉妃の姿を映し出している。

「ふふ、なんでできているかわかるかしら？」

　玉葉妃が面白がってたずねてきた。

「玻は璃り製でしょうか？」

　猫猫がそう答えると、玉葉妃はむうっと顔をしかめる。どうやら当たりらしい。

「すごいですねー！　ほんと、玉葉さまが二人いるみたい！」

「ほんとだー」

　桜イン花ファと貴グイ園エンがはしゃいでいる。

「前に手鏡はあったけど、桜花が割っちゃったからねー」

「もう、それは言わないでよ！」

　玻は璃り製の鏡は、珍しいが皆無ではない。ただ、それを作る技術は難しく西方からの渡来品しかないため、すこぶる高級品だ。侍じ女じょが割ってしまったら、首が飛んでも仕方ない代物である。玉葉妃が優しくて本当に助かった桜花だった。

　なるほど、と猫猫は鏡を見る。銅鏡の場合、どうしても色がはっきり映らないが、この鏡だとそれはない。玻璃を薄く伸ばして作っているが、その表面に凹凸はなく、綺き麗れいにそのままの姿を映し出している。

　猫猫がじっと鏡をのぞき込んでいるのを見て、にやにやと桜花が笑う。

「猫猫もそういうのに興味あるのか」

「はい、どういう構造になっているのでしょうか。こちらで量産できるようになれば、ちょっとした商売になりますね」

「……うん、そだね」

　猫猫の言葉に、桜花はぽんぽんと肩を叩いた。もっと違う観点から感想を述べたほうがよかったらしい。

「主上さまからのいただきものですか？」

「いいえ、異国の特使からよ」

　玉葉妃は、衣を貴園に渡すと、長椅子カウチに座った。

「特使さまですか」

　そういえば、ちらりとやぶ医者が言っていたことを思い出した。先日の隊商キャラバンの規模が大きかったのも、異国の特使を迎えるための先行隊だとか言っていた。

「ええ、ほかの妃きさきにも渡しているみたいだけどね」

　少し不機嫌に桜花が言う。紅娘はそういう言い方はやめなさいとたしなめるが、本心では桜花と同じだろう。

　一応、玉葉妃とほかの三人の上級妃は同じ位なので、特使としても平等に接しなくてはいけない。それにしても、こんな立派な鏡を四枚も持ってくるのは大変だったろうと猫猫は思う。砂漠を越えるにしても、海を渡るにしても玻璃は割れやすい。衝撃を受けぬように、大切に扱わないといけない。

　お妃たちにまでこうして気を使うというのなら、なにか大きな商談でも持ちかけているのかな、と猫猫は思いながら鏡を見つめた。




　その翌日のことだった。相談事を持ってきたのは、高ガオ順シュンだった。

「どうなさったのですか？」

　猫猫が茶を出しながら言った。部屋には、ほかに侍じ女じょ頭がしらの紅娘がいる。宦かん官がんとはいえ、女にょ官かんと二人きりにするのは憚はばかられるための配慮だ。

　紅娘は、なんだかけだるげな顔で高順を見ていた。三み十そ路じのこの侍女は、まめで優秀なこの男を標的ターゲットにしていたようだが、先日、妻子持ちとわかったらしい。妾めかけの座を狙ねらうほどでもなく、すっかり興味を失っていた。優秀な侍女頭の婚期はまだまだ遠い。

　高順は紅娘が部屋にいることを気にしていないようで、それほど重要な案件ではないのだろうかと猫猫は思った。

「少し小シャオ猫マオの意見を聞きたいことがあったので」

　今日は壬ジン氏シとは関係なく、高順が知り合いに頼まれた話らしい。以前にも、高順の知り合いの妙な食中毒事件について相談されたことがあったので、その関係だろうか。

「お役に立てるかわかりませんが」

　猫猫は前置きを言って、椅子に座った。

　紅娘は猫猫にも茶を用意してくれた。年季が入っているだけに、ほかの侍女より美味うまい茶を入れてくれるが、それを言うと怒られた。年齢を匂わせる言葉は口にしない。猫猫は覚えた。

　高順は「では」と、語り始めた。




　〇●〇




　とある良家に二人の娘がいた。年も近くよく似たその娘たちは、両親に可愛がられていたが、それは少々過保護だった。娘たちは年頃になると一人で外にも出されないようになった。なので一日中、家に閉じこもり、それでも監視として侍女が置かれるようになったという。

　それをかわいそうに思ったのか、侍女たちは娘たちに情けをかけたようで、たびたび両親の隙すきを見ては外に連れ出した。しかし、それも長くは続かず、ばれてしまうと今度は部屋の外にまで監視役を置くようになったという。もともと内向的な娘たちはそのせいか、一日ずっと、趣味の刺し繍しゅうをする毎日だったという。父親以外の男と接することはなく、男の監視役は常に娘のいる屋敷の離れから半丁五十メートル以上離れていなければならなかった。夜には、父親が娘たちの部屋に鍵をかけて出られなくしたという。

　そんな毎日が過ぎていったある日、とんでもないことが起きた。

　娘の一人、妹のほうが妊娠したというのだ。男にまったく触れさせずにいたというのに、どういうことだと憤る父親、嫁入り前の娘がと嘆く母親。もう一人の娘、姉だけは妹をかばう。そして、とんでもないことを言った。

「仙人の子を身ごもりました」

　ありえない話に両親は激高したが、監視は怠ったことがなく、以前、娘たちを外出させた侍じ女じょはすべて解雇した。新しい侍女も、娘たちに同情しないように、できるだけ接する機会を減らしていた。

　仙術でも使わないと忍び込むことはできないと、両親たちは呆ほうけているという。




　〇●〇




「それは妙な話ですねえ」

　猫猫は茶をすすりながら、高順に言った。紅娘も高順に促されて椅子に座り、茶菓子を切り分けている。大きな月げっ餅ぺいを八等分すると。中に胡桃くるみ餡あんがたっぷり詰まっていた。話にも興味があるようで、娘が身ごもったあたりで「なんて不ふ埒らちな」などと声を上げていた。

「知人は困った様子で、どうしようかと話しているのです」

「それは困ったことでしょうが、私の領分ではない気がします」

　正直に猫猫は答えた。

「殿方と通じずに、子を身ごもる例はないかという話ならわからなくもないですけど」

「そんなことがあるの？」

「いえ、子が実際に宿るのではなく、妊娠したように身体が錯覚することはあるという話です」

　人の身体は不思議なもので、思い込みで症状が現れることが稀まれにある。たとえば、行きたくない仕事を休みたいと思っていれば、仕事へ行く時間に自然と腹が痛くなったりする。若い妓ぎ女じょが、好いた男の子どもを身ごもったと言って妊娠初期の症状が出たことがあったが、それは思い込みによって身体が錯覚してしまったものらしい。おやじ曰いわく、人間だけでなく獣にもたまにあるとのことだ。

　それを説明すると、高順は曖あい昧まいな表情をした。

「その娘はちゃんと身ごもっていたのですか」

「ええ、まあそうなりますね」

　奥歯に物が詰まった言い方だと猫猫は違和感を持ったが、とりあえず無視することにする。

「では、どういうふうに娘たちは監視されていたのでしょうか？」

　監視の目に穴があれば、それで終わる話だ。

　高順は懐から紙を取り出した。猫猫に見せるために用意したのだろうか、簡単に家の見取り図が描いてある。西側の渡り廊下で本殿とつながった離れは、簡単に長い四角で描かれていた。北と東は屋敷を囲む塀へいがあり、南側に庭が広がっている。

「小用の場合、どうしているのでしょうか？」

「離れの中にあります」

　普通、厠トイレは居住区の外にあるものだ。そこまでして部屋から出したくないのかと、猫猫は苦い笑いを浮かべる。

「外から監視となれば、窓はどこにありますか？」

「出入り口は離れの西側にしかありません。窓は、東側と南側に一つずつあります。ほかに、誰かが出入りできるようなところはありません」

　高順は携帯用の筆記用具を取り出すと、さらりさらりと二つ丸をつけた。窓がある位置だろう。

「では監視していたのはここらへんでしょうか」

　猫猫は本殿を差した。本殿から窓が見える位置は限られる。おそらく室内を見渡せるように高い位置から監視していただろう。

　高順は肯定するように、今度はばつ印を二つつけた。ただし、南側は本殿の三階から、東側は本殿の一階から監視していたと付け加える。東側は壁があるため死角が多く、一階からしか見えないようだ。

　猫猫は指でばつ印と丸印をつないでみる。

「この窓からだと、見える範囲はかなり限られますね」

「はい。ですが、昼間はずっとここで刺し繍しゅうをしていることが多いのですよ」

　やることがないので趣味に没頭するというわけだ。昼間から灯あかりをつけるより、窓のそばでやったほうがいい。監視としても楽だろう。

　ふうむ、と猫猫は首をひねる。

　ちらりと高順を見ると、特に変わった表情はないように見える。しかし、猫猫と視線を合わせないようにしている気がする。

　なぜ、そう思うかといえば、猫猫には妙に引っかかる部分があったからだ。そして、その疑問に隣にいる侍じ女じょ頭がしらも気が付いた。

「変わった趣味ですね、刺繍だなんて」

　猫猫と違い、もともと上流階級に属する紅娘はそう言った。

「ええ、元は放牧の民だったようで」

　少し堅い物言いに聞こえたのは気のせいだろうか。あらかじめ用意された台詞せりふを吐いている気がした。

「そうですか」

　少数民族の中には、刺繍に意味合いを持つものがたくさんある。それならば、変わった趣味とは言わないだろう。

　それでも引っかかる部分がある。

　猫猫は見取り図をもう一度じっくりと見た。部屋割りも描かれていて、南側と東側の窓があるのは同じ部屋のようだ。寝室はそれとは別に二つある。

「離れはもともと来らい賓ひん用として建てられたものでしょうか？」

「よく気が付きましたね」

　高順の返事が肯定を示す。

「監視は何人いたのですか？」

「二人です」

　丁寧に答える高順だ。図面を用意していたことからも、情報にかなり詳しいな、と猫猫は思う。でも、一方で肝心なことが抜けている気がしてならない。

　そうなると猫猫としても、かなり曖あい昧まいな答えを出すしかない。

（ふーむ）

　猫猫は顎あごを撫なでる。口にしたいような、したくないようなそんな気持ちで揺れ動く。そんな猫猫を後押しするように、そっと高順がなにかを取り出した。

「壬氏さまから言こと伝づてがありました。牛ご黄おうが遅れそうなので、その詫わびだそうです」

　そういえば、まだ壬氏から牛黄を貰もらっていなかった。また頭突きをされてはたまらないと黙っていたが、それにしても遅い。

「申し訳ありません。なぜか、急に需要が高まったようで」

「どうしていきなり」

「……」

　そっと高順の視線がそれた。

「最近、壬氏さまのもとに、貴重な霊薬を持ってやってくる者が多いと聞きましたよ。やけに熱心に探していると噂ですから」

　茶をすすりながら、紅娘が漏らした。既婚男性が相手となれば、紅娘の態度も手厳しい。もしくは、餌えさでこちらの侍女を釣らないでとでも言いたいのだろうか。どちらにしても、高順の顔が引きつっている。

「お食事のお誘いの一つでも受ければよろしいのに」

　どうせ、男女問わず誘われていることだろう。食事で済むとは思えない。お美しいのも大変だ。

「そういうことで」

　猫猫はむむっとしながら、そっと差し出された紙包みを開く。中から、干し柿のようなものが出てきた。うわっ、と紅娘が顔をしかめる。

「……」

　あまり使うことがない猫猫の涙るい腺せんが緩み始めた。何度もまばたきをし、そっと高順を見る。

「喜んでいただいてなによりです」

　猫猫の目の色が変わったのがわかったらしい。

「熊ゆう胆たんです。本当は直接渡したかったようですが」

　なにぶん、忙しいようだから仕方ない。猫猫としては貴重な生しょう薬やくがいただければ誰からでも問題はない。

　熊胆とはその名の通り、熊の胆たん嚢のうであり、それを乾かしたものだ。苦味があるが消化器系の薬に重宝される。

　きらきらした猫猫をじっと見て、高順が少しだけ唇をほころばせた。この堅物そうな宦かん官がんは、それなりに猫猫の使い方を覚えたらしい。

「なにか気付いたことはありませんか？」

　猫猫はそう言われると、なにか言わないといけない気がした。紙包みを大事に懐に入れると、そっと椅子から立ち上がった。

「少しお待ちいただけますか」

　そう言って、必要なものを部屋に取りに行くとまた戻ってきた。卓子テーブルに並べたのは小さな銅板と二つの木の実だ。人形が二つあればよかったが、猫猫にそんな可愛い趣味はない。

　猫猫は木の実を見取り図の窓の前に置く。

「質問ですが、監視はいつも同じ人間がやっていたのでしょうか？」

「ええ、基本はそうです」

「場所も固定と」

「そうですね」

「では、二人がどんな刺し繍しゅうをしていたかなど、記憶しているでしょうか？」

「どちらも動物だったと聞いています。確か、獅し子しと兎うさぎとか」

　やはり詳しいなと猫猫は思いながら、銅板を東側の窓の近くに立てた。銅板は普段、猫猫が鏡として使っているものだ。

　代わりに木の実を外すと、視線を下げてじっと鏡を見る。鏡を所定の位置にずらしたところで、高順に言った。

「この位置から鏡をのぞいてもらえませんか」

　高順は中腰になると、言われた通り鏡を見た。おそらくもう一つの木の実が映っているはずだ。

「おそらくこの位置なら、鏡に映るのは壁くらいでしょう。近場で見るならともかく、遠くからなら違いなどわからないはずです。もちろん、その離れにそれだけ大きな鏡があり、窓で見切れて縁が見えないという条件がつきます」

　それだけ大きな鏡は貴重だ。それも、相手が本物と見間違えるものとなると、ただの銅鏡ではないはずだ。猫猫は最近、そんな立派な鏡を見せてもらったばかりである。

「……つまり、部屋にいたのは一人だけで、あとは鏡に映った姿というわけですか？」

　猫猫はこくりと頷うなずく。よく似た姉妹であれば見分けも難しいだろう。仮にお揃いのものを色違いで身に着けていれば、それを基準に見分けるようになる。左右に違う色の飾り紐ひもでもつけていれば、鏡に映った姿と窓から見える実際の姿が違う人物に思えるかもしれない。

　しかし、それに首を傾かしげたのは紅娘だ。案外、この話に興味があるようで、今日は妙に出てくる。

「でもそれでは、刺し繍しゅうはどうなの？　違うものを縫っていたのでしょう？」

「それは、こんな絵だとすれば」

　猫猫は高順から筆を借り、さらさらと笑った人間の顔を描いた。そして、それを逆さまにして見せる。すると、笑った顔ではなく怒った顔が現れた。

「!?」

　だまし絵というもので、見方次第で違う絵に見える。

「鏡の像ですから逆さまに見えたかもしれないですね」

「……なるほど」

　窓辺に二人いるとなれば、見張りはそちらにばかり集中する。その間に西側からそっと出て行くことも可能ではないだろうか。

　納得する高順と紅娘の横で、猫猫はまた違う思考をめぐらせていた。

　上流階級の子女が刺繍をするのは、実は珍しくない。ただ、この国では一般的ではなく、遠い西方の国の嗜たしなみだそうだ。昔、おやじが留学していた国ではそうだったという。

　また、異国からの特使が大鏡を持ってやってきたという話を思い出す。あれだけ美しい鏡面であれば、遠目に十分間違えてしまうだろう。

　高順は、良家の子女が家を抜け出し、子を孕はらんだと言ったが、どこまで本当なのか疑わしいものである。実際、孕んだのは子なのか、それとももっと違う秘密なのかわからない。間者スパイの疑いがある者を客人として扱うこともままあるのだ。

　されど、猫猫はそれを追及するほど野暮ではなく、きゅっと懐を押さえた。そこには熊ゆう胆たんがある。

（さあ、どうしようかな、これは）

　もしかしたら口止め料の意味も含まれているのではと思いつつ、なにを作ろうか、ただ楽しくなっていた。










八話　月精







　噂というものは尾ひれがつくものである。それが、広く遠くへ伝搬するほど、現実との乖かい離りは大きくなる。時にその噂は、噂にとどまらなくなることもある。人はその大きく誇張された話を伝承、神話というようだ。

　などと、猫マオ猫マオが今現在、実感しているのにはわけがあった。

　定例の翡ひ翠すい宮きゅうの訪問にやってきた壬ジン氏シが、猫猫にたずねたのだ。そんな、噂が伝説へと変わったなにかについてを──。

「真珠の涙を持つという絶世の美女の話を知らないか？」

　至極真面目な顔で言ってのけた。それを聞いた玉ギョク葉ヨウ妃が笑いをこらえている。いきなりなにを言い出すかと思えばこんなことである。

（絶世の美人なら目の前にいますよ）

　などとうそぶきたくなるが、口をつぐむ。麗うるわしき宦かん官がんは、猫猫にずいぶん古い話をしていた。昔、花はな街まちに誰よりも麗しき月の精のような美女がいたと。それが誰か知らないかと。

　なぜ、そんなことを言うのかといえばこういうことだ。

「今、来ている特使のたっての願いだ」

　幼い頃、特使は曾そう祖そ父ふから異国の美女について延々と語られたという。三つ子の魂百までというわけで、成長して、その美女に会ってみたいと思ったらしい。

　無理難題というよりほかないが、外交の相手としてはできる限りの接待をする必要がある。だから花街育ちの猫猫にその人物について心当たりがないか聞いてきたのだ。

「もちろん、何十年も前の話だ。もう老人だろうし、生きているのかさえわからない」

「生きていますよ」

　猫猫のあっけらかんとした物言いに、壬氏は間抜けに口を開けていた。高ガオ順シュンも同じ表情で、玉葉妃は目をらんらんとさせていた。言うまでもなく、紅ホン娘ニャンは好奇心旺盛な妃きさきにふうっと深いため息をついていた。

　真珠の涙を持つと言われた絶世の美女の話を猫猫は知っている。よく知っている。

「それは本当か!?」

「本当もなにも、会ったことあるじゃないですか」

　壬氏は、猫猫の実家ともいえる緑ろく青しょう館かんを訪問したことがある。そこで目にしたはずだ。煙管きせるをくわえ、抜け目ない様子で人を値踏みする狡こう猾かつな老女を──。

「……」

　壬氏と高順は、妙な表情をした。彼らの記憶の中に、それに該当する人物は一人しかいない。

　やり手婆ばばあである。

　時間とは残酷なものだ、どんなに美しい女であろうとも時とともに容よう貌ぼうは衰え、心は荒すさみ、金の亡者となる。

　玉葉妃はまだ目をきらきらさせているが、知らないほうが幸せだろう。

「金きん子すさえ積めば、すぐ参じると思いますけど、どうしますか」

「……いや、それはちょっと」

　夢を壊すどころのものではない。むしろ、外交問題に発展する危険性がある。相手は美女が見たいのであって、干物を出すわけにはいかない。

　壬氏とて、当人を連れてきて相手が満足するとは思っていないだろう。ただ、なにかあって猫猫にたずねたはずだ。

「先方も年齢のことくらいわかっていると思いますけど。それに、これまでもそれ相応の接待をしてきたでしょうに」

「いや、それがな」

　話によると、すでに美女をかき集めて宴うたげを催したらしい。しかし、相手は満足する様子はなかったようだ。むしろ、鼻で笑われたらしい。

（どんな奴だよ）

　東西で美醜の感覚の違いはあれど、それなりに粒揃いだったはずだ。

「失礼ですが、夜のお相手は？」

　あけすけに言ったことに、紅娘が顔をしかめた。しかし、外交の上ではそれもまた手段の一つとして存在する。

「それは無理だろう」

　壬氏は首の裏を軽く掻かくと、まつ毛を伏せた。

「特使は女にょ性しょうだからな」

　やりにくい理由がわかった気がした。




　その後、話をかいつまんでみると、壬氏は接待担当の高官に泣きつかれたようだ。確かに、過去の美女の影を追うだけでも障壁ハードルが高いのに、相手は女だという。同性の目線になると嫌でも判定基準が厳しくなる。

　その点、壬氏なら誰もが見み惚とれる容姿に、性別は一応男だ。いろいろ、相手を絆ほだすのに十分な逸材である。むしろ、このときのために壬氏がいるのではないかと錯覚してしまう。

　しかし、それで面倒が降りかかるのはほかならぬ壬氏である。

　相手が壬氏に惚ほれて、なにかと条件を求めてくるなんてうぬぼれた想像も、この宦かん官がんの場合、なかば冗談ではないのだ。間違って夜よ伽とぎを求められようにも、使えるものがないわけである。

　もちろん、女の身でありながら特使という立場にいれば、そんな浅はかな真似をすることはないだろうが、避けておくに越したことはない。

「その特使さまとやらはそんなに大切な相手なのでしょうか？」

「西と北の交易の中間地点を押さえていると言えばわかるか」

　なるほどと、猫猫は頷うなずいた。今回、隊商キャラバンの規模が大きかった理由もそこにあるというわけだ。お互い新たな交易の話を進めたいところだろう。

　ついでに言えば、お互いの様子見もある。この国は、領土にいろんな資源がある。たまにこの国に異民族が攻めてくるのも、他国がけしかけているという話も聞かなくはない。そんな中で、特使の国は氷の上に立ったような存在である。しかし、何百年もどの国にも属せずにいるのは、それだけの理由があるからだった。

　その上、他国との混血が進んだその国では、美男美女がありふれているそうだ。泥まみれになりながら芋を掘る農民が、人気役者のごとき美男子であることも珍しくないと、旅の交易商から聞いたことがある。

（あの婆ばばあ、どうやってだましたんだ？）

　そんな国の人間に、月の精とまで言われるのなら、相当だろう。

「香に幻覚剤でも混ぜたのでしょうか？」

「……そんなことをするのか？」

「しませんけど、一番手っ取り早いかと思います」

　淡々と言う猫猫に壬氏は首を振った。

（そうだろうね）

　そんなことしようものなら外交問題だ。

「藁わらでもいい。なにか当時のことを知る情報はないのか？」

　よほど困っているらしい。なんだかいつもと切せっ羽ぱ詰まり方が違う気がする。玉葉妃は団扇うちわで口元を隠し、くすくす笑っている。なにか事情を知っているのだろうか。

「では、藁にもすがるつもりで」

　猫猫は、緑ろく青しょう館かんあての文ふみをしたためることにした。




　数日後、後こう宮きゅうに壬氏の配下の宦官とともにやり手婆がやってきた。たとえ女であろうと、部外者である婆は後宮内に入れない。仕方なく、いつも武官の李リ白ハクと会うときに使う部屋を貸してもらう。

「なんだいなんだい？　なんだか妙な話を持ってきたね」

　やり手婆ばばあは、相変わらず不ふ遜そんな態度で値踏みするように部屋を見ていた。もっと立派な部屋じゃないのかい、と表情が物語っている。七十を越える老婆だが、百まで軽く生きていけそうなくらい機敏な動きだ。

「昔、異国の特使の接待をしたんだって？」

「そうだよ。五十年以上前だったかね。前の前の主上様の時代さ」

　婆がにんまりと唇を歪ゆがめながら話し始める。

　その頃は、遷せん都としてこの場所に当時の主上さまが移ってさほど経っていなかった。元は遺跡を利用して作られた都市であり、大河と海が近く利便性もいい。観光都市として栄えていたこの場所をいきなり都にするとあって、ひと悶もん着ちゃくあったようだが結局は決行された。

　もともと人が集まる場所だったから、花はな街まちも形成されていた。やり手婆は、その中でも最上級の妓ぎ女じょとして扱われていたという。今の姿を見ると、花というより枯れ枝だが。

「今みたいに立派な城があったわけじゃないから、いろいろ上のかたがたも悩んだんだろうね。その挙げ句、接待の場所には、残った遺跡を選んだ。果樹園として一部使われている場所があって、そこの近くに綺き麗れいな池と建物があったのさ。元はなんかの祭儀場で、そこが名所の一つだったんだよ」

　そして、演舞者として花街から若かりし頃のやり手婆が呼ばれたという。ほかに十数人、妓女が呼ばれたようだが、主役はやり手婆だったらしい。妓女としての技量もそうだが、一番の理由は体格だったそうだ。混血が進んだ特使の国では、体格の優れた者が多い。背丈が高くめりはりの利いた身体をしていないと、大人でも異国の者には子どもに見える場合がある。舞台に立つならなおのことだ。

「なんていうか、そういう即興の場ということもあって、かなり準備には手間取ったんだよ」

　果樹園で夜の宴うたげをするので、虫の駆除が大変だったらしい。葉についた幼虫を一匹残らず駆除して、周りに飛ぶ虫を追い払ったという。

　宴席から見える風景を最も雅にするために、障害物は取り除き、月の満ち欠けまで計算していた。

　足りないものを補うためにいくらでも工夫をこらしていた。

　それだけ役人たちが頑張っていたというのに、世の中、足を引っ張る人間はどこにでもいる。

「腹立つことに、当日、あたしの衣装に悪戯いたずらする奴らがいたのさ」

　虫の死体を擦こすりつけられていたという。もちろん、若かったとはいえやり手婆がそんなことにくじけるわけがなく、汚れた箇所を装飾品や羽は衣ごろもでうまく隠して仕事をやり遂げたそうだ。周りは絶賛し、悪意ある者は手ぬぐいを噛んで悔しがったという。

「うん、婆ばあさん、その話、何度も聞いた。もっと違うとこない？」

　猫猫は眠たそうに欠伸あくびをしながら言った。婆ばばあは、その場で拳骨を落としてくれた。

「本当に可愛くない子だね」

　やり手婆はふんっと鼻を鳴らすと、足元に置いていた布包みを持ち上げた。それを広げると、中から一枚の絵が出てきた。

　木枠に分厚い布が張られたそれは立派な額がついており、墨とはまったく違う色彩豊かな絵が描かれていた。水ではなく油で色を溶いて使う西方の画法だ。

　淡い紺が幾重にも重なった背景、ぼやけるようではっきりした満月とそれを映し出す水面、その中心でひれをはためかせる女が描かれている。女の周りには、月の反射だろうか、光の粒が繊細に描かれていた。

　婆も大切にしていたのだろう。猫猫はその絵を初めて見た。

　猫猫は主役の美女の顔を見る。そして、目の前の枯れ枝みたいな婆を見る。

　ふうっとため息をつく。

　また、月の精のような美女を見て、もう一度、擦すり切れて金の亡者と化した干物を見る。

「なにが言いたいんだい？」

「なにもないよ」

　なにも言わなくてもわかるだろう。時間は残酷だ。

　婆は気を取り直して、話を続ける。

「その特使というのが、わざわざ国に帰って絵描きに描かせたそうだよ。当人はもう二度と、この地を踏むことはなかったけど、隊商キャラバンに預けて届けてくれたのさ」

（なるほど美化されているわけか）

「なんか言ったかい？」

「なんでもないよ」

　婆は地獄耳だけでなく勘もいいので困る。

「婆ばあさんは普通にいつも通り仕事しただけなんだろ。そんなに気に入られてたの？」

「そうだね、あたしにもよくわからないけど、なんか通訳の話を聞くと、あたしのことを『月女神』とか言ってたらしいよ」

「……」

「だからなんだっていうんだい、その目は！」

　婆は物事を客観視できる人間だ。売れっ子妓女であったことは確かだが、相手がそんなふうに自分を持ち上げるほどだったかということには疑問を持っている。

　猫猫は髪を掻かきながら、口を尖とがらせる。

　たとえ、この絵にそっくりな妓女を作り上げて、特使に会わせたとしても、相手は満足するとは思えない。なにかが決定的に足りない。相手が女であることを考えると、難易度は前よりも上がっているだろう。

「……婆さん、なんかその宴うたげで特使に褒ほめられたことはなかった？」

「んなこと言われてもねえ」

「なんでもいいからさあ」

　ついいつもの感じでだらけた格好で話していると、婆ばばあがぴしっと猫猫を叩いた。周りには宦かん官がんとはいえ、男がいる。そういう場面ではだらけるなと言いたいらしい。

「あんまりいいことは覚えてないんだけどねえ。嫌がらせは受けるし、虫が集まってくるし、最悪だったよ」

「虫？」

「ああ、駆除したっていっても、野外で松明たいまつを焚たけば、羽虫の類たぐいは寄ってくるよ」

　辟へき易えきした顔で婆が言った。

　それから、しばらく話を聞いていたが、やはりこれといったものは聞けずに終わった。




　宮官長の部屋で、やり手婆が持ってきた絵を壬氏たちに見せたところ、二人は唸うなるしかなかった。

「とりあえずよく似た人物を探してきますか？」

　高順が壬氏に言った。

「とりあえず頼む」

　ほかに思いつくことはなく、そんな話をしている。猫猫は一応、補足を伝えておく。

「当時のその妓女の身長は、五尺八寸百七十五センチあったそうです」

「ずいぶんと大柄だな」

「ええ、舞を得意としていたので、手足が長いほうがよく映えたとのことです」

　今はずいぶん縮こまってしまったが、昔はそれだけ大きかったらしい。確かに縮んだ今でも、猫猫より大きい。正直、これだけ大柄でかつ絵にそっくりの女を見つけるのは難しいだろう。

「いっそ顔は似なくとも、大柄な女を見つけてみては」

「しかし、そんな女がそうそういるものか？」

　身体が大きく、かつ美女となると敷居がかなり高くなる。

「特使さまたちもそれくらいの背丈ですから、あまり小さいと話にならないかと」

　高順が猫猫の意見に賛同するように言った。

　さすが、異国の女にょ性しょうは大柄なのだなと猫猫は思う。猫猫くらい小柄だと、女おんな童わらわと間違えられることだろう。

　しかし、今高順は『特使さまたち』と言った。どういうことだろうか。

「しかし、見た目にもうるさそうだぞ」

　その物言いだと特使自身もかなりの美女のようだ。異国の美女となれば、玉葉妃のような容姿をしているのだろうかと猫猫は想像する。

　二人の宦かん官がんが猫猫の前で唸うなっている。

「……」

　猫猫はじっと二人を見る。

「なんだ？」

　壬氏が怪け訝げんな目で猫猫を見た。

「いえ、大変適役な人物がいるなあと思いまして」

「誰だ？　おまえのとこの娼しょう館かんの妓ぎ女じょか？」

「いえ、緑ろく青しょう館かんには残念ながらそんな大柄な人物はいません」

　背丈が五尺八寸を超える美人なら覚えがある。

　猫猫はじっと壬氏を見る。それを見て、高順も壬氏を見た。そして、「あっ」と納得した声を上げた。

「……」

「なにが言いたい」

　妙に苛いら立だちの交じった声で壬氏が言った。

　五尺八寸を超える美人なら覚えがあった。




　面白いことに、以前宴うたげに使われた場所は、後こう宮きゅう内にあった。その当時はまだ、後宮は今ほどの規模ではなく、今使われている後宮はあとから増築した部分である。よく知らないが、話によると昔はこの土地に別の民族が住んでいたそうだが、伝染病でいなくなってしまったという。高い建築文化を持つその民族が残したものは、今も外壁や地下水路として利用されている。

　一説によると今の民が遠くからこちらへ移った際、病原菌を持ち込んだことが原因で滅びたともある。おやじにそれを聞いたのだが、それを口外してはいけないと教え込まれた。あくまで仮説の一つであり、それを聞いて好ましく思う人間はいないからだろう。

　場所は、北側の桃園の近くだ。確かに、古い廟びょうのような建物と池があった。今でも宴をやるにはいい場所だろう。

　猫猫がふらふらとその周りを歩いていると、後ろから元気な足音が聞こえてきた。振り返ると両手を広げて飛び上がった娘が猫猫の視界を遮さえぎっていた。そのまま、どすんと上に乗っかられる。

「はは、猫猫、こんなところでどしたのー？」

「そっちこそ、どうしたの？」

　娘の顔には見覚えがある。少し頭が緩んだような喋しゃべりは、子シ翠スイだった。小シャオ蘭ランの駄だ弁べり友だちだけあって、かなり人懐っこい性格をしている。他人のことは言えないが、この娘もかなり奔放に後宮生活を楽しんでいる。

「私は、ちょっとここに用があったの」

　そう言ってにっこり笑うと、桃園のほうを指差した。少し荒れた桃園には、小ぶりの桃が生なっていた。

「つまみ食い？」

「違うよ、これこれ」

　そう言って子翠は、桃園へと走るとなにかを持ってきた。

「はい！」

　元気よく猫猫の手のひらにのせたのは枯れた葉っぱのようだ。しかし、なにかが詰まっているらしく妙にずっしりくる。猫猫はぺりっと葉っぱをめくる。

「……」

　そこには幼虫がいた。ぷっくりと芋虫にしては可愛い形容だが、虫は虫だ。猫猫はじっとりとした目で子翠を見る。

「普通、これ嫌がらせにとられるから、やらないほうがいいよ」

「なんで？　こんなに可愛いのに」

　猫猫は子翠に幼虫を返す。子翠はまるで赤あか子ごでも愛めでるような仕草で虫むし籠かごに幼虫を入れた。どこから手に入れたか知らないが、なかなか洒落しゃれた虫籠で、ずいぶん使い込まれている。

「ここって本当にすごいよね。見たことない虫がたくさんいるの」

「そうなんだ」

　猫猫は平坦な声で返す。正直、薬草ほど興味がないのでこんな反応だった。これが薬だったらもう少し愛想のいい相あい槌づちを打っただろう。

「この虫もさ、ここに来て初めて見たからびっくりしちゃった。図鑑でしか見たことなかったもの。海を渡って異国から来た虫だよ」

　古くから交易をやっていた土地だ。異国からの交易品などの中に、虫が混じっている可能性は皆無ではない。それがうまく土地に合い、根付いたということだろう。

　そう言われると、ちょっと興味が湧いて、猫猫は虫籠の中をのぞき込んだ。さっき入れた幼虫のほかに、蛹さなぎが何個か入っている。

「蝶だよね、これ」

「蛾がだよ。成虫は夜行性だから隠れているんじゃないかな」

　そう言って、子翠は地面にしゃがみ込んだ。近くに落ちていた小枝を拾うと、大きな触角を持った蛾を描いた。

「すごく綺き麗れいな蛾でさ。羽が白っぽいから、夜に飛ぶと映えるんだよ」

「ふーん」

　そういえば、昔、ここで宴うたげをした際、害虫駆除をしたという話だったが、もしかしてこの蛾も駆除されたのだろうか。いくら綺麗でも虫は虫だ。

「猫猫も夜、ここに来てみなよ。ふわふわと月明かりに照らされて、すごく綺麗なんだよ。ちょっと桃とう源げん郷きょうにでも迷った気分になるから」

「そんな大げさな……」

　猫猫は言いかけて止まってしまった。

　ばっ、と立ち上がると子翠の虫むし籠かごをじっと見る。

「ねえ、この蛾ってさ。羽化したらすぐ交尾する？」

「猫猫、あけすけだねえ。するんじゃない？　成虫になるとご飯食べられないみたいだから、すぐ死んじゃうもの」

　その言葉に猫猫はごくんと唾つばを飲み込んだ。子翠を見ると、真面目な顔をした。

「ねえ、この蛾の雄おす雌めすの区別ってできる？」

「大体ならできると思うけど」

（もしかして、これは……）

　いけるかもしれない。やり手婆ばばあが当時の特使に気に入られた理由がわかった気がした。

　それを再現するためには、面倒な準備と一人の犠牲が必要となる。

「子翠！」

「えっ？　どうしたの？」

　猫猫はがしっと子翠の肩を掴つかむと、手伝ってもらいたいことがあると言った。その顔は、とても悪い顔をしていたと思う。




　宴は、それから五日後に行われることになった。本当なら、もっと早くやりたいところだったが、場所が急きょ、後こう宮きゅうの北側になってしまったので準備に時間がかかるのだ。場所が場所だけに、反対意見もあったが、特使の希望を叶えるためにと理由をつけたら、しぶしぶ了承してくれたようだ。

　本来、男子禁制の後宮だが、一時的に北側だけ解放することになった。もともとそこに住む女にょ官かんの数は少なく、数日のことだったので、使われていない講堂を臨時宿舎にしてしまえば問題はなかった。

　ちょっと前に北側で死体が見つかったという話については、内密にしていたのでよかった。変な噂が立ったら面倒だったろう。

　せっかくなので、上級妃にも出席してもらうことになったが、多少考慮してもらうことにした。宴席は内部を改造した馬車にしてもらった。その御み簾すを下ろした中でそれぞれ楽しんでもらうことにしたのだ。上級妃だけでなく出席者全員だ。池を取り囲むように馬車が並ぶ。

　蚊か遣やりが焚たきやすく、車内はある程度好きな姿勢ができるので、いつもの宴席よりもいいと言う官もいた。基本、御み簾すを上げているが、三方に壁があるぶん視線が気にならないのだろう。

　妃きさきたちは車の中だが、お付の侍じ女じょたちは外にいる。そわそわと、主しゅ賓ひんの席を見ているのがよくわかる。

　主賓の席には二つの車があった。そこには、金こん色じきの髪をした美女たちがいた。目の色素は薄く、透き通った晴れ空の色をしている。特使というから一人だと思っていたがそうではなかったらしい。二人の美女たちはとてもよく似た容姿をしていたが、双子でも姉妹でもなく、同じ祖父を持つ従姉妹いとこだという。

　そこから少し離れた場所に、主上がいる。主上の席は、両脇を上級妃たちの席で固められていた。

（ああ、なるほど）

　猫猫は先日、高順が持ってきた話を思い出し、そういうことだったのだ、と納得した。宴ということもあり、特使たちは西方の装飾服ドレスを着ていた。猫猫はてっきり胡こ服ふくの類たぐいを着てくるかと思っていたが、さらに西方の衣装で、腰を締め上げて裳スカートをふんわりとさせたものだった。確かに、これなら馬車を改造した宴席のほうがいいだろう。

　古今東西、美女の基準は違うが、彼女たち二人は絶世の美女と言うにふさわしかった。胸元が強調された衣装を見て、でれでれと鼻の下を伸ばす官たちに特使たちの護衛が目を光らせていた。

（やっぱ下手な役者は当てられないな）

　美醜の点では、後宮の上級妃たちも張り合えるだろう。しかし、物珍しさという点では、特使たちには珍しい色の髪と目がある。玉葉妃も胡こ姫きというだけあって異国情緒あふれる赤い髪と緑色の目を持つが、すでに知っている玉葉妃よりも初めて見る特使たちのほうが官たちの興味をそそるものだ。

　それに、壬氏たちは妃たちを見世物にするような真似をしようとは思わないので、当て馬にする気はない。馬車に御簾をかけたのも、玉葉妃の体型を隠すためだけでなくそのような意味もある。

　女が特使である理由、それに政治的思惑が感じられた。女性であることで、能力が落ちるとは言わないが、ただ、特使の一人が放つ独特の空気に猫猫はげんなりした。今上さまの寵ちょう妃ひは、異国の血を引く胡姫である。

（妃たちに鏡を贈ったのは挑発の意味も兼ねてかな）

　表向きは外交官という形で皇帝に顔見せをしているのがまた、挑戦的だ。よほど容姿に自信があるのだろう。

　そして、帝みかどだけでなくその弟にも粉をかけようという算段だから、二人でやってきたのだ、との話まで持ち上がっていた。姉妹を兄弟で娶めとる例は珍しくもない。官たちが躍起になるわけだ。

　残念ながら、引きこもりの皇弟は今こ宵よいの宴うたげには不参加とのことである。

　猫猫は玉葉妃のそばではなく、少し離れたところでいろいろ準備をしていた。毒見はすでに終わって、酒と肴さかなを演舞を見ながら楽しむものになっている。

　月は十六夜いざよい、雲もなく、池の水面と上下に二つ並んでいる。池を背景に舞台を作り上げているので、派手なかがり火はいっそ無粋だった。

　胡こ琴きん、二に胡こ、楊よう琴きんに簫たてぶえ、それから雲うん鑼らといった打楽器も使われて演奏されていた。ほかにも、猫猫の知らない楽器がたくさんある。いつもならもう少し楽器の種類は少ないのだが、今回は客人に合わせて少し派手めにやっていると感じられた。

　演奏に合わせて、剣の舞や寸劇が行われる。猫猫はちらりと特使たちを見る。どちらも笑顔で、同じ顔に見えるのだが、右側にいる特使はやや鼻で笑うような表情に見えた。

（期待外れとでも言いたいのかね）

　曾そう祖そ父ふの憧れた美女の面影を求めてここへ来たのではないと猫猫は思った。この美女は、自分より美しい者はいないという自負で来ている。現に、上級妃たちが馬車の中で御み簾すに隠れていることを「残念だ」と言っていた。そこにある残念が、なにを意味しているかについては黙っておこう。それに対して、もう一人の特使が表情を曇らせているのがわかった。

　どちらもこの国の言葉を理解し話していたが、訛なまりが少ないのはおとなしそうな特使のほうだった。もう一人の特使が余計なことを言わないかひやひやしているように見えた。

　先ほど、高慢に見えた特使が馬車から身を乗り出した。慌あわてて周りの従者たちが段を降りる特使に手を差し出す。特使はそれを断ると、馬車を降りた。

　高い踵かかとの靴を履き、長い裾すそを手で持ったまま歩く特使。ざわざわと皆が慌てる中、それを気にした様子もなく堂々としている。場馴れしていた。まるで、他人に見られることを想定しているような歩き方だ。

「ごきげんよう」

　ざわめく中、あろうことか特使は主上の馬車の前でゆっくりと腰をかがめた。彫りの深い顔立ちは月明かりの下で映えた。肌は白く透き通り、金色の髪が輝きを放つ。

「せっかくの宴ですのに、こんなに離れてしまうなんて。もう少し近くでお話をしたいでス」

　微妙に訛りがあるものの、ずいぶん流りゅう暢ちょうな喋しゃべりで、特使としては申し分ない語学力だ。

　主上につく護衛がどうすればよいか迷っている。一歩下がったところを見ると、皇帝は特使の行動に悪意はないと判断して、護衛に下がるよう伝えたみたいだ。

（うわあ、これは）

　猫猫は皇帝の周りにある四つの馬車を見る。立ち上るなにかが見えた気がした。里樹リーシュ妃はともかく、玉ギョク葉ヨウ妃と梨リ花ファ妃がどう思うだろうか。楼ロウ蘭ラン妃はどうか知らないが、こうも堂々と皇帝に近づくなんて不敬と思われても仕方ない。

（怖いな、これは怖いな）

　馬車の外にいる紅娘の表情が強こわ張ばっている。侍じ女じょ頭がしらとしての矜きょう持じでなんとか平静を保っているが、本当なら歯ぐきをむき出しにして拳骨を振り回したいところだろう。

　しなを作り、ゆっくりと皇帝の馬車に近づいていく特使。しかし、それを止めたのは、護衛でも主上でも妃きさきたちでもなく、もう一人の特使だった。

「そろそろ戻りなさい。せっかくの舞台よ。ちゃんと楽しむべきでしょう」

　やんわりと特使が言った。二人ともよく似た衣装を着ているが、おとなしいほうの特使は青い髪飾りをつけ、もう一人は赤い髪飾りをつけていた。

　赤い髪飾りの特使は、不機嫌そうな顔をしたが、青い髪飾りの特使になにやら耳元で囁ささやかれると、おとなしく元の馬車に戻った。

（なにを言ったんだか）

　とりあえず、ひやひやした。特使が二人いた理由がわかったような気がする。

　猫猫にとって、特使が女だろうが、二人だろうが、どういう理由でやってきたのか関係なく、仕事を終わらせることが最優先事項だった。

　猫猫は建物の中に入ると、中にいる人物に声をかけた。

「どうでしょうか？」

「一応、できるだけのことはやりました」

　話しかけた相手の代わりに返事をしたのは、高順だった。なんだか目が虚うつろである。血の気が失せて、まるでこの世にあってはならないものを見た顔だった。

「……」

　猫猫はそっと奥を見た。そこにいる人物を見ると、急激に身体中の血が引いていくのがわかる。高順の顔色の悪さの理由が存分にわかった。

　この世にあってはならない存在がそこにいた。肝きもが小さい者であれば、心の臓が跳ね上がり、そのまま止まって動かなくなるだろう。

「そろそろ宴うたげは終わりそうですが」

「わかりました」

　高順がそう言って奥にいる人物にふわりと黒い布をかけた。猫猫が指示したことだ。猫猫はしゃらんと鈴が鳴るのを聞き終えると、黒い布の人物の手を握った。

「では行きましょうか」

　猫猫はそう言うと、舞台へと向かった。




　宴が終わると主しゅ賓ひんが先に席を立つ。今回は馬車を宴席として利用したため、そのまま移動する。退出とともに、音楽が流れ始めた。主賓が席を立ち、見えなくなるまでほかの者は退出してはいけない。

　かたんかたんと車輪の音が響く。猫猫は、黒布の人物を桃園と池の間へと誘導する。ほかの馬車は池側を向いており、揺れる柳の木々によって死角になっているのでこちらは見えない。今、猫猫たちが見えるのは特使たちだけだった。

　道を遮さえぎるわけでもない。ただ、通り過ぎる道の傍かたわらにいるだけだ。桃園の脇に立っているだけであり、なんら問題はない。

　猫猫たちの存在に特使たちは気が付いた。そしてただの下女かと一いち瞥べつしたときだった。

　猫猫は黒い布を剥はいだ。

　ふわりと黒い髪が流れた。脳天で二つの輪にくくられた髪に、真珠をあしらった冠が輝く。左右対称に簪かんざしと笄こうがいがきらめき、残りの髪は後ろへ流していた。

　赤く艶つやのある薄い唇に、長いまつ毛に縁どられた切れ長の目、柳のような眉まゆの中心には赤い紅で花か鈿でんがあしらわれている。

　長いひれが風に舞う。襟えり元もとがしっかり閉じられた白い曲きょく裾きょ深しん衣いを着ている。月明かりが頼りの中で、その姿は急に現れたように見えただろう。

　猫猫はできるだけ顔を上げず、なおかつ特使のほうを窺うかがった。

　特使は目を見開いていた。淡い月明かりでもその明るい瞳の色は確認できた。

　おそらく彼女の目には、ごくありきたりな黒髪、黒目の人物が映っているだろう。しかしその人物は、この国では珍しくもない色彩が宿っているのに、どうしようもなく目が離せない美人であった。

　猫猫は、頭を下げたまま、剥ぎ取った黒い布をばさりと地面に落とした。それと同時に、握った手をぎゅっと掴つかむ。

　猫猫には確認できないが、馬車の中に見える人影がびくりと動いているように見えた。すぐ後ろの馬車の人物は確認できないが、見えていれば同じ反応をしただろう。

　見ているだけで心の臓を鷲わし掴づかみにされ、引きちぎられるような気分になる。まるで、猛毒のような存在だ。

　護衛たちにもその姿が見えているらしく、同じく固まっていた。ただ、馬車だけはゆっくりとその場を離れていく。御者はあらかじめこちらが用意した、とあるものに抵抗力がある者で、なおかつ絶対にそれを見ないようにと言いくるめていたからだ。まっすぐ障害物のない道ならば、数十秒の間、目を瞑つぶっていても問題はなかろう。

　護衛たちの反応はどうかと思っていたが、なにかあればすぐさま高順たちが飛び出せる手配になっている。

　その中で、決行した。

　ふわりとひれが舞う。そこに、淡く輝く白いものがひらひらと近づいてくる。白い衣の美人はふわりふわりとひれを揺らしながら歩く。猫猫は持っていた手を離そうとしたが、ぎゅっと掴まれたまま離れない。

（……この野郎）

　仕方なく、美人の横で身を小さくしながら歩く。二台目の馬車はもう横を通り過ぎていた。前の馬車と同じくよく似た顔をした特使がじっとこちらを見ていた。

　ひれが舞うたびに白く淡い光は増えていく。時に冠にとまり、肩にとまり、その数を増やしていく。

　馬車は止まらない。護衛たちが呆ほうけた表情でこちらを窺うかがっているのがわかる。しかし、特使たちが馬車に乗っている以上、彼らはただ見ているだけだ。

　数十、数百の淡い光が猫猫と、人ならざる美しさを持つ美人を取り囲む。路みちを渡り、池の前に立ったとき馬車が止まった。馬車から身を乗り出して、特使たちはこちらへ向く。

　ようやくそこで、握っていた手が離れた。猫猫はゆっくりと後ろへ下がる。

　満月と水面に映った、ひらひらと舞う淡い光、揺れる柳、それを背景にひれを舞わせる美人。
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　もう何十年前に特使の曾そう祖そ父ふが見た光景とはこれではなかろうか。そこにいる者は到底、この世の住人とは思えなかった。天女がなにかの間違いで地上に降り立った姿のようであり、遠くから聞こえる管弦の音楽はそれゆえ、天上の調べにも聞こえた。

　皆が見守る中で、人外の美しさを放つ美人はゆっくりと手を上げた。赤い唇が弧を描き、誰よりも妖よう艶えんな笑みが浮かんだ。

　ふわりとひれが風に揺れた。柳の枝も天女を隠すように揺らめいた。淡い光が乱れた。

　その瞬間だった。

　音楽の終わりを告げる銅ど鑼らの音とともに、風花が散った。どこからともなく花びらが飛んできたかと思うと、そこには天女はいなかった。白いひれがふわりと地面に落ち、淡い光が散り散りになっていった。

　何事だ、と馬車から特使が降りてきた。こちらは、挑戦的な気が強いほうだろうか。

（だから困るんだよね）

　最初からとんずらしていればよかったのに。

　特使は猫猫を見つけると、詰め寄ってきた。小柄な猫猫よりも頭一つ大きく、くっきりした目鼻立ちをした美女は迫力があった。身振り手振りを加えながら、早口でなにかをまくし立てていた。いわずもがな、消えた天女のことについて聞いているのだろう。慌あわてた様子で、異国の言葉でまくし立てる。

　猫猫はただ人差し指を立てて、十六夜いざよいを差した。

　そして──。

「……」

　遠い西方に伝わる女神の名前をそっと口にした。発音は合っているかわからないが、通じたらしい。

　特使はぽかんと間抜けに口を開いていた。なにか、彼女の中できらびやかに光っていたものを粉々に打ち砕いたようだった。

　もう一人の特使が、まくし立てた特使の肩を掴つかんだ。

　猫猫はそれを見ると、ゆっくり頭を下げ、何事もなかったかのようにその場を去った。




「うまくいったようで」

　池の反対側の建物で待っていたのは、高順だった。数人の官とともに手には虫むし籠かごを持っている。

　その中には、大きな蛾ががたくさん入っていた。薄緑とも薄青ともいえない翅はねを持った蛾で、先日、子シ翠スイが集めていた虫の成虫だった。

　猫猫はここ数日、子翠の助けも借りてこの蛾をひたすら集めていた。成虫だけでなく、今にも羽化しそうな蛹さなぎもできるだけ集めた。放置された桃園では害虫駆除もされておらず、思った以上にたくさん集まった。

　やり手婆ばばあが描かれていた絵を思い出す。そこには淡い光が描かれていた。

　その正体がこれだ。

（なんという偶然だろうね）

　婆は、嫌がらせを受けていたと言った。それに、やたら虫が集まってきたと言っていた。嫌がらせの内容は虫の死体を衣装に擦こすりつけられていたと。

　虫の中には、異性を呼ぶためになにかしら匂いを発するものがいる。猫猫も以前、それで虫を集めたことがあった。

　おそらく、その当時、擦りつけられた死体というのがこの蛾の雌めすだったのだろう。そして、寄ってきた虫というのがこの雄おすだった。

　やり手婆としては、虫を払うために池のそばまでやってきて、ひれで払っていただけに違いない。だが、見る者によっては、それは光を纏まとって舞う神秘的な美女に見えた。

（偶然とは恐ろしい）

　そのおかげで、やり手婆の地位は花はな街まちでは不動のものとなった。嫌がらせが仇あだになったとは誰が思うだろうか。

　というわけで、猫猫は衣装に雌の蛾の匂いを染み込ませた。雄雌の区別は、子翠にやってもらった。今回、いろいろ手伝ってもらったので今度、お礼をしないといけない。

　雌の匂いがぷんぷんする中に大量の雄の蛾を放てばどうなるか、言うまでもない。

　ただでさえ息をのむような美人に、そんな神秘的な効果エフェクトがかかったらどうなるのか。その上、十六夜いざよいの下にいたのだ。月下の芙ふ蓉ようという言葉を思い出す。

「ええ。これでよかったのでしょうか？」

　猫猫は、池の反対側にある馬車を見た。特使が去り、ほかの者たちもどんどん帰っていく。彼らに見られないように、場面を作るのにはだいぶ苦労したようだ。

　あの光景は、皆に見せる代物ではない。場合によっては再起不能になり、仕事が手につかなくなる者も現れるだろう。

　国を傾ける破壊力がそこにあった。

「言われた通りにした」

　むすっとした声で言ったのは、ずぶぬれの姿で布に包くるまった壬氏だった。結った髪を無理やりほどいたようで、妙な型がついていた。

　十二分の働きだったろう。重い衣装をつけたまま、池の底を這はって対岸まで行く。よほど、体力がないとできることではない。

　なにをやったか、これ以上は聞かないでやってほしい。

「あとは知らん。こっちはやれるだけやった」

　壬氏はしきりに顔を擦っていた。手ぬぐいには赤い紅がついていた。

「髪がまだ濡れているぞ！」

　少し乱暴な口調で壬氏が言った。普段なら、かいがいしくばあやの水スイ蓮レンがやってくれることだが、ここにはいない。

　高順がじっと猫猫を見ている。この宦かん官がんはいつも、猫猫にそうやって訴えかけるのだから困る。今回は、その場にいたほかの官も同様に猫猫を見ている。なんだろう、皆、憐あわれんだ目でこちらを見ないでほしい。

（自分でやればいいのに）

　猫猫は、新しい手ぬぐいを持つと、壬氏の髪をゆっくり拭ふき上げ始めた。










九話　診療所







　世の中、常に暗い話題がたくさんある。

　洗濯場の裏側で木箱に座りながら猫マオ猫マオは思った。

　今日は、小シャオ蘭ランは来ないらしく、翡ひ翠すい宮きゅうに帰っても大した仕事のない猫猫は、しばし時間を潰つぶすことにした。なんだか、手習い所が少しずつ始動しているようで、小蘭は記念すべき一期生として参加している。

　医局に行ってやぶ医者に点心おやつでもたかろうかと思ったが、先日のごたごたに巻き込まれて、忙しそうなのでやめた。

　ごたごたとは、あの香油の件である。特使がやってきたことなどもあって忘れかけていたが、まだあの事件は完全に片が付いたわけじゃない。

　先日の件について調べるため、壬ジン氏シはほかの妃きさきのところへ出向いた。すると、侍じ女じょたちが隊商キャラバンでわんさかと香油を買っていたことがわかった。

（わからなくもないけど）

　遠い地より砂漠を越え、海を越え、山を越えやってきた交易品。それがあれば、鳥とり籠かごに閉じ込められた若い娘たちであれば、目を輝かせて焦がれるに決まっている。猫猫だって、西方に伝わる薬が天幕に並べられたら、やり手婆ばばあに金を借りてでも購入しようと思う。

　購入した女にょ官かんたちを責めるわけにはいかない。翡ひ翠すい宮きゅうの侍女たちもいくつか買っていたくらいだ。

　香油のどれもが危険というわけじゃない。だが、微量であれど毒のあるものを置いておくわけにはいかず、もったいないが処分した。

　一つ一つは微量でも、それを組み合わせることで強力な毒になることもある。

　さて、そこで問題なのが、一体『誰』が持ち込もうとしたかだ。

（香や香辛料の類たぐいまではわからないけど）

　商人たちが上級妃たちに妊婦に適した服を勧めた件はわかる。特使たちがこの国にやってきた狙ねらいの一つは、妃きさきの座に潜り込むことだったろう。それが、特使たちの本国にとって本命の狙いとは思えないが、あの気位の高いほうの特使はその自信がおありだったようだ。残念ながら、その矜持プライドはずたぼろにされて、あの宴うたげのあとは話に口を出すことも減ったという。

　香も彼女らの手配という考え方もできるが、結論を一つに急いではいけない。

　現在、この後こう宮きゅうには四人の上級妃がいる。玉ギョク葉ヨウ妃、梨リ花ファ妃、里樹リーシュ妃、そして楼ロウ蘭ラン妃。

　この中で、帝みかどの寵ちょう愛あいが最も大きいのは玉葉妃で、次いで梨花妃だろう。ほかに、中級妃に何人か皇帝の御手付きがいると聞いている。下級妃は以前、嫉しっ妬としたほかの妃により制裁を受けたため、今は控えているとの噂だ。

　しかし、親の権力を背景に考えると、楼蘭妃が帝にとって最も重要視すべき存在だ。

（ふむふむ）

　猫猫は、枯れ枝を拾うと地面に蘭の絵を描く。

　次に親の位が高いのは梨花妃であるが、これは帝の外戚であることが起因しており、実家はそれほど出世にがっつく性格ではない。

　果実の絵を蘭の隣に描く。

　逆に、ここ数代でのし上がってきたのは里樹妃の実家であり、先代皇帝に幼い娘を差し出そうとするくらい野心家だとわかる。

　木の絵をそのまた隣に描く。

　玉葉妃の実家は西方の交易の拠点にある。交易で儲もうかっている印象が強いが、実際は国境に近い地方であり、国防費にけっこう税を持っていかれるらしい。その上、作物がとれる土地ではないので、一概に豊かといえるわけではない。

　最後に葉っぱの絵を描く。

　昨年、起きた園遊会での毒殺未遂事件。あれは、前妃阿アー多ドゥオの侍女が独断でやったものである。その理由は、権力にすがりつくものではなく、いかにも人間らしい動機であった。

　それはわかったが。

　それ以前に起きた玉葉妃の毒殺未遂事件の犯人は誰であったか。

　先日の茸きのこ事件の中級妃である可能性が高い。しかし、その毒の知識はどこで手に入れたのであろうか。銀食器を使うことから砒ひ毒どくの類たぐいではないだろう。

　結果、玉葉妃の侍じ女じょは半分に減り、妃きさきに代わって毒を受けた者は今なお後遺症に苦しんでいるという。

　なんとなく気持ち悪い。以前にも感じたそれを思い出す。

　翠スイ苓レイ、自分を仮死状態にしてまで逃走した食えない官女を思い出す。いまだ、彼女の詳細はわかっていない。

　なにが目的だろうか。なぜ壬氏を狙ねらったのだろうか。

　猫猫はぐるぐると四つの絵を囲みながら唸うなった。

　そして、考えることを放棄した。

（考えてなにになる）

　猫猫はただの侍女だ。毒見役の使い捨ての駒である。

　というわけで気分転換をすることにした。この後宮内は、帝みかどを楽しませるために庭園がたくさんある。松林もあれば、竹林も果樹園もある。

（桜桃さくらんぼはそろそろ終わるなあ）

　あと三み月つき早ければ、筍たけのこがとれただろうが、どこぞの片眼鏡モノクルのせいでその時期は水晶宮での薔そう薇び栽培で終わってしまった。

　実に腹立たしい、顔を思い浮かべるだけで不愉快な生き物である。

（あー、もうやめだ、やめだ）

　気分を変えようと思ったら途端に足取りが軽くなるもので、桜桃園に向かったが、途中、水晶宮の女にょ官かんたちと顔を合わせてしまった。

　見知った顔だったので軽く会え釈しゃくしたら、女官たちは顔を引きつらせて走って逃げてしまった。一人は纏てん足そくをしたような小さな足だったのに、実に素早い動きで思わず感心してしまったくらいだ。

（ちょっとひんむいたくらいで大げさな）

　妓ぎ楼ろうではよくある光景である。ある程度育った女が花はな街まちの門を叩くとまず、服をひんむかれて品定めが始まるわけだ。

　妙齢の娘は価値が高いように思われるが、今の主流は若さよりも知性である。意外と身を持ち崩した官の妻あたりに高値がつく。ある程度教育が行き届いており、初期投資が少なく済む上、世の殿方には他人の妻だったという点が逆にそそられるらしい。嫌な嗜し好こうだ。

　猫猫とて好きでひんむいたわけじゃない。流行に敏感な水晶宮の女官なら、皆、買った香油をつけていると思っていたら、そうじゃない女官がいたのだ。猫猫は不思議に思って、本当につけていないかどうか確かめようとしただけだ。

　おかげで、美しい宦かん官がんどのに言いつけられてしまった。

（まあ一人くらいいるもんか）

　水晶宮の女官は多い。侍じ女じょだけで十人以上、専属の下女を含めたら三十人くらいいるのだ。

　深く考えることもなく、猫猫は桜桃さくらんぼを採りに行った。




　その夕刻、早めの夕ゆう餉げをとっていたときだった。

「ちょっとだるいかもしれない」

　卓子テーブルに顎あごをのせ、半分潰つぶれかかった目で愛アイ藍ランが言った。

　猫猫はその額に手を当てる。微熱があるようだ。

「風邪とかやめてよ。玉葉さまたちにうつったらどうする気よ」

　水菓子デザートの桜桃をつまみながら桜イン花ファが言った。桜花は桜桃をどこで採ってきたのか気になっていたが、自分が好きなものなので深く追及しなかった。ちなみに紅ホン娘ニャンには内緒である。

「気を付けてたんだけど」

　むうっとだるそうな顔を上げる愛藍。

　猫猫は風邪薬を煎じようと部屋に戻ろうとして、桜花に引きとめられた。

「悪いけど、薬作ってくれるならそのあと診療所に連れていってくれない？」

「診療所、ですか？」

　猫猫は首を傾かしげる。それは医局のことだろうか。ならば、連れていっても疲れるだけだと猫猫が思っていたら、それを察した桜花が首を振る。

「医局とは違うわよ。なんていうの？　医官はいないんだけど、代わりに違う人がいるっていうか。とにかく愛藍が知っているから、連れてってあげて」

　猫猫はわかりました、とこくりと頷うなずいた。




　診療所とやらは、後こう宮きゅうの北側にあった。洗濯場の裏側に離れがあり、そこには白い服を着た女官たちがいた。

（そういえばなんかあったな）

　森や林にばかり足を運んで北側の建物には来たことがなかった。咳せき交じりの愛藍に苦笑された。

「ここへ入ったとき簡単に説明があったと思うけど、覚えてなかった？」

　残念ながら猫猫はこちらにふてくされながら入ってきたため、よく話を聞いていなかったのだ。ここらまで連れてこられて説明を受けている最中、道端に生えている蓬よもぎでも観察していたに違いない。

　そういう性格である。

　隣の洗濯場で、女にょ官かんたちはてきぱきと洗濯をしている。手もとに抱えているのは敷布シーツのようだ。

（合理的だな）

　洗濯場に近ければ、すぐに衣服や布団を洗濯できる。身の回りを清潔にしておくことが大切な医療の場には、よい立地条件だ。

「すみません。風邪をひいたみたいです」

　愛藍が女官の一人に声をかける。忙しそうな女官は一瞬怪け訝げんな顔をしたものの、洗濯籠かごを置き、愛藍の額に手をおいた。

「微熱だね、舌だしてみ」

　年季の入った声だ。女官の頬には、深いしわが刻まれている。後宮内では珍しい、中年の女官だ。

　女官は目を細めたあとで、愛藍の下まぶたを下げてみる。やぶ医者よりよっぽど手慣れた仕草だ。

「ふーん。そこまでひどくないようだけど。二、三日無理をしなければ問題ない程度だよ。どうする？」

　女官は愛藍に聞く。見立てもしっかりしている。

「妃きさきにうつすわけにいかないので、泊めてもらえませんか。念のため」

「ふーん」

　女官は洗濯籠を持つと、すたすたと診療所へと入っていく。籠を置いて手招きをした。

　診療所の中は、華美さがまったくない質素なつくりだった。柱はつるんとしていて飾りもなく、廊下はただの板張りだ。窓も、角窓が等間隔でつけられているだけに過ぎない。ただ、装飾がなにもない分、掃除がしやすそうで、実際十分に行き届いている。窓が多く、風通しもいい。これからの季節、とても過ごしやすそうな場所だった。

　薬の独特な匂いはしない。だが、酒精アルコールのような匂いがぷんと漂った。

　愛藍が顔をしかめている。どうやら、来るのを渋ったのはこの匂いが嫌いだったらしい。しかし、猫猫としては消毒が行き届いていると感心するよりほかなかった。強い酒精アルコールは傷口の表面についた毒を殺す。口に含んで吹きかけるのは、言わずと知れた消毒法だ。

　以前、あんなやぶ医者しかいない後宮で病気が流行はやらないのかと不思議に思っていたが、こんなところがあったとは。

「じゃあ、明日には帰るって伝えて」

「わかりました」

　愛藍は、中年の女官から木でできた札を貰もらうと、その札の番号が書いてある部屋へと向かった。

　猫猫は面白そうに診療所の中を見ていたが、首根っこをがしっと掴つかまれた。医局にいる子猫がいつもこんな感じで捕まえられている。

「ほら、あんたは仕事に戻んな。付き添いだからってさぼれると思うんじゃないよ」

「……」

「なんだい？　それとも、ここの洗濯物、全部洗ってくれるかい？」

　にやりと笑う小母おばさんに、猫猫は首を横に振って否定した。

　猫猫は仕方なしに、翡ひ翠すい宮きゅうへと戻ることにした。

　やり手婆ばばあもそうだが、やっぱり小母ちゃんには勝てないものである。




　もっと見ていたかったが、できそうにないので諦めて帰り道をてくてくと歩く。猫猫がのんびりする中、周りには洗濯籠かごを持った女にょ官かんたちがせかせかと歩いている。

　雨が多い季節なので、たまに晴れるとたまった洗濯物を片付けるのが大変らしい。そういえば、猫猫もあとで洗濯物を取りに行かなくては、と用事を思い出す。

（それにしても）

　あの小母さん以外にも、女官は数名いたが、どれも年とし嵩かさのいった者ばかりだった。

　後こう宮きゅうという場所であるがゆえ、女官は齢をとったら半強制的に入れ替えられるようになっている。大体、三み十そ路じになる前に暇を言い渡される。残るとすれば、宮官長など位の高い人物か、もしくは妃きさきの側仕えの侍じ女じょといった者ばかりだ。

　口に出したら絶対しばかれるだろうが、侍女頭である紅娘はとうに後宮から出て行く年齢である。

　診療所の女官はその手慣れた様子といい、後宮に必要な存在として残されているのだろうと猫猫は思う。

　ただ、気になる点が一つあった。

　薬の匂いがまったくしなかったことだ。酒精アルコールの匂いでかき消されていたのだろうか。

　いや、それとも──。

　猫猫が顎あごを撫なでながら考え込んで歩くと、こつんとなにかにぶつかった。柱にでも当たったかな、と思えば、なぜか天女の顔かんばせがこうこうと輝く太陽のように頭上にあった。

「独り言をぶつぶつ言いながら歩くな。こけるぞ」

「なにか言ってました？」

　壬ジン氏シは大きく息をつくと両手を広げて、首を振った。やれやれという表情に、猫猫は思わずむっとなり、水たまりの中でふやけた蚯蚓みみずを見る目になりかけたが、ご丁寧に菩ぼ薩さつの表情をたたえた高ガオ順シュンと目が合った。とりあえず半眼になりかけた目を、無理やり見開いた。

「なにかご用でしょうか？」

「いや、用があるわけじゃないが、偶然会って話しかけて悪いのか」

　少し衝撃を受けた顔をする壬氏。高順がなにか伝えようとしているが、申し訳ない、わからない。

「どこへ行っていた？」

　少し肩を下げながら、壬氏が言った。

「診療所です。あんなところにあったんですね」

「……女にょ官かんには初めに案内するように言っているが、もしかして漏れていたのか？」

「いえ、そういうわけでは」

　なんだか妙に深刻な顔をする壬氏を見て、猫猫はどうしようかと思った。たまに、この宦かん官がんは自分の仕事に自信がなくなるのだろうか。普段、あれだけ自信たっぷりの態度なのに。

　壬氏はゆっくりと人の少ない道へと場所を移動していた。麗うるわしの宦官どのが往来に突っ立っているとそれだけで仕事の妨害になるので、賢明な判断だろう。

「思った以上によくできた場所だったので驚きました。むしろ、あそこを医局にしたほうがよいのでは」

　いや、そうなるとやぶ医者の首が飛ぶ。そうなれば、猫猫のさぼり場所が減るので困る。やっぱり発言を訂正しようかと思ったら、またもや壬氏が眉まゆを下げていた。

「あれが医局だったらか。それができれば苦労しない」

「どういうことですか？」

「医官には男しかなれないからですよ」

　猫猫が首を傾かしげていると、高順が代わりに説明してくれた。

「基本、医官にしか、薬は煎じられない。怪我けがの手当てなども、すり傷ならともかく大怪我の処置は無理だ」

（そういうことか）

　猫猫は納得する。薬の匂いがしなかったのは、そういうことなのだろう。

　しかし、そうなると問題がひとつ。

「私はどうなるのですか？」

　猫猫は好き放題、薬を煎じている。もちろん、材料を後宮の外から持ってくることはできないが、後宮内に生えている植物や医局の薬を使っている。

「目を瞑つぶっているということだ。妃きさきの中には、侍じ女じょに薬に詳しい者を置くことも少なくない。だが、ああいう場になると、逆に存在が明確すぎて薬を置くことができない」

　壬氏の物言いから、なにやら複雑な事情が絡んでいるのだな、と猫猫は思った。後宮女官の給料制度のように、わけのわからない制度や法律が存在しているのかもしれないが、猫猫にはあまり興味がないことなのでまったくわからない。

　薬はだめでも酒なら消毒に使えるため、工夫をこらして利用しているのだろう。

　清潔な場所で安静にしておけば、それだけで病気は治りやすい。容態がひどい場合、実家に帰すという手もある。

（面倒くさいなあ）

　だが、一度決めた制度を覆くつがえすのはさらに面倒くさいのだろう。世の中、ことなかれ主義の人間は多い。

「これからのためにも、もっと医官を違う形で調達できればいいのだが」

　壬氏も猫猫のことを言えない。語りかけているようで、それこそ独り言だった。

「宦かん官がんがいなくともできるように」

（宦官ねえ）

　後宮内の宦官は全体の三分の一ほど。女にょ官かんたちと比べ、入れ替わりがないため、平均年齢はけっこう高い。

（若い宦官はいないよな）

　確か、数年前に宦官となる手術は禁じられている。今の皇帝に代替わりしたあとだ。

　壬氏がいつ宦官になったか猫猫は知らない。しかし、壬氏の年齢を考えると、ちょうど禁止される前くらいにしたのではないだろうか。

（かわいそうに。もう少し待っていれば）

　思わず視線を落とし、壬氏の股間を見て、そっと手を合わせる。

　猫猫がゆっくりと顔を上げると、壬氏と目が合った。

　壬氏の顔がなんだか複雑な表情をしている。唇を少しぎざぎざに閉じて、猫猫をじっと見返している。

（もしかして、また口に出してしまったのだろうか）

　いけないと思い、口を押さえて視線をそらすと、今度は高順と目が合った。彼は菩ぼ薩さつの表情を崩さず、猫猫と同じく憐あわれんだ笑みを壬氏に向けているように思えた。

　高順は、ゆっくり首を振ると、

「壬氏さま、仕事がつかえますゆえ」

　と、催促した。

「わかった。そうだ、のちほど翡ひ翠すい宮きゅうに向かうと伝えてくれ」

　壬氏はそう言うと、優雅な後ろ姿で去っていった。猫猫は、口を押さえた手を離すと、

（生える薬作ったら、儲もうかるかな）

　などと不謹慎なことを考えた。成功したら、いい商売になるだろう。










十話　みたび、水晶宮　前編







　翌日、愛アイ藍ランが翡翠宮に戻るとともに、猫マオ猫マオはとある人物に呼び出しを食らってしまった。昨日、猫猫の首根っこをひっつかまえてくれた中年の女にょ官かんだった。

「それで猫猫に会いたいというわけね」

　顎あごに手をやって愛藍に言ったのは玉ギョク葉ヨウ妃だった。愛藍は居間で妃きさきにお伺いを立て、妃は長椅子カウチに横たわっていた。だいぶ腹が大きくなり動きが緩慢になっている。体型をごまかす服を着ているが、もう外でお茶会はしないほうがいいだろう。

「申し訳ありません。ここで飲んでいけばよかったのですが」

　愛藍は昨日猫猫が作った薬を診療所で飲んだらしい。それを女官に見つかってしまい、薬の出どころを聞かれたという。

（確かにね）

　医官がいないということで、薬を使うことを許されない診療所なのに、勝手に薬を持ち込んではだめだった。出てきたところをはっきりさせないと、あちらが上から目をつけられることもある。

　猫猫がさっさと出て行ってしっかり怒られたらいいのだろうかと考えていると、愛藍の口から意外な言葉が出た。

「しばし、貸してくれないかとのことです」

「あらあらまあ」

　玉葉妃は首を傾かしげて猫猫を見る。愛藍も困り顔で猫猫を見る。

　とりあえず猫猫はなんか面倒くさいことになったと思いつつ、新しい薬の材料について考えていた。




　結局、監視付きで猫猫はもう一度診療所へ向かうことになった。お目付け役には愛藍ではなく、桜イン花ファがついている。愛藍に比べて小柄だが、活発で物事をはっきりさせる性格なので向いていると思われたからだろう。

　同じ後こう宮きゅう内とはいえ、けっこう距離がある。お喋しゃべり桜花は、その時間を黙っているほどおとなしくない。

「ねえ、猫猫。昨日、愛藍を送ったあと、庭の灯とう籠ろうのところでなにかやってなかった？」

「見ていましたか」

　診療所から帰ったあと、正確には途中で壬ジン氏シたちと会ったあとだ。新しい薬を思いつき、早速材料を探しに行ったのだ。

「ちょっと薬の材料を探していたもので」

　暗くなれば、灯籠に火をともす。するとその光に虫が集まる。それを狙ねらって、ある生き物が近づいてくるのだ。

「探し物？　虫とかじゃないわよね」

「虫ではありません」

　確かに虫ではないが、桜花の顔が嫌な予感を嗅かぎ取って歪ゆがんでいる。

「猫猫、あんたの部屋、最近、物が増えすぎでしょ。ちょっと薬の匂いがきつくなっているから、紅娘さまが目を吊り上げているわよ」

「それは怖い」

「あんまり怖がっているように見えないのだけど」

　そんなことはないと猫猫は思う。なかなかあの侍じ女じょ頭がしらは手が早い。しかし、あれくらい気が強くなければ、この後宮内ではやっていけないだろう。

「そのうち猫猫は部屋を追い出されて、庭の物置小屋に移されちゃうかもしれないわよ」

　にやりと笑いながら、桜花が言った。

「それはいいですね」

　物置小屋なら、今の部屋よりも広いし、なにより皆の寝室から離れているので、夜中に物音を立ててもばれないではないか。せっかく医局から使わない道具がたくさん出てきたのに、こちらでは使えなくてもやもやしていたところである。

「では、帰ったらすぐにでも紅娘さまに打診してきます」

　猫猫は目を輝かせた。

「えっ、ちょっと。あの……」

　桜花が慌あわててなにか猫猫に言おうとしているうちに診療所に着いてしまった。

「では、とりあえず中に入りましょうか」

「あのさっきのは、ちょ、ちょっとー」

　猫猫は、小屋に移ったら火を使う作業もできるだろうかなどと考えながら、期待に胸を膨ふくらませていた。




　中年の女にょ官かんは深シェン緑リュといった。よくよく見ると、その目は玉葉妃と同じように緑がかっている。西の血が混じっているのかもしれない。名前もその目の色からきているのだろうか。

　猫猫は診療所の応接室らしき場所に通された。

　ほんのり酒精アルコールの香る部屋の中で、深緑は茶を出してくれた。卓子テーブルは簡素なもので、周りにある棚や椅子も丈夫で長く使っているように見えた。

「貴妃のところのかたがたとは露知らず、失礼しました」

「いえ」

　玉葉妃は、翡ひ翠すい宮きゅう以外の女官たちからは官名で呼ばれることが多い。なお、ほかの侍女たちならともかく、猫猫の育ちはそれほどよろしくない。分不相応な立場にいる。

　深緑の声は落ち着いたもので、昨日の、洗濯物を大量にかかえた肝っ玉母さんの雰囲気は微み塵じんもなかった。ちゃんと後こう宮きゅう女官として教育を受けているように見える。

（やっぱり、賢い人なんだろうな）

　後宮女官といっても文字の読み書きもできない者もいるくらいだ。こうして、長年後宮に居座っているようであれば、それなりに賢い人だろう。もしくは、特別な理由があるのかと勘ぐってしまう。

　玉葉妃のところの女官ということを伝えたためであろうか、少し深緑の顔は曇っているようにも思える。

　特別待遇と思うと、なんだか悪い気がする。上級妃となれば、周りはその侍女たちにもいろいろ目を瞑つぶる傾向にある。それなのに、呼び出しを食らわすところから始まるとなれば、深緑としても居心地が悪いだろう。

　しかし、深緑は大きく息をつくと猫猫をまっすぐに見た。

「頼みたいことがあります」

「なんでしょう？」

　何事もなく猫猫が言ったのに、深緑は一瞬驚いた顔を見せた。しかし、また普通の顔に戻ると続けて言う。

「失礼に感じられるかもしれませんが、よろしいですか？」

「どうぞ」

　相手に失礼な態度をとられるのは慣れている。むしろ、自分のほうこそやってしまっているのではないかと思わなくもない。なので、猫猫はなにを言われようが大概のことは流せる自信がある。

「では、賢妃のもとにいる女官に薬を作ってほしいと言っても？」

「なっ!?」

　それに反応したのは、猫猫ではなく桜花だった。卓テーブルに手を叩きつけ、身を乗り出す。茶の入った椀が揺れ、滴しずくが黒いしみをつくる。

「それがどういうことか、わかっているの！」

　桜花が深緑に言った。

　深緑はもう一度息をつくと、

「重々承知です」

　と、猫猫たちを見据えた。猫猫は深緑が冗談を言っているようには思えなかった。

「なにか理由があるようで」

「猫猫！」

「すみません、話だけでも聞いてはいかがでしょうか？」

　桜花は、眉まゆを下げながら椅子に座った。冷えた茶を一口飲んで、心を落ち着かせている。

「事情をお聞かせいただけますか？」

「わかりました」

　深緑はぽつぽつと話し始めた。




「面倒くさいことになったわねえ」

　珍しく桜花が肩を落として言った。

「そうですねえ」

　猫猫もまた面倒だと思ったが、どうにも放っておけないことを聞いてしまった。

　賢妃、すなわち梨リ花ファ妃のところの下女が重い病にかかっているとのことだ。そして、その病人は今も水晶宮にいるらしい。

　以前から北の洗濯場に洗濯に来ていた下女で、深緑とも顔なじみだったという。しばらく前から変な咳せきをしているので、一度しっかり休んだほうがいいと言っていたが、その後、こちらを訪れることはなく、もう五日も経っているらしい。

　洗濯場を変えたのかもしれない、もしくは洗濯係が変わったかもしれない、と言ったが首を横に振る。

「そうであっても、一度診ておいたほうがいい」

　というのが深緑の言だった。

　咳をしていたというが、それが妙な咳だったらしい。

（咳ねえ）

　咳が出始めたのは洗濯場に来なくなる数日前のことで、それ以前から倦けん怠たい感や微熱が続いていたようだ。診療所には来なかったのかと聞いてみたら、なんのことはない、お許しが出なかったという。

（あそこの悪いとこだ）

　おそらく下女程度なら、お許しを乞う相手は梨花妃ではあるまい。侍じ女じょの誰かが、そんな下女の言葉など無視した可能性が高い。

　そして──。

　症状をつなぎ合わせると、猫猫に嫌な予感が走る。

「それにしても本当にいるのかしら？　そんな子」

「調べる必要はあると思います」

　もし、それが本当ならちゃんと処置しなくてはいけない。水晶宮だけで終わらない問題へと発展する可能性がある。

　桜花は猫猫をじっと見つめる。

「あんたがそういうのが気になる性格なのはわかっているけど、場所が場所よ。ちゃんとお伺いを立ててから行くべきことくらいわかっているわよね。たまに突っ走るのはよくないわ」

「……はい」

　梨花妃とは多少縁があるとはいえ、ほいほいあちらの宮に行くわけにはいかない。先日、それで失敗したばかりだった。

　とりあえず壬氏にとりついでもらってからでないと、話は進まない。

　一刻も早く行きたいところだが、しがらみとはままならないものである。

（焦っても仕方ない）

　猫猫がほかのことを考えて、少し気を紛らわせようとしたその時だった。視界にあるものが映った。

　猫猫は、思わず走ってそのものへと突っ走る。地面を蛙かえるのように跳ねながら、ようやくそれを捕まえることができた。

「猫猫！　言っているそばからなにやってるの」

　着物の裾すそを持って、桜花が近づいてくる。

　猫猫は少々苦い顔をして、合わせた手のひらにその存在を感じながら立ち上がる。

「すみません。探していたものがあったので、つい」

「探し物って例の虫？　やめてよ」

「虫じゃないですよ」

　虫ではない。

　そして、これは本体でもない。

　残念なことに本体は逃がしてしまったが、猫猫にとってとりあえず欲しいものが手の中で動いていた。

「ほら」

　手を開くと、まだ元気よくはねる蜥蜴とかげの尻尾があった。

　蜥蜴の尻尾は取れてもまた生えてくる。そこが味噌だ。

（何事も諦めてはいけないのだ）

　諦めてはそこで終わりだと、どこぞの仙人が言っていただろう。未知の薬を作るのであれば、まずそれに似た効用を持つものを調べることから始める。

（生やす薬を作る）

　だから、猫猫は灯とう籠ろうにたかる蛾がを狙ねらって、蜥蜴がこのあたりを住すみ処かにしていないか見ていたのだった。

「とりあえずどうして取れた尻尾が生えてくるのか、調べようと思いまして」

　少し嬉しそうに猫猫は言ったが、返事はなかった。

　正面を見ると、顔を蒼白にした桜花が口をぽかんと開けており、そして、そのまま後ろへ倒れてしまった。

　猫猫は捕まえた尻尾を手ぬぐいに包んで懐に入れると、倒れた桜花を介抱する羽目になった。










十一話　みたび、水晶宮　後編







　ざわざわと周りが騒いでいる。

　何事かと思い、宮の玄関口のほうへと歩く。

　豪ごう奢しゃな作りの玄関には、すでに女にょ官かんたちが集まっていた。欄らん干かんを拭ふくのも忘れて、雑ぞう巾きんを持ったまま突っ立っている下女たちもいる。

「今さら、なんの用かしら？」

　眉まゆを寄せて女官の一人が言った。視線の先には後こう宮きゅうでただひとりの医官がいた。

　珍しい。

　あの医官は医局から滅多に出てこない。この宮に現れるのも、もう一年ぶり近いのではないだろうか。

　無能な名ばかりの医官は、幼い東とう宮ぐうの死のあと、気まずくてこちらに出てこられるわけがないはずだ。代わりがいないという理由で、お咎とがめもなくのうのうとこの女の園に居続けている。

　そやつが今さら、ここになんの用があるというのだろう。

　医官は仰ぎょう々ぎょうしく風呂敷包みを持ち、その後ろに女官を連れている。

　痩やせた女官で、すらりとしており、楚々とした動きで医官に続いている。しっかり閉じられた唇には、真っ赤な紅をつけ、頬もうっすら桃色の粉をはたいていた。

　このような女官はいただろうか。

　ふとそんなことを思った。宦かん官がんの医官につくとあらば、同じく宦官であるのが普通だろうが、そうでもないのだろうか。

　いや、後こう宮きゅうには二千の女官がいる。自分の知らない顔のひとつやふたつあったとておかしくなかろう。

　誰もがひそひそと話す中で、仕方ないと前に出ることにした。

「なにかご用ですか？」

　その声に気が付き、お喋しゃべりをしていた女官たちの動きが止まる。慌あわてて元の持ち場に戻る下女たちを見逃さない。後宮全体はともかく、この宮に仕える者たちは把握している。

　それが自分、杏シンの仕事だ。

　梨リ花ファが妃きさきと決まると、ともに入じゅ内だいし、帝みかどの寵ちょう愛あいを得るためにやってきたのだ。

「賢妃にお会いしたいのだがね」

　医官の言葉に、杏は目を細める。この男の口から『賢妃』などという言葉を聞きたくなかった。

「申し訳ありません。梨花さまは貴方あなたにはお会いしたくないと思われますが」

　やんわりと、しかしはっきりした拒絶の言葉をかけると、貧相な髭ひげの医官は眉まゆを下げる。すでに男としての機能を持たない宦官らしい、情けない髭だ。麗うるわしい立派な髭を持つ帝とは雲泥の差である。

　宦官は困った顔をして振り返る。能面のような顔をした女官がそっと宦官へ耳打ちをする。

　宦官はしぶしぶと懐からなにかを取り出した。

「このように書状は貰もらっている」

　羊よう皮ひ紙しに書かれた書状を広げる。そこには流麗な文字で、医官を中に入れるようにと書かれていた。最後に記されていた名は、『壬ジン氏シ』とあった。

　あの美しい宦官、と言ったらこの後宮内で最初に思い浮かべられる人物だ。女であれば傾国となる美び貌ぼうの持ち主だが、女ではない。そして、男でもない。

　杏も思わずため息を漏らすほど美しい人物であることは確かだが、ほかの女官と違い、それ以上の感情はない。後宮になんのために来たのか、それを考えると宦官などに気をとられている暇などない。

　一族のためにも皇帝の寵愛を得ることが大切なのだ。それが、杏と梨花が幼い頃から言われてきたことだった。

　杏の母は、梨花の父の姉である。梨花と同い年ということから、こうして入じゅ内だいし、今住んでいる水晶宮を束ねる立場にある。

　水晶宮の侍じ女じょたちは、皆、名家の娘で、帝みかどに仕えるにふさわしい血統の者たちだ。

「……わかりました」

　杏は腑ふに落ちないが仕方なく、奥へと案内することにした。ほかの女にょ官かんたちに任せることもできたが、医官が後宮を統べる者の命でこちらに来ているとなれば、話は違う。

　どういうことだろうか。

　医官が妃きさきの宮に来るのは妃の体調が悪いときくらいだ。

　だが、梨花にそんなそぶりはない。

　ずっと梨花の傍かたわらにいる杏が気付かないわけがない。今日も体調はよく、朝あさ餉げも食べていた。

　どういうことだろうか、と首を傾かしげていると、後ろからついてくる足音が聞こえなくなった。杏が後ろを向くと、医官とその連れが立ち止まっている。

　庭の先にある小屋を見ている。梨花の部屋は遠く、宮の一番奥の最上階にある。その途中にある物置小屋の一つだ。

「どうしたのですか？」

「いや、あれはなんの小屋かと思いまして」

「別に普通の物置小屋ですが」

　早く連れて行きたいのに、なぜこんなことを聞いてくるのだろうと杏は思う。

　水晶宮は、東とう宮ぐうが育つべき場所として大きく改築されているのだ。離れに湯殿や物置があったとしてもおかしくない。それに、昨年は奇妙なそばかすの小娘が来て、なにやら変なものを湯殿の隣に作った。蒸気風呂サウナというが、あまり杏は好まず、たまに梨花が使っている程度だ。

　ただの物置だと言っているのに、もう一人の女官はなにやらじっと見ている。なにが面白いのだろうか。窓辺に黄色い花をつける植木があるだけで、特に変わった場所でもないはずだ。

　たかが物置だ、さっさと行くべきだろう。

　女官は宦かん官がんの袖そでをつまむと、こそこそとまたなにか話している。

　宦官はまた、眉まゆを下げると、杏に言った。

「ここ最近、この庭をいじったりしましたか？」

「いえ、いつも来る庭師に頼んでいるだけですが」

「そうですか」

　あれ、と杏は思った。そういえば、あんな庭木があっただろうかと。

　いつのまにか庭師が植えたのだろうか。

「……」

　宦官が黙ると、また女にょ官かんが宦官をつつく。

　宦官はわかりやすく頬を膨ふくらませるが、女官の表情は変わらず、杏のほうを向いた。

　黒い目がじっと杏を見つめる。杏はなんともいえず、そっと目をそらそうとしたが、

「今日は、香をつけていらっしゃいますね」

　どこか聞き覚えのある声がした。

　その声が、楚々とした女官の口から聞こえる。

　にやりと女官が唇を歪ゆがめた。笑みというにはずいぶん邪悪な、まるで獣が獲物を見つけたときのような獰どう猛もうな笑い方だった。

「……」

「お久しぶりです。杏さま、先日は失礼いたしました」

　しっかり塗りたくられたおしろいと、きっちり区切られた目の線ライン、そして、やたら長いまつ毛がついた顔が近づく。

　派手な装飾に目がいくけれど、その輪郭は丸く幼い形をしていた。

　じっと見る眼に見覚えがあった。

　杏の全身が凍りつく。こいつに関わると大体ろくでもないということが、杏の経験上わかっている。

　昨年は、この娘が水晶宮にやってきた。梨花につきっきりになり看病をしていたが、その途中、突拍子もないことを何度もやらかしている。

　そのせいで、この宮の女官の半分はこの娘に逆らえないようになっている。

　杏はそんなことはない残り半分だったが、先日やってきたこの娘にいきなり服をひんむかれそうになった。

　というわけで、あまり相手にしたくない人間であるのだが。

　娘がじっと杏を見ている。杏はじりじりと思わず後ろに下がってしまった。

　そんなときだった。

　いきなり宦官が庭へ飛び出した。小太りの身体をなんとか動かして走る先には、あの物置小屋がある。

　杏はそれを追いかけようとしたが、目の前には苦手な小娘がいる。それでもはねのけて宦官を追いかけたが、すでに遅かった。

　扉の閂かんぬきを持ち、唖然とした顔で宦官が突っ立っている。

　開いた扉の先には独特の臭においがたちこめている。以前、梨花が放っていたのと同じ、常とこ世よへと向かおうとする病人の臭いだ。

　娘は杏がはねのけた際に尻もちをついたのか、臀でん部ぶを擦こすっているが、特に焦った顔でもない。ただ、眉み間けんにしわを寄せ、宦官が持っていた風呂敷を掴つかむ。

「小父おじさん！　お湯！　お湯沸かしてください」

　今度は耳打ちせずに大声で言うと、小屋の中へと入っていく。

　そこには筵むしろを重ねただけの粗末な寝床があり、そこに横たわる病人がいた。洗濯女として仕えている下女だ。

「わかったよ。嬢ちゃん」

　宦かん官がんが顎あごの肉を揺らしながらまた走っている。

　娘は、下女に水らしきものを飲ませながら、杏のほうを見る。

「どうしてこんな扱いをしているのですか？」

「どうしたもなにもないわ。病がうつらないように隔離するのは常識でしょう」

　娘はなにも言い返さない。言いたいことはあるが、なにも言えないのだろう。

「でしょうね。でも」

　娘は変な咳せきをする下女の口に手ぬぐいをあてる。それを離すと赤い模様がついていた。

「これはうつる病気です。感染力は低い、けれど、このような処置を続けていたら死に至ります。もちろん、下女の一人死んだところで些さ細さいな問題でしょうけど」

　娘は病の下女を置き、さらに小屋の奥へと入ろうとする。

　杏は思わず、娘の肩を掴つかんで止めようとしたが、娘はするりと抜けていく。

　やめろ、その奥には。

　行こう李りを足に引っかけながら娘を止めようとしたが、もう遅かった。

　娘がなにかを手にしている。そこには、小さな箱があった。

「この部屋に入ったとき、あのときを思い出しました。梨花妃が病で伏せていたときのことを」

「それがどうしたの？」

「病人独特の臭においをごまかすように香が焚たかれていました」

　それがどうしたというのだ。早くそれを返せと、杏は手を伸ばす。

「ここに入ったとき、同じような気がしました。今度は反対ですけど」

　娘は小箱を開ける。そこには色とりどりの小こ瓶びんが並んでいた。

「香の匂いをごまかすように、病人が置かれているみたいだと」

　かつんと小瓶の蓋ふたを開け、娘が鼻をひくひくさせる。

「水晶宮の侍じ女じょは、本当に隠しものが多いですね。また、かわいそうな宦官が鞭むち打うちにされてしまう」

　娘が開けたのは香油の瓶だ。先日、隊商キャラバンより手に入れた交易品である。そのほとんどは宦官たちによって回収されたものだ。

「一つ一つは小さな毒でも、それが混ざればどうなることやら」

　娘はわらべ歌を歌うように、目を細めて笑った。

「堕だ胎たい剤ざいを作ろうなんて、どういうおつもりですか？」

　娘、猫マオ猫マオという下女は、杏にそう言った。




　〇●〇




　さてと、どうしようかな、と猫猫は手ぬぐいで顔を拭ふきながら思った。

　おしろいが気持ち悪かった。赤い紅はなかなか落ちず、香油で固めた髪もあとできれいに洗わないといけない。貧相な目元をごまかすために、髪の毛先を細く短く切って編み上げて糊のりで目元につけた。

　普段より長い裳スカートを身に着け、その下に身長をごまかすため底の厚い履くつを履いたのだが、いらぬことだったかもしれない。

　水晶宮の連中はまったく気付いてくれなかった。

　猫猫はふてくされながらも、上げ底の履くつを脱ぐ。

　服も違うものへ替える。先ほど、重病人の看護をした際、服に痰たんがついてしまったからだ。感染力が低いとはいえ、その服で歩き回るのもどうかと思い、着替えを用意してもらった。水晶宮で用意したので、多少機能性に乏しい侍女服だが仕方あるまい。

　本当なら風呂に入りたいところだが仕方ないから諦める。

　こざっぱりしたところで、猫猫は皆が待つ部屋へと向かった。




　水晶宮の応接間では、曇った顔の皆々様が集まっていた。色とりどりの調度にふさわしく豪華な面々で、化粧を落とした猫猫が入るとなんだか分不相応な気がしてならない。

　梨リ花ファ妃に壬ジン氏シに高ガオ順シュン、そして、すらりとして整った顔立ちの美女がいる。梨花妃に頼んでほかの侍じ女じょたちには退室してもらった。やぶ医者もこの中に混じりたそうだったが、ほかに仕事があるのでそちらを優先してもらった。正直、いても役に立たない。

　美女は梨花妃の侍女頭の杏シンという女だ。梨花妃の従姉妹いとこであり、血筋もやんごとなき人であるがゆえ誇り高そうな、後こう宮きゅうでも目を引く美女である。血縁のためだろうか、梨花妃とどことなく面おも差ざしが似ている。

　侍女頭というが、身分を考えると、中級妃くらいになってもおかしくない立場だ。

（あえて侍女頭ということかな）

　皇帝の寵ちょう愛あいを得る女性は妃きさきだけではない。皇帝のお眼鏡にかなえば、時に下女ですら国母になることもある。それは歴史上皆無ではない。

　ならば、美しい花を一か所にためておいたほうが、より目を引くのではないか。

　上級妃に仕える侍女が御手付きになる。そのとき、侍女の身分が妃になるにふさわしいものであれば、すぐさま位を与えられよう。

（当人たちにとってはどうだろうか）

　猫猫には梨花妃の実家の話などわからない。ただ、複雑な感情が当人たちの間ではめぐるものだろう。それを超える厚い信頼に包まれていれば、世の中平和だ。

（玉ギョク葉ヨウ妃は恵まれている）

　侍じ女じょ頭がしらの紅ホン娘ニャンは、その手のために送られてきた人材ではなく、ただ玉葉妃のために侍女としてあろうとする。おかげで婚期を逃してしまったので、いつか玉葉妃はいい嫁ぎ先を斡あっ旋せんしてくれるといいが。

　ほかの侍女たちも、確かに皆、愛らしく整った顔立ちをしているが、皇帝の寵ちょうを得ようなどと大それた考えを起こそうとは思わない。

　対して、こちら梨花妃の侍女といえば──。

「これはどういうことだろうか」

　壬氏が目を細めて卓子テーブルの上を叩いた。そこには、数種類の香油と香辛料が置いてある。

　先ほど病人が置かれていた物置から見つかったものだ。それらは一つ一つなら目立たないだろうが、数種類混ぜれば匂いがこもる。

　その残り香が、杏という侍女頭の周りに漂っていた。

　その侍女頭は以前まったく香の匂いをさせていなかったというのに。

　だからほかの侍女と違い、買ったものを取り上げられなかったのだろうか。そうでなくともうまく隠し通しただろうが。

「……」

　杏は黙ったまま、目を瞑つぶっている。

（黙秘ですか）

　彼女の罪は、禁止された香油や香辛料を隠し持っていると同時に、それを使ってなにかを作ろうとしている点にあった。

　下女を物置に隔離したことについては罪に問えないだろう。

　感染を防ぐため大部屋から移動させるのは適切な処置だ。後こう宮きゅうには医官が一人しかおらず、下女を診みせるのは後回しになる。

（暇すぎて宦かん官がんの茶飲み場になってるけど）

　診療所に連れて行くとしても、それを下女が一任できるわけじゃない。女が医療行為を行うことを嫌う者たちもいる。

　それゆえに人が死に至るとあれば困ったものだが、仕方ない。

　それだけ、下女たちの命は軽い。

　壬氏もそれを踏まえて証拠の品を突きつけ、問える罪を問おうというのだろう。しかし、杏という侍女頭は知らぬ存ぜぬ顔をして、立っている。もともとやんごとなき血筋のため、壬氏という宦官がなにを言おうが文句を言えるだけの立場なのかもしれない。

　そして、不思議なのは、梨花妃だった。眉まゆを下げて、ただ自分の侍女頭を見ている。憂いを帯びた顔だ。

　杏は顔を下げず、まっすぐ質問してきた宦官を見た。

（ほうほう、なかなかやりおる）

　大抵の女にょ官かんならば、壬氏に問い詰められようものならそれだけで、ふらりと倒れてしまうだろう。この侍女頭相手には、そんな妖あやかしじみた能力は使えないらしい。

「なんのことかわかりません。確かに、下女をあそこへ移動するように言ったのは私ですが。それよりも、いきなりやってきて梨花さまに会わせろと言った挙げ句、物置をあさるなんて真似をするほうが問題ではありませんか？」

　きりっとした物言いだった。確かに物置にあったものが、杏のものであるという証拠はない。

　病人がいる場所ということで皆、食事を運ぶくらいしか接触しなかったそうだが、逆に言えば誰が入ってもおかしくない場所だ。

「では、あの場にいた下女に聞けばよいことだ」

「熱にうなされて朦もう朧ろうとしている下女の言はどこまで信頼できるのですか」

「熱にうなされていたことは知っているのですね」

　すかさず猫猫は言った。

　杏の顔色が一瞬変わる。余計なことを、と思っているだろう。

「お優しいのですね。わざわざ端はした女めの容態を見に来ていたなんて」

　猫猫はいけしゃあしゃあと付け加える。

「ならば、身体に香油の匂いが残っていてもおかしくありませんね」

　猫猫は卓子テーブルの上から小こ瓶びんを一本とる。

（だめだ、これ以上出すぎるな）

　思っていても、身体は動いていた。不愉快でたまらなかった。

　自分の立場云うん々ぬんより、腹の立つことはあるものだ。

「この香油と同じ匂いがします。この瓶は行こう李りの中に丁寧に置かれていたというのに。にじみ出すほど強い匂いでしょうか。念のため、確かめさせてもらえませんか？」

　猫猫は杏の袖そでを掴つかもうとした。しかし、杏はそれをはねのける。その際、爪つめが猫猫の頬をえぐる。長く伸びた爪だった。

　周りがざわめく中、猫猫は親指でえぐれた痕あとをぬぐう。大した血の量じゃない、薄皮一枚はがれた程度だ。

「申し訳ありません。私程度の者が触れてよいわけがありませんでしたね。違うかたに調べてもらいましょう」

　淡々と言う中、部屋の視線はすべて杏に集まる。

　唇をぎざぎざに歪ゆがめ、目を血走らせる杏。嫌な汗の臭においが漂ってくる。瞳どう孔こうが開いている。

　人は緊張すると汗をかく。運動で発汗したものと違い、ぬめぬめとした汗だ。臭いがきつく、汗をかいたほうも気持ち悪く感じる。

　目も同様だ。猫ほどわかりやすい動きはないが、人もまた瞳孔の大きさが変わる。色素の薄い玉葉妃は、その点、人よりわかりやすいので、ほかの妃きさきとの茶会のときは、薄く目を閉じて笑うことが多い。

（もう一息）

　猫猫が一歩前に出たときだった。

「その辺で、私に任せていただけないかしら」

　その声は、気位は高いが、高慢じゃない。

　長椅子カウチに座っていた梨花妃が立ち上がった。長い裳スカートを床に擦こすりながら、猫猫、いやその先にいる杏のもとへと近づく。

（おや？）

　梨花妃の着ている服は、玉葉妃が最近着ている意匠デザインとよく似ていた。隊商キャラバンが来た際に購入したものだと考えれば問題ないのだが。

「この者の罪状はどうなるのでしょう？」

「梨花さま……」

　杏が言った。その目には、いろんな感情が含まれているようだったが、なぜか乞うような視線は感じられなかった。

「仮に堕だ胎たい剤ざいを作ろうとしたならば、帝みかどの子を殺すのと同義」

　そこまで言えばわかるだろうと、壬氏は目を瞑つぶる。

「そうですか。それは、どの妃であってもですか？」

「上級妃も下級妃も同じです」

　梨花妃は眼を伏せると、杏を見る。

（そういえば）

『梨』に『杏』、揃えられたような名前だ。

　ふと猫猫は思った。

　この杏という侍女頭は、頭が悪いようには思えなかった。ただ、頭はよくても愚かな人間は世の中巨ご万まんといる。

　その多くは、感情というものに支配されて間違いを犯す。

　猫猫は、杏もまたその一人であると思った。

　そして、その結論を出したのは梨花妃だった。

「たとえ狙ねらっていたのが私だけであっても？」

「妃！　それは！」

　壬氏が身を乗り出した。

　高順も目を見開いている。

　梨花妃の一言で、納得がいったのは猫猫だった。ずっとおかしいと思っていた。梨花妃は妃きさきとしての才覚は十分だ。なのに、ろくな侍じ女じょが見つからない。もっといい人材が集まってもいいはずだ。

　しかし、それは梨花妃のせいじゃなかった。

　そのような者をかき集めて作られたのがこの水晶宮の侍女集団であり、それを集めていたのがこの杏だった。

　以前、毒おしろいの事件があったとき、辞めさせられたのは侍女一人だった。でも、その上にいた者はのうのうと仕事を続けている。

　そして、その侍女頭に対して梨花妃は……。

「杏、あなたは一度も私のことを『妃』扱いしてくれなかったわよね。国母にふさわしくないと思っていたんでしょう」

　梨花妃の言葉に猫猫は納得する。確かに、杏は一度も『妃』と呼ぶことはなかった。

「あなたと私、最後までどちらが妃になるかわからなかったものね」

　梨花妃の声は悲しげだ。

　梨花妃は杏に対して、情を持っている。しかし、杏はといえばどうだろうか。唇を噛み、憎しみの目を梨花妃に向けている。

「……なに上から目線で言ってるの？」

　蔑さげすんだ声が侍女頭の口から漏れた。

「そういうところ、昔から嫌いなのよ。勉強も私のほうができた。ほかにもいっぱい、あなたよりも優れているのに、なんで周りは皆」

（胸の大きさが）

　そんなことを考えた自分を猫猫は恥じた。杏とてそれなりの大きさである。いや違う、そういう話ではなく。

　器の大きさが違いすぎた。

「当主の娘だから？　私はあなたよりも下なわけ？　そんなわけないわ。ずっとずっと、国の母になるために私は育ってきたのよ」

　杏は狼のように八重歯をむき出しにする。いつ飛びかかってもおかしくないと猫猫は思い、とっさに梨花妃の前に向かうが、すでに高順と壬氏が間に入っていた。

「それは自白ととらえていいか？」

　壬氏の問いかけに対し、杏は卓子テーブルにのった香油の瓶びんを持つと梨花妃に向かって投げた。高順が手で払い、小瓶が床にぶちまけられる。

「石女うまずめとして、花園で枯れるがいい」

　呪じゅ詛そのような言葉をかける杏の両手を高順が掴つかみ、取り押さえる。

「宦かん官がんごときが触るな！　汚らわしい！」

　杏が暴れるが、宦官とはいえ男に勝てるものではない。やんごとなき口から汚い言葉がどんどん飛び出てくる。

（いるよなあ、こういう人）

　猫猫は、一通り言い終えて息継ぎをする杏の前に立つと、にやりと笑った。

「なによ！」

「いえ、なんでも。ただ、杏さまは皇帝をよほどお慕いしているようですね」

「当たり前じゃない！　なにを言い出すの！」

「いえ、私には国母という立場を愛しているように見えましたので。梨花妃と違って」

　猫猫はもう一度、歯をむき出しにして笑った。ぽかんと口を開けたままの杏。

　梨花妃にあって、杏にないもの。

　それははっきりしていた。

「杏、そんなふうに思っていたのね」

　梨花妃が目元を震わせながらも凛りんとした態度で言った。

　そして、杏の前に立つと大きく手を振り上げ、そのまま杏の頬を打った。
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（まあ、それくらい怒るよな）

　猫猫がそんなふうに思っていると、梨花妃は猫猫の予想を超えることを言い出した。

「壬氏殿、私はこの侍じ女じょ頭がしらを解雇します。主あるじに暴言を吐きました。私が手を出してしまうほどに」

　壬氏はぽかんと口を開いている。

「それは妃きさき……」

「平手では足りないということですね」

　梨花妃は、頬を打たれて放心している杏の襟えりを掴み、今度は拳こぶしを作る。

　慌あわてて止めに入る壬氏と高順。猫猫だけは思わず噴き出してしまった。

（やるなあ）

　梨花妃はもう昔の妃ではない。自分の玉の緒がついえるのを待つ、はかなげな女性ではなくなった。

「この者は解雇します。そして、今後一切、後こう宮きゅうへの立ち入りを禁じていただきたい」

　凛りんとして言い放つ梨花妃。

　杏が国母になっても、彼女が愛するのは国の民ではなく、その座についた自分の立場だろう。権利だけを求め、義務を果たそうとしない、そんな国母はいらない。

　叩かれたことで放心したままの杏。

　どれだけの温情かこの女はわかっているだろうか。逆さか恨うらみはしないだろうか。

（いや、どうでもいいか）

　いくらやんごとなき血筋であろうと、醜聞にて後宮から出戻った女が妃に報復などできるわけがない。

　猫猫としてはそれでも甘い処置だと思うが、気位だけは高い女がそんな待遇になれば、どれだけ屈辱か、それを考えておこう。




「ひとつ聞いていいか？」

「なんでしょう？」

　壬氏が水晶宮の回廊を歩きながら言った。視線の先には、下女が閉じ込められていた物置がある。

「いくら水晶宮にいたこともあったからって、すぐに病人がいる場所などわからないだろう。何度も訪れてもおかしくないよう、わざわざ変装までしたというのに」

　そうだ、あんな格好をしたのも、水晶宮では猫猫の面が割れているため目立つからとの配慮だった。一度でわからない可能性もあったので、ばれないように考慮した。医官につく女にょ官かんということでどちらにしろ注目を浴びることになったが、猫猫の姿でいるよりましだと判断した。

　水晶宮の下女たちは口が堅かった。おそらく上の侍女たちに固く口止めされているのだろう。梨花妃の目の届かないところで、折せっ檻かんを受けていたかもしれない。

「すぐ見つかりました」

　猫猫としては、病人がいそうな場所はすでに選んでいた。下女たちが眠る場所と少し離れた場所、もしくは目立たない場所に置いてあるのだと思った。

　猫猫がいた間、具合の悪い下女は病をうつさないよう寝床を変えるという配慮がなされていたからだ。それ専用の場所も、宮内にあった。

（まさか物置とは）

　杏が漂わせる匂いで妙な感じはしていたが、そんなことになっているとは思わなかった。見つけたのは偶然である。

「あれです」

　猫猫が指差す方向に花が植えてある。おしろい花だ。植え替えてから間もないのか、下の地面の色が違う。庭師がやったにしては拙つたない配置だった。物置のすぐそばにある。

　黒い実をつけ、中におしろいとなる白い粉が詰まっている。

「あれがどうした？」

「風水では緑色のものが健康にいいそうです。白と組み合わせるといいと聞いたことがあります」

　咲いている花は皆、白い。おしろい花というが、ほとんどが赤い色をしているはずだ。わざわざ白い花をつけている株だけを選り分けて植えたのだと気が付いた。

　確か、水晶宮にはもともとなかったはずだ。誰が植えたのかはわからない。ただ、病人を思ってそんなことをしたのだろう。そのような者がいる、そう考えると、猫猫はどことなくほっとした。

（それにしてもおしろい花とは）

　病人とともに見つかったものを思い出すと猫猫は皮肉だなと考える。大きく息をついたが、そこで誰かの視線に気が付いた。

　ふと振り返ってみると、柱に半分身体を隠すようにしてこちらを見ている。

「どうした？」

　壬氏が立ち止まった猫猫を見た。

　柱に隠れていた者がふらりとなにかにあてられているような顔をする。

「壬氏さま、先に行ってください」

「どうしてだ？」

「支障をきたします」

　猫猫がはっきり言うと、壬氏はどこかむっとした顔をした。それを、高順が牛でもなだめるように落ち着かせる。

　本当に空気が読めるというのはいいなあと、猫猫は高順に感謝して手を合わせた。

「どうかしましたか？」

　猫猫は柱に隠れた娘を見た。猫猫より年上に見えるが、どこかおどおどしている。それは、猫猫に対してなのか、それともほかの相手でも同様なのかわからない。

「あっ、あの。あそこにいた子なんですけど」

　娘の手には新しい白い花があった。緑色と白、はっきりした色だ。拙つたない喋しゃべり方でおどおどしているが、気立ては悪くない。

「もういません。後こう宮きゅうを出ることになりましたが、今よりいい環境で治療を受けることができます」

　梨花妃が自分に責任があると、医療費と当面の生活費を出すと申し出てくれた。

「……出ていっちゃったんですね」

　下女は顔を伏せたが、一方でほっとしているようにも思えた。

　娘は潤んだ目をごまかすように顔を撫なでると、猫猫に頭を下げて元の仕事に戻っていった。

　娘が去ったあとには、小さな白い花びらだけが落ちていた。










十二話　選択の廟びょう







　昔々、この国には別の民が住んでいたという。

　その民は長おさを持たなかったが、遠き地からやってきた貴とうとい血筋の女にょ性しょうがその地に腰を下ろし、その胎はらに天の子を宿した。それがこの国の最初の皇帝となられた。

　女性は王母と呼ばれ、仙人であったとも言われる。月のない夜も見通せる目を持ち、その眼力にて民を従えた。




　落ち着いた柔らかい声で、老いた宦かん官がんが書を読んでいる。それを熱心に聞いている生徒は半分ほどで、残り半分は寝ているか、眠気をなんとかこらえているかのどちらかだった。

　眠くなるのも仕方ないと、猫マオ猫マオも欠伸あくびを噛み殺しながら思う。回廊から眺めているが、生徒の数は二十人ほど。これが多いのか少ないのかと考えると、猫猫はこんなものかという感じで、対して、横にいる宦官は少し物足りなそうだ。

「壬ジン氏シさま、顔が見えてしまいます」

　猫猫は窓からはみ出しかけた壬氏に言った。せっかく勉学にいそしんでいるのに、こんな生き物がのぞいていたら勉強にならないだろう。

「最初は十名ほどだったそうなので、少しは増えたかと」

　高ガオ順シュンが慰めるように言った。

　壬氏が主体となってやっている後こう宮きゅう内の手習所だった。本当ならなんとか塾と偉そうに看板でも掲げたいところだろうが、そう大おお事ごとにすると面倒くさいと猫猫が以前言っていたのでこのように質素にやっている。

　北にある建物のうち、比較的、傷みが少ない棟むねを改築したらしい。先日、異国の特使が来た際に、この棟を利用することがあったため、かなり綺き麗れいになっていた。

　生徒の中には、小シャオ蘭ランがいた。眠そうな眼まなこを擦こすりながら、教本と老師せんせいを交互に見ている。

　今のところ、日常的な言葉はだいぶ覚えたようで、今は簡単な物語を読む段階に移っている。先ほど老師が読んでいたのは、この国の建国の物語であり、誰もが一度は聞いたことのある昔話だ。

　猫猫は今さらそんなものを習う気はなかったが、様子を見に行くかという壬氏の誘いにのせられてここに来ていた。興味がないと言ったら嘘になる。小蘭や知っている女にょ官かんたちもちらほらいるし、なにより壬氏の目もく論ろ見みが成功したら、今後、後宮のありようも変わってくるだろう。

「壬氏さま、お時間です」

　お忙しい宦かん官がんは、お付の官にそう言われるとしぶしぶのぞき見をやめた。もう少しどんなものか眺めていたいのだろうが、ほかにもやる仕事はある。

「おまえはどうする？」

「私はもう少し見ていてもよろしいでしょうか？」

「気になったところがあったら、あとで報告してくれ」

　猫猫はゆっくり頭を下げた。




　授業が終わると、宦官たちが現れて、焼き菓子が生徒たちに配られた。生徒はそれぞれ目をきらきらさせている。

　猫猫はその中にいる小蘭のもとへと向かった。

「ふぁおふぁお」

　口いっぱいに菓子を含んでいるため、不明瞭に聞こえた。なんとなく喉のどに詰めそうだったので宦官に頼んで水を用意してもらう。案の定、戻ってきたら胸をとんとん叩いていた。

　机の上には、教本と砂箱が並んでいる。教本は配布されるが、紙や筆は消耗品なので与えられたものだけではすぐ足りなくなる。なので、紙の代わりに砂の上に字を書いて覚えるのだ。

　小蘭の人差し指の汚れから、熱心に覚えようとする気概は見えた。途中、眠たそうにしていたのは、まあ、目を瞑つぶろう。

　猫猫が差し出した湯飲みに口をつけると、ぷはっと息をついた。

「少しは覚えた？」

「へへへ、まだまだだよ。あとで、これ老師せんせいに聞くんだ」

　と、教本の頁ページを開いて見せる。

　先ほど老師が読んでいたところより何頁か先だ。

「私ね、頭悪いから、先に覚えておかないと、たぶん追いつけないんだ」

　そう言って、菓子の残りを口に頬張って水で流し込んだ。

　猫猫はなんとなく小蘭についていくことにした。

　教室に使われている部屋を出、渡り廊下を抜ける。隣の棟むねに老師がいる部屋があるらしい。外には夜宴のときに舞台として使われていた池が見え、その奥に古い廟びょうがある。後宮ができる前からあったという廟は、猫猫の知るものと少し構造が違って見える。やたら細長く南北に伸びていた。

　傷みがほかの建物に比べて少ないのを見ると、定期的に手入れをされているのがわかる。

（まだ、なんか祀まつるものでもあるのかねえ）

　横目で通り過ぎると、老師の部屋に着いた。

「すみませーん。しつれいしまーす」

　間延びした小蘭の挨あい拶さつは褒ほめられたものではないが、老いた宦かん官がんはにこにこと出迎えてくれた。小蘭の人懐っこさには呆あきれる。老宦官は孫にでも接するかのように、小蘭に教え始めた。

「そこの娘さんは初顔だね？」

「付き添いですので」

「そうかい。ではそこの椅子に座って待つといい」

　老宦官は目を細めて言った。

　猫猫は言葉に甘えて、椅子に座る。窓の外を眺めて、先ほどの廟を見る。廟の柱は間隔が狭く、中で細かく部屋が分かれているようだ。

「あの廟が気になるのかい？」

　老宦官が猫猫にたずねた。

「少し。変わった造りの建物だと思いまして」

　気になりだすと、ついついそちらに意識が飛んでしまう猫猫だ。知らず知らずのうちに凝視していたのだろう。

「あれは、この地にもともといた民が造った廟だよ。王母さまは、この地を治める際、民が信仰していたものを拒むことはなかったのだね。それをうまく利用し、信仰をものにしたのだよ」

　王母というのは、老宦かん官がんの授業で話していた建国の物語に出てくる女性にょしょうのことで、初代皇帝の母というかただ。話には諸説あり、亡国の生き残り、もしくは仙界から降りてきた女仙というのが一般的だろうか。

「この地を治める者は、あの廟びょうを通り抜けないといけない。そして、正しい道だけを選んだ者がこの地の長おさとなる。王母さまはそう初代皇帝に伝えたと」

　そして、王母の子である初代皇帝はそれに合格し、この地を治めるようになった。

「そうなんですか」

「ああ、この地に遷せん都としたのも、あの廟があったからだね」

　老いた宦官は少し懐かしそうに、目を細めた。

「しかし、もう何十年も使われたことはないし、今後も使われるかどうかねえ」

「……どういうことでしょうか？」

「ああ、それはね」

　老宦官は、小蘭に筆を持たせながら言った。わざわざ自分の筆を使わせている気前のよさだ。小蘭はうまく筆を握れず、顔をしかめている。こちらの話には興味ないらしい。

「先の主上の兄君たちは皆、流行はやり病やまいで倒れた。それだけでなく、多くの男児が死に、ほかに皇位継承者はいなくなった」

　末子であった先帝が皇位を継承した理由はそれだ。それには、女帝がなにかしたのではないかという悪い噂が昔からついてまわっている。

　老宦官の物言いは、どこか皇族に対し非礼な感じがあった。しかし、そこに敵てき愾がい心しんというものは感じられず、どちらかといえば職人や研究者を思わせた。ただ、淡々と事実を述べる、そんなふうに受け取れた。

　小蘭は筆をべちょっと墨壺に突っ込んで、頬に水玉模様を作っていた。

　なにかしら通過儀礼があるのは珍しくないが、猫猫はそれが妙に気になった。じっと廟を見る。

　老宦官はそれを見てなにか思ったのか、猫猫を見ていた。

「いやはや、あれに興味を持ってくれて嬉しいよ。ここではなかなか、その手の話に興味を持ってくれる人間がいないからねえ。ずいぶん久しぶりだねえ」

　そう言って老宦官は、外を見る。

「昔は、誰かほかに興味を持ったかたがいたと」

「そうだねえ、昔、ここにいた医官が変わり者で、なにかしら暇ができたと思ったら、後宮中をうろうろしていたんだよ。まるで今のおまえさんみたいな様子で眺めていたよ」

　なんだかそれを聞いてすっと思い浮かぶ人物がいた。

「……それって、羅ルォ門メンという医官ではないでしょうか？」

「知っているのかい？」

　老宦かん官がんは目を丸くする。

　おやじである羅門は常識人であるようで、そうではない。常識があるなら、後こう宮きゅうの中にいろんな薬草を植えまくったりしないだろう。

（思わず言ってしまった）

　一応、罪人として追い出された男なので、口に出すのはまずかったかもしれない。しかし、老宦官を見るに羅門に対する嫌悪感らしきものはなかった。正直に身内であることと、薬屋で細々と生計を立てていることだけを伝えた。

　老宦官は感慨深そうに猫猫を見る。小蘭は、へたくそなりに書いた字をしっかり見ている。

「そうかい。羅門がねえ」

　しみじみと言う老宦官は、養父と仲がよかったのだろうか。それを聞きたいという好奇心に駆られながらも、猫猫はそろそろ戻る時間だと気が付いた。へたくそな字を書いた紙を大切に折りたたんで懐に入れる小蘭とともに、手習所をあとにした。




　その二日後、皇帝が翡ひ翠すい宮きゅうにやってこられた。いつも通り毒見をし、退室して終わりのはずが呼び止められた。

「なにかご用でしょうか」

　皇帝が猫猫を呼び止める用があるとすれば、絵巻物の教本のことだろうか。残念ながら、検けん閲えつを通してしか配ることができなくなったので、今は簡単に主上に流すことはできない。それは、壬氏が直接、皇帝に伝えたはずなのだが。

「今から、選択の廟びょうに入ろうと思う。ともについてまいれ」

（は？）

　思わず口に出そうになり、手のひらで押さえ込んだ。

　一体、どういうことだろうか。




　暗闇の中、行あん燈どんの光を頼りに後宮の北側へと移動する。皇帝のほか、いつも護衛としてついている宦かん官がんが二人と、それから壬氏たちも呼び出されたようだ。壬氏もまた、急に呼び出されたらしく、少しいぶかしげな表情をしている。

（一体なにをなさるのやら）

　人通りが少ない北側は、夜になるとさらに静まりかえっていた。草むらや木陰で不健全な愛を語り合っていないようなのでほっとする。

　廟にたどり着くと、すでに待ち構えている人物がいた。昼間見た老宦官だった。

「お待ちしておりました」

　恭うやうやしく頭を下げる老宦官。皇帝は自慢の髭ひげを撫なでながら、こくりと頷うなずいた。

「もう一度、余がここを通ってもいいのかな」

「何度来られても同じことかもしれませぬよ」

　どこか挑発するような老宦かん官がんの言葉に猫猫はひやひやする。皇帝は髭を触りながら怒った様子はないが、高ガオ順シュンやほかの宦官たちはあからさまに不機嫌な顔をしている。壬氏だけは、廟をじっと見てなにか考えているようだ。

　老宦官は廟の鍵を開けると、中へと皇帝を誘いざなう。

「お付はどなたか必要ですかな？」

　揶や揄ゆするように言う老宦官に対して、

「では、この二人でいいだろうか？」

　皇帝は壬氏と猫猫を交互に見て、にやりと人の悪い笑みを浮かべた。




（どういう意図なのだろう）

　猫猫は半眼になりながら、廟の中へと入る。

　壬氏はまだわかる。祭さい祀しなどやっているので、こういう場所には慣れている。しかし、猫猫がついていく意味がわからない。

「女にょ人にん禁制ではないのでしょうか」

　ぼそりと猫猫が言うと、老宦官はにこやかに笑う。

「王母も女帝も女にょ性しょうですよ」

「……」

　猫猫はうつむいて、ついていく。

　廟の入口に入ると、そこには大きな空間があった。三つの異なる色の扉があり、その上に看板のようなものが掛かっている。

『赤き扉を通るべからず』

　猫猫は目を細める。三つの扉は青と赤と緑が並んでいる。まめに手入れをされているのだろうか、扉の色は鮮明だった。

「どの扉を選びますか？」

　老宦官が顎あごを撫なでながら言った。皇帝は首の裏を掻かきながら、青い扉へと向かう。

「前は緑を選んだからな」

「さようでしたね」

　皆、青い扉をくぐる。すると、狭い廊下を通ったのち、次の部屋に入るとまた三つの扉と看板があった。

　猫猫は首を傾かしげながら、一応看板を確認する。

『黒き扉を通るべからず』

　今度は、赤と黒と白の扉が並んでいた。どれも色がしっかり塗り直されている。ほかの壁や柱は煤すすけているのに、扉だけ丁寧に塗られている。

「毎回、管理するのが大変なのですよ。使われなくなったと思ったら、いきなりやってくる御方がいるものですから」

　扉を塗り直しているのは、この老宦かん官がんらしい。わざとらしく肩をとんとん叩く。

　皇帝は髭ひげを撫でて、今度は赤い扉をくぐった。

　するとまた廊下に出て、次の部屋に入る。また、三つ扉があり、同じような設問が掲げられていた。

　それが何回続いただろうか。閉めきった室内は風がなく暑かった。

　廟びょうの中はかなり複雑な構造になっていた。戻ったり、時折階段を上ったりしていると、方向感覚が狂いそうになる。途中、別の部屋の扉があって合流していることがわかった。

（早く終わらないものか）

　そんな猫猫の心情とは関係なく、一緒に連れてこられた壬氏は妙に真面目な顔でじっと看板と扉を見ていた。

『青き扉を通るべからず』

　青と紫と黄の扉が並ぶ。皇帝は黄色の扉を選んだ。

「これが最後の扉のようだな」

　ぎいっと音がして、その奥には扉が一つしかなかった。ただ、看板には質問の代わりにこんなことが書かれていた。

『王の子よ、だが、王母の子ではない』

　意味がよくわからない。だが、それは明らかな拒絶を示していた。

「前に来たときと同じ結果というわけか」

　皇帝は髭の奥に苦い笑いを隠しているようだ。

　壬氏はそんな皇帝をじっと見ている。

「余には、天意を知ることはできまいか？」

「なにをおっしゃいますやら。この廟を後こう宮きゅうの中に閉じ込めた時点で、ここを管理する者は私一人になりました。天意もなにもないでしょう」

　袖そでに手を入れ、頭を下げる老宦官。そこには、宦官になりつつも、なにか揺るがない誇りのようなものを感じた。

　おそらく老宦官はこの廟をずっと管理していたのだろう。しかし、後宮が建てられることになり、廟を守るためにこうして去勢までしてここにいると。

　皇帝はすべて看板の指示に従って扉を選んだ。なにかその中に違う意図でも含まれていたというのか。

　老宦官は扉を開けた。

「さて、お帰りはこちらへ」

　釈然としないまま、猫猫たちは外へと出た。

　一体、なんの条件で皇帝は否定されたのだろうか。猫猫は指を折って、いくつ部屋があったのか、どの扉を選んできたかを思い返す。地面に座り込み、思い出せる限り、扉の組み合わせを木の枝で書いていく。皇帝の前で失礼だと思いつつやってしまう自分がいる。

　老宦かん官がんはそれを見て、腰をかがめた。

「きっと、羅門ならわかるだろうね」

（おやじにはわかる？）

　それはどういうことだろうか。おやじに聞けばわかるということだろうか。

　とても大きな助言ヒントをくれたのはいいが、一方で猫猫はきゅっと口を尖とがらせた。おやじにはわかるけど、おまえには無理だと言われている気がした。確かに、おやじはすごい、だけど自分が完全に侮られているのには釈然としない。

　つまり、猫猫は腹が立った。

「養父ならわかるというのですか？」

「さあてね、どうだろうね」

　今度ははぐらかして言った。

　おやじにはわかる、すなわち、おやじが知っていることに起因するのだろうか。おやじの知識は幅広いが、特に医術に関しては群を抜いている。それに関係するということだろうか。

　皇帝と壬氏が猫猫に注目する。ぞくぞくと背中に怖おじ気けが走る。

（やめてくれ）

　そんな目で見られても、猫猫はおやじではないのだから答えが簡単に出るわけがない。しかし、それを歯がゆく思っている。同時に、なにかが引っかかったままだった。

（三つの扉、三つの色）

　それから、なにがあっただろうか。

「余が王母の子ではないという意味がわかるのか？」

（王母の子？）

　そういえば、国の最初の物語に出てくるのは初代皇帝の母である。そこに父親の描写はない。普通なら、そこでは母の血筋を重んじるものだ。しかし、この国は男子による世襲制をとっている。つまり、男系である。

　猫猫はもう一度、最後の看板に書かれていた言葉を思い出す。

『王の子よ、だが、王母の子ではない』

　そこに大きな意味が隠されているのではなかろうか。

（王の子、もしかして男系を示しているのだろうか？）

　男の子どもは父親から男の因子を引き継いでいる、そう言われている。女系であれば、女の子どもは母親から女の因子を引き継いでいることになる。

　ずっと、直系の男が帝みかどの地位を継いできた。途中、女皇子が立つこともあったが、その系統がのちのちまで続くことはなかったはずだ。

　もし、王母の血筋を残すとなれば、どうすればいいだろうか。

　ふと、猫猫は先帝の話を思い出した。先帝は末子であったが、兄君たちが流行はやり病やまいで若くして身み罷まかられたことで皇位についた。

　先帝だけが生き残り、ほかの兄弟が皆死んだことで女帝が暗殺したと噂される話だった。

（いや、それはもしかして）

　猫猫は、老宦かん官がん、皇帝、壬氏と見回し、壬氏の前に立った。

「壬氏さま。先の主上の御兄弟は、皆、同腹だったのでしょうか？」

　いきなりきた質問に壬氏は首を傾かしげたが、一呼吸も置かぬうちに答えを返してくれた。

「全員、同腹ではないが、皇子を産んだ母君たちは姉妹だったと聞いたことがある。先々帝の従姉妹いとこだったはずだが」

「つまり、血が近かったということですね」

　やんごとなき血筋ならば、姉妹で娶めとることも、近親婚をすることも珍しくない。事実、梨リ花ファ妃も皇帝と縁戚関係にある。

「もう一つよろしいでしょうか？」

　少しためらいがちに猫猫は言った。

「なんだ？」

「無礼に聞こえる話かもしれません」

　場合によっては、手打ちにされるかもしれない。

「許そう」

　そう言ったのは壬氏ではなく、皇帝だった。

　猫猫は大きく息を吸って吐いた。

「代々、帝位を継いだのは、目が悪いかたが多かったのではないかと」

　それに一番反応したのは、皇帝でも壬氏でもなく老宦官だった。

　猫猫はにやりと笑う。

「確かに、あまりよくなかったと聞いたことはある。しかし、先帝の目はよかったぞ」

　皇帝の言葉に猫猫は確信を深めた。猫猫は廟びょうを見る。

「もう一度、通ることはできませんか？」

「娘さんは、その資格があるというのかい？」

　老宦官はやや悪戯いたずらめいて言った。

「あの廟に、女性を連れてくることは何度もあったよ。しかし、それは公主ひめ、もしくは妃きさきだった。さっきは連れて行ったけど、そう何度も入れるのは私としても気が引けるね。ましてや、扉の選択に口を出すとなるとね」

　痩やせぎすでお世辞にも美姫とは言えない猫猫が、何度も廟に足を踏み入れるなど、不届きだと言いたいのだろう。

　皇帝が冗談っぽく笑う。

「ならば、妃に召し上げようか。羅ラ漢カンの説得には骨が折れそうだが」

（ご冗談を）

「ご冗談を」

　壬氏がすっと猫猫の前に出た。

「ほかの妃きさきたちの目が光りますよ」

「それもそうだ」

　腹を抱えて笑いながら、皇帝は猫猫の頭をぽんぽん叩いた。普段、翡ひ翠すい宮きゅうでけっこうくつろいでいる様子だが、今日の皇帝はそれとは少し違った感じで気が緩んでいるように見えた。

（莫ば迦かにされた気がする）

　実際そうだろう。大体、皇帝は胸の周囲が三尺九十センチ近くないと食指が動かないことを知っている。玉葉妃も梨花妃もその基準を超えている。

　壬氏が不機嫌な顔で皇帝を見る。少しふてくされた子どものような表情に見えるのは気のせいだろうか。

「ならば、おまえが代わりに連れて行くといい」

　皇帝はそう言うと、老宦かん官がんを見る。

「それなら文句はないだろうか？」

　老宦官は苦い顔をする。そして、壬氏をちらりと見る。

「よろしいのでしょうか？」

「……主上がそうおっしゃるのであれば、私はそれに従うだけだ。なにより、その娘は、なにかを確かめようとしている」

「余とて、それがなにか気になるのでな」

　くくくっと悪い笑みを浮かべる皇帝に、老宦官は呆あきれたようにまた廟の入口へと戻る。

　その行動に、皇帝は満足したようで、行くぞと壬氏と猫猫に親指で示して見せた。




　再び入口から入る。今度は先頭が壬氏で、その後ろに皇帝と老宦官が立つ。

　案外、誰でもいいのだろうかと猫猫は思いながらついていく。

　壬氏は最初の部屋に入り、振り返って猫猫を見た。扉が三つ、青、赤、緑のものが並んでいる。

「どれを選ぶ」

　猫猫は目を細めた。看板には赤い扉を通るなと書いてある。そっと手を伸ばし、青い扉を差す。

　壬氏はそれに従って青い扉を開ける。これは最初、皇帝が選んだ通りだ。ぴくりと老宦官の眉まゆが動く。

　次の部屋では、猫猫は白い扉を選んだ。ぴくりとまた老宦官の眉が動く。

「ふむ、余の選んだ扉と違うわけか」

　皇帝は髭ひげを撫なでながら、壬氏に続き白い扉を通る。

　普通なら、壬氏が前に出ることは非礼ととらえられそうだが、壬氏にも皇帝にも、そして老宦官にもそれらしき反応はない。もともと、この皇帝には妙に茶目っ気があるので、そういう気遣いがあまり好きではないのかもしれない。

　そうして、猫猫は次の部屋、さらにその次の部屋へと移っていく。

　ちょうど十個目の部屋に入ると、

『汝なんじ、赤い扉を選べ』

　看板には、少し変わった問いかけがあった。

　扉は三つある。しかし、そこに赤い扉はない。

　白と黒と緑色の扉が並んでいた。

「どういうことだ？」

　壬氏が困惑した声で言った。そうだろう、壬氏の前には赤い扉などない。だからこそ、猫猫はこれが最後の質問だとわかった。緑色の扉を差してみせる。

「あの扉をくぐればわかります」

　その言葉を信じたのか、壬氏はためらいなく緑色の扉を開けた。すると廊下が現れ、その先に階段が見える。かつかつと音を立てながら階段を上っていき、その先にある扉を開けると、びゅうっとぬるい風が吹き抜けた。

　廟びょうの屋上に出た。後宮全体を見渡せる高い位置にある。四角く作られた空間は、まるで下々を見渡すような、そんな気高い造りをしていた。

　老宦官が唇を歪ゆがめている。笑っているのか、歯をむき出しているのかわからない。

「おめでとうございます。正しき道を選んだようで」

　老宦官はそっと周りを見渡す。

「その昔、王母に認められた者は、次の王となりました。いつしか名称は、帝みかどといわれるようになりました」

　代々、選ばれた者の最初の仕事は、この廟から演説することだった。当時の建築技術を考えると、これより高い建物は建っていなかっただろう。

「時に、誰もこの道を選ぶことができない場合もありました。そのときは、正しき道を選ぶ妃きさきを連れて、再度やってきたということです」

　そして悔しそうに老宦かん官がんは猫猫を見る。

「本来、その正しき血を受け継ぐ者がそれを成すわけですが、どうも違う者が当ててしまったようで」

　それが不愉快であるらしい。

（なんだろう、この爺じじい）

　猫猫は老宦官の挑発に乗ってやっただけだ。それなのに、当てたら当てたで不機嫌とはどういうことだろうか。

「それより、どういうことか余にわかるように説明してもらえぬか？」

「主上ともあろう御方が私に教えを乞うというのですか？」

　皇帝は挑発に乗るほど短気ではなく、壬氏も眉まゆを動かす程度だ。

「私の口から言うべきことではありません。そちらの娘に聞いてはいかがかと」

　そう言って猫猫に投げてよこした。

「だそうだ」

　しかし、猫猫にだって言いにくいことはある。それをどううまく言おうか考えつつ、口を開いた。

「では、先ほど私が扉を選んだ基準についてお話しします」

　猫猫は最初は青、赤、緑のうち、青い扉を選んだ。『赤い扉を通るな』というのだから、緑の扉を選んでも問題ないはずだ。普通なら、どちらでもいいと選ぶだろう。普通なら──。

「しかし、ある種のかたがたは、どちらが赤か緑か判別できなかったのです」

「判別できない？」

　壬氏が首を傾かしげる。皇帝もだ。雰囲気のまったく違う二人だが、妙にそんな行動が似ていると感じた。

「ええ、判別できないからこそ、確実に赤ではない扉を選んだのです」

　それが青い扉だった。

　青い扉と緑色の扉、そこでまず対象を半分に減らすことができる。

「次の扉も同じです。黒い扉と赤い扉の見分けがつかなかった場合、白い扉を選ぶでしょう」

　そして、さらに対象が半分に減る。

　一見、答えは二つあるように見えるが、本当の答えは一つだった。

　最後の質問もこうだ。白と黒の扉は確実に見分けがつくから、その残りだと考える。本当は赤い扉ではなく緑色の扉だったのも、そこまでたどり着いた者は、赤と緑の区別がつかないとわかっていたからだろう。

　最初の扉で二分の一、次の扉で四分の一、そして九つ目の扉を過ぎたところで、正しい道を選ぶのは、五百十二に一つとなる。

「つまり、どういうことだ？」

　壬氏がまだはっきりわからないという顔でたずねてくる。

「この廟びょうに選ばれし者、すなわち王母の子である証拠は、色の識別ができないということです」

　もちろん、すべて識別できないわけじゃない。個体差によって選択を間違える者もいるだろうし、選定に漏れた者や逆に偶然選び出した者もいたかもしれない。

　しかし、その後、新たに王母に近い血を入れ、元に戻せばいい。妃きさきがこの廟に入れたのはそれが理由だろう。

「この国では珍しいのですが、西方では赤と緑の見分けが生まれつきつかないという者は一定数生まれてきます」

　おやじが留学していた先では、十人に一人の男がその症状を持っていたという。男に比べ、女の頻度は少ないらしい。親から子に伝わっていくそれは、日常生活に支障があるものの慣れによってなんとかやっていけるため、周りにそんな人間がいたとしても案外気付かないものだという。

　老宦かん官がんがおやじにならわかると言ったのはこれかもしれない。

「また、色の識別が困難な分、夜よ目めが利くという話もあります」

　そこのところははっきり調べたことがないというのでわからない。ただ、日常に困難な性質を持っていながらこうして今もあるということは、ほかに優れた性質を受け継いでいる場合が多い。

「建国の物語では、王母は暗闇でも遠くを見通せる目を持っていたということですね」

　王母は、遠き地よりやってきた者とある。そして、もともとこの地にはいなかった、色彩判別が困難な者だった。彼女が連れてきた従者とともに、新たなこの地に移り住むのは難しかっただろう。

　そこで考えられるのは、婚姻である。物語では王母に夫はいないが、本当はその地に住む長おさを夫としたのではないだろうか。濃くなりすぎた血を薄めるために、よそから来た者を優先して娶めとることは珍しくない。さらに、長ともなればそれがより優先されるだろう。

　それなら、王母を祖としながらも男子継承となった理由が説明できる。

　しかし、王母、もしくは王母とともにやってきた者たちは、それをよしとしなかったのだろう。なので、長の血筋を立てながら、別の方法で王母の血をつなぐ方法を考えた。

　それがこの廟である。

　そして少しずつ、実際にあったことを緩やかに曲げていった。よそから来た珍しい技術を持った者がいれば、時間をかければその民の中心になっていくことができるかもしれない。その代だけでなく、次の、そのまた次の世代に引き継いで。

　もっと簡単な方法でいえば、文字として残していけばいい。そこにいた民が知らぬ文字を使い、王母の物語を作るのだ。その当時を知る者がいなくなれば、それが真実となる。

　とても平和で気の長い乗っ取りだった。

（さすがにそれは言えないけどね）

　猫猫は、都合の悪い部分を飲み込んで皇帝らに説明した。

　多少、顔色を悪くする部分はあったかもしれないが、きっと細かく聞こうとしないだろうし、しないでほしい。それが幸せなのだから。

　おやじだったら、こんなことを口にしない、そう思って猫猫は余計なことは言わない。

「つまり、余には王母の血は流れておらぬということか？　母は、帝みかどの血がつながらぬ生まれだった。祖母の女帝もだ」

　その質問に対して猫猫は首を振る。

「確実な判別法として、この廟びょうの存在があるだけです。事実、親にその傾向が見られても、子どもに伝わらないことはあります」

　皇帝の母君が不貞を働いたのであれば話が違うだろうが、それは口にしない。

「それに、血が濃くなりすぎると弊害も多くなります」

　先帝の兄弟は流行はやり病やまいで皆、死んだ。ほかに、その近縁の者も多く倒れただろう。

「廟に選ばれるため、その血筋を誇示しようとした結果かもしれません」

　猫猫の説明が終わると、ぱちぱちと手を叩く音が響く。

　老宦かん官がんが拍手していた。

「よもや、こんな小娘が本当に謎解きをするとは思いませんでした」

　ところどころ失礼な宦官だ。

「王母がこの地を治められたのは、類たぐいまれな聡明さがあったからこそと言われています」

　そうだろう、そうでなければこんな真似をして自分の血を残す方法は思いつくまい。

「この際、血をもっと薄めるのであれば、いっそこのような者を取り込んでいくのはいかがでしょうか？」

（は？）

　なにを言っているのだ、このくそ爺じじいと猫猫は思った。履いている靴を脱いで投げつけてやりたくなる。

「それも面白いかもしれぬが、羅漢を敵に回したくないし、なにより、胸回りがあと五寸十五センチ足りぬ」

　どれだけあの狐きつね軍師を苦手にしているのだろう。それにしても余計なお世話なことを言ってくれる。

「しかし、それを快く思わない連中も多いでしょう」

　老宦官は少し遠い目をして、猫猫を見た。

「お気を付けください」

「わかっておるよ」

「いえ、主上のことはわかっております」

　そして、老宦官は視線を壬氏へと移す。

「お気を付けください」

　壬氏は黙って頷うなずいていた。

（こいつ、何者なんだろう？）

　皇帝お気に入りの宦官、それだけで済ませてよいものだろうか。しかし、知ったところで猫猫にいいことがあるとは思えない。

（誰だっていいか）

　そのように終わらせることにした。

　知らぬが仏、そういうものだ。

　しかし後日、それを後悔することになるとは、今の猫猫には知る由よしもないわけである。










十三話　皇こう太たい后ごう







　猫マオ猫マオは喜んでいた。すこぶる喜んでいた。

　その後ろには、仁王立ちした紅ホン娘ニャンと半眼の桜イン花ファがいる。

「本当にここを使えと」

　猫猫は紅娘の顔色を窺うかがう。

「ええ、反省なさい」

　ふん、と鼻を鳴らす紅娘に対して、猫猫は少し目を潤ませていた。そっと紅娘の手を掴つかむ。

「ありがとうございます」

　深々と頭を下げて礼を言った。

「えっ？」

「ちょっ、猫猫!?　やっぱり意味なかったじゃないですか！」

　紅娘、桜花の二人が困惑する中、猫猫は意気揚々と物置小屋に飛び込んだ。

　今日からこちらが、猫猫の部屋とのことである。




「さすがにひどいんじゃない？　桜花」

　茶を注ぎながら貴グイ園エンが言った。おっとりしたこの侍じ女じょは、桜花に茶と菓子を差し出す。

「私もそう思ったんだけど。猫猫が悪いのよ」

　桜花が口を尖とがらせながら茶をすする。今日の茶は西方から取り寄せた発酵茶で、甘い香りが漂う。

「だって、あれだけ言ったのにやめなかったのよ！　また、虫を集めてるんだもん」

　桜花が半眼でじっと猫猫を見る。それで、紅娘に猫猫の所業をぶちまけたらしい。

　猫猫は、はてと首を傾かしげる。さすがに倒れられては困ると、猫猫は蜥蜴とかげの尻尾を集めるような真似はやめたのだ。

「それはどういうことでしょう？　私は、あれ以来、そんなことはしておりませんが」

　猫猫が心底不思議そうな顔で桜花を見る。

「だって、変な女にょ官かんが、笑いながら後こう宮きゅう内で虫を捕まえているって話を聞いたんだもの」

「……」

　貴園もじっとりした目に変わる。

　なんということだ、これは誤解だ。

「そんなことはしません」

　猫猫は毅然とした態度で言った。確かに、この間は仕事上、蛾がばかり集めていたけど、それは仕方なくやったことでそれ以降はやっていない。蜥蜴の尻尾もだ。

「やったとすれば、虫ではなく草を採っておりました」

「笑いながらは認めるんだ」

　呆あきれた桜花と貴園の顔。最近ようやく猫猫の本性がわかったらしい二人は、じっとこちらを見ている。

（むむっ）

　これは信じていない顔だ。

　それはない。猫猫が笑っていたのは薬草を見つけたからであり、虫を見つけて笑っていたわけじゃない。一応、猫猫だって常識がある。あの狭い部屋で、虫など捕まえて育てたらどうなるかくらいわかっている。今の季節は夏だ、どんな惨状になることか。

　猫猫は眉み間けんにきゅっとしわを寄せて、拳こぶしを固めた。これはゆゆしき事態である。

　しかし、これに対して猫猫はある者に心当たりがあった。




「ふええ？　さいひんひふいひたっへ？」

　小シャオ蘭ランは、桃もも饅まんを食べながら言った。

　猫猫は竹筒の甘茶を差し出しながら頷うなずく。猫猫たちはいつも通り、点心おやつを洗濯場の裏で食べながら駄だ弁べっていた。ちゃんと、手習い所で勉強しているのか確かめるために、字を書かせてみたりしている。断じてさぼりではない。

「子し翠すいねえ、あの子、神出鬼没だからあ」

　口の中のものを飲み込み、小蘭が言う。最近、勉強をしているせいか少し難しい言葉を使っている。

「ねー、最近、子翠どこにいるか知らなーい？」

　小蘭は、座っていた樽たるの上から飛び降りると、井戸の周りで駄弁っていた女にょ官かんたちのほうへと向かう。

　猫猫はそれに続いた。

「あの変な子ねえ、見たような、見てないような」

　小蘭が話しかけた三人組の女官は、小蘭には挨あい拶さつしたが、猫猫が近づくと少し身構えた顔をした。

　猫猫に話しかける物好きな女官は、小蘭か子翠くらいなので、それは当然だろう。

「いたといえばいたんだけど」

「ねえ」

　なんだか歯切れの悪い喋しゃべり方だと思った。

「ええっ、どこどこ？　教えてよー」

　人見知りをしない小蘭は、つんつんつつきながら聞いている。しかし、三人の女官は顔を見合わせながら、言うのをためらっている。

　たぶん、猫猫を気にしてのことだろう。猫猫の服は、ほかの女官たちと違う。地味で動きやすいものには変わりないが、ほかの女官たちが着ている後こう宮きゅうから支給された服とは違う。部屋付以上の妃きさきにつく女官たちは、妃から服を与えられる。

　そういうわけで、妃付かそうでないか、服を見れば大体見当がつき、そこになんともいえない壁ができるものだ。

（しまったな）

　遠巻きに見ていればよかったと猫猫は後悔した。妃付の女官に対して対抗心を持つ女官もいれば、下手に噂が流れては困ると口をつぐむ女官もいる。

　小蘭ほど天真爛漫な女官は珍しいのだ。

　さてどうしようか。

　菓子で釣ろうにも、先ほど小蘭にすべてあげてしまった。代わりになるものはあるだろうか、と猫猫は懐を探る。

（おっ!?）

　これは、と猫猫はあるものを取り出した。

「詳しいお話次第では、これを差し上げるんですけど」

　さらさらとした手触りのよい布で、かすかに香の匂いが残っている。用途は手ぬぐいであるが、生地がいいので使い方次第でなんにでもなろう。

　先日、頬を怪我けがした猫猫に壬ジン氏シがくれた手ぬぐいだった。このあと医局へ行き、やぶ医者にでも売りつけようと考えていたのだ。やぶ医者に男色の気があるとは考えたくないが、麗うるわしの宦かん官がんのものであれば、多少銭を出すだろうと思ったためだ。

「それって」

「絹のようですね。手ぬぐいの用途には向きませんけど」

　猫猫が言うと、ふらふらと女にょ官かんの一人がその手ぬぐいに鼻を近づけた。かっと、目を見開く。

「この香は、まさか!?」

　猫猫は白けた目をその女官に向けそうになったが、唇だけ弧を描いた表情を作る。

「ご想像にお任せします」

　壬氏の名前を出すと、逆にうさんくさくなると猫猫は思った。こういうふうに匂わせる程度にしておけば、勝手に好きなように想像してくれると考える。

　鼻のいい女官は、「これは、まさか、いえ、あのかたの……」とぶつぶつ呟つぶやいている。一体誰を想像しているのかわからないが、食いついたと見ていいだろう。それを見て、残り二人の女官もくんくん手ぬぐいに鼻を近づける。

　猫猫は、手ぬぐいを畳むと、女官たちを見て恭うやうやしく言った。

「すみません、お話を聞かせていただけないでしょうか」




　女官たちの話によると、北側の雑木林の近くで子翠を見かけたという。

　猫猫は言われた場所へと向かう。確かに、前もそこで見つけたのでお気に入りの場所なのかもしれない。

　猫猫は木陰に腰かけた。夏場のため、耳ざわりな羽虫の音が多い。じりじりと啼なく蝉せみならまだ許せるが、耳元で嫌な音をたてる蚊は何匹も叩き殺した。

（蚊か遣やりを持ってくればよかったな）

　蓬よもぎや松の青葉を焚たいて、虫よけに使う。まだ幼い鈴リン麗リー公主ひめがいるため、翡ひ翠すい宮きゅうでは虫よけ対策は欠かさない。

　林の近くは、あまり綺き麗れいにされていないようで、いろんな植物がそこかしこに生えていた。芒すすきのほか、赤い花の群生が見えた。

　猫猫は赤い花に近づく。

（こんなところにあったのか）

　それは、おしろい花だった。喇らっ叭ぱの形をした花は、夕刻に近づくにつれ蕾つぼみを開こうとしていた。

　猫猫は一輪つまむと花びらを潰つぶす。赤い汁が指先を染める。小さい頃は、これでよく遊んだものだ。

　そして、妓ぎ女じょたちがこの種を取りに来たことも覚えている。種を潰せば、中におしろいのような粉がある。だが、妓女たちはおしろいとしてそれを使うわけじゃない。

　猫猫は、ある違和感が残っていた。先日、水晶宮で起きた事件。梨リ花ファ妃の侍じ女じょ頭がしらである杏シンが堕だ胎たい剤ざいを作ろうとしていたこと。

　あれを思い出していた。

　杏は、当初、香もなにもつけていなかった。香の中に流産の危険があるものがあったなら、自分が妃きさきにふさわしい人材だと自負していたら、それを身につけることを避けるのはおかしくない。

　実際、杏は梨花妃に取って代わろうと考えていたのだろう。子が出来なければ、梨花妃の実家も違う者を妃にたてようと考えるはずだ。

　なのに、杏が香をつけてまで、堕胎剤を作ろうとした理由は──。

　梨花妃は、ゆったりとした着物を着ていた。玉ギョク葉ヨウ妃と同じく腹を締めつけないものを。

　そして、以前より頬がふっくらとしているように思えるのは気のせいだろうか。

　なにも玉葉妃だけが皇帝の寵ちょう愛あいを受けているわけではない。その可能性は十分あるのだが、猫猫はなにも言わなかった。

　そこで口にしたとて、猫猫は梨花妃を助ける立場にないのだから。

　違和感があったのは、あの物置小屋で作っていたものの材料についてだった。香油など、金さえあれば誰でも隊商キャラバンから買うことができる品ばかりだった。

　それはわかったが。

　猫猫には不思議でたまらなかった。

　妓女たちがおしろい花の種を集める理由、それは胎はらの子をおろす薬を作るためだ。ほかに鬼灯ほおずきや牡ぼ丹たん、鳳ほう仙せん花か、芍しゃく薬やくや水銀などを煎じ、流産させたりすることもある。

　水銀はともかく、ほかの花はこの後宮内でも手に入る材料に思えるのだが、杏の煎じたものにはまったく含まれていなかった。こちらのほうがよほど手軽に思えるというのに。

　なので、猫猫の中に、ある懸念があった。

　誰かが、杏にわざわざ毒を教えたのではないか。

　そして、その人物はまだ後宮内にいるのではないかと。

　壬氏にはちらりと匂わせる形で口にしたが、彼のことだから調べるだろう。だが、あの強情そうな元侍じ女じょ頭がしらが簡単に口を割るかが問題だ。

　ふと、一瞬、騒ぎ立てていた蝉せみの声が静まった。

　りーん。

　かすかに鈴の音が響く。そして、その音とともにがさごそと物音が聞こえた。

　猫猫は音がする方向へと、視線を向ける。芒すすきの中でなにか大きなものが這はいつくばっているように見えた。

　それは、蛙かえるのように跳ぶと両手を上げて高笑いをし始めた。

「つっかまえたー」

　甲高い声が聞こえた。小蘭のようなあどけなさが残る声だが、声の主の背は高い。しかし、にんまりと満面の笑みを浮かべる顔は、背丈に比べ存外幼い。

　心底嬉しそうな顔をして、拳こぶしを作った手を、竹製の虫むし籠かごに入れた。

（それにしても）

　草むらの中を蛙のようにはねまわり、笑いながら虫を捕まえる娘。

（あんなのと一緒にされてたなんて）

　心外だな、と猫猫は思う。自分はもう少しまともだろう。

　猫猫は、これだけ確認すれば十分と、そそくさとその場を去ろうとした。

　去ろうとしたが。

　りーん、と耳元で鈴の鳴る音が聞こえた。はて、と首を傾かしげて頭を触ると、虫がとまっていた。

　どうやら先ほどからの鈴の音源はこれらしい。

　それだけならよいが。

　猫猫の前に突如、人影が覆いかぶさってきた。

「むしー」

　甲高い声とともに、猫猫はその人影に潰つぶされてしまった。

　のしかかってきた人物は、きょとんとした顔で猫猫を見た。どこか栗鼠リスを思わせる顔をしていると猫猫は思った。

「どいてもらえると嬉しいんだけど」

　猫猫は言ったが、娘はどこうとしない。猫猫の頭の上に手を置いたまま動こうとしない。

　なんだかその顔は気まずそうな表情をしている。猫猫はなんとなく察しがついた。

「早くどいて。頭に虫をつけたままにしたくない」

　娘が飛びかかった瞬間、くしゃっという音がした。

　なにがつぶれたかは、お察しの通りだ。

「ごめんねえ。猫猫」

　子翠は苦笑いを浮かべて、ゆっくりと猫猫の上からどいた。




　冷たい井戸の水は頭からかぶると気持ちよかった。気持ちよかったが、気持ち悪さはぬぐえなかった。

　娘はびしょぬれの猫猫に手ぬぐいを差し出す。猫猫はありがたく受け取ると、滴しずくを拭ふきとった。

　娘の帯にかけてある虫むし籠かごには、焦げた色をした虫が数匹入っている。羽を震わせ、鈴のような音を立てている。

「その虫を捕まえようとしたの？」

「うん」

　子翠は気まずさとともに、きらきらとした目を猫猫に向けている。

　虫が好きなことは以前から知っていたが、相当なものだ。

　ではどうすればいいだろうか、と考えていると、娘は猫猫の手をとり井戸の裏側に引っ張った。木陰になっており、ちょうど座りやすい位置に木箱が置いてある。ここに座れと、娘は木箱を叩く。

（……）

　とても嫌な予感がした。そして、それは大体当たる。

「でね、この虫は東方の島国に自生している虫でさ、羽を震わせて音を鳴らすんだよ」

　虫籠を眺めながら、娘は話す。

「たぶん、交易品の中にあったやつが逃げたんだろうね。この国では、ここしか自生してないと思うよ。あの蛾がみたいにね」

　そうなのね、と猫猫はだるそうに相あい槌づちを打つ。

「ちょっと色が油虫ごきぶりに似てるけど、違う生き物だから大丈夫だよ」

　聞かなきゃよかったと、猫猫は思った。もう一度、ごしごし手ぬぐいで頭を拭く。

　舌足らずな喋しゃべり方をする娘はこういうわけで、間延びした虫談話を四半時さんじゅっぷんもしてくれた。このままだと日が暮れてしまう。猫猫はちょいちょい話の腰を折って退散しようとするが、そのたびに袖そでを引っ張って止められるので仕方なく話を聞いている。

　自分の興味があることを話したいのはわかるが、聞いているほうは面倒だと伝えたい。

（薬の話なら、まだいいんだけど）

　そんな微妙な時間はその後あっけなく終わった。

　からんと鳴なる子このような音が鳴った。猫猫は左右をちらちら見る。まばらにいる女にょ官かんたちも同じように周りを窺うかがい、音源を探している。それは、南側をつなぐ門のほうから現れた。

　左右に侍じ女じょと護衛の宦かん官がんが二人ずつ、その後ろにも三人ずつついている。そのうちの一人が鳴子を振っていた。その中心には、上品な色彩の衣を着た女が歩いていた。穏やかな優しそうな顔立ちの女に猫猫は見覚えがあった。

（皇こう太たい后ごうだよな？）

　猫猫の記憶が確かならそうだろう。見たのは、昨年の園遊会での一度きりではっきりしないが、あのような大所帯で後こう宮きゅうを闊かっ歩ぽできる人物は限られる。曖あい昧まいな記憶と現在の状況を把握して、皇太后と判断する。

　とてもあの美び髯ぜんの帝みかどの母親とも思えない若々しい皇太后は、鳴子の音を響かせながら歩いていく。

「どこへ行くんだろうね？」

　ぼそっと子翠が言った。子翠はいつのまにか建物の陰に隠れて膝ひざをついていた。

「なんで隠れてるの？」

「猫猫だってそうでしょ？」

　それを言われたら仕方ない。条件反射というべきか、猫猫も柱の後ろで膝をついている。ほかの女官たちも深く頭こうべを垂れている者ばかりだ。自分より位の高い者が目の前を通るときは、そのようにしろと最初に教育される。

　本来、猫猫も壬氏たちに対してそう振る舞うべきなのだが、最近、忘れがちだ。

（いけない、いけない）

　ちゃんとそういう線引きはしておかなくてはいけない。首を振りながら、今度からちゃんとしようと気持ちを入れ替える。

「あっちは、診療所のほうかな？」

　額に手をやって、皇太后の後ろ姿を眺める子翠。確かに、診療所のあるほうへと向かっている。

「診療所ねえ」

　後宮における非公式の場に、わざわざ皇太后が出かける必要があるのか、と猫猫は首を傾かしげた。

　すると、子翠はその疑問に対する答えを教えてくれる。

「元は皇太后さまが始めたって聞いたからねえ。まだ女帝の権力が強かった時代だから、公おおやけにはできなかったみたいだし、今もその流れであんな感じだけど」

　それなら納得ができた。皇太后は心優しきかただと言われている。現帝が即位してから、宦かん官がんが作られなくなったのも、奴ど隷れいが禁止されたのも皇太后の言からだと聞いたことがあった。

　宦官に奴隷、どちらも改革だろう。人道的な面を見れば、いい制度だと感じる者もいるだろうが、一方でその副作用ともいうべき問題も大きい。

　奴隷制は一種の商売ビジネスになっており、それをいきなり廃止しては多方面で成り立たない分野がある。また、どこまでを奴隷として線引きすればいいのか、そこも問題だ。牛馬のように扱われる奴隷ならともかく、自分の身を担保に借金をした場合、雇用契約に似た形で奴隷となることもある。それも含まれると、現在、合法に扱われる妓ぎ女じょもまた奴隷に見えないこともない。数年前に、やり手婆ばばあたちが顔を真っ青にして話し合っていたことを思い出す。

　よって、表向きはないことになっている奴ど隷れい制だが、名前を変えて今も社会に溶け込んでいるのは周知の事実だったりする。それ以上、細かいことは猫猫には興味がないのでわからない。

「私そろそろ帰らないと」

　子翠は虫むし籠かごを持って言う。

「猫猫もあんまり道草食ってると怒られるんじゃない」

「そうだけどさ」

　こうやって皇こう太たい后ごうが診療所に向かっているのは、先日の水晶宮の一件が関係しているのだろうかと思った。

　皇太后がこうして乗り出すのであれば、今後、後こう宮きゅう医療に改革が起こるかもしれない。聞き耳を立てたいところであるが、ばれたら怖いし、あんまり帰りが遅いと紅ホン娘ニャンに怒られるだろう。

（ふーむ）

　猫猫は腕を組んで唸うなった。ここ最近、怒らせてばかりの侍じ女じょたちの顔を思い出す。

「やっぱ、帰る」

　しぶしぶ翡ひ翠すい宮きゅうに戻ることにした。




　翡翠宮に戻るなり、猫猫は珍しくちゃんと掃除をさせられていた。いつもより念入りに窓の桟さんを拭ふくように言われ、及第点をもらったのは三回目の報告をしたときだった。つまり二回もだめ出しを食らったわけだ。やはり、最近の猫猫の態度に対するいびりかと思ったが、ほかの侍女たちもそれぞれ最低一度はやり直しをさせられていたのでそうでもないようだ。

（誰か来るのか？）

　正直、こうやって念入りに掃除をするのは、ほかの妃きさきとの会食や茶会のときだ。ここのところそれは控えているし、行うにしてもある程度信用できる妃相手でないとしない。誰か、それらしい人はいただろうかと考えていると、その客人がやってきた。

　来たのは、皇太后だった。

「お久しぶりです、安アン氏シさま」

　ぴしっと背筋を伸ばして微笑みかける玉ギョク葉ヨウ妃はさすがだと思った。侍女頭の紅娘を除く侍女たちが委縮する中で、堂々たるものだ。

　皇太后の目線は一瞬、玉葉妃の腹にいって、そのまま元の位置に戻った。名前は安氏というらしいが、猫猫には一度も呼ぶことがない名前であろう。

（なるほどねえ）

　姑しゅうとめとして暗黙の了解というものがあるらしい。

　けっこう疑い深い玉葉妃がこうやって皇太后に妊娠の事実を知らせているのは、皇太后がそれだけ信頼にたる人物だからか、それともそうせざるを得ないような状況なのか、どちらかである。噂に聞く皇太后の気質を鵜う呑のみにすれば、前者ということになるが、本当のところはわからない。

　見る限り、とても和やかな空気だった。祖母の登場に、最初、鈴リン麗リー公主ひめは人見知りをしていたが、優しげな皇太后の様子にすぐ慣れた。

　猫猫はいつも通り毒見をして戻る手はずだった。

「あなた、確か壬ジン氏シのもとより手配された侍じ女じょよね？」

　皇太后は、たかだか毒見役の侍女に話しかけた。

（なんで知ってる？）

　聞き返したかったが、それを口にすると非礼にあたるかもしれないので、「はい、そうです」と頭を下げた。

「水スイ蓮レンから聞いたの。しごきがいのある子がまた後こう宮きゅうに戻ったって」

　水蓮は壬氏のお付である初老の侍女だ。あの侍女、食えない性格だと思ったが、皇太后とは旧知の仲なのか。

「水蓮は昔、私の侍女をしていたから」

　それなら納得ができた。官の娘が侍女をやるのも乳母めのとをやるのも珍しくない。

　そして、ちらりと皇太后は玉葉妃を見る。察しのいい妃きさきは皇太后がなにを言いたいのかわかったようだ。

「安氏さま、申し訳ありませんが、ちょっと公主ひめを寝かしつけてきてもよろしいでしょうか？」

　祖母と遊んで疲れたのか、まどろみ始めた鈴麗公主ひめを紅娘が抱いている。乳離れはだいぶ進んでいるはずだが、退出する理由としては適当だろう。

　そうして、猫猫を残して二人は去った。

「本当、察しがいい子ね」

　少し呆あきれたように皇太后が言った。そこには、嫁姑という関係より、少し年の離れた友人のような雰囲気があった。

　猫猫はどうすればいいのかわからないので、皇太后の様子を見ながら立ったままだ。それを見て、皇太后は椅子に座るように猫猫を促す。

「いろいろな問題事を解決しているようだけど」

　皇太后は手のひらを冷やすように、氷の入った硝子杯グラスを握る。氷は皇太后が持ってきた土産だった。玉葉妃は身体を冷やしすぎないように、口に含んで溶かしながら楽しんでいた。公主ひめは、氷を削ってその上から果汁をかけたものを美味しそうに食べていた。

「私は、自分の持つ知識の中で、状況に当てはまるものを提示しているに過ぎません」

　猫猫に突飛な想像力はない。たまたま知っていることが、真相の中に含まれていただけだ。それを考えると、猫猫に知識を与えたおやじの博識さが窺うかがえる。初めからおやじに話を聞けば、猫猫の半分の時間で解決してしまうだろう。

　猫猫の言い方は否定的ともとられかねなかった。現に、傍かたわらにいる皇こう太たい后ごうの侍じ女じょが顔をしかめている。四よ十そ路じを越えたくらいの侍女は熟練ベテランの雰囲気を醸し出しており、この部屋には猫猫を含めてその三人しかいない。

　しかし、その点はちゃんと前置きを入れておかないと、猫猫は落ち着かない。自分の能力については過信するつもりはない。それを相手にもわかってほしい。前向きではないと言われるかもしれないが、それが猫猫の信条だから仕方ない。

「それでもいいわ」

　皇太后は、ふっと目を伏せた。柔らかく優しそうな目が一瞬、虚うつろなものに変わったように感じたのは気のせいだろうか。

「わかる範囲でもいいの。調べてもらいたいの」

　後ろの侍女が皇太后に目配せをしている。皇太后は、ゆっくり首を振って猫猫を見る。

「私は、先の帝みかどに呪のろいをかけたのかしら？」

　疑問符を付け加えて、皇太后はとんでもないことを言った。










十四話　先帝







　先の帝について、正直、いい話は聞いたことがない。愚ぐ帝てい、昏君ばかとの、女帝の傀かい儡らいといろんな呼び名はあるが、後こう宮きゅう内で一番有名なものは幼女趣味ロリコンだろうか。

　皇太后と現帝の年齢が十離れているか否かということを考えてみても、言い逃れができないだろう。確かに、幼い妻を娶めとることはたびたびある世の中だ。政略結婚もあるし、中には借金のかたにという形もある。しかし、後宮という妙齢の女性がたくさんいる中で、ごくごく一部の幼い娘にばかり手を出していたのだ。

　言うまでもない幼女愛好者ロリコン、先帝に対する見解はそれ以上でもそれ以下でもない。

　皇太后は呪いと言ったが、猫猫はそんな気持ちになっても仕方ないのではと思う。

　皇太后の腹には、現帝を産んだ際に作られた傷きず痕あとがある。まだ身体が出来ていなかった当時の皇太后の産道は小さく、腹を切るよりほかなかったのだ。そして、その出産を手伝うためにわざわざ宦かん官がんにさせられたのは、不幸なわがおやじである。

　そんな犠牲を払ったためか、現帝はすくすくと元気に育ち、皇太后もまた手術痕が残るもののその後、もう一度出産している。それが皇弟だ。

　しかし、ふと思うことがある。大変に失礼極まりなく、かつ、もし口にしようものなら手打ちにされかねないことだ。

　本当に、皇弟は先帝の子か、ということだ。

　皇弟の年齢は確か猫マオ猫マオの一つ上だ。計算する限り、その当時の皇こう太たい后ごうの年齢は三み十そ路じ前、とうに幼女どころか少女と言うにもふさわしくない年齢である。

　そこを詮索する気もないし、知ったところで居心地が悪くなるだけだと猫猫は思う。

　皇太后は、その後、こんなことを言った。

「できれば、もっと違う場所で話をしたいわ」

　そういうわけで、猫猫は今現在、後宮の外にいる。とはいえ、内廷の中であり、主に帝みかどやその子どもたち、后きさきが住まう区画となる。今現在、後宮には上級妃はいるものの正室である后はいない。

　もちろん、そんな場所に猫猫一人が来るわけではない。

　もともとその予定だったのだろう。茶会という形で上級妃四人が集まる場をもうけてくれた。大層なことである。先ほど、上級妃の一人である里樹リーシュ妃を見かけたが、緊張でかちこちになっていて、まるでからくり人形のようだった。なんとなく合がっ掌しょうして、気弱な妃きさきの武運を願った。

「どういうおつもりかしら」

　ふうっと息をついたのは、桜イン花ファだった。いつもより立派だが、派手すぎない衣を纏まとっている。猫猫もお揃いだ。玉ギョク葉ヨウ妃についてきた侍じ女じょは、紅ホン娘ニャンと猫猫、それから三人娘である。留守は、護衛の中で信頼のおける宦かん官がんたちに頼んでいる。

「そうねえ」

　上級妃たちにはそれぞれ、部屋を与えられた。大した距離を移動していないとはいえ、茶会は女たちの見栄の張り合いの場所だ。荷物はけっこうな量になり、宦官三人が両手に荷を持たされていた。

　それでも十分だと思っていたが、梨リ花ファ妃は五人、楼ロウ蘭ラン妃は八人の宦官を連れていたので辟へき易えきした。ちなみに四人に荷物持ちをさせていた里樹妃の侍女たちはものすごく悔しそうな顔をしていた。

　割り当てられた部屋は、風通しがよく涼しくて、果実水ジュースや水菓子デザートが置いてあった。猫猫が一口かじって、大丈夫だと確認して皆、手をつけた。毒を盛るような真似はしないと思うが、あくまで義務としてやる。そして、用意されたものに手をつけないと失礼にあたると口にしたが、やはりいいものを準備している。みずみずしい葡ぶ萄どうは地下水で冷やしていたのだろうか、口の中で心地よく割れた。

　茶会までしばし時間があるので、気楽に過ごせとの玉葉妃のお達しだ。妃は妃で、少しまどろんでいる。妊娠初期には眠たくなりやすいものだが、玉葉妃はそれがまだ続いていた。髪型が崩れないように座ったまま目を閉じているが、体勢を楽にするため丸めた布団を椅子に敷いたり、首の周りに綿を詰めた布袋を巻いたりしている。

　紅娘は眠気覚ましの水と化粧直しの道具をしっかり準備している。公主ひめも一緒に眠っているので助かった。

　そんな妊婦とわかっていて茶会に誘うことがおかしいと桜花は言いたいらしい。

「たぶん、そこのところは配慮してくださるけど。あれよねえ」

　もう玉葉妃の妊娠は公然の秘密だが、面と向かって茶を飲むとすれば心ない質問が飛ぶ可能性もある。

（梨花妃はないとして、里樹妃も除外かな）

　梨花妃と玉葉妃は互いに接点を持たないことで、衝突を避けている。梨花妃はその気位の高さから反対に相手を貶おとしめることは滅多にないし、玉葉妃としては血統の上でより尊い梨花妃と喧嘩するのは賢い選択ではない。

　それに、梨花妃もまた妊娠していると猫猫は感づいている。玉葉妃にそんな話を振れば、梨花妃自身にも降りかかることくらいわかっているだろう。

　里樹妃については、玉葉妃の前でさえ萎縮しまくっているので、問題ないだろう。あるとすれば、侍じ女じょたちが出しゃばらないかどうかだが、妃きさきたちにつくのは侍女頭のみである。元毒見役の侍女頭はそこまで口を出すほど、出しゃばりではないだろう。

　そうなると、どういう性格かわからない楼蘭妃と、茶会の意図がわからない皇太后である。楼蘭妃といえば、服装が派手なこと以外、面白いほど噂が回ってこない。比較的、地味な里樹妃でさえ、読書中に鼻血を垂らして倒れたなんて話がされたくらいだ。なんの本かは深く追及しないでくれ、と思いながら猫猫は聞いていた。

「猫猫」

　紅娘に呼ばれた。

「なんでしょうか？」

「今日は、茶菓子の毒見はいいわよ。私がするから。そういう流れってわかるでしょ」

「わかりました」

　つまり后きさきが出したものに毒はないという態度を示さねばならない。そのため毒見役をわざわざ随伴させるのはまずいということだ。ただ、それでは本当になにかあったときに責任はどこへ行くのかという問題もあり、妥協案として妃と同じものが侍女頭にも振る舞われるということだ。

　面倒くさいことこの上ない。

「それであなただけど、皇太后さまが手伝いに貸してほしいそうよ」

　少し紅娘が眉み間けんにしわを寄せている。じっと猫猫を見る。

「またなにか問題を持ち込まれているの？」

「……」

　口を開いていいものか猫猫にはわからないが、無言が答えになっている。

「別にいいわ。どうせ言えないことでしょうから」

　ただし、と紅娘は付け加える。ずんずんと猫猫に近づいてくるので、思わず後ろに下がった。壁にどんっと手をつかれる。

「玉葉さまを裏切るような真似はしないでちょうだいね」

「……紅娘さまを敵に回したくありません」

「ならいいわ」

　そう言って、紅娘は猫猫から離れると、珍しいくらい優しい笑みを浮かべた。

「私も猫猫とはいい関係でいたいものだから」

「そうですね」

　やはり、玉葉妃付なだけあるわと猫猫は思った。いくら三人娘がのほほんとしていても、この侍じ女じょ頭がしらがいる限り安心だろうと痛感した。




「それではついてきてください」

　猫猫を呼びに来たのは、先日皇こう太たい后ごうとともに来ていた中年の侍女だった。猫猫はその後ろをついていく。

　回廊を歩くと六つの宮が見えた。それを囲むようにいくつか棟むねがあり、窓と柱の配置から細かく分けられていることがわかった。

「あちらの後こう宮きゅうができる前は、ここが後宮として機能していました」

「そういうことですか」

　猫猫の疑問をあらかじめわかっていたかのように、侍女は言った。六つの宮は妃きさきたちの部屋で、奥の棟はそのほかの女にょ官かんたちが住む場所だったと考えるべきだろう。

　侍女はその後、黙々と歩き続けた。宮と宮の間を通り過ぎ、奥の棟へと入っていく。中は人の気配はないが、掃除が行き届いていた。思わず窓の桟さんに指を滑らせたが埃ほこり一つなかった。

　棟は中庭に面している。枯山水の玉砂利には綺き麗れいに掃かれたあとが残っていた。それを侍女が憎々しげに見た気がした。

「ここです」

　棟の中央に、ほかよりも少しだけ大きな部屋があった。侍女は、その戸をゆっくりと開ける。

　開けた瞬間、独特の臭においが猫猫の鼻をついた。思わず顔をしかめたあと、部屋をのぞくと、小ざっぱりとした中に、奇妙な空気が漂っていた。

　寝台の上掛けはめくれたまま、半分落ちかけている。卓子テーブルの上には筆が何本も置いてあり、床にも転がっていた。床にはなぜか奇妙な汚れがついていた。ふと壁に目をやる。少し黄ばんだ壁だ。壁紙が張られているらしい。

　侍じ女じょは戸から一歩も前に進まない。おそらく一歩足を踏み入れただけで、埃ほこりが舞ってしまうからだ。

　回廊は綺き麗れいに掃除されているのに、中は埃まみれだ。そこにいた人間の痕跡を壊さぬように誰も入っていないのだろうか。

「ここは？」

「先の先の帝みかどの時代、女官から下級妃ひ嬪ひんになったかたが住んでいた場所です」

　冷たい視線のまま、侍女は淡々と告げる。

「女帝と呼ばれたかたの部屋であり、先帝が育まれた場所でもあり、身み罷まかられた場所でもあります」

　彼女が憎々しげに言う理由がわかった。




　侍女は、その後、場所を変えて猫猫に説明をしてくれた。人ひと気けがない部屋で、窓から皇こう太たい后ごうと妃たちの茶会の様子が窺うかがえる。なにかあったら、すぐ駆けつけられる。

　晩年、先帝と女帝はあの部屋にこもることが多かったという。先帝は気が弱っていたのだろうか、思い出にすがるようにあの棟むねに入り浸ったという。

　女帝の死後、先帝はあとを追うように息を引き取った。あの部屋で──。

　女帝は元気そうに見えたが、とうに大往生といってもいい年齢だった。先帝もそこまでではないが、ほかの人間に比べると長生きしたほうだ。庶民、特に農民となれば六十を越えたら長老扱いされるものだ。

　それのどこが呪のろいだというのか、猫猫は不思議でならない。

「呪いなんてないと私は言いました」

　神妙な面持ちで侍女が言った。

　しかし、皇太后は首を横に振ったという。自分が呪ったと。毎夜、いなくなればいいとずっと思っていたと。

「なにか呪いがかかったという根拠はあるのですか？」

　侍女は一瞬、顔を曇らせた。それらしい心当たりはあるようだ。

「魂抜けされた帝の御身体は、一年間、霊れい廟びょうにて安置されます」

　なにかの間違いで蘇よみがえることは皆無ではない。猫猫は、曼まん荼だ羅ら華けでまんまと出し抜いてくれた官女を思い出す。

　そういう意味もあるが、もともとの理由としては亡くなる前に墓所が完成しなかったということだろう。そうやって時間をあけておけば、急いで工事をする必要もない。

「翌年、主上と安アン氏シさまは先帝を埋葬するため、御身体を迎えたのですが──」

　その遺体は、虫にも食われず、干からびもせず、死んだときとほぼ同じ姿のままで残っていたという。

　ぴくりと猫猫の眉まゆが動いた。

「つまり、腐らなかったということですね」

「はい。霊れい廟びょうは夏場も涼しい場所ですが、それを考慮しても」

　氷漬けになっているならともかく、常温で遺体を放置すれば虫は集まるし、腐るし、干からびてしまう。

　それがまったくなかったという。

「主上も不思議な顔をされていました。よくできた人形とすり替えられているのかとさえ思ったようです。でも、まぎれもなく先帝だったと。同じく、先の皇太后さまを迎えに行った際は、あまり口に出したくない姿で、でもそれが普通だと」

　先ほどまで気丈だった侍じ女じょが怯おびえている気がした。

（なるほどねえ）

　腐らない、それだけのことだが、異常だと感じるだろう。人は皆、土に還かえる。それが殿てん上じょう人びとだろうと、農民だろうと同じだ。生まれた立場は違うが、素材まで違うとは猫猫は思わない。

「もうすぐ、あの棟むねは取り壊されます。それまでに調べてもらいたいのです」

　先帝が身み罷まかられて六年だったろうか。その遺体は遠い墓所に安置され、深く思い出される場所はあの棟くらいになったといってもいい。取り壊される前に、それについてはっきりさせないと、皇太后の気持ちはうやむやのままになってしまうだろう。

　正直、猫猫には一つ心当たりがあった。

「すみませんが、あの部屋の中に入ることはできますか？」

「それは……」

　侍女の勝手な判断ではできないようだ。

「わかりました。聞いてみます」

　窓の外を眺めて茶会の様子を窺うかがいながら、侍女は言った。




　その夜、猫猫は翡ひ翠すい宮きゅうに帰らず、久しぶりに壬ジン氏シの棟に行くことになった。翌日、もう一度あの埃ほこりだらけの部屋に行くためだ。一度、帝みかどの許可を得てからという話だが、皇太后が話をすれば十中八九許可が下りる。立ち会いは壬氏たちが行うとのことで、いつのまにか話が回っていた。間に水スイ蓮レンが入ったのだろうか。

　正直、帰ったら侍女頭の反応が怖いと猫猫は思った。

（むしろ今まで甘かったほうだ）

　紅娘は侍女頭として玉葉妃を守る立場にある。猫猫のような、玉葉妃付とも壬氏付ともわからず、しょっちゅう水晶宮に行っているとなれば好ましくなかろう。

　猫猫とて自分がどの立場にいるのか、よくわからないときがある。少なくとも、玉葉妃に対して害をなすつもりはない。だからといってほかの妃きさきを蹴落とす手伝いはしない。

　猫猫が以前使っていた部屋はもう違う者が使っているので、今日は水蓮の部屋を借りることになった。ちょっと、あの初老の侍じ女じょは怖いが、別に害はないと言い聞かせる。

「はい、これは着替えよ」

　生き成なりの着物を与えられて猫猫は着替えた。水蓮の部屋は壬氏の棟の一角で、二間続きになっている。寝台は急きょ簡易式のものが運び込まれていた。翡翠宮の侍女の部屋に比べて数段立派なもので、可愛らしい調度が飾られていた。

「長椅子カウチでもよかったのですが」

「そんなところで寝られると、私が気を使うのよ」

　そう言われると猫猫はなにも言えない。水蓮は贅ぜい沢たくにも明あか々あかと蝋ろう燭そくに火をつけて、本を読んでいた。ゆらめく炎で目が悪くなりそうだが、楽しそうに頁ページをめくっているのを見ると、止めるのは無粋ではないかと思う。

「猫猫もなにか読みたいなら、奥の部屋から探してきていいわよ」

「そうですね」

　本は貴重だし、読める機会に読んでおくほうがいい。なにか興味を引くような本があればいいなという気持ちで隣の間に入る。寝台を置いた部屋が可愛らしい雰囲気で統一されていたのに対し、こちらはたくさんのものがあり、それがきちんと整理整頓されていた。本棚は部屋の隅にあった。明かりを近づけすぎて、火が燃え移らないように気を付けながらぺらぺらと頁をめくる。そして、ぱたんと閉じた。

「……」

　よくよく考えなくても、水蓮と猫猫の趣味はかなり傾向が違うようだ。それだけを言っておく。

（こんな本を読むなんて、けっこう若いな）

　などと思いながら戻ろうとすると、置いてある小さな行こう李りが目についた。ずいぶん古びたものだが、縁に金糸で刺し繍しゅうがされており、まめに柿渋を塗っているようだ。

「それが気になるの？」

　水蓮の声が聞こえて、猫猫は振り返る。

「ご安心を。盗もうなどと考えておりません」

「わかっているわよ」

　水蓮はころころと笑って近づくと、その古びた小さな行李を持ち上げた。隣の部屋に持って行くと、卓子テーブルの上にのせて蓋ふたを開けた。

　中には子どもの玩具おもちゃがいくつも入っていた。

「壬氏さまのお気に入りたちよ。ほかにたくさん玩具があっても、気に入ったものばかりで遊んでいたの」

　水蓮は懐かしそうに木彫りの人形をつまむ。繊細な細工が施されたそれは、手て垢あかで少し黒ずんでいた。汚れを知らない手で触れて、こうなるまで遊んでいたということだろう。

　懐かしそうに微笑む水蓮だが、同時に寂しそうにも見えた。

「猫猫は壬氏さまをどう思う」

　水蓮の問いかけに、猫猫は一瞬首を傾かしげたが、即座に答えを出した。

（珍しい薬をくれる点では）

「いい上司だと思います」

「なにか含んでない？」

　猫猫はぎこちなく首を振った。

　まあいいわ、と水蓮は人形を行こう李りに戻す。

「この玩具おもちゃはね、壬氏さまがそればかりで遊ぶから、こっそり隠したものなのよ。でも、そうなると本当に手がつけられないくらい泣いてしまって、高ガオ順シュンは新しい玩具を持ってきてはどうにかしようと苦労していたわ」

「なんで取り上げたりしたのですか？」

　猫猫は水蓮にたずねた。水蓮は眉まゆをゆっくり下げると、哀しげに微笑む。

「一つのものに執着していると、そればかり見てしまう。それが許される立場に生まれた人ではないからよ。嫌でも、背伸びして大きくなってもらわなくてはいけなかったの。それが、壬氏さまの母君の願いだったから」

「……」

　気になっていたことが一つ解けた気がした。壬氏がだんだん見せるようになった、妙に子どもっぽい部分、それは壬氏の本質の一つなのだろう。

　抑圧された環境で育つと、心に影響を受けると聞く。多少なりとも、壬氏の心が幼くなるのもそのせいかもしれない。

　それでいて、周りには完璧に麗うるわしの宦かん官がんとしか扱われないのだから本当におかしな話である。

　猫猫は行李の中をじっとのぞき込む。中に一枚、折りたたまれた紙が入っていた。猫猫はそれを広げてみる。

「それは……」

　なにか人の絵が描かれていたが、取り上げられてしまった。

「こんなところに混じっていたのね。捨てろと言われていたのに」

　独り言のようだ。水蓮は、複雑な顔をしながら、紙を別の場所にしまい込んだ。

（なんだったのだろう）

　猫猫は気を取り直し、また玩具おもちゃ箱を見る。その中に一つ、玩具というにはずいぶん原始的なものがあった。石のようだが表面に光沢があり、鮮やかな黄色をしている。

「触ってもいいですか？」

「いいわよ」

「ついでに紙か手ぬぐいはありませんか」

「これでいい？」

　猫猫は差し出された懐紙に石を挟むと片目を閉じて観察した。

「どこで拾ってきたのかしらね。小石を集める趣味なんてなかったのに」

　穏やかに笑う水蓮に対して、猫猫の表情は硬くなる。

「これはすぐ取り上げたのですか？」

「ええ。拾った石なんてあまり清潔じゃないでしょ」

「それは正解です」

　猫猫は石をそのまま懐紙に包み込むと、行こう李りに戻した。

「これは毒ですから」

　猫猫は深く息をつきながら言った。

「どういうこと！」

　水蓮が珍しく声を荒らげた。顔が真っ青で目を見開いている。

「どういうこともなにも、こちらが聞きたいところです。なぜこんなものを拾ったのか」

　そう言いつつ、猫猫には一つの仮説が立ちつつあった。しかし、証拠不十分であり、口に出すためには確信が必要だった。

「もしかして、壬氏さまは幼い頃、内廷に入ることがあったのではないでしょうか？」

「ええ、多少は……」

　水蓮には珍しく曖あい昧まいな物言いだと思ったが、そうかと猫猫は頷うなずく。

「ねえ、猫猫。それがどうしたというの？」

「いえ、今はなにも言えません。ただ、明日になればはっきりすることなので、それまでお待ちいただけますか？」

　水蓮はなにか言いたげな顔をしていたが、ぐっと口をつぐむと納得してくれたようだ。なにも言わずに、寝台に入ると蝋ろう燭そくの火を消した。

　猫猫も同じように簡易寝台に入ると、明かりを消したのだった。




　翌日、棟むねへの立ち入りは壬氏と皇こう太たい后ごう立ち会いのもとで行われることになった。正直、猫猫は予想が外れたとき居心地が悪いので、大げさにしたくないのだが、それを断れる立場ではない。

　猫猫は恭うやうやしく頭を下げると、埃ほこりまみれの部屋の中へと入っていった。一歩歩くと、白い粉が舞い、独特の臭においが鼻につく。黴かびの臭いもあるが、それだけではない。

　転がった筆は少し変わった形をしていた。先を平たくして穂先を揃えている。

（やっぱりこれは）

「先の主上さまは、絵を描く趣味があったのでしょうか？」

　猫猫の質問に、皆は顔を見合わせる。疑問符を浮かべて首を傾かしげる中、皇太后だけは少し目を細めて口を開いた。

「一度だけ、描いていただいたことがあります」

　古い記憶を探るように皇太后は胸の前に手を置いた。

「皆に知られると取り上げられる、ここだけの秘密だと言っておられました」

　その言葉に、皆がぽかんとした。特に、壬氏はいつもと同じ顔をしているつもりだろうが、指先が小刻みに動いていた。最近、気が付いた壬氏の癖だ。

　昏君ばかとのと笑われ、女帝の傀かい儡らいと言われた男について、猫猫はその本当のところをなにも知らない。知ろうとも思わない。ただ、今は皇太后に頼まれた呪のろいの正体を暴くために必要なことだった。

「ここで絵を描かれていたのでしょうか？」

　誰も反応しない。先ほど、絵を描くということに初めて気が付いたくらいだ。

「わかりませんが、確かこの部屋に入られるようになってから、ずっと同じ者がついていたと思います」

　そう答えたのは、皇太后のお付の侍じ女じょだった。

「そのかたをすぐに呼べますか？」

「確か、まだ働いていたと思うけど」

　高順が侍女に話を聞き、下官に呼びに行ってもらう。

「この筆には触ってもいいですか？」

「どうぞ」

　皇太后の言葉に甘えて猫猫は筆を掴つかむとその穂先に触れた。毛先は思ったより硬い。鼻を近づけると独特の臭いがした。

　猫猫は床に半透明の欠片かけらを見つけた。煮詰めた飴のようなそれをまじまじと見る。そして、床にちらほらとある汚れ。必死に取ろうと拭ふいた跡があるその汚れをじっと見る。ふと、壁に近づくほど汚れが増えているように思えた。

　猫猫は壁を見て、触れた。

（!?）

　思った以上に弾力があり戸惑ってしまう。分厚い紙を張っているのだろうか。表面は頑丈にするためか、塗料かなにかが塗られている。やけに質素に見えるのは、時間の経過とともに壁紙が黄ばんでいるのと、なにも模様がない無地だからだろう。壁紙は、部屋の保温性をよくするために使うが、装飾の面も大きいからだ。

　猫猫はじっと壁紙を見る。

（もしかして）

　猫猫には、先帝の呪のろいがなにか、一つ見当がついていた。それはたぶん間違いないと思うが、どうやらもう一つ、どうでもいいことがわかりそうだった。

「連れてきました」

　下官が背の曲がった老人を連れてきた。だいぶ年齢を重ねており、棺桶に片足突っ込んでいてもおかしくない。そんな老人が、数年前までやんごとなきお人の部屋の管理を任されていたということに、少し違和感があった。

「あなたは……」

　皇こう太たい后ごうは老人を見て言った。老人は、目を細めゆっくりと頭を下げる。

「聞きたいことがあるのですが」

　猫猫が老人にたずねようとしたが、皇太后はゆっくり首を振った。

「この人は元公く奴ぬ婢ひです」

　その言葉に、猫猫は納得した。

　公奴婢というのは国の奴婢、すなわち奴ど隷れいということだ。数年前まで、この国にもあった制度であり、働きに応じて奴隷から解放されるということから、一般的に想像する奴隷というより妓ぎ女じょの年季に近いものがある。

　しかし、その中でもやはりひどい扱いを受けている者は多い。

「喋しゃべることはできません」

　口がきけない者を選んで使用人にすることはままある。特に、周りから監視されるように生きているやんごとなきお人ならなおさらだろう。

「聞きたいことがあるのですが」

　老人は曲がった腰だが、その目線はしっかりと猫猫をとらえていた。

「この部屋を掃除していたとき、絵などありませんでしたか？」

　その質問に老人はなんの反応もしない。ただ、猫猫をじっと見ているだけだ。

「なにかあったと思いますが」

　なんの反応もない。そこにいる小娘の話など聞く耳はないと思っているのか。

（いや、違うな）

　猫猫は老人がなにかを隠していると思った。しわがれた指先が小刻みに揺れている。さっきの壬氏とよく似た反応だ。

　その視線が一瞬、壁のほうへ向いたのを猫猫は見逃さなかった。

（壁になにかある？）

　もう一度、壁に近づいた。そしてその表面を撫なでる。撫でているうちにあることに気が付いた。

「この壁紙、剥はいでもいいでしょうか？」

　猫猫の問いかけに反応したのは連れてこられた老人だった。思わず前に一歩踏み出したのが、目立ってしまう。

「いいでしょうか」

「それで、なにかわかるならば」

　どうせ、そのうち壊されるものだからと、皇こう太たい后ごうは言った。

　老人はくぼみかけた眼がん窩かを猫猫に向けていた。やめろと言わんばかりに。

（そういうわけにもいかない）

　猫猫は水と刷は毛けを用意してもらい、壁紙を湿らせていく。そして、元から剥がれかけていた端っこを持つと、ゆっくりと剥がしていった。

　ぺりぺりと剥いでいく中で、皆が驚きを顔に表した。

（道理で弾力があるわけだ）

　剥がした壁紙の下からもう一枚壁紙が現れた。

「なんだ、これは」

　壬氏は壁をじっと見ている。上から壁紙をかぶせていたことで、劣化は激しいが、そこには壁のしみと言うには似つかわしくないものがあった。

　元は鮮やかな色彩を持っていただろう絵が出てきた。中央には大人の女性らしき者が描かれ、娘たちがその周りを取り囲んでいる。劣化していても、それはなにか心に訴えかけるものがあった。画材でも技術でもなく、なにか伝えたいものがそこに込められていた。

（なんか見たことある）

　そうだ、昨晩、ちらりと見た絵だ。すぐさま水蓮に奪われたが、人物の描き方がよく似ていた。

　猫猫は、先帝がどんな人間かなんてどうでもいい。ただ、国の頂いただきに立ったために、本当の才能を生かすことなく亡くなられたのだとだけ思った。

　それだけの力がその絵にはあった。

　猫猫は壁紙を剥がし終わると、その絵の表面を観察する。

（やっぱり）

　そこには黄色い絵の具が使われていた。鮮やかな黄色、昨晩、見たものの色によく似ている。そうだ、あの壬氏の玩具おもちゃ箱に入っていた小石だ。

「この絵の具はおそらく砒ひ毒どくと同じ毒性がある岩を砕いて作っています」

　雄ゆう黄おうという石がある。それを砕いて作った絵の具は鮮やかな黄色をしており、雄黄色とも言われる。

　絵の具は色の素となる粉を、液体と混ぜて作る。最初、それが壁紙かなにかに使われていて、それを知らずに身体に取り込んでいたのではと考えていた。しかし、幼い壬氏が雄黄を宮廷内で拾ったことと、部屋に落ちていた筆の形状が変わっていたことで、違う可能性が出てきた。

　どちらにしても、まとめて口にするわけじゃなく、長い時間をかけて少しずつ、身体に取り込まれていったはずだ。

「砒ひ毒どくには、物を腐りにくくする作用があります」

　亡くなられた頃には全身に砒毒が回っていただろう。医官たちもその可能性はわかっていたと思う。しかし、どこで摂取したかまではわからない。彼らに帝みかどの行動を制限することはできない。ただ、食事にそれらが混じっていないか確認するだけだ。

　帝として上に立つ者が絵を描くなど、くだらない趣味と思われるかもしれない。少なくとも、周りはそうとらえるだろう。だから、昏君ばかとのとして扱われたその男でも、その趣味を公にするつもりはなく、隠れるように絵を描いていた。口がきけない公く奴ぬ婢ひに部屋の管理を任せていたのもそのためだろう。

　猫猫は壁に触れる。一枚、壁紙を剥はいでもまだ弾力があった。おそらく、絵を描き終えては壁紙を重ねて貼っていたのだろう。この下に何枚も絵があるに違いない。

　ただ、不思議に思うのは絵を描く道具についてだった。壁紙の表面は絵の具がつきやすいように膠にかわかなにかを塗っていた。先ほど、床に落ちていた飴の欠片かけらのようなものは膠で、それを溶かして絵の具を作っていたのだろう。絵筆は、動物の毛さえあれば自作できるが、これだけ大きな紙と絵の具の材料となる岩石はそうそうあるものではない。

　かすれた雄ゆう黄おう色を前に猫猫は思う。この一人だけいる大人の女性は一体誰なのか、ここにいる皆がわかっていることかもしれない。

　先帝は、大人の女には目を向けない人であられた。それと同時に、目をそらさずにはいられない巨大な影が先帝の後ろに常にあっただろう。

（女帝はわかっていたのだろうな）

　自分の子が帝にふさわしい器でないことを。だから、権力を自分のもとに集め、守ろうとした。偶然、帝の地位を手に入れた吾あ子こを必死に守った。そのために女帝と呼ばれるようになったとしても。

　子のためになんでもした女帝が最後にくれたのが、この場所と絵を描く道具であれば、なんという皮肉だろうか。

　猫猫はそれを口にせず、そっと部屋を出ると、確かめるように元公奴婢の老人を見た。ただ、目を瞑つぶり、祈るようにうつむいていた。この老人は女帝から画材を受け取って、先帝に渡していたのかもしれない。それに毒が含まれているとは、老人も女帝も知らずに。

　皇太后は逆に空を仰いで、蒼そう穹きゅうのかなたにいる誰かに問いかけているように見えた。こんなことを感じてしまうのは、少々感傷的になっているせいかもしれないと、猫猫は軽く首を振った。

「私が言えるのはここまでです」

　そう言って、ゆっくり猫猫は頭を下げた。




　〇●〇




　安アン氏シはゆっくりと手を伸ばした。ところどころに紙片が張り付いたままの壁に、自じ虐ぎゃく的な笑いを見せる。

　猫猫という女にょ官かんは、十二分な答えを出してくれた。むしろ、知らなくてもいいことまで伝えてくれたのかもしれない。

　壁に描かれた中心の女性は誰なのか、安氏はわかっていた。かすれていても、その存在感は描かれていてなお健在だ。

　自分はどれなのだろうか。この周りにいる娘たちの一人なのかもしれないし、その中にすら入っていないのかもしれない。

　自分など、ただ通り過ぎるだけの存在だったのだろう。

　そう考えると安氏は憤りを覚えた。自分の腹に手を当て、そこにあるはずの傷きず痕あとをなぞる。国母としての今があるのは、この傷痕のおかげだ。人は安氏のことを慈悲深いと言い、一方で甘いとせせら笑う。先帝の手にかかり、偶然子を身ごもった幼い娘、そう同情する声もある。

　確かに、そんな娘はいただろう。しかし、安氏はあらかじめその話、主上の性癖のことを聞いていた。父は文官で、安氏は妾しょう腹ふく、そして同年代よりも初潮が来るのが早かった。その割に幼い顔立ちをしていた。父は、そんな都合のいい道具を利用したのだ。

　安氏は目を瞑つぶり、あの日の出会いを思い出す。




　親類に宦かん官がんがおり、先帝の行動は大体調べられていた。数日に一度、後こう宮きゅうを訪れ、上級妃のもとを回る。時折、中級妃のもとにも来るが、そのまま泊まっていくことはなく、ふらふらと庭園を散歩するか、後宮を出ていくかだ。

　安氏は中級妃の侍じ女じょとして入ってきた。妃きさきは腹違いの姉であり、父の思惑を知らない姉は、ずっと主上がやってくることを待ち望んでいた。そして、機会チャンスは意外と早く来た。新入りの中級妃のもとに主上がやってきたのだ。宦官に連れられ、あまり乗り気ではない様子なのは、まだ年若い安氏でもわかった。しかし、憧れの主上の気を引こうとする異母姉はそれが読めなかった。

　なにが直接の原因なのかよく覚えていない。ただ、気が付けば異母姉は主上に押しのけられ、その勢いで倒れ込んでいた。主上は壁に身体を寄せ、もたれかかるようにして顔を伏せていた。

　ここで、侍女としてとるべき行動は、倒れた妃を慰めるか、それとも非礼を主上に詫わびるか、そのどちらかだろう。しかし、安氏の行動は違っていた。

「大丈夫でしょうか？」

　これまた非礼と言われても仕方ない行動だった。周りの宦官たちから近づくなと言われ、はねのけられた。異母姉ごと懲罰を食らうかと思ったが、そんなことはなかった。

　異母姉はほんの少し主上に触れようとしただけだった。夢にまで見た後宮で、主上は想像以上に魅力的な顔立ちをしていた。蝶よ、花よと育てられた異母姉は、ひどく舞い上がっていた。

　対して、顔を伏せた主上の表情を安氏は見ていた。柳の眉まゆをいびつに歪ゆがめ、目には涙を浮かべていた。触れられたのは左腕だろうか、感触を忘れようと、ひたすら擦こすっていた。

　それは、国の頂点に立つ者の表情ではなかった。ただ、倒れて呆ほうけた中級妃を恐れている気の弱い男だった。

　そして、その弱すぎる男に近づいたのは、野心に満ちた十の娘だった。




　時が経ち、すでに少女の外見を通り過ぎた安氏に、先帝は会いに来ようとはしなかった。安氏もまた、先帝にとって恐怖の対象へと変わったのだろう。異母姉は、安氏への嫉しっ妬とで狂ってしまった。結局、下か賜しという形で後宮を出たのだが、その後のことはわからない。数年前、病に倒れたと聞いたが、すでに皇太后となっていた安氏は先帝の喪も中ちゅうのため、葬儀に出席することはなかった。

　その後も、自分と同じような使命を帯びた幼い娘たちが何人も後宮にやってきた。後宮はどんどん大きくなり、さらに三つの区画が増やされた。先帝が即位したのと同時に作られたのが、現在の南側である。

　安氏は何度も命の危機にさらされた。幸運だったのは、子が男子であり、孫の存在を女帝が認めてくれたことだった。以前、女児を産んだ娘のことを知らないと先帝が否定したため、子とその父親と思おぼしき医官が追放されたことがあった。当時は、医官のみ去勢を免れていたのだが、その後は医官も去勢を義務付けられることになった。

　この腹の手術をした者は、そのために去勢させられたというから、不ふ憫びんなことこの上ない。

　ここで絵を描いていた先帝は、ずっと母である女帝と、野心のない娘たちばかり思い浮かべていたのだろう。そこに自分の場所はない。安氏は触れようとした異母姉と同じ存在、いや、それ以上の恐怖の対象だったのだから。

　二人目の子を不義の子だと疑う者たちがいる。そんなわけがないと、安氏は笑う。

　あれほど怯おびえる先帝は見たことがなかった。女帝の傀かい儡らいとして存在し、大人の女に怯え、幼い娘にしかまともに話しかけられない情けない男。そんな者に忘れられるのが、許せなかった。そんな気持ちが爆発したのは、自分を素通りし、今のお気に入りの遊び相手のもとへ行く先帝を見たときだった。

　自分の腹の傷を見せつけ、許しを乞い続ける男をただ安氏はいたぶった。今まで手にかけてきた娘たちに比べたら大したことはない、それらの傷をすべて合わせても足りないくらいいたぶろうと、閨ねやで呪じゅ詛そを囁ささやき続けた。

　今まで傷つけ続けた娘たちの誰よりも、偉大なる母である女帝よりも、深く思い出につなぎとめるために。

　あの絵はどんな絵だっただろうか。

　一度だけ、先帝は安氏を描いてくれた。内緒だとこっそり筆を走らせる姿はとても穏やかだった。その絵をとても大事にしていたが、捨てるようにと侍じ女じょに言った。

　もうこの先帝は自分には必要ない。安氏が先帝にとって必要ないように。

　子が危険にさらされるかもしれない、そう思ったときの安氏の決断は早かった。たとえ不義の子と言われようと、取り違えられた子であろうと、安氏には大切な子だった。それまで、はっきりわからなかったことに、あのとき初めて気が付いた。

　安氏は、壁の絵から離れる。部屋の外には、自分にずっとついてきた侍女が待っていた。侍女はその隣に視線を向けて、時折、そわそわしている。

　そこには、人外の美び貌ぼうと言われても仕方ない顔があった。安氏にさえ、そんな感想をいだかせる者は、かつての誰かの面影によく似ていた。もうその者はおらず、数十年も前の姿なのでその指摘ができる者は少なかろう。

「昔、あのかたが私たちのもとへ来たことがありましたよね」

「ええ、何年前だったかしら」

　安氏は目の前の男、今の姿の名は壬ジン氏シという者に言った。十数年前の話だ。その頃の先帝は、心が壊れていた。この棟むねに引きこもるようになり始めた頃だろう。それが誰のせいかなんて、安氏は追及する気にはならない。
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　すぐさま女帝がやってきて、可愛い一人息子をなだめながら帰っていったことを覚えている。

「あのとき、私はこんなものを拾いました」

　壬氏は、手ぬぐいに包んだ黄色い結晶を見せた。

「これが雄ゆう黄おうというものらしいです」

　その当時から、毒に蝕むしばまれ続けていたのだな、と安氏は思う。まさに他人事のような冷たい心情だった。

「水蓮が今朝、ようやく返してくれました」

　ずっと昔に、安氏が水蓮に言ったのだ。あまり同じもので遊ぶようなら、取り上げてしまうようにと。

　それがいかに残酷なことかもわからないまま、それをやっていた。幼い子が機嫌を窺うかがうように自分を見上げるたび、思わずそれを避けようとしていた。ひどいことをした。

　そのためだろうか、この子は人一倍早く大人に、子どもの心のまま育ってしまった。

「一度、私はあのかたの絵を見たことがある気がします。絵には年若い娘が描かれていて、淡く色づけされていたように思います。この色に見覚えがあったのは、その絵を覚えていたからでしょう」

　捨てろと言ったはずの絵だ。水蓮はこっそり隠し持っていたのだろうか。

「昔、あなたは好んでこの色を着ていらっしゃいましたね」

　たまたまだ。鬱う金こんの生産が盛んな実家から持ってこられる服には、黄色が多く使われていた。その流れで、その後も着ることが多かったに過ぎない。

「本当にあの絵の女性にょしょうは女帝なのでしょうか？」

「知らないわ」

「あのとき、あのかたはなにを伝えたかったのでしょうか？」

「知らないわ」

　そんなこと知らない、もう知ることはできない。知ろうとしなかったのは、安氏の選択だった。

　話を変えるため、安氏は違う話題を振ることにした。

「ずいぶん面白い女にょ官かんに目をかけているようですね」

「なかなか使える者です」

　壬氏の言葉に嘘はないと思ったが、それがすべてではないことくらい安氏にはわかる。修羅場をくぐり抜けてきた経験は壬氏の比ではない。なにより何年見てきたと思っているのだろうか。

「そうね、でも……」

　安氏はこれだけは伝えておかねばならぬと、目を細める。

「お気に入りは隠しておかないと、誰かに隠されてしまうわよ」

　それだけを言って、安氏は自分の部屋に戻ることにした。










十五話　怪談







　以前より言われていた新しい女官たちがようやく来た。翡ひ翠すい宮きゅうには新たに三人、猫マオ猫マオ以外の侍じ女じょには顔見知りの者たちである。

（ふむふむ）

　猫猫は目を細めて三人の侍女を見た。そして、即座に思う。

（名前と顔が一致しない）

　猫猫は興味のあることしか物覚えがよくない。なので、しばらく新しく入った女官たちには話しかけづらいだろう。

　まあ、もともとそんなに喋しゃべらない猫猫なので、おいおい覚えればいいかと片付ける。それよりも問題は。

「猫猫、ちゃんと部屋に戻りなさい」

　両手を腰に当てて、言い放つのは桜イン花ファだ。

「私の部屋は、ここだと言われたのですが」

　猫猫は、翡翠宮の庭にある物置小屋にしがみつくようにして言った。中には、調合器具や薬草を干したものがたくさん置いてある。ようやく部屋から全部持ってきたのに。

「そんなの冗談に決まってるじゃない！　それなのに真に受けて」

　新しい子たちに示しがつかない、と怒っている。

「問題ありません。このまま使わせていただきます」

「だめに決まっているでしょ！　ほら、ほかの子たちが変な目で見てるじゃない！」

　そうやって小屋の柱にはりつく猫猫と、それを引っ張る桜花という奇妙な光景ができあがった。

　女にょ官かん二人がそんなことをすれば、侍女頭の紅ホン娘ニャンが黙っているわけがなく、二人仲良く拳骨を受けた。




　結局、猫猫は元の部屋に戻ることになった。

　しかし、大量の調合器具と薬草の数々を見た紅娘は観念したように、主あるじである玉ギョク葉ヨウ妃に報告した。面白いもの好きの妃きさきは、ころころと笑いながら、小屋を好きにしていいと言ってくれた。

　就寝は必ず部屋を使うように言われたが、ほかは自由だった。

　いい上司だなあ、と猫猫が思っていると、桜花はやはり不満顔だった。うきうきと物置小屋で作業を始める猫猫を見ている。茶会も終わり、夕ゆう餉げまでなにも仕事はない。新たに侍女が三人入ったことで、一人当たりの仕事はぐんと減っていた。

（これはいかん）

　桜花の発言は、猫猫にはお節介だが、猫猫のことを考えてのものだ。新しい女官たちと早く慣れるために、そう言ってくれたのだろう。今日の点心おやつのときも、やたら猫猫と三人の新入りを話に入れようとしていた。

　桜花は、そういう気配りができる娘なのだ。

　猫猫は、持っていたさるのこしかけを置くと、そっと物置小屋から桜花を見た。

「……すみません。勝手なことばかり」

「別にいいけど」

　そう言いながら、桜花の口は尖とがったままだ。

　猫猫は、身体半分を壁に隠しながら、桜花を窺うかがい見る。

「……別にいいけど」

　と、桜花が壁を挟んで猫猫に向かい合った。

　そして──。

「今日はちょっと付き合ってもらうからね」

　がっしり猫猫の手首を掴つかむと、にいっと意地の悪い笑みを浮かべた。

（これは）

「今晩暇なのは、私と猫猫だけなのよ！　ちょうどよかったわー」

　実に楽しそうな口調で猫猫の手をぶんぶん振る。

（やられた）

　猫猫はふうっとため息をつきながら、現金な侍じ女じょを見るのだった。




　その夜、連れてこられた先は後こう宮きゅうの北側に位置する古びた棟むねだった。夜中に外に出ることを紅娘が許してくれるか心配したが、意外にあっさりと許可が下りた。

「たまには、そういうのに参加しないとね」

（そういうのとは）

　一体なんだろうと猫猫は思いながら桜花についていく。

　小さな行あん燈どんの光を頼りに歩く。生ぬるい風が気持ち悪く、耳元で鳴く羽虫の音がうるさいが、文句は言えない。

「はい、猫猫。これを羽織って」

　と、入口の前で桜花が差し出したのは、薄手の布だった。

「暑くないですか？」

「いいの、涼しくなるから。ほら」

　首を傾かしげながら、猫猫は言われた通りにする。

　桜花が、とんとんと入口を叩くと、中から女にょ官かんが現れた。

「いらっしゃい。参加者は二人ね」

「はい、よろしくお願いします」

「よろしくお願いします」

　猫猫も桜花につられて頭を下げる。出迎えた女官は、微笑みながら二人に小さな火を渡す。代わりに灯とう籠ろうは消せと言われた。暗闇でも美しい女官だとわかったが、後宮にいるには年とし嵩かさのいった女だった。

　棟の中は、やはり外と同じく古びていた。長い年月を経て古くなったというより、人が住まなくなって急激に傷んだ感じがする。最低限の掃除をしているが、どこか立て付けが悪かったり、床がきしんだりした。

「ここは、前の帝みかどの時代に使われていた場所なのよ」

　今の後宮も大所帯に見えるが、前の皇帝の時代はもっと女官が多かった。帝の子を産ませるために国中から女たちが集められ、ここへ閉じ込められた。

　女官が減った現在、使われなくなった場所だが、こうして時折利用しているという。そして、なにに利用するかといえば。

　廊下の突き当たり、大部屋に入るとすでに先客が十名ほどいた。円陣を作り、皆、布をかぶって座っている。ちらちらと、一人一つ貰もらった火が揺らめいて、なんだか不気味な光景だ。

　真夏の夜になにをやるかといえば──。

　ここまでくれば、大体想像がついた。

「さて、始めましょうか」

　入口で出迎えた女官が座る。この女が司会らしい。

「皆さん、ちゃんとお話は準備していますか？」

　と、女官は、棒の切れ端で作ったくじを差し出す。

「今こ宵よいは、十三の肝が冷える話を楽しみましょう」

　にやりと笑うその顔は、揺らめく炎の中でたいそう不気味だった。

　どうやら、これから怪談話が始まるらしい。




　配列は東西南北に一人ずつ、その間に二人ずつ入っている。

　猫猫は布で半分顔を隠しながら欠伸あくびを噛み殺す。一人目の話は、話し手も最初で緊張していたためか、しどろもどろでさほど臨場感がなかった。話も後宮内の噂程度のもので、肝きもが冷えるまでいかない。

　二人目に入るところで、猫猫は右隣からつつかれた。桜花は左側にいる。

「こんばんはー」

「こんばんは」

　声を殺したあどけない口調だ。頭まで布をかぶったその人物に猫猫は見覚えがあった。子シ翠スイである。暗い中で、今まで気付かなかった。

　子翠は眠たそうな猫猫になにかを差し出す。磯の匂いがすると思ったら、するめだった。

「食べる？」

「貰もらう」

　猫猫はげそを食はむと、音を立てないようにゆっくり噛んだ。

　二人目もごくごくどこにでもある怪談話だった。特に話の内容は珍しいものでもなかったが、一人目と違い、話に抑揚がついていたので、怖がる人間が数名いた。隣の桜花も布を頭からかぶり、時折顔を隠す仕草をしながら聞いている。

　それだけならいいが、たまに猫猫にしがみつくようにくっついている。小柄な割に力は案外強く、たまに首を絞められる。

（怖がりだけど好きなわけね）

　別に珍しくもない。猫猫を誘ったところを見ると、一人で行くのが怖かったのだろう。

　こういう語らいは、あまり好ましいと思わないが、娯楽の少ない後宮内ではある程度認められているようだ。実際、紅娘も許可をくれたし、子翠もこの場にいる。ただ、この子翠の場合、許可がなくとも顔を出しそうだと猫猫は思った。

　そんな感じで、半分が終わった。配られた光源は話が終わるごとに一つ消され、半分になっていた。七人目の話になり、猫猫はするめを噛みながらぼんやりと聞いた。

　語り手は青白い顔を揺らめく炎に照らされながら語り始めた。




　〇●〇




　これは、私の故郷の話なんだけど、そこには古くから入ってはいけないといわれている森があるの。

　そこに入ると、呪のろわれて、魂を幽鬼に食われてしまうといわれていたわ。

　でも、あるとき、その禁きん忌きを破る者がいた。

　その年、作物が不作だったらしいの。さすがに、飢き饉きんとまではいかなかったんだけど、ちょうど稼ぎ手が死んだ家があって、そこには子どもと母親だけしかいなかった。

　周りも助けを出す余裕がなく、子どもはずっとお腹を空かせていたらしいの。

　そして、ある日、その子どもがなにか食べ物がないかと禁忌の森へと入ったらしいわ。

　子どもはにこにこしながら、木の実を集めて家に帰った。

　母親に、「あの森にはたくさん食べ物があるよ」と話していたの。

　母親はそれを子どもに口止めしたが、遅かった。村むら長おさから禁忌の地に入るな、と呼び出される羽目となったの。村長に目をつけられたら、二度と禁忌の地には行ってはいけない。だって村八分にされちゃうから。

　だから、いくら食べ物があるとしても諦めるしかなかったの。

　だけどその後、妙なことが起きたの。

　その夜、母子の家にゆらりゆらりと光が向かうのを見た者がいた。

　そして、翌日、母子は倒れた。

　呪いを恐れた村人は近寄らず、結果、母子は死んだの。

　母親は子が死に、自分が息絶える前に、こう言ったらしいわ。

「ねえ、いいこと教えてあげる」

　笑いながらなにかを伝えようとし、そのまま母親は死んだ。

　結局、なにが言いたかったのかわからないまま、今でも、その森は禁忌の場所として伝えられているわ。

　それでも、禁忌を破る者がいると、その夜、人ひと魂だまが家へと入り、家人の魂を抜いていくの。
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（ああ、なるほど）

　猫猫は特に珍しくもない話を、妙に納得して聞いていた。怖がるようなおちもないが、皆、震えて聞いている。おそらく雰囲気がそうさせるのだろう。

　口の中で柔らかくなったするめをごくんと飲み込むと、それに合わせるように新しいするめが差し出された。

「なんか妙にさっぱりした顔してる」

　声を殺して子翠が言った。彼女も猫猫と同じく、怪談を怖がる様子はない。

「まあね」

「どうしたの？」

「あとで教える」

　今、ここでねたばらしをしたところで興をそぐだけだと、猫猫は子翠に伝えた。

　世の中、噂話にも多少の根や葉があるものである。




　次々と話が流れる中、猫猫はぼんやりと聞いていた。左隣にいる桜花は猫猫の手をがっしり掴つかみ、なにかあるごとに抱きついてくる。

　そのうちに、隣まで順番が回ってきた。

　猫猫は眠い眼を擦こする。なんだかだるくて眠い。狭い部屋に十数人も集まっている上に、皆、体臭を気にしてか香を焚たきしめているのだろう。鼻のいい猫猫はその匂いに少し酔ってしまった。

　子翠が頭までかぶった布を下ろし、火を顔の前に持っていく。身長の割に幼い顔立ちは、整っているが、揺れる炎に照らされて妙な迫力がある。

「これは遠い東の国のお話なんだけど」

　あどけない声を低くしながら、子翠は話し始めた。その語り口は、だんだん少女のものから枯れた語り手のものへと変わっていった。
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　とある国に高名な僧がいた。隣の国のお殿様が身み罷まかられ、そこへ行って供く養ようした。その帰り、家路につく途中のことだった。

　自分の寺までは二つの山を越えねばならず、一日でたどり着けぬ道であったため、僧は宿をとることにした。

　行きはよかった。晴天でとても順調な道のりであり、途中、既知の僧がいる寺に泊めてもらっていた。

　失敗したのう。

　僧は思った。行きと同じ道のりのはずが、帰りは妙に足が重かった。予定の三分の二ほどのところで日は暮れ、今こ宵よい泊まるはずの寺に着けなかった。僧は修行中の身なので従者をつけておらず、馬もいない。

　周りは芒すすきだらけの平原で、野犬の遠とお吠ぼえが聞こえる。野宿をしようにも、野犬の群れに襲われたらたまったものではない。

　そんな急ぎ足の僧の目に映ったのは、古びた民家だった。僧は足を早め、茅かや葺ぶきの家の戸を叩く。

　ごめんください、少しよろしいですか。

　出てきたのは若い夫婦だった。僧は事情を話し、物置の隅でもいいので一晩泊めてもらえないかと頼んだ。

　まあまあそれでは、長旅でお疲れでしょう。

　若い奥方は、僧をもてなした。大したものはありませんけど、と出された茄子なすと胡瓜きゅうりはたいそう美味うまかった。

　対して、旦那のほうは怪け訝げんな目でじっと僧を見ていた。

　致し方あるまい、若い夫婦の家にのこのこと旅人が上がり込むなどと。

　僧の手持ちは少ない。最低限の旅賃しか持ち合わせていない。

　それなのに、客人として夫婦は扱い、別部屋に寝床を用意してくれた。

　柔らかな布団をありがたく思いながら、僧はなにかできることはないかと考えた。

　そして、自分にできるのは、経をあげることくらいだと思い、経を唱え始めた。

　いつもなら、経を唱え始めると、終わるまでずっと集中しているのだが、今日は妙に外の音が気になった。

　芒が風に揺れる音のほかに、なにか鈴のような音が聞こえた。

　虫か。

　僧は経を唱えつつ、耳を澄ませる。

　すると、その鈴の音は人の声だとわかった。

　どうするんだい、おまえさん。

　この家の女房の声だ。

　どうもしないよ。それでいいじゃないか。

　鈴の音のような声は、旦那のものだった。

　奇妙な声だと僧は思った。しかし、一度始めた経はやめない。

　そんなんじゃだめだよ、おまえさん。あたしゃ一人になりたくないんだ。

　女房は声を上げる。

　聞こえないつもりで話しているようだが、僧の耳は人より優れていた。聞き耳はよくないと思いながら経に集中しようとするが、やはり声が耳に入る。

　あんたがそんなつもりでも、あたしはやるんだからね。

　なにをやる気だ。

　僧の背筋がぞわりとした。

　経をやめて、喧嘩する二人を止めるべきか、それとも。

　いや、経はやめない。やめないほうがいい。なぜか、僧は思った。

　どうしてだろう。全身がざわつく。とうに剃そりあげてつるつるになった頭まで肌が粟あわ立だつようだ。

　なんだ、これは。

　さあ、やるよ。

　立て付けの悪い襖ふすまが開かれた。

　そこにはぎょろりとした目の女が鉈なたを持っていた。

　僧は眼球だけ動かし、口は経を唱えたままだ。

　どこへ行った、あの僧は。

　女はかさりかさりと音を立てて僧の前を横切る。

　しかし、僧に気付かない。

　どこだ。逃げたのか。

　女が部屋を出る。

　伸びた影は奇妙な形をしていた。到底、人のものとは思えぬその影は、もう一つの奇妙な影と重なった。

　探そう、あんた、探すんだよ。でないと、でないと。

　女は焦っていた。なにを焦っていたのか。

　あんたを……。

　りりんと、鈴の鳴る音が聞こえた。

　その音に続いたのは、紙をくしゃくしゃにするような咀そ嚼しゃく音だった。

　咀嚼音は続いた。

　僧はその間、ずっと経を唱えていた。

　そして、音が終わるとともに、外へ出た。

　若い夫婦に挨あい拶さつすることもなく、目を合わせることもなく、家の外に出ると。

　薄い茶色の虫の翅はねが落ちていた。

　りぃん、りぃん。

　芒すすきの草むらから虫の音が聞こえ、消えた。

　僧は、ぼろぼろの虫の翅に手を合わせると、経を唱えたまま、夜明けまで歩き続けた。
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　話には抑揚というものが大切だと猫猫は思った。

　皆、子翠の話に聞き入っていた。

　普段はあどけない話し方をするのに、今の語り口は本当に別人のようだった。横から、火に照らされる顔も違う人間に見えた。

（なんか見覚えがある気がする）

　ぼんやりとその横顔を眺めていると、子翠がにこっと笑って猫猫を見た。持っていた火をふっと息で消し、油と芯は中心に置いてある火鉢に入れて片付ける。

「次だよ、次」

　にっこりと屈託のない笑みを浮かべる子翠。

　ああ、そうか、と猫猫は頷うなずく。こういう場に来たら、自分もその手の話をせねばならなかった。

（なにを話そうか）

　正直、猫猫はこの手のものを信じる性格ではない。よって、面白い話も思い浮かばないので、仕方なく昔、おやじから聞いた話をすることにした。

「数十年ほど前のことですけど、墓に人ひと魂だまが出るという話がありました」

　猫猫が語り手ということもあってか、桜花は猫猫から離れ、布にくるまって目だけ出して見ている。

「いかにも怪しいと、勇敢な若者たちが人魂の正体を探りに行きました。すると」

　桜花が唇をぎざぎざにして猫猫を見ている。怖いなら耳を塞ふさげばいいのに、と猫猫は思う。

　残念なことに、猫猫の話は皆がそれほど期待する怪談じゃない。

「なんのことはない、同じ町に住む男が墓場を歩いていたのでした。揺らめく明かりを人魂と誰かが言っただけでした」

　なんだ、と桜花がほっと息をつく。

「ちょっと墓荒らしをしていただけでした」

　ごつんと、桜花の額が猫猫の肩にぶつかる。桜花の視線は、猫猫をじっと見る。

「墓荒らしって」

「ええ。怪しげな呪のろいにはまっていたようで、万病に効くという人の肝きもをすり潰つぶして身体に塗り……」

　ごつんと、今度は桜花の額が猫猫の額に当たる。猫猫は額を撫なでながら「以上です」と話を終わらせた。

　次は桜花の番だったが、しどろもどろで終わり、明かりは最後の一つになる。

　最初、出迎えてくれた女にょ官かんが最後の明かりを持っている。

（そういえば）

　並んだ女官は四方に一人ずつ、その間に二人ずつで、合わせて十二人のはずだ。

　だが、この女官は最初に「十三の話」と言わなかっただろうか。それは、どういう意味だろう、と猫猫は考える。

　女官が先の皇帝の時代の話をする。

　増えすぎた女官たち、その中で、御手付きになった一握りの娘の話だった。

　どうにも頭に入らない。くらくらする。

　猫猫はぼんやりと、前に置いてある火鉢を見た。

（あれ？）

　女官がなにか恐ろしいおちを言って、周りを震え上がらせたが、猫猫はよく聞こえなかった。

「さて、そして、十三番目の話ですが」

　女官が次へ進めようと、最後の火を、火鉢に落とそうとしたときだった。

　猫猫は立ち上がると、閉め切った窓を開けた。

「ちょっと、猫猫！」

　桜花が猫猫を止めようとするが、そこで止まる猫猫じゃない。風が急に入り、ぱたぱたと皆がかぶった布がはためいた。

　猫猫は新しく入った空気を大きく吸って、吐いた。

（頭がぼうっとするわけだ）

　消した火は、火鉢の中に入れていた。そこには炭が入っていて、芯に消え残った火がそれに燃え移っていた。

　閉め切った狭い部屋、そこに不完全燃焼の炭、それが揃えばどうなるだろうか。

　猫猫は火鉢を囲んでいた中で、ぐったりしている女官に駆け寄ると、次々と頬を叩き、新しい空気のあるところへと連れて行く。

　それを見ていた桜花は、事態を把握したらしく猫猫の手伝いをする。

　空気の足りないところで火を燃やすと、人体に害をなす空気を発する。そのせいでずっと頭がぼうっとしていたようだ。

（気付くのが遅すぎたな）

　なんでもっと早く気付かなかったのだろうと思いつつ、主催者に悪いことをしたと、猫猫は女官のほうを向いたが、そこには誰もいなかった。

「……ああ。もう少しだったのに」

　そんな声が聞こえたが、女官はどこにもいなかった。




「ねえ、さっきの話はなんだったの？」

　うやむやのまま、怪談話がお開きになったあと、子翠が聞いてきた。

　桜花は「この子誰？」と首を傾かしげている。子翠は、布をかぶるのが気に入ったらしく、ずっと包くるまったままだ。

「さっきのですか」

　森に人ひと魂だまが出る話だ。あとで教えると言っていたことを覚えていたらしい。

「禁きん忌きの森などというのは、迷信かもしれない。でも、謂いわれがまったくないとは言い切れません」

　たとえば、そこの森に危険がいっぱいある場合などだ。森は食べ物が豊かだが、同時に食べられないものも豊富にある。

　もし、禁忌の森と言われた由来が、そこらにあるとすればどうだろう。ほかの土地から移って来た人間ばかりの村だったとすれば。そこにある食べ物を無闇に採ってはいけない、身体を壊すというものが、年月を経て『禁忌』となったとしよう。

　そして、言いつけを守っていたからこそ、森の中のなにが食べられて、なにが食べられないかわからなかったとしよう。

　すると、こう推察できる。

　不作により餓えた母子は、豊富な森の幸を食べようとする。しかし、それは村の掟おきてを破ることになる。だから、人目を忍んで森に入っていた。

　夕刻、まだ外に光はあれど、周りからは姿が見えづらい時間だ。その短い時間を使って、森に入り、茸きのこや木の実を採る。

　そして、日が沈むとともに家に帰る。

　一体、自分がなにを収穫したのかわからないままに。

「月つき夜よ茸たけという茸があります」

　平ひら茸たけという茸によく似ている。

「とても美味しそうな茸ですが、有毒で、食べるとお腹を壊します。そして、名前の通り、不思議な特徴があるんです」

　暗くなると、光を放つのだ。その姿はとても美しい。美しすぎて、思わず千切って口に入れたらおやじに吐かされたのはいい思い出だ。

　母子は茸が光る前に収穫し、それが光るものとわからぬまま、夜道を歩いた。籠かごから漏れ出る光は、遠目からは人魂に見えたかもしれない。

　そして、家に着いて明かりをつけたら、光らなくなる。明かりをつけて荷をおろし、それを食べた、というわけだ。

　普通は死ぬほどでもない毒でも、栄養が足りない人間ならどうだろうか。子は死に、母も死んだ。

　そして、母親が最後に伝えたかったのは、

（美味しい茸きのこが森の中にあるよ）

　とでも言いたかったのかもしれない。自分たち母子を助けてくれなかった、村人への些さ細さいな復讐として。

「そういうことなんだー」

　子翠は満足した顔で、布をひらひらさせた。

「じゃあ、私はこっちだからー」

　まるで童わらわのようにぱたぱた走りながら行ってしまった。他人のことは言えないが、勝手気ままな性格だなあと猫猫は思った。

「ふーん、大したことないじゃない」

　桜花がさっきまでの雰囲気と打って変わって、小さな胸を大きく張っていた。

「どうせ、ほかの話もそんな裏があるんだわ」

「そうでしょうかねえ」

　猫猫と桜花は、てくてくと翡ひ翠すい宮きゅうへ帰った。




「あら、思ったより早かったわね」

　待っていたのは紅娘だった。ちくちくと針仕事をしていた。すぐ小さくなる公主ひめの服は、こうしてまめに調整されている。

「ええ、ちょっとした騒ぎがあって」

「まあ、やっぱり」

　なぜか納得したように紅娘が言った。

「去年までやっていた女にょ官かんが亡くなられたから、今年は誰が引き継ぐのか、心配だったのよ」

　紅娘は針を置くと、ふうっと息をついた。とんとんと肩を叩いている。

「気が利くいい女官で、私もお世話になったのよ。結局、後宮から出られないままで終わってしまったけど」

　猫猫は桜花の顔を見た。気丈だった顔がだんだん青ざめていく。

「ええっと、その女官って」

「……ここだけの話、先帝の御手付きの人よ。こういう催しはあまり好きじゃないけど、楽しみとしてやっていたなら止めるのは無粋でしょ。だからって、死んだ翌年からいきなりなくなるのも、あれかなって思ってたのだけど、続ける人がいてよかったわ」

　裁縫道具を漆うるしの木箱に片付けると、紅娘は欠伸あくびをしながら寝室へと行った。

　なんだか聞いたことがあると思ったら、仕切っていた女官が話していた怪談に似ている気がした。猫猫は詳細を覚えていないが、桜花の顔色を見る限りその通りだと察することができる。

（ふむ）

　猫猫は、腕を組んで首を傾かしげた。

　世の中よくわからないことはたくさんあるものである。

　とりあえず、十三番目の怪談にならずにすんだのはよかったと思った。

　ただ、その夜、怖がる桜花に無理やり同どう衾きんされて、暑くて寝苦しかった。










十六話　避暑地







　用があると呼び出され、猫マオ猫マオは広間へ向かった。

　中に入ると、ゆったりと長椅子カウチに座った宦かん官がんが待っていた。猫猫はそっと会え釈しゃくをすると、玉ギョク葉ヨウ妃の前に立つ。

「玉葉さま、なにかご用でしょうか？」

「用があるのは、私じゃないのよね」

　玉葉妃は、ぬるい果実水ジュースを飲んでいた。本当なら、高価な氷を浮かべた果実酒を好むのだが、身重のため避けてもらっている。隣で紅ホン娘ニャンが団扇うちわを扇あおいでいた。

「用があるのは、私のほうだ」

　相変わらずの麗うるわしき顔をした壬ジン氏シが言った。高ガオ順シュンも紅娘と同じように、壬氏を団扇で扇いでいた。

　本来、こういうことはもっと下の立場の者がやるべきだが、いないところを見ると、いつもの内緒話だろう。

「どのようなご用件で」

　猫猫の言葉に、壬氏が玉葉妃を見て言う。

「数日、返していただきたいと思いまして」

　なにをというと、おそらく猫猫のことだろう。『返して』というのは、猫猫が壬氏から玉葉妃に貸し出している形をとっているからだ。玉葉妃の出産が無事終わるまで、猫猫は妃きさきのもとにいることになっている。本当は後こう宮きゅうに出戻ることはできないが、特別処置として片付けたのでいろいろ制約があるらしい。

「あらまあ。その間、毒見はどうするの？」

　わざとらしく玉葉妃が言った。

「その点は、ぬかりなく。代わりにうちの侍じ女じょを貸しましょう。この娘ほどでないにしろ、毒の類たぐいは慣れた人物ですから」

「信頼できるかしら？」

「厳しいお言葉だ」

　玉葉妃は意地悪な笑いを浮かべている。

　壬氏の侍女といえば、猫猫には一人しか思いつかない。初老の女にょ官かん、水スイ蓮レンだ。確かにあの人なら、猫猫の代わりくらいやってくれそうだ。したたかさはお墨付きである。

　しかし、そうなると壬氏の世話は誰がするのだろうと猫猫は思う。気のいいばあやは、大の大人の坊ちゃんをいつまでも甘やかしているので、着替えもままならないかもしれない。

「数日というと、どこかへ出かけるのかしら？」

「ええ、狩りに誘われまして」

「それはまたまた」

（狩りねえ）

　ずいぶん上流階級ハイソな趣味だ。鷹たかでも使って獲物を追いかけるのだろうか。

「子シ昌ショウさまのお誘いでね」

　にっこりと笑う壬氏だが、その顔に隙すきはなかった。

（子昌さまねえ）

　確か、楼ロウ蘭ラン妃の父親だという高官である。なんとなく、きなくさいと思うのは気のせいだろうか。

　面倒くさいことに巻き込むなよ、と猫猫は思う。いや、狩りなら新鮮な肉でも食べられるかな、などと考えた。獲物は鹿か兎うさぎか、なんだろうか。

（どうせなら、兎の肉より、兎のついた餅がいいなあ）

　月にいる兎は、杵きねで薬をついている。そんなおとぎ話もある。

「大変ねえ。お付き合いも」

「こちらもいろいろありまして」

「それで、うちの猫猫を借りたいというのね」

「ええ、その娘を返してもらいたいと」

　玉葉妃の目がきらりと光った。いつもの、なにか面白そうなものを見つけた顔である。

「猫猫じゃなくてもいいんじゃないかしら？　うちにはほかにもいい子がいるわよ」

「いえ、その娘を返していただけたら、それでいいので」

　なんだか壬氏と玉葉妃の間で、火花が散っているようなのは気のせいだろうか。猫猫はとりあえず、手が疲れてきた紅娘に代わり、団扇うちわを扇あおぐ。
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「ええっと、どの子を貸せばいいんだったかしら？」

「だから、その娘を返していただくだけで」

　玉葉妃は、目を細めくすりと笑う。

「ふふふ、さっきからずっと『その娘』としか言わないのね」

「……それがなにか？」

　壬氏の顔が、少し歪ゆがんだ。

「ねえ、高順。あなたは猫猫のことをなんて呼んでいるの？」

　玉葉妃が楽しそうに寡か黙もくな従者に聞いた。

「私は小シャオ猫マオと」

　高順は寡黙な割に、気安い呼び方をするおいちゃんだ。たまに医局にやってきては、子猫と遊んでいくお茶目さんである。

　玉葉妃が獲物を追い詰める目を壬氏に向ける。

「ねえ、じゃあ貴方あなたは普段、猫猫のことをなんて呼んでいるの？」

「……」

「まさか毛マオ毛マオとか言ってるのではないでしょうね？」

　壬氏が気まずそうな顔をして、ちらりと猫猫を見た。

（そういや、一度も名前を呼ばれたことないなあ）

　猫猫は、改めて気が付いた。

（別にどうでもいいことだけど）

　それなのに、なぜか壬氏が居心地悪そうにしているのが不思議だった。

　そんな猫猫に、紅娘が肘ひじで小突いてなにか言いたそうな顔をしていたが、それもよくわからなかった。

　なんだかんだ、ちくちくと玉葉妃にいたぶられながら、壬氏が許可を得たのは四半時さんじゅっぷん後のことで、おかげで団扇うちわを扇あおいでいた猫猫の手は疲れてしまった。




　都の北は、穀倉地帯が広がっている。西から東へと流れる大河があり、街と農村が点々としている。南が水すい稲とうを育てるのに対し、北は高こう梁りゃんや麦を育てている。さらに北には森、さらに向こうには山岳地帯がある。

　森より北は、子し北ほく州しゅうとなり、帝みかどの直ちょっ轄かつ地ちから離れる。

　都を中心とした地域が華か州しゅうで、それ以外に大きな州が三つ、隙すき間まを埋めるように小さな州が十数ある。子北という名前を見ればなんとなく予想がつこう。子昌という高官は、子北州出身だ。

「わかっているか？」

　偉そうな口調で説明するのは、馬バ閃センだ。いつも眉み間けんにしわを寄せている青年で、猫猫よりも一つ、二つ上くらいだろう。

（なんだっけなあ、建国の話は）

　猫猫の住む国は茘リーという。一文字だけの簡単な国名は、それだけで建国の物語を意味している。

　草の下に三つの刀。草というのは『華』を意味し、これはこの国の帝の始祖を示す。それが昔話で聞く最初の皇帝の母、王母だ。刀は武人を示し、三人の武人が始祖のもとにいたということである。

　細かく言えばもっと面倒くさい話がたくさんあった気がするが、猫猫は欠伸あくびをしながら聞いていたのでよく覚えていない。かろうじて覚えているのは、三つの刀にも大小があり、下二つの刀に比べ、上の刀のほうが大きいことだ。

　そういうわけで、したたかな現帝が子昌に頭が上がらない理由もわかる。

　北、すなわち上の刀は、高官たちを呼びつけ、狩りなど悠長なことをやろうというのだ。さすがに皇帝は来なかったが、そうそうたる面々が揃っているという。

　そんなことを、目の前にいる武官から説明されていた。

　がたん、ごとんと、現在猫猫は、馬車にて移動中だ。

　馬車の速度は、ゆっくりと半時いちじかんに三里十二キロ進むほど。馬の交代や休憩も含めて、もう半日以上は乗っているだろうか。

（尻が痛い）

　率直な感想を漏らし、現場の改善を試みたいところであるが、一応、下に座布団が敷かれている。ほかの皆も同じ状況のため、文句を言っても仕方ない。猫猫は黙って外を見た。普段と違う髪結いのため少し頭が重い。こんなに移動時間が長いのなら、あとから結ってもらえばよかったと肩を落とす。

　子昌の誘いとはいえ、さすがに都から子北州まで出向くのは難しい。一日二日で帰宅できる距離ではない。子昌もまた、都に居を構えている。

　子北州は、子昌の一族が治めている。建国のおとぎ話に出てくる古い一族で、その分歴史もあるが、あまりいい噂は聞かない。

　はてはて、そんな猫猫には興味のないことを教えてくれた武官、馬閃はひと通り説明すると、腕を組んだまま黙った。そのまま、ずっと同じ馬車にいるものだから、ともに馬車に乗っている下官たちが疲れた顔をしている。

　まだ若いが位は高いらしく、上官の前では眠れないらしい。壬氏と高順は別の馬車に乗っている。

　猫猫の口の周りには涎よだれが少し垂れていたが、ご愛あい嬌きょうだ。

　そんな猫猫を見て、馬閃は舌打ちした。

「なんで、こんな娘を父上は……」

（父上ですか）

　道理でどこか見覚えがある顔だと思った。この男、高順の息子とのことだ。

　宦かん官がんである高順に息子とな、と最初思ったが、考えてみれば生まれながらに宦官というわけじゃない。年齢からして、子の一人や二人いてもおかしくない。

　そんな中、窓の外に湖が見えてきた。それを囲うように建物が並んでいる。

　ようやく着いたとばかりに、馬閃が組んでいた腕をほどいたので、ほかの官たちがほっとしていた。

　猫猫は尻をさすりながら、ぼんやりと街を眺めた。山を背景に色鮮やかな建物が並んでいる。水辺ともあって、大きな柳の木が並び、石畳の道が美しい。水面に建物が映り、鏡合わせのようになっている。

　避暑地として使われている場所で標高が高く涼しいため、先帝は毎年訪れていたという。晩年と、現帝になってからは皇族が訪れることはなかったらしいが、管理はしっかりしている。領地が近いこともあり、子シの一族が管理しているとのことだ。

　山の斜面にも建物が見える。斜面に段になって並ぶように建てられた家々だ。ちゃんと景観を壊さないように並んでいる。

　馬車が止まった屋敷は、その街の中でも特に立派なものだった。都で目の肥えた人間を泊めるには十分な規模と造りだろう。赤い柱が目立つ三階建ての建物で、瓦かわらは獣の形を模している。屋敷の周りには、堀があり、錦色の鯉こいが泳いでいた。

　漆しっ喰くいの塀へいの中には、ところどころに龍や虎が塗り込められている。職人たちがこてで丁寧に作り上げたのだろう。都にはあまり見られない装飾だった。

　猫猫がまじまじと見ていると、横から小突かれる。顔を上げると、馬閃が睨にらんでいたので、おとなしくその後ろについていった。




　案内された部屋に入ると、壬氏がだらけた姿勢で長椅子カウチに横たわっていた。

　高順と壬氏の部屋は同じ棟むねに配置されており、今回高順も客人として呼ばれているらしい。だから、馬閃が壬氏のお付として来たのだろうと、猫猫は納得した。

　卓子テーブルには、暑苦しい色合いの布が置いてあり、それが頭巾だと気が付いた。

（なるほど）

　美しすぎるというのは罪なものだ。遠出をする際、周りから隠れるためわざわざ覆面までするとは。確かに、この男が笑いかけただけで、初心うぶな町娘は心の臓を止めるかもしれない。いやはや迷惑な顔である。

　部屋は来客用のもので、屋敷の間取りからして最上級の客人向けだとわかる。調度も家具も立派で、十分賓ひん客きゃくに対応した部屋である。

　それにしても、この部屋は暑いな、と猫猫は思った。窓は閉め切られ、灯とう籠ろうをつけている。襟えり元もとを緩めたいところだが、さすがにそういうわけにもいかないので我慢する。いつもより厚塗りの顔は、そろそろ剥はがれかけていた。

　壬氏はすでに胸元をはだけさせていたので、つい久しぶりにひしゃげた蛙かえるを見る目をしてしまった。部屋には猫猫と高順、それから馬閃しかいないためだろうか、このくつろぎようは。

　壬氏の顔に影があるように見えるのは、灯籠のゆらめく光のせいだろうか。いつもよりも疲れているように見えた。

「ここではなんと？」

　馬閃が高順に聞いた。

「室内ではいつも通りでいい。外では、香コウ泉センと」

「かしこまりました。香泉さま」

　高順の代わりに答えたのは壬氏だった。

　はて、と猫猫は首を傾かしげ、高順を見る。高順は顎あごを撫なでながら壬氏を見、壬氏は目を細めて猫猫を見る。

「なにか変わった趣向でも？」

「……ああ、これは」

　高順がなにか答えようとしたが、壬氏が手で制する。

「それについては、私から言う。おまえは口を出すな」

「そうですか」

　壬氏の言葉に高順が下がる。あれっと、猫猫は首を傾げる。

「今回は、高順さまは壬氏さまとは別の賓ひん客きゃくとして来られているのですね」

　本来、もう少し差がつきそうな間柄に見えたが、多少の部屋の違いはあれど、同じ棟むねに配置されているのが不思議に思えた。

「代々、馬マーの一族は、香泉さまの一族にお仕えする」

　妙に怒った口調で馬閃が答えた。なにかいぶかしむように、眉み間けんにしわを寄せている。こういうところは高順そっくりだ。

（ほう、やっぱいいところの出なのかー）

　妙に感心して、猫猫は首を縦に振る。

　その様子をさらに、馬閃がいぶかしんだ。てくてくと高順のもとまで来ると、

「父上、どういうことでしょうか？」

　と、たずねた。

　高順は、やや表情を曇らせ、壬氏に目配せする。そして、馬閃の腕をひっぱり、なにやら部屋の隅でこそこそ話し出した。高順がなにか言うと、馬閃は驚いた顔で猫猫を見る。そして、高順に反論しているようだが、高順は黙って息子に拳骨を落としていた。

　なにをやっているのだ、と猫猫は思ったが、別に気にすることでもないので、とりあえず荷物を片付けることにした。

　ちゃんと仕事をしないと、あとで水蓮に怒られる。あの初老の侍じ女じょはなかなか手ごわい。




　狩りを行うのは明日ということで、今日はそのまま屋敷に泊まりである。

　庭で夜宴が行われているが、壬氏たちは外に出る様子はない。ただ、部屋を閉め切ったまま、書を読んだり碁ごを打ったりして時間を潰つぶしている。

　暑い部屋だが、氷を貰もらい、幾分ましになった。氷ひ室むろから早馬を走らせて持ってきたそれは、夏場、最高級の贅ぜい沢たくだ。

　猫猫があまりにうらやましそうに氷を見るものだから、こっそり高順が氷の欠片かけらをくれた。本当に気が利く宦かん官がんである。

　いっそのこと窓を開けてしまえばよいのにと猫猫は思い、ついたずねてしまった。

「どうして窓を開けないのですか？」

　高順に聞いたのだが、口を出したのは壬氏だった。

「とりあえず、夕ゆう餉げの毒見をしてみろ」

　すればわかると、壬氏は呆あきれた顔で言った。




　言われた通り、夕餉が運ばれてくると猫猫は小皿に盛っていつもの毒見を始めた。

「……」

「わかっただろ」

　壬氏は呆れた様子で豪華な食事を見る。荷車にのせられたそれは、食材を活かした最高の料理に見えるが。

「すっぽん肉とは、これまた」

　すっぽん、亀の肉だ。一度食いついたら離さない性質がある生き物である。この生いき血ちは精力剤として使われる。もちろん、肉にもその効果はあるだろう。食前酒にも口をつけると、果汁を入れてさっぱりさせているように見せかけて、なかなかきついものが入っている。

　食前酒から前菜、副菜、主菜と、水菓子デザートに至るまで元気になる食材がてんこもりだった。

　高順は黙々と荷物の奥から取り出した携帯食を用意している。せっかくの料理を目の前に、つつましやかな晩ばん餐さんをとるらしい。

「食べないのですか？　毒はありませんが」

「毒でなくとも、食うものではない。というか、よく平気な顔して食えるな」

　信じられない、という目で壬氏と高順が見る。馬閃は、部屋の隅で湯を沸かしていた。本当に暑かろうに。

「大変美味です。残すと怪しまれるので私が食べてもよろしいでしょうか？」

「勝手にしろ」

　壬氏は、満足そうな猫猫の顔を見ると、目を細め、やや唇を尖とがらせる。猫猫は、すっぽんの汁物を美味しそうに食す。

　それを壬氏がじっと見る。

「美味うまいか？　それは」

「ええ、すっぽんにはいい思い出がないのですが、これはいけますね」

「なんだ？　思い出というのは」

　壬氏が少し興味深そうに、汁物の入った器を手に取る。

「大したことではないのですけど」

　猫猫は小さい頃から養父の手伝いをしていた。薬の材料を市から買ってくることもやっていたのだが、その最中、ろくでもない大人に出くわした。

　帯をほどき、着物の合わせを全開にする露出狂だった。もちろん、下着はつけていない。冬場によく現れたが、寒くなかったのか、いつも疑問であった。

　驚いた猫猫は逃げ出そうとして、つい手にしていた荷物を投げつけてしまった。

「その荷物が生きたすっぽんでそれが──」

「ああ、いい。もういい。言わなくていい」

　壬氏は器を置き、遠い目をする。高順親子も同様だ。どうやら滑ったらしい。

（妓ぎ女じょたちには受けていたのだが）

　やはり、お育ちのいい人たちとは話が合わないのだな、と猫猫は空になった皿を置く。しかし、本当にもったいないと猫猫は思う。

「すっぽん以外も美味しいですけど、本当に食べなくてよろしいのですか？」

　食べかけを勧めるのもなんだが、猫猫一人で食べきれる量ではない。それに、湯で戻した干し肉と糒ほしいいだけでは、男たち三人の腹は満たせないだろうに。高順の部屋にもちゃんと食事が用意されていると思うが、それも食べないのは同じものが混ぜられているからだろうか。

「……食べていいのか？」

　壬氏が猫猫に確かめるように聞いた。

「どうぞ」

　残してはもったいないと猫猫は思う。

「本当にいいのか？」

　じいっと猫猫を見る壬氏。

　なぜ、そこまで言うのかわからないと猫猫が首を傾かしげると、横から高順が入ってきた。なぜか小刻みに首を振る様子に、壬氏はしぶしぶ頷うなずいた。

「俺はいい。馬閃、おまえは食っていいぞ。むしろ食え」

「香泉さまがおっしゃるのであれば」

　馬閃が、かしこまったように椅子に座る。猫猫は、食前酒の杯さかずきを渡す。馬閃がそれをゆっくり飲み干す。

「美味です」

「それはよかった」

「ただ」

「ただ？」

　馬閃の動きが止まると、鼻からたらりと血が流れてきた。

　顔を真っ赤にして、なにかに耐えている様子である。壬氏が顔をのぞき込むと、びくりと身体が震えた。

「なぜ、この娘は平気なのですか？」

　ものすごい表情で馬閃が猫猫を睨にらんできた。なにか身の内で湧わき上がる衝動を抑えているようだ。身体のとある一部を隠すように前かがみになっている。お若いとは大変である。

「なぜと言われましても」

　そういう体質ですから、と言うほかない。馬閃はなにかを我慢しながら、ふらふらと隣の間に行こうとして、そのまま倒れてしまった。

「どうしましょうか？」

　猫猫が聞くと、

「ここで寝かせてやれ。俺はこいつの部屋で寝る」

　と壬氏が言った。正面の部屋は従者の部屋になっている。こちらより狭いが、寝るのには十分だ。

「壬氏さま、ちゃんと部屋まで運びますので」

「疲れているだろう」

「でも……」

　壬氏がそう言うのであれば、と高順は折れて、息子を天てん蓋がい付の寝台に寝かせた。猫猫も多少手伝った。暑苦しそうだったので、帯を緩めてやると少し顔色がよくなった。鼻血が敷布シーツについてしまったので少し申し訳ない。

　壬氏は馬閃の部屋で眠り、猫猫は高順の前の部屋を使わせてもらった。本来、数人入る部屋なのに猫猫だけで使わせてもらったのは、高順の配慮だろう。一緒に来ていた護衛の者たちは、高順の部屋へと入っていった。

　一人部屋を使わせてもらい贅ぜい沢たくだな、と猫猫は思った。部屋には風呂があり、湯ゆ浴あみができて少し幸せだった。










十七話　狩り　前編







　翌日、壬ジン氏シたちは馬に乗って狩場へと向かった。

　壬氏は面倒くさそうに覆面をつけ、『香こう泉せん』と名乗っていた。偽名はこちらでも続けるらしい。

　覆面はわからなくもない。壬氏のような容よう貌ぼうの男がうろうろしていたら、それだけで迷惑だ。ここは宮廷じゃない、彼が宦かん官がんであることなど知らない者たちばかりだ。

　しかし、夕食の件といい、この宦官は一体なにを隠しているんだかと思うのだが、追及するのはやめておこうと猫マオ猫マオは思う。この上、壬氏が素顔で歩いていたら、どうなったことやら。やたらに窓を閉め切っていたのも、頷うなずける。

　ということで猫猫は、狩りに行った連中のあとを馬車で追う。馬車には、屋敷の使用人たちがおり、薪まきや鍋といった調理道具がたくさん積まれていた。

　捕まえた獲物をその場で調理するという主旨なのだろう。

　高こう梁りゃん畑を横目に、四半時さんじゅっぷんほど馬車に揺られると山が見えた。

　そこから徒歩で、山を登ること半時いちじかん。到着した場所は見晴らしのいい高台にある山荘だった。周りの緑が気持ちよく、遠くから水の音が聞こえる。大きな滝があるらしい。

　使用人たちは慣れたもので、てきぱきとたき火の準備をする。使用人の数人が、瓶びんを持って水を汲みに行った。

　猫猫はなにか手伝おうかと考えたが、周りの官たちの連れはなにもしていない。先に到着していた使用人たちが立てた天幕の中で雑談をしている。貴人たちが食事をとる場所は、別にあるようだ。

（なにもしないほうが無難だろうな）

　下手に手伝って因縁をつけられることはよくある。使用人たちとて、そのほうがいいだろう。

　ぶらぶらと歩いていると、犬がいることに気が付く。その傍かたわらに見たことのある男がいた。

（犬が犬を連れている）

　大型犬こと李リ白ハクだった。なぜ、こんなところにいるのだろうと猫猫は首を傾かしげながら近づく。そして横にしゃがみ込んだ。李白は犬の腹を撫なでて遊んでやっていたが、誰かが横に来たことに気が付くと怪け訝げんそうに目を細める。

「こんにちは？」

「こんにちは」

「……ん？　その声は」

　ぽんと、手を打って李白が「あー」と頷うなずいた。

「嬢ちゃんじゃねえか、なにやってんだ？　いつもより綺き麗れいなベベ着てんなあ」

「ようやく気付いたようで」

　どうやら、そばかすがないのと服が違うので気付かなかったらしい。相変わらず失礼な奴である。

「どうしたんだ？　こんなとこで」

「ちょっとご指名があったもので」

「ほー、大変だなあ」

　深く考えないのが李白のいいところだ。つい声をかけてしまったが、本当は知り合いに会うのはまずい状況じゃないかと考える。

「実は俺もよー、なんかご指名で護衛に入ったんだけどよー」

　どこかふてくされた口調で、犬を撫なでまわし続ける李白だ。犬は首輪がしてあった。種類からして、猟犬の類たぐいではないかと思える。

　残念ながら今日の狩りは鷹たか狩がりで、猟犬は出番じゃないらしい。だからこうして留守番をしているようだ。

「おめーは犬の面倒でも見てろってさ」

　李白も指名を受けたのはいいが、ほかの気位の高い護衛たちに追い出された口だろう。最近、どんどん出世しているようだが、そのぶん風当たりが強くなる。

　李白は口を尖とがらせた。不機嫌なのではなく、ひゅうひゅうと間抜けな音が聞こえる。どうやら口笛を吹いているつもりらしい。

「下手ですね」

「うん、黙らっしゃい」

　こつんと猫猫の頭を叩くと、襟えり元もとから紐ひもを引っ張り出した。細長い筒が出てくる。笛のようだ。口笛を諦めた李白は筒をくわえると、犬に向かって吹く。すると、猟犬は立ち上がってじっと李白を見た。李白は、短い音と長い音を繰り返し吹いている。それに呼応して、猟犬は座ったり立ったりする。

「賢いですね」

「おう、場合によっちゃ何里先からでもやってくるらしいぞ」

　そう言って李白は、笛を短く三回、長く四回吹いた。犬は李白の前に座って尻尾をぱたぱた振っている。

「こんなに賢いのに、あっちのほうがいいとよー」

　李白は空を見上げた。

　猫猫もつられて空を見る。青い空に一点の黒い粒が見え、それが滑空する。

　山のような障害物の多い場所なら鷹たかより犬を使ったほうがいい気がするが、見栄えとして鷹のほうがいいのだろう。猫猫としては野の兎うさぎも悪くないが、猪しし肉にくのほうが食べがいがあると思っている。鷹では猪いのししは捕れまい。

　ここはなかなかよい森だと猫猫は思う。

　雑多な木が生えている。ああいうところには、いい感じに薬草や茸きのこが生えていたりする。

（入っちゃだめだろうな）

　うずうずする。猫猫はちらりと周りを見る。李白は犬と遊ぶのに夢中だった。

　周りは誰も気が付かないだろうか、いやはやしかし。そんな感じで、きょろきょろしているうちに気が付けば太陽は南中していた。




　肉が焼ける香ばしい匂いがする。

　山荘で、酒杯が振る舞われていた。焼けた肉を女たちが配る。椅子に座る官たちが十名ほど、卓にはほかにも菜おかずが用意されている。

　室内は風の通り道を作っており、足元には水を張った桶おけが置いてあった。大きな団扇うちわを持った使用人たちもいて、夏の狩りという暑苦しいものを快適にする努力が見られた。もともと避暑地として使われている場所なので涼しい気候なのだが、今日は天気がよく風が生ぬるかったせいか暑く感じられた。

　使用人たちはせっせと料理を運び入れる。

　鷹狩りで得た獲物だけでは足りないので、別の肉も焼いていた。第一、肉は魚と違い、とれたてが美味しいというものじゃない。

　猫猫は高ガオ順シュンの後ろに控え、ぼんやりと宴会の光景を眺めていた。高順にも席が与えられていた。それぞれ高官たちの後ろには、お付の小姓や女にょ官かんがいる。

（そういえば）

　部屋にいるとき以外、高順はあまり壬氏とともにいない。代わりに馬バ閃センがいろいろやっており、猫猫は自然に高順についていた。

　並んだ席の上座に、異様な男が座っていた。顔を覆面で隠し、料理に一切手をつけていない。酒もだ。後ろでは馬閃が気遣わしげに見ている。

（ここでもつけるなんて大変だあ）

　猫猫は他人事のように眺める。酒を配る女たちは、ちらちらと覆面の君こと壬氏を見る。いかに怪しげな覆面をしていようと、この中で一番の上客だ。高官の妾めかけになったほうが、下手なところに嫁ぐよりよっぽど安定していたりする。そういうしたたかな女たちの集まりらしい。

　絡むのは女だけではない、隣にいるふくよかな男が壬氏に囁ささやくように話しかけている。慇いん懃ぎんな話しかけ方だが、少し無礼に聞こえるのは気のせいか。

　壬氏は小刻みに震えるように頷うなずくだけだ。

（あれが子シ昌ショウという男か？）

　名前は聞いていても顔はよく知らない、覚えていない。だが、席の位置からそう考えて間違いないだろう。

（なに話してるんだろうな）

　子昌が話すのをやめて、壬氏から顔を離す。壬氏の手は震えたままだ。

　馬閃の顔色が悪くなる。

（なにか言われたのか？）

　いや、と猫猫は高順に耳打ちする。壬氏の性格はよく知っている。身内の中ではともかく外そと面づらのよさだけは折り紙つきだ。あんな態度をとるのは変だ。

　あれは様子がおかしい、と。

　しかし、高順は軽く首を振り、なにもするなと言うだけだった。




　小用と称し、壬氏が席を立った。馬閃もついていこうとするが、近くの高官に足止めされている。

　高順が猫猫の袖そでを引っ張る。

「そろそろ代わりなさい」

　高順が意図することがわかった。

　猫猫は頷くと、部屋の外にいるほかの従者を呼んだ。そして、猫猫はふらふらとした足取りの壬氏を追う。壬氏は人目を忍ぶように山荘を出て、木々が生い茂るほうへと歩いている。

　猫猫はそれを追うが、その前に持っていくものがあった。

「これをいただいてよろしいですか？」

　猫猫は水が入ったとっくりを持ち、食事を準備していた使用人に聞いた。

「ああ、いいですよ」

　忙しそうな使用人は特に見向きもせずに答えて行ってしまった。猫猫はとっくりの中に匙さじで調味料を入れていく。

　それを持って、森の中へと入っていった。




　森に入ってしばらくしたところで人影を見つけた。ふらふらした人物は木に寄りかかっていた。

「じ……」

　壬氏さま、と言おうとして猫猫は口を押さえる。なぜかここでは、偽名を使っていた。なんて名前で呼ばれていたかな、と思いつつ駆け寄る。

「……おまえか？」

　かすれた声が、覆面の内側から聞こえた。

「これを外してください」

　猫猫が覆面を剥はぎ取ろうとすると、壬氏はそれを必死で押さえる。

「だめだ」

「だめじゃないでしょう。ここなら誰もいませんし」

　そのためにこんなところまで歩いてきたのだろう。山荘には一人になれる場所はない。壬氏には山荘の部屋が割り当てられていたが、女にょ官かんたちがお世話をするためにしっかり待機している。

「いや、誰か来るかもしれない」

（ああ、面倒くせえ！）

　猫猫はふらふらの男の腕を肩に担ぐと、引っ張っていく。

「そんなに人目が気になるなら、見えないところへ行けばいいでしょう」

　森の奥へと進む。崖がけが見え、美しい大きな滝があった。白い羽は衣ごろものような水の流れが美しい。何段かに分かれて流れる水が列をなしている。上から見ても圧巻の光景だった。ここから水を汲んできたのだろうと猫猫は察し、川に手ぬぐいをつけた。

　壬氏の覆面の下に布を差し入れ、顔を冷やそうとした、そのときだった。

　足元の地面がえぐれた。ばさばさと鳥が飛び立つ音がする。

（!?）

　反応したのは壬氏だった。猫猫を抱え、その場を離れる。しかし、足元がまたえぐれた。

　風に乗って、独特の硫い黄おう臭しゅうがした。

「飛フェイ発ファか？」

　壬氏がふらつく身体のまま、そんなことを呟つぶやいた。不測の事態に思えたが、壬氏は思ったより冷静だった。飛フェイ発ファ、火薬を使った武器だ。狩猟に使う場合もあるが、これで誤射というには言い訳が難しい。

　壬氏は一瞬、なにか考えたあと、ふと猫猫を抱え込んだ。

「悪い、少し驚かせる」

　そう言って、壬氏は猫猫を抱えたまま走った。そして、圧巻の滝へと飛び込んだ。

（少しどころじゃねえだろ！）

　悪態をつきながら、猫猫たちは瀑布へと落ちていった。










十八話　狩り　中編







　護衛の兵たちが慌あわてている。高官たちはなにやら話しながら、時折、面倒くさそうに馬バ閃センを見ている。

　主あるじが離席してから一時にじかんが過ぎた。これで憚はばかりというのは、少し無理があるだろう。

　ついていけばよかったと、馬閃が思ったところで今さらだ。主からはついてくるなと言われていた。父は、いつも連れている下女になにやら指示していた。

　むむっと馬閃は眉み間けんにしわを寄せる。その表情は父によく似ていると皆に言われる。

　父こと高ガオ順シュンは無表情のまま、周りの様子を傍観していた。今の自分の立場と違い、高順は第三者だ。ただ周りの官と同じように振る舞っている。

　真っ先に父に相談したいところだが、ここで近づくわけにはいかない。馬閃は、苛いら々いらする高官の態度に気を散らしながら、主がどこにいるのか考えていた。

　すでに部下を捜索に向かわせているが、本当なら自分の足で探しに行きたいところだった。

　形だけの役割にうんざりしながら、部下の報告を待つ。

　使用人の話によると、少し風に当たると言って外に出たらしい。護衛にはついてくるなと言ったらしいが、小柄な侍じ女じょが水を持ってあとを追ったという。その侍女が誰なのか馬閃はわかっていた。わかっていたからこそ、なにかあると思い待っていた。

　待っていたのがまずかった。

　今、この場には二つの空気が流れている。主がどこへ行ったのか心配する者と、侍女と二人きりになって長時間消えていることを揶や揄ゆするものだ。前者はともかく後者ははなはだ莫ば迦からしいと憤ってしまう。

　そんなわけがあるか、と鼻息が荒くなるのを我慢するが、自然と足はかつかつと床を打ち鳴らしていた。

　宴うたげの場はそんな雰囲気から、解散しようにもできない微妙な流れになっていた。場を取り仕切る、子シ昌ショウが一言言えばこの雰囲気が変わる気がするが、その男はちびちびと狸たぬき腹ばらに酒を流し込んでいた。

　なにを考えているのかわからないと馬閃は思う。そういう男でないと、今の地位にはつけないのだろう。そういう意味では、さらに上を行くのが軍師と呼ばれる男、羅ラ漢カンだが、あの男の場合、野心がないという点は周知の事実だ。変人と呼ばれるその男は、最近身請けした妓ぎ女じょに入れ込んでいるようで、今回の狩りは欠席している。欠席自体は珍しくないが、あの変人に普通の男らしい感性があったことに、宮廷中の者たちが驚いている。

　しかし、今回の宴うたげは子昌が主催したものだ。なにか事を起こすには、いささかやりにくいはずだ。少なくとも、馬閃は自分の持ち回りのときに厄やっ介かい事ごとを起こしたいとは思わない。もし、なにかあったとしても子昌は関係ない案件だろうか、と馬閃は考える。

　そんなとき、かつかつと急ぎ足の武官がやってきた。体つきのがっしりした、まだ若い男だった。

「失礼します」

　武官はそう言って宴の場に入ると、馬閃の前まで歩いてきた。少々、不作法だと感じたが誰もそれを止めようとはしない。馬閃は、自分の目の前で膝ひざをついた武官の頭を上げさせた。

「なんだ？」

「……」

　武官はちらりと周りを見ると、馬閃に布を渡した。千切れた布は湿っていて、馬閃はそれがなにかに気が付いた。そっと、武官の顔を見る。父の顔色を窺うかがいたいところだが、それを我慢して布を握りしめる。

「それは……」

　手を伸ばしかけた高官から布を隠し、うつむきつつ言った。

「主あるじの衣です」

　馬閃は表情を殺したまま、武官を見る。武官は頭を下げたまま口を開いた。

「川の岩場に引っかかっているのを発見しました」

　それを聞いて周りがざわめく。衣は破れていた。

「近くには誰もいませんでした。その先は急流で、前日の雨で増水していました」

　それを聞いて、侍じ女じょと逢引なる不ふ埒らちなことを言っていた官たちの顔が青ざめる。今さら、「早く捜索しろ」と叫んだところで遅い。宴の間からどんどん官たちが出て行く。残ったのは、馬閃と報しらせに来た武官、それに子昌を含めた数人の高官たちだった。

　武官はちらりと出て行った官を見ると、立ち上がり、

「では、私ももう一度発見した場所を探してまいります」

　そう言って、出て行った。

　武官が顔を上げた瞬間、にやりと笑ったのを馬閃は気付かないふりをした。




　部下二人に宴の席に残るように指示して、馬閃は山荘の外へ出た。すでに主の安否を気遣っていた官たちは、馬閃が探すように命じたとき部下に指示を出していたので、今慌あわてふためいているのはよからぬ詮索をした者ばかりだ。

　馬閃は官たちに声をかけられながら、適当に相あい槌づちを打って周りを見る。先ほどの武官が今度は犬を連れて近づいてきた。犬は、くんくん鼻を鳴らしてなにかを探しているようだ。猟犬のようなので獲物でも探しているのかと思ったら、とある官の前に立って吠ほえ始めた。

「な、なんだ！」

　いきなり吠えられた官は顔を引きつらせていた。

「あっ、申し訳ありません」

「早く、どうにかしろ」

　苛いら立だたしげに官が言って犬は引き離されたが、今度はその官の部下に向かって吠えていた。癖の悪い猟犬だと悪態をつきながら、官たちは離れていった。

　四半時さんじゅっぷんほど捜索を続けていたら、大きな声が聞こえてきた。滝たき壺つぼの下流で官たちが集まっている。そこには破けた衣があり、赤黒い模様がついていた。そして、それに引っかかるように折れた矢がくっついていた。

「どういうことだ」

　馬閃が言うと、発見した者たちは首を振る。破れた衣に先ほど受け取った布を当てるとぴったりと重なった。赤い汚れは水に濡れて薄まっていたが、明らかに血とわかるものだった。矢じりが引っかかった部分から血が流れたと見ていいだろう。

　周りに衣の主は見当たらない。衣だけ流されたなら上流、衣だけ引っかかったなら下流にいるだろう。河原に濡れたあとはなく、ここから上がったとは考えにくい。

　馬閃は千切れた布きれを見ながら顔をしかめる。

「矢を見せてくれ」

　言われて折れた矢を渡す下官。馬閃は、矢羽根と矢じりを見る。

　次々と集まってきた官に、矢を持って言った。

「申し訳ないが、皆の荷を確かめさせてもらえないか」




　矢羽根には鷹たかの羽根が使われていた。鷹の羽根は高価で、使える者は限られる。今回、鷹狩りをやると聞いて、験げん担ぎに鷹の羽根を使った道具を持ってきた者は少なくない。

　また、そんな道具は一つ一つ丁寧に職人が作っている。同じ装飾デザインを嫌う上流階級の人間なら、たとえ矢という消耗品でも違ったものを好む。矢羽根に矢じり、箆のの素材や形を考えると一人一人違うものを持っていると考えていい。

　官たちは、疑われたことに不機嫌な顔をしながら、しぶしぶ了承した。それぞれの馬車から狩りの道具が出された。誰もが、自分の荷の中にそんな矢はないと確信しているようだった。

「……これはどういうことでしょうか？」

　馬閃は冷たい声で言い放った。

「なんだ、それは？」

　困惑した声で言ったのは、馬閃が持つ矢の持ち主だった。財務を扱う省の高官で、名前は魯ロ袁エンといっただろうか。肩書きなどどうでもいい。ただ、やたら豊かな髭ひげを揺らして、矢の存在を否定していた。

「そんなもの私は持っていない、なにかの間違いだ！」

　身振り手振りを加えて魯袁は叫ぶ。ざわざわと周りが騒ぎ出す。明らかに疑惑の目が集まり始める。

　しかし、馬閃が持つ折れた矢と、魯袁の矢筒におさまる矢は同じ形状をしている。

「間違いというとどういうことでしょうか？」

「私を陥れるために、誰かが荷を入れ替えたという場合もあるだろう！」

　魯袁の顔は、焦って引きつっていた。かなり動揺しているのがわかる。予期せぬ事態に心底困惑しているように見えた。部下たちも明らかに動揺している。

　その様子に周りも慌あわてているようだ。確かに、襲撃に使った矢をそのまま手元に置いておくのはあまりに不用意すぎる。

　猟犬を連れた武官は、馬閃の後ろにいた。なにか物言いたげにじっと見ている。馬閃はまた、布きれをじっと見た。

「では、もしかしたら入れ替えた矢がどこかに捨てられているかもしれませんね」

　馬閃は、山荘の周りを見渡す。

「川べりは大体探しましたので、森の中にでも捨ててあるかもしれません」

　その言葉に、ぴくりと身体を動かす者がいた。ほんのわずかな動きだったが、注意して見ていたのでそれを見逃すことはなかった。

　うまく食いついてくれるだろうか。

「では、皆で分かれて探しませんか？　全員ではなく、半分は我が主あるじの捜索に残してもらいたいのですが」

　その提案にわざわざ反対する者はおらず、魯袁の一行だけはまだそわそわとしていた。

　馬閃は、ふうっと息をつき、後ろの武官を見る。武官は人懐っこい笑みを浮かべていた。

　これでいいだろうな。

　馬閃は、やれやれという顔でもう一度破れた衣を見た。

　そこには、見慣れた字が書かれてあった。




　〇●〇




　男は焦っていた。周りを見回しながら、あの場所に誰か来ないか心配する。見つかるわけがない、そう思っていても、皆が捜索するとなれば不安になるものだ。

　あれが見つかるはずがない。そう思いつつ自然と身体があの場所へと近づく。木の葉が積もり、柔らかい土ができた森の中。木の葉は綺き麗れいにならしてあるから、一目で見つかるわけはない。ただ、気難しい連中が、葉をまき散らして根こそぎ探すとなれば、問題だった。

　どうしようか。

　男は困惑していた。

　なぜあんなものがあの場にあったのか。それが不思議でたまらなかった。そのためだろうか、男はいつも以上に慌あわてていた。

　そして、目的の場所に着くと、ふうっと息をついた。先ほどと同じく、なにも変わらない地面を見て安心した。

「なにかそこにあるのでしょうか？」

　若い女の声が後ろから聞こえて、男はびくっと振り返った。濡れた髪の娘が泥に汚れた布包みを持っていた。それを見て、男は目を見開く。

「おい、それは！」

　手を伸ばそうとしたが、その手首は太い手にしっかり掴つかまれてしまった。掴んだ主を見ると、がたいのいい武官、先ほど猟犬を連れていた男だった。

　猟犬は男に吠ほえたてていた。さっきも、この犬は自分に向かって吠えていた。

「ずいぶん犬に嫌われているようですが」

　娘は冷めた目のまま、布包みをつまんだ。

「狩りに犬を連れて行かなかったのは、このためですね」

　そう言って、娘は布の中から飛フェイ発ファを取り出して見せた。










十九話　狩り　後編







　時は少しさかのぼる。壬ジン氏シと猫マオ猫マオが滝へと飛び込んだ直後だ。




　唇が押さえつけられるのと、胸に尋常でない圧迫感を覚えるのが交互にあった。猫猫は「んぐっ」とくぐもった声を上げると、げぼっと水を吐き出した。身体を起こし、汚物と一緒に出てくるものを吐き出し続ける。濡れた背中を擦こすられる感触がした。

　しばし、それが続いたあと、ようやく猫猫は落ち着いた。後ろから申し訳なさそうな声が聞こえた。気まずそうに顔をそらしている。

「泳げなかったのならすまなかった」

「……あれで、泳げる、わけ……ありません」

　猫猫は真っ青な顔と唇で、ようやくそう口にした。

　突然、壬氏は猫猫を抱き上げたまま崖がけから飛び降りた。しっかり助走をつけ、地面を蹴けっていた。途中、また飛フェイ発ファの音が聞こえた気がした。

　崖の高さは半丁五十メートル近くあった。普通、気がふれたとしか思わない。

「ここの滝たき壺つぼは深い。うまく飛び降りたら、溺おぼれない限りそうそう死ぬことはない」

「ええ、溺れない限り」

　恨うらめし気な猫猫を見て、壬氏は気まずそうに目をそらした。

　猫猫は立ち上がると、帯をほどいた。着物が水を吸って重い。

「な、なんだ！」

「見苦しい姿ですみませんが、このままだと風邪をひきますので。壬氏さまも脱いでいただけますか、絞りますので」

　そう言って、猫猫は服を絞る。まだ、衣が重い。もう別にいいやと、猫猫は下にはいている裙スカートと肌着も脱いだ。脱ぐとどっさり薬草が落ちてきた。濡れてもう使えないな、とふうっと息をつく。さすがに前掛けと腰布だけは脱ぐのをやめておく。貧相なあばら骨でも隠せるものは隠したい。

　どさっと脱ぎ捨てられた壬氏の衣を取ると、ぎゅっと絞って水を落とす。

「俺のはあとでいい。自分のを先にしろ」

　壬氏は妙に苛いら立だたしげに言い放った。しかし、壬氏をひんむいたままにするわけにもいかず、先に絞る。すると、壬氏が猫猫から衣を奪うと自分で絞り始めた。力があるので、猫猫がやるよりいいだろう、と猫猫は自分の衣を絞った。

　まだ湿った肌着と裙スカートを身に着けると、猫猫はようやく周りを見渡した。薄暗い洞どう窟くつの中だった。

「ここは？」

「滝の裏だ。ここを知る者はそうはいない」

「お詳しいようで」

「昔、ここで遊んでくれた官が教えてくれた。度胸試しにたまに使われるらしい」

「なるほど」

　猫猫はなにか使えるものはないかと、濡れた薬草の束をあさり、筍たけのこの皮の小さな包みを壬氏の前に差し出す。龍の髭ひげをほどくと、煮た蕗ふきがある。何重にも包んでいたおかげで、中はあまり濡れていないようだ。

「粗末なもので申し訳ありませんが、食していただけますか？」

　辛く味付けしてあるので、濡れても味にそれほど支障はないだろう。それでも、貴人に勧めるには粗末すぎるものだ。

「なにかの薬か？」

「いえ、壬氏さまは塩が足りないようなので」

　薬ではなく、猫猫が暇なときにつまむ点心おやつとして持ってきていた。今朝、朝あさ餉げに出たもので、味付けが気に入って下女に包んでもらっていたのだ。

「塩？」

　猫猫は、壬氏を見る。今はだいぶ調子がよさそうだが、さっきはふらふらしていた。猫猫が持ってきていたとっくりは飛び降りる際、落としてしまった。それには、水に醤ジャンと砂糖を混ぜたものを入れていた。

「あんな覆面をこんないい天気の日にかぶっていては、体温もうまく調節できません。だるくて頭が痛かったのではありませんか」

　壬氏の体調が悪い原因だった。覆面をかぶり、まともに食事どころか水分もとれずに歩き回ってしまえば身体はおかしくなる。たかだか水をとらなかったくらいで、と思うようだが、それで死んでしまう場合もあるのだ。

　先ほど水をかぶったので、のぼせは引いているようだが、念のため塩を摂取しておきたい。そのために勧めた。

「そういうことか」

　壬氏は指先で蕗をつまんで口に入れる。味は思ったより悪くないらしく、手が進んでいる。

　そのとき、間抜けな音が洞窟内に響いた。音源は猫猫の腹だった。仕方ない、猫猫は小食だがその分、減るのも早い。使用人たちの食事は高官が食べ終えたあとだ。

　壬氏が口を押さえて、つまんだ蕗を猫猫の口の前に差し出した。

　思わず猫猫は、歯ぐきをむき出しにして睨にらみそうになった。もちろん、途中で押しとどめる。

「いただきます」

　猫猫は少しむすっとした顔で、蕗を自分でつまんで口にした。壬氏は仕方なく、自分の口に蕗を入れる。筍たけのこの皮だけになると、壬氏は指先を舐なめ取った。妙に子どもじみた動作だと思いながら、猫猫は筍の皮を片付ける。

「あれは一体なんだったのでしょうか？」

　猫猫は恐る恐る聞いた。

「飛発けんじゅうだな。それほど間をおかず撃たれたので、複数犯の可能性が高い」

　飛発、戦いくさに使われる武器だが、一回撃つごとに火薬と弾たまを詰め、火をつけねばならない。

　だからだろう、壬氏が森に隠れずに崖がけから飛び降りたのは。森に入れば相手の懐に入るのにも等しい。何人いるかわからない相手だと、なおのことだ。

（なに恨うらまれてんだよ）

　巻き込まないでもらいたいと言いたいところだが、正直、的まとになりそうな場所に連れてきたのは猫猫なのでなにも言えない。もっとも、森の中に入った時点で、狙ねらわれる可能性は十分あったので不可抗力かもしれないが、それでも山荘から離れたことは大きい。

　申し訳ないと思いつつ、周りを見る。滝の裏側で水音が激しい。洞どう窟くつは全体的に湿っていて苔こけむしている。ところどころに小動物の骨が転がっているところを見ると、こちら側に来たのはいいが、出られなくなったのだろう。奥に進むと、どんどん薄暗くなっていく。しかし、すっと風が当たることに気が付いた。

「ここに洞窟があることを知っているなら、どうやって出るのかもわかるのでしょうか？」

　猫猫は壬氏に聞いた。

「普通に滝たき壺つぼを泳ぐ手がある」

「……私には難しそうです」

　あまり泳ぐのは得意ではない。先ほど溺おぼれたのがいい例だ。

「奥の天井に穴がある。そこは山荘近くの洞窟につながっている」

　度胸試しで滝に飛び降りた者は、大体そこから引き上げてもらうらしい。

「高ガオ順シュンさまは知っているのですか？」

　その問いに壬氏は目をそらす。

「高順は俺がこんな遊びをするのを嫌がったからな」

　高順の目を盗んで遊んでいたらしい。むむっと、猫猫と壬氏の空気が重くなる。

「馬バ閃センならわかっていると思うが、すぐ気付くかが問題だ」

　高順と違い、少し頭が固い。なにか、知らせる術すべがあればわかるだろうが。

　おそらくさっき壬氏を狙って撃った者たちは、滝壺の近くを探しているだろう。壬氏の体力なら泳いで渡れないこともないだろうが危険がある。

　猫猫は薄暗い奥へと向かった。ひゅうっと風が天井から吹いている。ここから大声を出して助けを呼んではどうかと思ったが、壬氏が首を振るので無意味だろう。

「よほど近くに寄らないと聞こえない。一日中叫び続ければ、誰か気付くかもしれない」

　ふむと猫猫は、首を傾かしげる。ふとなにかを思い出し、猫猫は親指と人差し指を口にくわえた。

　そして指笛を吹いてみた。しばし、やってみたところでなんの反応もなかった。

（そううまくいくものではないか）

　勝手に納得して、天井の穴を見上げる。

　天井までの高さはそれほどなく、九尺二百七十センチほどだろうか。壬氏の背丈を見ると、六尺百八十センチはあるが、飛び上がるのには少しきつい。

　猫猫の意図が読めたのか、壬氏がじっと猫猫を見る。口には出さないが、体重を測っているのだろう。

「できませんよ」

　あらかじめ猫猫が言った。おそらく壬氏を下にして猫猫が上がれば手が届く算段なのだろう。しかし、猫猫の立場上、それはできない。やむを得ない事情とはいえ壬氏を足あし蹴げにしたことが水スイ蓮レンにでもばれたら、どうなるかわからない。

「おまえが下になるよりもずっと有効だ。潰つぶれるぞ」

「しかし」

「やれ」

　そう言われるとやるしかない。

　猫猫はむすっとして、しゃがみ込む壬氏の前に立った。これは肩車をするということだろうか。仕方なく、猫猫は壬氏の肩に乗った。湿った頭を申し訳程度につかむと、壬氏が立ち上がる。

「もっと太ったらどうだ？」

「今言うことじゃないです」

　薄暗いのでよく見えないが、手さぐりで天井に触れる。湿っていてところどころぬるぬるする。爪つめを立ててなんとか指を引っかけ、壬氏の肩に足の裏をのせる。

「いけそうだな」

「ええ……」

　そう言って立ち上がろうとしたときだった。つぶらな瞳の生き物が猫猫の頭の上に乗っかった。げこっと鳴いて猫猫の額からぴょんと飛び跳ねる。

（蛙かえるか）

　それくらいで驚く玉ではない猫猫だったが、集中力を切らすのには十分だった。必死で身体を支えようとしていた手がぬるっと滑った。

「あっ」

　半分立ち上がったままの猫猫は体勢を崩す。足は壬氏に支えられたままで、猫猫の身体の揺れはそのまま壬氏へと流れていく。

「おっ、おい！」

　ふらんふらんと身体が揺れる。壬氏はさっさと手を離せばいいのに、律儀に猫猫の脚を掴つかんだままだった。

　結果。

　湿って苔こけの生えた地面はたいそう足が滑る。ずるりと間抜けなくらい見事にすっころんだ。

「……」

　痛みはなかった。

　代わりに湿った肌が、猫猫の頬にはりついている。ぬるく程よい温かさのそれは、どくんどくんと鼓動を打っていた。

　猫猫の身体は拘束されていた。二本の大きな腕が背中に回り、ぎゅっと猫猫を抱きしめている。かすかに残った香の匂いが猫猫の鼻についた。

　猫猫の鼓動もまた大きく打っていた。これだけ身体が密着していたら、その音が聞こえてしまうだろう。しかし離れようにも離れられなかった。どくどくと血が全身を回る中で、猫猫の頭はあることに集中していた。

（これなんだ？）

　猫猫の左手は、二つの身体に挟まれた状態にあった。その手のひらの上になんだかぐにゃりとしたものがあった。蛙かえるを潰つぶしたかと思ったが、さっきの蛙だとすればずいぶん大きさが違う。なにより、布を挟んだ感触だ。壬氏の着物の中に蛙が紛れ込んだのか。思わず指を動かして、確かめようとする。

「ん!?」

　壬氏がうめくような声を上げた。心の臓の鼓動がどくんと大きく跳ね上がった。猫猫が顔を上げると壬氏の顎あごが見える。唇をしっかり噛んでいた。なにかに耐えようとしているみたいだった。

　着物の下の蛙が生きているのか、なんだか動き始める。

「す、すまないが、その手をどかしてくれないか？　さ、さわりがあるんだが」

　壬氏が少ししどろもどろに言った。壬氏は猫猫から顔をそむけていた。そらした顔はなぜか冷や汗をかいている。眉み間けんにしわを寄せ、なにか苦しそうにしていた。

「さわり……」

　反射で左手にぎゅっと力が入った。壬氏の表情がさらに硬くなる。ふと、猫猫は自分の手がある場所に視点を移動した。そこは壬氏の臍へその下あたりだった。

「……」

　そこには本来あるはずのないものがあった。そんな場所に手を置いて、あまつさえ握っているとなれば、破は廉れん恥ち極まりないことであろう。しかし、あるわけない、あってはいけないもののはずだ。壬氏は宦かん官がん、それは後こう宮きゅうにいる官である以上当然のことだ。

　だが、あるのだから仕方ない。

（!?）

　そっと手を離し、緩んだ壬氏の手の中から起き上がろうとする。しかし、腰をぐっと押さえ込まれて、壬氏に馬乗りになった状態で止まる。

　壬氏は、ふうっと前髪をかき上げながら息をついた。そして、猫猫を見る。

「ある意味、手間が省けたということか」

　憂うれいを帯びた美しい天女のような顔。なのに、こやつは天女ではない。微笑み一つで国を滅ぼすような貌かおを持ちながら、こやつは女ではない。

　そして、男の象徴シンボルを捨てた宦官でもなかった。

　猫猫がのしかかった際、壬氏の薄い衣がはだけているが、そこに、たるんだ肉はついていない。適度に引き締まった、鍛錬された肉体。確かに、天女のような顔立ちであるが、その肉体は鍛え抜かれた武人と変わらぬものだった。
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　本当は宦官ではないのかもしれない、それを考えに入れていなかったのが不思議でならない。

　いや、本当は無意識にそれに気付かないようにしていたのかもしれない。

「おまえに伝えたいことがある。今回、ついてきてもらったのもそのためだ」

　猫猫は思わず耳を塞ふさぎたくなった。これ以上、聞いてはいけない、猫猫は瞬時に悟った。しかし、耳を塞いではそれがばれてしまう。

　後こう宮きゅう内に宦官でない男がいる。それが公になれば、どうなるだろうか。もし、その男が妃きさきに手を出し、帝みかど以外の子種が混じったらどうなるか。

　猫猫は半眼になる。

（やめてくれ。そんな面倒事に巻き込むな！）

　今までさんざん、壬氏に利用されてきた。どれも大なり小なり面倒なことに違いなかったが、これくらいなら、と思わないでもなかった。

　しかし、これは別だ。

　知ってしまえば、墓まで持って行く必要がある。

（墓まで付き合う気はない！）

　というわけで、猫猫は──。

「申し訳ありません。蛙かえるを潰つぶしてしまったかもしれません」

　無表情のままそう言った。

「……蛙」

　壬氏の表情が引きつった。

　それでもいい、なにがなんでも押し切ろうと猫猫は思った。

「ええ、蛙です。申し訳ありません、先ほど上から落ちてきたせいで思わず姿勢バランスを崩してしまいました。お怪我けがはありませんか？」

　ぐにょんとした感触は蛙だ、蛙と猫猫は自分に言い聞かせる。

「いや、蛙では……」

「申し訳ありません。かばってもらったようで。早く、ここから出ましょう」

　立ち上がろうとしても、壬氏の手が離れない。

「壬氏さま、手をどけていただけないでしょうか？」

「誰が蛙だと？」

　壬氏が猫猫の腰を押さえつけたまま、上半身を起こす。結果、膝ひざに乗せられたまま向かい合う形になった。両足を開き、膝の上に乗っている姿ははしたないと言うほかない。

　ぐぐぐっと顔を近づけてくる壬氏に猫猫は一瞬ひるみそうになる。しかし、ここで負けてはいけない。

　猫猫も負けじと壬氏を見る。鼻先二寸ほどの位置まで近づいてみる。

「蛙かえるでなかったら、なんなのでしょう？」

　あれは蛙、あれは蛙、猫猫は言い聞かせる。左手のぐにょんとした感触は蛙だ。蛙以外の何物でもない。蛙は気持ち悪い、つい裳スカートに擦こすりつけるようにして手をぬぐった。

「蛙はもっと小さいだろう？」

　壬氏がさらに一寸、猫猫に顔を近づける。

「いえ、この季節、そこそこ大きい蛙などたくさんいます」

「そ、そこそこ……」

　壬氏がたじろぐ。どこか衝撃を受けた顔だが、猫猫はそこにずいっと顔を近づける。鼻と鼻がくっつきそうな位置で止まる。

「ええ、そこそこです。そこそこの蛙でなかったら、そこそこのなんですか？」

　本当はそこそこじゃなかったが、ここはそこそこでいい。そこそこで十分だ。

「おい、なに、手をぬぐっている！」

　壬氏がなぜか衝撃を受けた顔をしている。

「いや、蛙って気持ち悪いでしょう」

「なにが気持ち悪いだ。蛇酒を飲みたいっていつも言っているのは誰だ」

「蛙は粘液を出しますし」

「誰が粘液だ！」

　数秒、いや数十秒睨にらみ合った。

　先に動いたのは壬氏だった。壬氏は唇をぎざぎざにしたまま、そっと目をそらした。

（か、勝った？）

　猫猫は、目をそらした壬氏を見やると、ふうっと息をついた。

　何事も知りすぎることはよくない。分相応に、下女がお似合いな猫猫は、なにも知らず生きていくのがいい。なにが起ころうと、上司がなにをしようと、ただ猫猫は「私はなにも知りません」と言うだけだ。

　その姿勢スタンスは今後も変えるつもりはない。壬氏と猫猫は、高官と下女、それ以上でもそれ以下でもなく、そこに必要以上の秘密はいらない。

　猫猫はようやく緩んだ壬氏の手から離れ、立ち上がろうとした。その瞬間だった。ぽんと身体を押された。気が緩んだ猫猫の身体はそのまま地面に横になる。

　見上げた先には、壬氏がいる。ゆらりと身体が揺れ、猫猫に覆いかぶさる。蝋ろう燭そくの炎のように目が揺らめいていた。

「そうだな」

　そう言って壬氏は、ゆっくり猫猫の膝ひざの裏に手をかけて持ち上げた。先ほどよりさらになんとも言い難い体勢になる。

「確認してみるか？」

　壬氏が顔を引きつらせながら言った。

　猫猫の全身が粟あわ立だち、だらだらと蝦が蟇ま蛙がえるのように脂汗をかいた。挑発が過ぎたと、今さらながら後悔した。

　壬氏も壬氏で、一瞬、なにか戸惑った表情をした。数秒、数十秒、二人とも止まったままだった。

　それから、壬氏はなにか覚悟を決めたように唇を噛むと動き出す。

　ゆっくり壬氏の顔が近づいてくる。

（蹴けりを入れるべきか）

　そんなことを猫猫が混乱しながら考えているときだった。

「……っなんだ？」

　壬氏がいまいましげに上を向いた。出口からなにか音がするような気がする。

　獣の鳴き声のようなものが上から聞こえてきた。

「……」

　猫猫は恐る恐る指を口にやり、ぴぃっと指笛を吹いた。

　すると、「わんわんっ」と犬の鳴き声がする。もう一度、猫猫が指笛を吹くと、真上の穴から毛玉が落ちてきた。それは壬氏の背中に直撃する。腰を押さえうずくまる壬氏の下から這はい出る猫猫。毛玉は、李リ白ハクと遊んでいた猟犬だった。猫猫は毛玉を抱き上げると全身を撫なでまわした。

「おい、どうしたんだー？　いきなり走りやがってよう」

　なんだかのんきそうな駄犬の声が聞こえた。

　壬氏は背中をさすりながら天井を見上げた。

　猫猫は助かった、と思いながら李白の名前を精いっぱい叫んだ。




「一体、どうしたらそうなるんだ？」

　まったくもって理解しがたいと言わんばかりに李白が言った。

　猫猫と壬氏は、李白に縄を持ってきて引き上げてもらった。壬氏の言う通り、天井の穴は山荘近くにつながっていた。

「……それに、なんでおまえがこのかたといるんだよ」

　こそこそと猫猫に耳打ちする。李白が言うこのかたとは覆面をつけた壬氏のことだろう。李白なら別に壬氏を見てもどうとも思わないだろうが、念のためだろうか。

「説明しづらいとしか言えません」

　猫猫の曖あい昧まいな答えに李白は首を傾かしげたが、壬氏というお偉いさんが関わっているのでそれ以上詳しく聞くこともない。ただ、滝たき壺つぼに落ちて洞どう窟くつに入り込んだとだけ伝えた。

「ここに私がいることは黙っていてくれ」

　壬氏は洞窟に座り込んで言った。覆面越しで堅苦しい物言いのためか、いつもと別人のような声である。

「御ぎょ意い」

　李白は恭うやうやしく頭を下げる。

　壬氏が黙っておけと言ったのは、相手の動向を探るためだろうか。しかし、高ガオ順シュンたちにも知らせないのだろうか。

　李白の膝ひざの上では、お手柄の猟犬が尻尾を振って李白を見ている。李白は頭を撫なでながら干し肉の欠片かけらをやっていた。

　猫猫はふと犬を見る。猫猫の指笛を聞いてここまで来てくれたので、耳はいいようだが──。

「……この犬はほかになにか躾しつけをしていますか？」

「躾か？　兎うさぎの穴を探すくらいはできるみたいだけどな」

　猫猫にはいつも通り話しかけてくる。猟犬はくんくんと鼻を鳴らして猫猫に近づく。愛あい嬌きょうはあるが賢そうな犬だ。

　猫猫はちらりと壬氏を見た。先ほどのことがあり、少々、目を合わせにくい。しかし、言うべきことは言わねばならないだろう。

「じ……、香コウ泉センさま」

　猫猫は、偽名を使っていたことを思い出した。一応、覆面をかぶっている以上、この名を使ったほうがいいだろう。

「なんだ」

　覆面越しに聞く声は冷ややかだ。先ほど、さんざん猫猫があおったことを怒っているのだろう。でなければ、あんな真似をするわけがない。

　まさかあんな行動に出るとは、などと言ってしまったら無責任だろうか。よくよく考えてみれば、壬氏はその件についてごまかすようなことはしなかった。むしろ、猫猫に説明をしようとしていたのではなかろうか。

　しかし、猫猫は知りたくないあまりに滅茶苦茶な言い逃れをしようとした。その内容に激怒しても仕方ない。自分の姿にあれだけ自信を持つ御方だ。ご自身の持つ蛙かえるもさぞや立派なものであろう。

　どうしようかと考える一方で、言っておかないといけないことがあった。

「もしかしたら、先ほど発砲した人物を特定できるかもしれません」

　そう言って、猟犬の頭を撫でた。




　そして、先ほどの流れへとつながるわけだった。

　猫猫は土まみれの布包みを開いた。中にはまだ火薬の臭においが残る飛フェイ発ファが三丁あった。猫猫は飛フェイ発ファを見たことがなかったが、思った以上に小さくて驚いた。そして、猫猫だけでなく壬氏や李白も目を丸くしていた。

　最新式の、おそらくこの国ではまだ普及していない異国のものだと言われた。それまでのような、火縄で火薬に着火する型タイプではなく、独特の形をした金属部分で火花を散らして火をつける複雑な形をしていた。壬氏も李白も見たことがなく、構造は一発撃ってみてなんとなく理解したに過ぎない。

　最新型の飛フェイ発ファは鼻を近づけると独特の臭においがした。卵が腐ったような臭いで、けっして気持ちのいいものではない。火薬は普通、炭と硝石と硫い黄おうを混ぜて作る。それが、火をつけて爆発すると、独特の臭いを発するのだ。その臭いは強烈で、思わず鼻を押さえたくなってしまう。

　もし、狩りの最中にそんなものを使ったら、鼻のいい犬はまず反応するだろう。現に、李白が連れていた猟犬に火薬の臭いを嗅かがせるとすぐにこの飛フェイ発ファを探し当てた。この付近では、飛フェイ発ファを使った猟は行われない。もともと、飛フェイ発ファの命中精度は低く、障害物の多い山の中で使用するのは向かないのだ。

　今回、そんなものを使って壬氏を狙ねらった理由としては、最新型であることが大きいだろう。独特の着火方式はもとより飛距離と命中精度も上がっていると、試し撃ちをした結果わかった。それでも、壬氏を狙った男は外してしまったのだが。

　男は李白に腕をねじり上げられ、押さえ込まれる。李白は舌を噛まぬように猿ぐつわをする手際のよさだった。

「疑いをかけられたおっさんたちには悪いことしたなあ」

　かまをかけるため、誰かをだしにするのが早かった。壬氏の指示で比較的、杜ず撰さんでわかりやすい反応をする高官が選ばれた。

　すでに男の仲間、というよりその上にいる高官とその部下たちはいつでも捕まえられるように見張られているはずだ。あとは、罪状を明確にするためにこの男を連れて行くだけだ。

　猟犬は李白の周りを走り回っている。

「おう、おまえは偉いなあ」

　片方の手で男を捕縛しながら、李白は猟犬を褒ほめてやる。すでに、誰が犯人かは目星がついていた。火薬の臭いは飛フェイ発ファを撃った人間にもこびりついており、たとえ臭いが消えたと思っていても猟犬の鼻はごまかしきれない。

　猫猫は飛フェイ発ファを布にくるみ直すと、罪人を抱える李白の後ろについていった。










終　話







　今回もまた気持ち悪いままだ。前の翠スイ苓レイのこともだが、完全に解決せずに終わるのは不愉快だ。けれど、慌あわてたところで猫マオ猫マオにはどうにもできないとわかっている。

　高ガオ順シュンは、今こ宵よいは夜宴に参加した。湖の上に船を浮かべた宴席ということもあって、護衛は最小限で、猫猫は留守番だ。というわけで、部屋に入って夜風を感じている。

（あの飛フェイ発ファの形）

　最新式だと言っていた。おそらく、西方から来たものだと推測される。

（西方か）

　皇帝の妃きさきの座を狙ねらっていた特使たちを思い出す。そういえば、彼女らはこっそり部屋を抜け出してなにをやっていたのだろうか。高順が孕はらむと言ったように、関係もしくは姦かん計けいを孕んでいたのかもしれない。もしかして、その美び貌ぼうを利用して官たちを籠ろう絡らくしていたのではと思ったが、違うことも考えられる。

　最新型の武器はどこの国でも欲しがる。しかし、国と国でその商売をしたら、始まるのは戦争しかない。特使たちの国としては、表だって商売はできない。だが、宮廷を通さずにこっそりそんなものを売れるわけがないだろう。

（思った以上に危ない橋を渡っているのか）

　いや、それとももっと大きな後ろ盾だてでもあるかだ。

　今日、捕まった官たちが今後どこまで吐くか、どこまで知っているかわからない。だが、早めに芽を摘んでもらいたいと猫猫は思う。

　他人の幸せまで願うほど、猫猫は優しくないが、周りが平穏だと自分もまた平穏に暮らせることくらいわかっている。

　そろそろ寝るか、と帳とばりを閉めると、とんとんと戸を叩く音がした。思わず猫猫はびっくりする。そっと抜き足差し足で戸に近づくと少しだけ開いてみた。戸の向こうには、今一番会いたくないお人が立っていた。

　今、高順は夜宴だ。馬バ閃センもだろうか。なんで、この男だけ参加していないのだ。

「開けたくないなら開けなくていい」

　麗うるわしい声は、少し落ち込んでいるように聞こえた。隙すき間まから壬ジン氏シが背を向け、壁に寄りかかるのが見えた。

「ずいぶん驚かせてしまって悪かった」

「……」

　猫猫は黙ったまま、壬氏と同じように壁に背を向け寄りかかった。ちょっとだけ開いた戸から、壬氏の深いため息が聞こえた。頭を掻かきむしる音、いらいらと履くつで床を打ち鳴らす音、ぶんぶん頭を振っているのだろうか、髪が壁に当たった音がする。

　顔を見なくても、どんな表情をしているのかありありとわかった。なにか猫猫に言おうとして、でも、言葉が浮かばないのだろう。そして、それは猫猫だって同じだ。

　やれやれと、猫猫は鼻の頭を掻いた。

「気にしておりません。こちらこそ、申し訳ございませんでした」

　あれだけ『そこそこ』を連発したのだ。壬氏だって怒り出すだろう。たとえ、相手が猫猫であろうと挑発するくらいに。

　壬氏が扉の向こうで唸うなる声が聞こえる。

（なにを考えているのだろうか）

　猫猫は人の心の機微には疎うとい。もともと、それほど興味がないのもあるし、そういうふうに育たなかったせいもあるのかもしれない。赤あか子ごの頃は、緑ろく青しょう館かんの皆に世話をしてもらっていたが、やはり仕事が優先で、一人部屋に放置されていたという。泣いても、皆の仕事が終わるまでは面倒を見てもらえぬ、そう悟ったのか、泣かない赤子になったらしい。

　それが原因かわからぬが、自分に対する相手の好意にも悪意にも鈍くなった。水晶宮でいびられても平気だったのは、そのせいかもしれない。もちろん、嫌なのには変わりないが、他人のそれよりずっと小さい。

「……」

　ゆえに、壬氏になにを言ったらいいのかわからない。また、無言になる。精いっぱい考えて、言葉を探す。

「私は、なにも口にする気はありません。私にとって、壬氏さまは壬氏さまです」

　思わず偽名を使わずに口にしてしまった。いけないなあと首を振る。しかし、これが猫猫の正直な答えだった。

（たまがあるかないかの違いだ）

　別に見るわけじゃないし、関係ないと考えよう。

「おまえにとって、俺は俺か」

　嬉しいような寂しいような、なんとも言えない声だ。壬氏はがさごそとなにかをあさり始めた。そして、開いた戸の隙すき間まへと手を伸ばす。思わず猫猫は振り向いて一歩下がる。

「……警戒するな。これを渡したいだけだ」

　そっと戸の桟さんの上に布包みが置かれた。なんだろうと猫猫は手を伸ばす。指先が壬氏の手に触れた。それはほんの一瞬で、体温を感じる間もなく離れた。

「これを渡すとともに、ずっと伝えようと思っていた。先に熊ゆう胆たんは渡していたがな」

　真面目な声で言う壬氏。

　猫猫は、なんだろうと布包みを開ける。中には、黄色い石が入っていた。

「おまえには迷惑をかけるかもしれないが、知っていてもらいたい」

　壬氏が抑えた声で、しかしはっきりと言った。

（こ、これは）

「今回の旅に来てもらったのも」

　少しずつ、吐き出すように話していくが──。

（ご、ご……）

「牛ご黄おう！！！」

　猫猫には通じなかった。

　猫猫が立ち上がり、叫ぶ。

　夢にまで見た秘薬が今、ここにある。目が潤み、心の臓が激しく鼓動を打つ。はあはあと息が荒くなっていく。

　猫猫は戸を全開した。あっけにとられた壬氏が、のけぞっている。

「ありがとうございます！」

　猫猫は頭を下げる。

「ああ、ようやく手に入ったって、おい！　勝手に閉めるな。まだ、話は終わって──」

　猫猫はがたんと戸を閉めると、つっかえ棒を入れた。誰にも邪魔されたくなかった。

　片足でくるんと回りながら、牛の胆たん石せきを愛いとおしそうに眺めた。ふひひと、奇妙な形に唇が歪ゆがむ。

　戸をどんどん叩かれているようだが、今、目の前にある牛ご黄おうに比べたら些さ末まつなことだった。

　昼の壬氏の行動が軽く吹き飛んでしまうくらい嬉しい代物だった。どくどくと心臓の音が激しくて周りの音が聞こえなくなってしまう。頬ずりをしながら、寝台へと飛び込んだ。

　行儀悪く両足をばたばたさせながら、敷布シーツに転がした牛黄を人差し指でつんつんした。
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　これを見るだけでひと月は不眠不休で働けそうな気がする。気がするだけで実際やると死んでしまうけれど。

　もう壬氏が宦かん官がんであろうがなかろうが、どうでもいい。どちらにしても、猫猫は口を挟む気はない。ただ、こんなものを貰もらって恩を感じぬほど薄情でもない。

　いつか壬氏のその秘密がばれそうになって、窮地に立たされた場合、助け出せるよう努力すべきだ。そう思った。

（そのときはちゃんと）

　本物の宦官にしてあげよう。

　そんな猫猫の決意とは別に、扉はどんどんと叩かれていたが、猫猫の耳には雑音にしか聞こえなかった。




　〇●〇




　主しゅ賓ひんが帰ってきてから、すぐ昼の宴うたげは解散となった。

　無事な姿を見てほっとした官たちは、あからさまに胡ご麻まをすっていた。先ほど、下らぬ冗句ジョークを言って女にょ官かんと逢引だと笑っていた輩やからとは思えぬそぶりだった。

　高順は壬氏の疲れた様子が気になったが、今の自分はその立場ではないと首を振る。息子の馬バ閃センにその役を任せたが、ちゃんとやれているだろうか。

　宦官の『壬氏』の従者である『高順』は、主賓と親しくする理由はない。あくまで、主あるじたる『壬氏』の代わりにやってきたに過ぎない。

　出すぎた真似はしないほうがいい。

　疑いをかけられた魯ロ袁エンは、無実だと言うと憤っていたが、単純な性格だ。今は口直しの宴に満足している。表向き、主賓の気まぐれで宴から消え、そして、何事もなく帰ってきたという形にしているが、皆にはばればれだろう。途中、とある官の一派が消えていた。そして、今後、表舞台に出ることはあるまい。

　最新型の飛フェイ発ファについて、なにかしら詳しいことを吐かせねばならぬ。その方法について高順は知らないことにしておくほうが平和だった。

　そして今の高順には、仕事がある。

　今こ宵よいの宴は、池に船を浮かべる趣向を凝らしていた。飲んでも飲み干しきれない酒と、美しい女たちを集めたそれは、酒池肉林を元にしているのだろう。

　やれやれ、と高順は思う。

　まがりなりにも宦官である高順だ。女にうつつを抜かす気はないし、抜かしたとすれば恐ろしいことになる。息子の馬閃を産んだ女、すなわち妻のことを考えると、指先一つ動かそうとも思わない。

　その当の息子はといえば、船か酒か女の香に酔っているのか、船の上でぐったりとなっていた。まだまだだな、と息をつく。

「宦官にとってこれはつまらない趣向だったな」

　ただひたすら酒を飲む高順に近づくのは、官の一人だ。同じ船には、自分の子より若い女たちをはべらせている。

「大変ですなあ。女帝の怒りを買ったばかりに、このような仕打ちとなって」

　酒で饒じょう舌ぜつになっているのか、小こ莫ば迦かにした口調だった。

　そうだ、高順は『馬マー』の名前を持ちながら、女帝の怒りを買った。そして宮刑にされ、以前の名は捨てて『高順』という名になった。そういうことになっている。

　しかし、宴うたげの折には宦官としてでなく、馬の家の者として扱われる。それが、現在の高順の立ち位置だ。

「その話は終わったことですから。それに、いい月夜酒ですよ」

　高順はそれだけ言うと、空を仰ぐ。半月が美しい。騒がしい男たちの自慢話と、女たちの嬌きょう声せいがなければそれなりに楽しめただろう。

「それにしても麗うるわしの宦官どのは参加なされぬとは、ちと残念ですな」

　麗しの宦官とは言わずもがな壬氏のことを差している。そして、それは今、部屋で休んでいるある御方のことではない。

「今回は覆面の御方がいらっしゃいますから。表向きは、風邪ということで」

「はは。あれだけ美しいお顔が参加されたら、それだけで嫌味になってしまいますからな」

　常に覆面を外さない、とある御方は幼い頃、顔に火傷やけどをしてそれ以来部屋に引きこもっている、ということになっている。どんなに暑かろうが、人前で覆面を外すことはない。

「どちらにしても、今こ宵よいは参加なされないのですね。お疲れのようで、その御方も」

「そのようですね」

　高順が感情を表に出さぬように、相あい槌づちを打った。

　主しゅ賓ひんの参加なしで、夜宴は進められる。

　高順は酒をぽたぽた、水面に落としながら波紋を眺める。早く終わればいいと思う。様子がおかしいのは、主賓だけではなかった。もう一人、高順の連れとしてついてきていた娘の様子もおかしかった。

　主賓とともに行動し、命を狙ねらわれたのであれば、普通の娘なら多少肝きもが冷えて怯おびえても仕方ないのだが、あの娘はそんな玉ではない。それに、命の危険に怯えたのとは少し違った印象に見えた。

　いつもは慇いん懃ぎんかつ多少無礼に対応している主賓に対し、少しよそよそしい態度に見えた。

　伝えたのだろうか。

　聡い娘のことだ、今後の自分の境遇について考えれば、そんな態度をとるのはおかしくない。むしろ、ある程度付き合いがなければその態度の変化に気付く者は皆無だろう。及第点をやるにふさわしい。

　今後、主賓に起こりうることに対処するには、それを知らせておく必要があった。娘には悪いが、それだけ利用価値があることを示している。なにか大事が起きた際、使える切り札はより多いほうがいい。それが時に非情と言われても、甘んじて受け入れるつもりだ。

「あれでは、帝みかども心配でしょう。今回の件もどうするつもりでしょうか」

　官は顎あご髭ひげを指先でつねりながら、ため息をつく。この通り、誰がなにをしでかしたのか暗黙の了解だった。それを口に出すのは聡いことではないが、酔いの席だからだろうか。

「あれが東とう宮ぐうとなれば」

『あれ』という言葉に、敬いは見られない。

　それもそうだろう、ほとんど部屋から出ず、公の場に出てくるとすれば覆面をつける。そんな皇弟に、政まつりごとができるはずないと皆思おう。

　今回の鷹たか狩がり、主賓は皇弟だ。

　集まった高官たちは、面白半分で集まったことだろう。滅多に表に出ない東宮を見ようと。もちろん、その素顔を見ることは叶わないままだ。

　そして、不ふ遜そんな輩やからが東宮を手にかけようとしたことで肝きもが冷えたに違いない。今も、主賓不在のまま宴が滞りなく行われているのも、ある意味、その鬱うっ憤ぷんを晴らそうという意味合いもある。

　一体どんな人物か、それを見定めることが必要だと考えるのは間違いではない。

　そして、この官は東宮を無能者と決めたのだろう。ばればれのごまかしに対する反応は二つに分かれている。無能と決めつける者と、様子見を決め込む者だ。

　そして前者を選んだ官は、宦かん官がんである高順に話しかける理由があった。

「昨年の、皇子さまの薨こう御ぎょ以降、誰か身ごもった妃きさきはおらぬものでしょうか？」

　本題はこれか、と高順は思う。

　誰が身ごもったか、それがどの妃か、産むのは男か女か、それによって宮中の勢力図は大きく変わる。

　高順はゆっくり首を振る。

「残念ながら。妃はたくさんいますので、そのうち誰かが身ごもるかと思いますけど」

「そうか、そうなると」

　官はちらりと四阿あずまやを見る。そこには小太りの官が立っていた。客人が楽しんでいるか、眺めている。宴うたげを開いた当人、子シ昌ショウだった。

　ここにほかの上級妃たちの親族はいない。子昌が主催する宴であれば、そんなものだろう。

　高順は、しばしの胡ご麻ますり相手を見極めた官を見送り、ふうっととっくりの酒を注いだ。

　主しゅ賓ひんこと壬氏、いや『華か瑞ずい月げつ』は、どうしているだろうかと思いながら、美しい月を肴さかなにした。

　華瑞月、この国で華の文字を冠する者は限られる。今現在、たった二人しかいない。

　一人は、この国の頂いただきにいる御方、そしてもう一人は、その同母の弟君である。
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